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文

福岡県の北西部に位置する福岡市は、玄界灘に画して豊かな自然環境と歴史的な遺

産に恵まれています。しかし、近年は福岡市における著しい都市化によってこれらは

失われつつあります。私共は自然環境や歴史的遺産について保護し、後世に伝えてい

くことの責を負っていることは言うまでもありません。

福岡市教育委員会では、各種の開発事業に伴い、埋蔵文化財の発掘調査を行い記録

保存に努めているところです。

本書は平成2年度に発掘調査を行った博多遺跡第68次調査の成果について報告する

ものです。この調査地点は「息の濱」と呼ばれた砂丘上に立地しており、平安時代の

終わりから江戸時代までの遺構・遺物を発見することができました。なかでも元冠の

役と同時期の護岸状石積みは、中世都市博多を復原をする上での重要な手懸かりにな

るものと考えられます。

本書が埋蔵文化財へのご理解と認識を深める一助となり、また研究資料としてご活

用頂ければ幸いに存じます。

平成4年3月31日

福岡市教育委員会

教育長　井　口　雄　哉



言

1．本書は福岡市博多区古門戸98－1他の特別養護老人ホーム建設に伴い、福岡市教育委員会が

平成2（1990）年10月29日から3（1991）年1月31日の期間中に発掘調査を実施した博多（は

かた）遺跡群第68次調査の報告である。

2．本書に掲載した遺構の実測は井沢洋一、菅波正人、吉田扶希子、多田映子、福田小菊、西嶋

彰子、上村素が行った。

3．遺物の実測は吉田、牛房綾子、中西香、田中昭子、井沢が行った。

4．遺構．遺物の製図は牛房、中西、田中、松枝礼子が担当した。

5．遺構．遺物の写真撮影は井沢、吉田が行った。

6・本書に掲載する遺構一覧表は吉田が、遺物一覧表は牛房、中西が作成した。

7．本書作成にあたって小山田縁、倉光京子、多田映子、西嶋彰子、福田小菊の協力を得た。

8．遺構番号は発掘調査中に於いて検出した順に番号をふり、本書では遺構略号を遺構番号の頭

に付けた。遺構の略号として用いたのはSE（井戸）、SK（土壙）、SX（不定形土壙．墓・構築

物）である。

9．本書の遺物番号は遺構の種類毎に通し番号で示し、挿図．図版番号に一致させている。

10．遺構に用いた方位は磁北である。

11．本書に掲載した陶磁器の鑑定、及び分類については九州陶磁文化館の大橋康二氏にお願いし

た。又、瓦文字の解読は文化財整備課の三木氏に依頼した。

12．本報告にかかわる図面．写真・遺物などの一切の資料は、福岡市埋蔵文化財センターに収蔵

・保管される予定である。

13．編集は吉田、牛房、中西の協力のもと井沢が行った。

遺跡調査番号 9　0 4　2 遺 跡　 番　号 H K T －68

地　　　　 番 福岡市博多区古門戸町98一 1 分布地図番号 千代博多48

開　発　 面　積 640㎡ 調査対象面積 640㎡ 調 査 面 積 353．6㎡

調　査　 期　 間 1990年 （平成 2年） 10月29日～ 1991年 （平成 3年） 1月31日
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第1章　は　じ　め　に

1．発掘調査に至る経緯

平成2年（1990）3月9日、福岡市博多区古門戸町在住の石橋清助氏は同じ町内に所有してい

る土地を「老人福祉のために役立てて欲しい」旨で、福岡市に寄付された。この所有地は、自宅

に隣接した駐車場で、面積は約660㎡である。石橋氏は御両親を老人保健施設などに入院させて

おり、「生まれ育った所に施設があれば最適ではないか」との想いから寄付を思い立たれた由。こ

れを受けて福岡市民生局では、老人福祉法による施設を作る構想を検討すると共に、平成2年度

に埋蔵文化財の発掘調査、平成3年度に建設工事、平成4年4月オープンのスケジュールで特別

養護老人ホームを建設する運びとなった。

分布地図によれば、この地域は博多遺跡群の北端に位置しており、従来から遺跡の発掘調査例

も少ないところから、「息の濱」の砂丘の形成や、町屋の発展を知る手懸かりとなることが期待で

きたO

平成2年2月26日に石橋氏により埋蔵文化財事前審査願いが申請されたため、3月13日に試掘

調査を行った。この結果、現地表から2．3mの深さで、中世末～近世の遺構や遺物を検出すると共

に、石垣状の構造物を発見した。

発掘調査は老人ホームの建物敷地に限定して行っており、調査面積は353．6㎡である。調査は

山留工事及び、地表上面から深さ1．8mまでの鋤取り工事が終了次第実施することとし、平成2

年10月29日から平成3年1月31日までの期間に行った。尚、当該調査地点の西側約80mに位置す

る株式会社中埜産業が発注した社屋建設工事においても、当該調査地点と同様の護岸状石積みが

発見されていることを付記しておく。

2．発掘調査の組織

調　査　委　託

調　査　主　体

調　査　総　括

調査・整理

庶　　　　　務

試　掘　調　査

福岡市民生局高齢者対策部高齢者福祉課

福岡市教育委員会文化財部（前文化部）埋蔵文化財課

課長　柳田純孝（前任）

第2係長　柳沢一男（前任）

主任文化財主事　井沢洋一

松延好文（前任）、寺崎幸男

吉留秀敏、佐藤一郎

－1－



調査・整理補助

調　査　作　業

高田一弘、吉田扶希子、牛房綾子、中西香、田中昭子

家村冨基郎、井上八郎、内野弘行、神田武則、熊本交仲、斉藤善弘、島津明

男、高尾甚一郎、橘良平、藤善弘、原田敬一郎、村田圭介、八尋弘大、横尾

泰広、吉川春美、吉川順岳、上田エイ子、上野ミヤコ、上村素、江里ヨシ

エ、小山田縁、荻野敦子、木村みさを、黒木美代子、小林光子、坂本バツ

子、高石ヤス子、高木志保、永井鈴子、西口キミ子、野田文香、箱田香代

子、掘タケ子、宮崎ヨシ子、宮原スマ子、脇山喜代子

整　理　作　業　荻野敦子、小山田縁、倉光京子、多田映子、西嶋彰子、箱田香代子、福田小菊

発掘調査にあたっては民生局高齢者福祉課をはじめ関係者の方々に多大なご協力をいただいた

ことを記して感謝の意を表わしたい。

Fig．1博多68次調査の範囲図（縮尺1／300）
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博多さくら園の現況
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Fig．2　博多遺跡群と周辺の遺跡（縮尺1／50，000）
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Fig．3　博多遺跡群と調査地点位置図（縮尺1／9，000）
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第2章　立 地

福岡市のほぼ中央を占める福岡平野は南北に延びる洪積台地と沖積平野からなり、北は博多湾

に面し、東は三郡山塊、南から西は背振山塊の山々で画されている。この平野には南北方向に貫

流する御笠川と那珂川の二大河川が存在し、北側の博多湾岸には砂丘を形成している。この砂丘

は縄文時代の海進以後に形成されたもので、内陸部から海岸部へ向けて3つの列状を呈してい

る。これらの砂丘は歴史的にて大きくは「息の演」と「博多潰」と呼ばれるふたつの砂丘に分け

られ、現在の明治通りをその境としている。博多遺跡群はその砂丘上に立地し、東は石堂川、南

を旧比恵川、西は那珂川によって画される。遺跡の範囲は東西約1km、南北約1・5kmを想定してい

る。この地域は、博多駅前の商業地域として市街化しており、標高4～5mを測る。遺構は時代

毎に幾層にも重なっており、現在の地表の下、約1～5mの深さに検出できる。弥生時代から古

墳時代の遺跡は「博多潰」に分布するが、古代末から中世初頭には息の濱でも遺構が認められ、

中世後半期になると、遺跡の分布が飛躍的に拡大することが文献や発掘調査においても明らかに

なっている。これは、砂丘の形成が博多演から息の演へ拡大し、更に人工的な干拓などにより、

町の中心も次第に息の演へ移ったものと考えられる。

今回の発掘調査地点は、この「息の濱」と呼ばれる砂丘の北側傾斜面上に位置する。

石積遺構SX32の発掘作業風景（西から）
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Fig．4　第68次調査地点位置図（縮尺1／2，000）
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第3章　調　査　経　過

1．試掘調査の概要

平成2年3月13日に実施した。周辺では第46．55次調査が行われているが、当該地はこれらの

西側に位置しており、従来の試掘調査によれば、中世の遺構・遺物が出土しない地域と考えられ

ていた。

調査は敷地の中央部分に北西から南東方向のトレンチを設けた。このトレンチは長さ14m、深

さ2．8mを測る。トレンチ南東側の土層々位は、①盛土、②黒色土（近世撹乱）、③黒灰色砂質土

（近世）、④黄褐色粗砂（中世）となっている。黄褐色粗砂層はGL－210cmの深さで検出できる。

中世末の土師器皿が出土しており、砂層の厚さはGL－280cmまで確認できた。又、北西側では、

深さ230cmまで撹乱が入っているが、その下から石垣状の構造物を検出した。この石積みは大略

東西方向で、黄白色粗砂層上面に築かれている。博多の町割りである横町筋に並行しているとこ

ろから、「聖福寺の絵図」に描かれている元冠防塁、或いは石城府の名称の元となった石築地の可

能性をもっているため発掘調査を実施することとなった。

2・発掘調査の概要

（1）調査経過
発掘調査は平成2年（1990）10月29日から平成3年（1991）1月31日の期間に実施した。調査

に先立って、外周のフェンス工事、山留工事、調査範囲内の鋤取り工事が行われている。この鋤

取り工事は地表面から1・8mの深さまで近世層及び撹乱層を除去しており、この面の標高は約2．5

mを測る。これを便宜的に第1面と称した。第2両は試掘調査で検出した右横遺構を対象にした

が、面的にいえば、第1・2面の遺構は同一面上で検出できる。江戸時代と中世遺構の切り合い

の関係から2回に分けて調査を行った。第3面は第2両の遺構面の断ち割りの際に検出した遺構

面である。調査期間の制約から部分的に調査した。調査対象面積は640㎡あったが、敷地内に調査

事務所を設置したことや残土搬出のための駐車スペースをとったために調査範囲は結果的に

353．6㎡に縮まった。

（2）土　　　層
調査地点は砂丘上に立地しており、現在の地表面の標高は約4．3mを測る。地山は海辺の砂堆

層で、標高2・0m前後を測る。

先述したとおり、敷地の外周に山留工事が施工されたことや調査区南側の傾斜面には擦り付け
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が行われたために、精細な土層観察は不可能であった。井戸SE15．16の上位における土層面で

は、現在の地表から深さ約2．3mまでは近世・現代の撹乱が著しく、遺構の検出は困難な状況を

示していた。深さ2．5m前後からは黄灰色を呈した地山の砂層面が検出できる。この面において

のみ遺構を確認することが比較的容易であった。この面が調査第1面にほぼ相当する。層位は大

略に述べるとⅠ現代の客土層、Ⅰ近・現代の撹乱層、Ⅲ海砂堆積層、Ⅳ風成層の順に堆積してい

る。焼土層も一部に遺存していたが、時期を明確にできなかった。

（3）第1～3面の調査概要
第1・2面の分別は層位的見解に立ったものではなく、調査の作業上において便宜的に設定し

たものであり、これらの面が時代・時期を区切った生活面（文化層）を示すものではないことを

断っておきたい。ここでは第1～3面における遺構の検出状況を述べることにとどめ、詳細につ

いては別項にゆずりたい。

1）第1面（Fig．5）
標高2．0m～2・5mを測る。（1）の調査経過の中で述べた様に、試掘調査のデータに合わせて深さ

1．8mまで機械的に掘り下げられたのであるが、結果的には北側に風成砂層の一部を残して、浜

砂堆積層の上面を遺構面とすることになった。この面では中世．近世の遺構が検出できるが、上

位からの撹乱も多く、特に調査区の中央部分は5m四方の撹乱壙が存在した。検出した遺構は土

壙、井戸、溜桝、土壙墓などである。いずれも上部が削平をうけている。近世の石垣積みの溜桝

や中世末の石組井戸等は上部を撤去されており、これが鋤取り工事によるものか不明であるが、

少なくともこれらの遺構内には現代的な遺物は入っていなかった。

遺構は13世紀～18世紀までの時期幅をもっているが、砂層内、或いは遺構内からは11世紀～19

世紀までの遺物が出土している。

2）第2面（Fig・5．6）
遺構面の標高は第1面と同一である。第1両において護岸状の右横遺構SX32の一部を検出し

ていたが、この遺構の全容を明らかにするために、切り合っていた遺構を全て除去した結果、こ

の石積遺構SX32が海岸線を示すことが判明した。この右横遺構SX32の上部には風成砂層が堆積

しているが、右横遺構の北側下部は浜砂が堆積していた。石積遺構SX32は南から北へ傾斜する浸

食斜面に構築されていた。

石積遺構北側裾部分の標高は0．87mを測る。この右横遺構の北側或いは南側浜砂堆積層からは
ヽ

12～14世紀の遺物を検出した。詳細は後述したい。

3）第3面（Fig．6）
標高約1．1mを測る。地山の断ち割りのトレンチによって土壙墓、Pitを検出したため、土壙

墓を中心として約3・4㎡を発掘調査した。地山は浜砂の堆積層である。土壙墓には龍泉窯系の青

磁碗が副葬されており、12世紀後半代～13世紀前半を示している。
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3．遺構・遺物解説

（1）土壙（SK）及び出土遺物
素掘りの穴を土壙（SK）と称した。他の遺構と切り合い関係にあるため、平面形が明確ではな

い土壙もある。平面形は大略・隅丸長方形．不整円形．不整楕円形に分けられる。隅丸長方形を

呈する土壙にはSKOl．07・21が相当する。不整円形の土壙はSKO2．03．04・06．13・15．19．

23・24で、不整楕円形にはSKO9・17・18．20が相当する。

SKOl（Fig．7）長軸の長さ194cmを測る0断面形は逆梯形で、上部は削平を受けている。SX02

に切られる。覆土は灰黒色を呈する。

遺物（Fig．8）は土師器皿・土師質土器の火舎片（7）、龍泉窯系青磁碗片（8）がある。小皿

Fig．5　第68次調査第1・2面遺構配置図（縮尺1／150）※アミは中世遺構

－9－



第68次調査　第1面全景（南から）

第68次調査　第2面全景（南から）
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土壙SKO7．08（東から） 土壙SKO9（東から）

F一g・6　第68次調査第2・3面遺構配置図（縮尺1／150）
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SK13

0　　　　　　　　　　1m
・　　　．．．一一一．1

SK09

Fig．7　土壙SKOl～04．06～09．12．13実測図（縮尺1／40）

－12－



土壙SK12（北から） 土壙SK20（北から）

（1～4）は口径7．0～7．6cm、小皿（5・6）は口径8．0～8・8cmを測る。いずれも糸切り底であ

る。火合の外面には梅花文をスタンプする°

SKO2（Fig．7）　平面形は不整円形を呈し、断面形は招鉢状である。長径は128cmを測る。

遺物（Fig．8）は土師器小皿（9～11）、龍泉窯系青磁碗片（17）、盤片（16）、肥前白磁碗（12）、

有田焼碗（13）、唐津焼碗（15）、国産陶器瓶片（14）、土師質土器蓋（19）、火舎（22）、瓦質土器

（20・21）、丸瓦（24）、平瓦（25）、石製硯（23）が出土した。小皿は口径6．2～7．0cmを測る。唐

津焼碗は高台が低く、釉色は暗線灰色を呈するが、内面は全体に釉がかいらぎ状を呈する。19の

土師質蓋は消炭壷の蓋と思われる°20の瓦質摺鉢は口縁部内面を肥厚させている。大内系の土器

である。21．22の火舎の外面は黒色研磨されており、雲文のスタンプがある。22の外面には花文

のスタンプがある。平瓦は桟を有する瓦で、これは1674年以降の所産である。23の視は陸部の残

片で、厚さ1・1cm、深さ0．25cmを測る。石材は小豆色凝灰岩である。

SKO3（Fig・7）　SK18に切られる。平面形は不整円形を、断面形は逆梯形を呈する。現存の長さ

150cmを測る。

遺物（Fig・9）は土師質土器の捏鉢（26）、陶器摺鉢（27）が出土した。27の陶器摺鉢の下し目

は7本単位である。備前焼である。

SKO4（Fig・7）　平面形は不整円形を、断面形は逆梯形である。現存の長径は152cmを測る。

遺物（Fig．9）には土師器小皿（28～30）、坏（31・32）、陶器甕片（33）がある。28の小皿は口

径8．1cm、29．30は口径7・Ocmを測る。29の外鹿部に板目痕がある。31の坏は体部の立ち上がりが

強く、口径と底径の比が小さい。口径11・0cm、器高3・0cmを測る°小皿の29・30が伴うものと考え

られる。33の陶器甕は内外面に灰釉が施される。内外面共にカキ臼状の条痕がある。唐津系であ

ろう。

SKO5（Fig．5）　平面形は不整形を呈し、断面形は逆梯形である。最大径188cmを測る°

遺物（Fig．9）には土師器皿．坏、土師質土器鉢（36）、国産陶器、染付碗（34）・皿（35）、瓦
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Fig．8　土壙SKOl・02出土遺物実測図（縮尺1／3．1／4）
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Fig．9　土壙SKO3～06出土遺物実測図（縮尺1／3）
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類がある。34の染付碗は口径7・Ocm、器高3．1cmを測る。内底見込み、休部外面に菊花文を配して

いる。36の土師質土器鉢は口径39．0cm、器高24．6cmを測る。休部上位に屈曲をもち、口縁部を肥

厚させる。

SKO6（Fig．7）　平面形は不整円形、断面形は逆梯形を呈する。長径111cmを測る。

遺物（Fig・9・10）は土師器小皿（38）、坏（40．41）、明代青磁碗（39）、瓦質土器火舎（37．42）・

李朝陶器（43）がある。38の皿の口径は7．0cmを測る。40・41は糸切り底の坏で、口径は11・6cm・

13．4cmを測る。37の火合は口径37・8cmを測る。外面に雷文を施す。42は有脚の火合で、脚外面に

雲文を印刻する。43の李朝摺鉢は口径が22．8cmを測る。内面にへラ描きの下し目がみられる0

SKO7（Fig．7）平面形は隅丸長方形を呈し、断面形は逆梯形である。最大長は155cmを測る。

遺物（Fig．10）には白磁皿（44）、唐津焼甕（45）、鉢（46）、軒平瓦（47）がある。44は明代の

白磁で、高台径8・Ocmを測る。45の唐津焼甕は平底で、外鹿部に目痕がある。46は上げ底気味で・

外鹿部に砂目がある。47の軒平瓦は瓦当厚約4．6cmを測る。外縁は深い。中心飾りは不明で、左右

に梅花文と唐草文を配しているものと考えられる。

SKO8（Fig．7）平面形は不整形を呈し、南北に各々Pitが存在する。現存長163cmを測る。

遺物（Fig．10）は白磁皿（48）、染付碗（49・50）が出土している。49・50は体部に丸みをも

ち、内底見込みに形状の不明な文様を描く。1800年代の伊万里碗である。48は肥前系の白磁皿と

考えられる。

SKO9（Fig・7）平面形は不整楕円形を、断面形は逆梯形である。長径は118cmを測る。壙鹿部の

南側にPitがある。

遺物（Fig．10）は土師器小皿（51）、坏（53．54）、唐津系の皿（52）がある。51は糸切り底で・

板目痕がある。口径6．8cm，器高1．2cmを測る。53は体部が強く立ち上がっており、口径11．6cmを

測る。54はいわゆる大内系の坏で、休部は大きく開き、器高は低い。口径14．6cmを測る．。52の皿

は口縁部が屈曲しており、暗い餞色釉を施している。

SKl0（Fig．5）　平面形は不整隅丸長方形を呈しており、廃棄物土壙として利用していた。

遺物（Fig．11）の内、56は土師器の高坏脚部である。表面は磨滅している。57は肥前系の陶器摺

鉢の破片で、単位が6本以上の下し目がある。58は唐津焼の皿で、内底見込みに砂目痕がある。

口径13．2。m、器高3・4cmを測る。暗い灰緑色釉を内外面に施している。55は唐津焼碗で、内外面は

淡い灰褐色釉を施す。

SK12（Fig・7）　平面形は不整方形を、断面形は逆梯形である。最大長132cmを測る。

遺物（Fig・11）は江戸時代を中心としている。59は糸切りの土師器小皿で、口径7．0cm、器高1．7

cmを測る。60は白磁の猪口で、口銃が施されている。61は伊万里染付碗で、外面に網目文と花文を

配している。63は染付皿で、SX03からも同一個体片が出土している。65は蓋で、肥前系である。

灰色の胎土に透明釉をかけている。64は陶器天日で、高取系と考えられ、高台畳付及び内側は釉
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－17－

（1／3）



ハギが施されている。胎土は灰黄色である。62は耳付の壷で、透明釉が全体にかかる。胎土は灰色

を呈している。舶載の陶器である。66は唐津系の摺鉢、67は高取系の摺鉢、68は筑前系の甕である。

陶磁器の時期は63を除いて17世紀後半から18世紀後半に比定できる。69は憮寧元賓」である。
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Fig．11土壙SK10．12出土遺物実測図（縮尺1／2．1／3）
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SK13（Fig・7）境界地にある。不整円形を呈している。上部の削平は著しい。長径は138cmを測

る。

遺物（Fig．13）は少なく、糸切りの土師器小皿（70・71）がある。口径は6・8cm、器高は1．35cm

．1．8cmを測る。71の休部は丸味をもっている。

SK15（Fig．12）SK24に切られているため全形は不明であるが、平面形が不整円形を呈するもの

と考えられる。現存長は127cmを測る。

遺物（Fig．13）はⅧ類－1の白磁碗（72）が出土した。他に貨幣（73）が1点ある。破片のため

貨幣名称は不明である。

SK16（Fig．5）　南側の境界地に位置しており、SK13と切り合い関係にある。形状は不明であ

る。現存長183cmを測る。

遺物（Fig．13）は土師器小皿（74・75）・坏（76）が出土した。74．75は休部が開く器形で、口

径7．8・8．2cm、器高1．5・1．4cmを測る。76の坏は口径11．8cmを測る。

SK17（Fig．12）　井戸SE18・20に切られる。平面の形状は不整楕円形を呈する。現存長は225cm

を測る。

遺物（Fig．13）の土師器小皿（77．78）．坏（80）は糸切り底である。79は須恵器坏蓋で、口径

は10．0cmを測る。81は土師質土器の担鉢である。内面はヨコパケ調整を施している。

SK18（Fig．12）　西側境界地に位置する。平面形は不整楕円形を呈し、長径は203cmを測る。

遺物（Fig・13）の内、82・83は土師器坏で、糸切り底である。85は唐津鉄絵皿、87は唐津焼碗で

ある。87の高台は三日月高台で、畳付に砂目が残る。灰緑色釉を内外面に施すが、高台部にかい

らぎがみられる。86は備前焼摺鉢で、格子目状に下し目を施す。内面の磨滅は著しい。84は伊万

里染付皿である。88の軒丸瓦は瓦当径13．7cmを測る。瓦当面の三巴文は左回りで、尾が短い。珠

文は14個である。

SKlg（Fig．12）　南側境界地に位置するO平面形は不整円形を、底面はレンズ状を呈する。現存

長は232cmを測る。

遺物（Fig．14）の内、89は糸切り底の土師器小皿、90は須恵質土器の甕片で、外面に綾杉状の叩

きを施す。91は長方形の瓦質火合で、四隅に脚が付く。鉢の深さは4．3cmを測る。内外面は黒色を

呈する。休部下位に板目状の調整を行う。92の貨幣名称は「開元通賓」であろう。

SK20（Fig．12）　平面形は不整楕円形を呈し、底面はレンズ状に窪む。最大径192cmを測る。

遺物（Fig．14）の内、93～95が土師器皿、96・97は坏で、いずれも糸切り底である。93・94の器

高は低く、立ち上がりが小さい。口径は7．5．6・8cm、96．97の口径は11．6・12．0cm、器高2．1・

2．6cmを測る。98は明代の青磁碗で、緑色釉は厚い。外底と内底見込みに釉ハギがある。99は薄手

の磁器碗で、胎土は灰白色を呈し、外面の釉は鉄釉、内面は透明釉である。100は明代染付碗、

101は明代の青磁碗であるが、二次火のため縁味を帯びた茶褐色を呈する。103．104は高麗青磁
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土壙SK23（北から）

Flg・12　土壙SK15．17～20実測図（縮尺1／40）
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Fig・13　土壙SK13．15～18出土遺物実測図（縮尺1／2・1／3．1／4）
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Fig．14　土壙SK19．20出土遺物実測図（縮尺1／2・1／3）

で、象俵を施す。104は瓶、103は碗である。103の象蕨には白色粘土、104の象朕には白色粘土と

黒色土を用いている。102は土師質土器の摺鉢で、5本単位の下し目がある。105は備前焼摺鉢の

Ⅳ期、106は伊万里の紅皿である。107は李朝の皿で、内底と外底に砂目が残る。暗灰青色釉であ

る。108は鉄製刀子で、刃部を破損している。

SK21（Fig．15）　井戸SE19に切られる。北側境界地に位置しているが、平面形は隅丸長方形と考
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えられる。最大の長さ188cmを測る。北側境界地の斜面が崩壊する危険性があったため、発掘は未

完了である。規模からみて、井戸であろう。

遺物（Fig．17）の内、109・110は土師器糸切り皿、111～113は土師器の坏である。110には板目

痕がある。115は国産陶器の甕で、海上り品である。116は瓦質土器の火合で、突帯上部に木葉文

の印刻がある。117は軒平瓦で、瓦当面の中心飾りに宝珠形を用い、5回転の唐草文を左右に配す

る。蔓草は唐草から一本ずつ派生している。118は丸瓦で、内側に縄紐痕がある。

SK22（Fig．15）　北側境界地に位置するため、遺構の全形は不明である。井戸SE19、土壙SK21、

SX18と切り合い関係にある。平面形は不整の隅丸方形を呈しており、最大の長さは200cmを測る。

土壙SK21はSK22のほぼ中央に位置する。未発掘のために用途は不明であるが、井戸の可能性も

あることから、SX18・SK21．22は一体の遺構と見倣すこともできる。

遺物（Fig．17）の内、119は土師器皿で、板目痕がある。120は土師器坏、121は瓦質土器の摺

鉢、122は三島手の李朝象蕨粉青沙器で、瓶の破片であろう。124は軒平瓦、123は丸瓦である。

123の背部には縄目叩き痕がある。

SK21・22出土遺物（Fig．17・18）126は土師器の坏、127は瀬戸．美濃系の皿、128は朝鮮白磁の

皿、129は唐津焼皿、131は備前焼の摺鉢、132は上野焼の片口である。130は鉄製釘である。125は

平瓦で、凹部に布目があり、凸部に斜格子叩きを施す。

L＝2・648m

Fig・15　土壙SK21．23実測図（縮尺1／40）
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土壙SK20～22、井戸SE19、SXll（南から）

SK24 0　　　　　　　　　　1m
：　　　．一一．一一一＿一一一一一一一一」

Fig，16　土壙SK24実測図（縮尺1／40）

土壙SK24（西から）

SK23（Fig・15）　北西側の境界地に位置するため規模は不明である。平面形は不整円形である。

深さは41・5cmを測る。

遺物は中世の土師器片などが出土した。

SK24（Fig・16）　北側境界地に位置し、SK23に切られている。平面形は不整円形を呈し、底面に

直径57cmを測るPitが存在する。井戸と考えられるところから、この小Pitは曲物を据えた位置で

あろう。掘り方の深さは83．5cmを測る。

遺物（Fig・18）の内、133は土師器皿、134は坏である。135は明の染付皿で、呉笥底である。136

は龍泉窯系青磁碗で、外面に線彫りの鎬達弁文を施す。137は瀬戸天日碗、138は瓦質土器摺鉢の

鹿部片、139は水注の把手、140は備前焼のⅣ期摺鉢である。
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Fig．17　土壙SK21．22出土遺物実測図（縮尺1／3・1／4）
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Fig．18　土壙SK21．22．24出土遺物実測図（縮尺1／3）

37

土壙SKO2．03・06出土遺物
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43

※数字は実測図の番号に一致する
141はSK02出土



上壙SK10・20～22．24出土遺物
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135

※数字は実測図の番号に
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142はSK22田上



（2）井戸（SE）及び出土遺物
素掘り井戸．石組井戸．瓦井戸等を検出した。特に瓦井戸は多く・11基に及ふ瓦井戸は出土

遺物により、17世紀初頭から19世紀迄に作られており・一部・現代まで使用されている。年代毎

に井戸瓦の大きさに違いがみられた。素掘り井戸は、全て中世の所産であるが・井筒には木桶を

用いている。石組井戸は1基のみである。上部を調査前の鋤取り工事のために破損している。

sEOl（Fig．19）井戸SE15を切っている。掘り方の平面形は不整円形を呈し、長径140cmを測る。

井筒には井戸瓦を用い、井筒の直径は73cmを測る。深さは未発掘のため不明である。

遺物（Fig．20）には舶載磁器、国産陶磁器、貨幣、平瓦等が出土した。1は国産陶器碗・2は染

付坏、3は同安窯系碗、4は筑前産の陶器片口鉢、5は小石原焼の摺鉢である。6は「寛永通

賓」である。7は平瓦で、凹部に布目がある。8．9は井筒に使用された井戸瓦で・長さ25・0cm・

．1111　．　l＋　一日1　1

SE01

SE02土層名称
1．暗灰黄色砂層（粘土を含む）
2．明黄灰色砂層（細砂）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

Fig．19　井戸SEOl・02実測図（縮尺1／40）
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井戸SEO2（南から） 井戸SEO2土層状態（東から）

0　　　　2cm
5　－．．．．・－．．．」

（1／2）

寛永通賓　6

10cm
L二二一‐一一一一一一一一一．一一一一一一一一T－～一一一一」

F唱・20　井戸SEOl出土遺物実測図（縮）11／／2・1／3・1／4）
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井戸SE03（南から）

井戸SEO4（東から）

井戸SEO3底面（南から）

井戸SEO4土層状態（西から）

幅20・5cm、厚さ2・8cmを測る°

SEO2（Fig．19）　掘り方の平面形は不整円形を呈し、長径260cmを測る。井筒は井戸瓦を用いる

が、底面には木桶を据えている。井戸瓦は最下部の一段目のみ遺存する。井筒の直径は約90cm、

桶の直径は74cm、深さ143cm以上を測る。

遺物（Fig．23～26）は土師器坏．皿、唐津焼、伊万里焼、瀬戸焼、備前焼、土師質土器、瓦質土

器、瓦類、砥石、鉄製品が出土した。11～59は掘り方より出土した。11～18は土師器の皿で、い

ずれも糸切り底である。19．20は糸切りの土師器坏である。21～33は陶磁器の皿で、28は明の白

磁皿、22～26は唐津焼皿で、22は溝縁皿、24は絵唐津である。25の内底には胎土日痕がある。27

は内山窯の銅緑釉皿、29は肥前青磁釉皿、30は舶載の白磁皿である。31・33は肥前染付皿、34は

染付小坏である。35～44は陶磁器で、35は龍泉窯系青磁碗、36は白磁碗、37は肥前半磁器碗、38

は肥前白磁碗、39は青磁香炉、40は肥前青白磁碗である。40の内底には目痕がある°　41～44は陶

器碗で、41は肥前陶器碗、42は上野焼、43は天日、44は瀬戸天日である。45～49は陶器摺鉢で、

45・46は備前焼、47～49は唐津焼である。50は東播系須恵質鉢、51は瓦質土器招鉢、52は土師質

土器鉢、53・54は国産陶器甕、57は唐津焼壷、55．56は朝鮮系の須恵質土器、58・59は瓦質土器
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SE04土層名称
1．黒色粘質土（暗灰色砂層を含む）
2．暗灰褐色砂質土（黒色土と炭化物混じる）
3．灰褐色砂質土（黄味が強い）
4　茶褐色砂質土
5・4．に黒色土混入
6．暗灰黄色砂質土

L＝1・648m

顎．．／l．．
Fig．21井戸SEO4実測図（縮尺1／40）

の火合である。59の外面には雷文のスタンプがある。

60～82は井筒内から出土した。60は糸切りの土師器皿、61・62は土師器坏、63は国産の皿、64

．65は香炉で・64は染付・65は小石原産である。66～68は碗で、66は京焼、67は染仲、68は唐津

焼である。69～73は摺鉢であるが・69は高取焼、70～72は備前焼、73は瓦質土器である。75・76

は瓦質土器で・75は火合で・76は大甕片であろう。77・78は鉄製品で、78は釘である。79は砥
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SE03土層名称
1．黒灰色砂質土
2・茶灰色砂質土
3．灰白色砂層
4・灰褐色砂層
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Fig．22　井戸SEO3・05．07実測図（縮尺1／40）
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石・80は平瓦である。81．82の井戸瓦は長さ29．8cm、幅25．8cm、厚さ3・Ocmを測る。

SEO3（Fig．22）掘り方の平面形は不整円形を呈する。瓦井戸である。掘り方の深さは約287cm以

上で・井筒の直径は75cmを測る。井筒の瓦はほとんど抜き取られており、下から2段分しか遺存

していない。鹿部には木桶を据えており、直径70cm、高さ20cm以上を測る。

遺物（Fig．27．28）は土師器坏・皿・肥前系陶磁器、舶載陶器、備前焼、瓦質土器、瓦類が出土

した。16～17世紀の所産と考えられる。83・87・88．90・92～94・100．102・103・105～107は

井筒内出土・他は掘り方からの出土である。83～85は土師器の糸切り皿、87．88は土師器坏、86

は舶載白磁皿・89は唐津焼皿・90は肥前染付碗・91は上野焼藁灰釉の碗、92は李朝陶器碗、93は

唐津焼溝縁皿・94は舶載陶器盤である。95．96は薄手の陶器で、内面に青海波．同心円状の叩き

を施す。胎土は暗褐色を呈しており・李朝陶器と考えられる。97～99は瓦質土器で、97は火合、

98・99は摺鉢である。100は唐津系摺鉢で・口縁部内外面に施釉する。101は妬器系の甕で、備前

焼と考えられる。102は鞴の羽口である。103・104の丸瓦は凸面に縄目叩きがある。105は平瓦、

106・107は井戸瓦であるが・この井戸瓦の長さは31．0cm、幅24．7cm、厚さ2．9cmを測る。

SEO4（Fig．21）井戸SE02に切られる。掘り方の平面形は不整隅丸長方形を呈し、長径336cm、深

さ176cmを測る。井筒の井戸瓦は下部の一段のみ遺存しており、底には木桶の痕跡がある。桶の直

径は約74cmを測る。

遺物（Fig．29・30）には土師器坏・皿・李朝陶磁器・明染仲、唐津焼、高取焼、瓦質土器、瓦

類・鉄製品・石製品・堵堀がある。16世紀末～17世紀初頭の所産であろう。108～110．124・131．

133．134・137・139．140は掘り方からの出土で・他は井筒からの出土である。108・109は土師

器の糸切り皿・110～114は土師器の糸切りの坏・115は龍泉窯系の蓮弁文青磁碗、116・117は李朝

陶磁器で・117は白磁である。118は明染付皿・119は唐津焼碗、120は上野．高取系の碗、121～

123は唐津焼皿で・121．123は絵唐津である。124～127は陶器の片口で、124は唐津焼、126．127

は筑前産であろう。128は陶器の破片である。129は土師質土器の摺鉢、130～133は瓦質土器で、

130は摺鉢・131～133は火合である。133の外面には梅花文の刻印がある。134は堵軋135は石製

硯・136は石臼の受皿の部分である。137．138は用途不明の鉄製品、139・140は軒平瓦、141・142

は井戸瓦である。軒平瓦139の中心飾りには三業文を用いている。井戸瓦の大きさは長さ30・8cm、

幅24・5cm・厚さ3・2cmを測り・SE03の井筒に用いている井戸瓦と同一規格である。

SEO5（Fig．22）瓦井戸である。井戸SE12を切っている。掘り方径は小さく、長径134cmを測る。

平面形は不整円形を呈する。井筒は直径68cm、深さは98cm以上を測る。完全に発掘していないた

め、井戸瓦のみ採取した。

遺物（Fig・31）には143．144の井戸瓦がある。大きさは長さ24・9cm、幅20．6cm、厚さ2．8cmを測

り、SEO3・04出土の井戸瓦に比べ小型である。

SEO7（Fig・22）調査区の東側境界地に位置する。瓦井戸SE14を切っている。瓦井戸で、掘り方
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井戸SEO5（東から）

井戸SEO7（西から）

24

45

井戸SE02出土遺物
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井戸SEO6（北から）

井戸SEO5．12（南から）

※数字は実測図の番号に一致する0
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Fig・23　井戸SEO2掘り方出土遺物実測図①（縮尺1／3）
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Fig．24　井戸SEO2掘り方出土遺物実測図②（縮尺1／3）
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Fig．25　井戸SEO2井筒出土遺物実測図③（縮尺1／3）
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Fig．26　井戸SEO2出土遺物実測図④（縮尺1／3・1／4）

77．78

SEO2出土遺物
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㌔数字は実測図の番号に一致する。。
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Fig・27　井戸SEO3出土遺物実測図①（縮尺1／3）
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Fig．28　井戸SEO3出土遺物実測図②（縮尺1／3．1／4）
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Fig．29　井戸SEO4出土遺物実測図①（縮尺1／3）
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Fig．30　井戸SEO4出土遺物実測図②（縮尺1／2．1／3．1／4）

は不整円形を呈している。井筒は井戸瓦を用いており、直径84cmを測る。深さは5段目まで確認

した。

遺物には近世陶磁器類が出土したが、図示し得ない。
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）白fSEO3．04出土遺物
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Fig．31井戸SEO5出土遺物実測図（縮尺1／4）

井戸SE12出土遺物
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※数字は実測図の番号に一致するD



SE12（Fig・32）瓦井戸である。井戸SE05に切られる。掘り方の平面形は不整円形を呈し、長径

242cmを測る。井筒の瓦は5段以上遺存しており、直径85cm、深さ87cm以上を測る。

遺物（Fig．33・34）は土師器坏・肥前系陶磁器・瀬戸焼、高取焼、瓦質土器、瓦類、貨幣、土錘

等がある。145～147は土師器坏で・145．146は糸切り底である。148は青白磁で、内底は釉ハギが

ある0149．150は陶器碗で・150は唐津焼である。151は瀬戸焼の波状口縁皿である。152～155は

陶器で・152は高取系片口・153も同じく高取系摺鉢である。156～159は瓦質土器で、156．157は

摺鉢・159は火合である。159は備前焼のⅤ期摺鉢の模倣と考えられる。160は軒平瓦、162は「開

元通賓」・163は土錘である。164は井戸瓦である。161は茶目の破片で、上面に擦り目がある。

SEl3（Fig．5）素掘り井戸と考えられる。掘り方の平面形は不整円形を呈し、長径180cm、深さ

」＝2．148m

SE12

2m

」＝1．448m

SE14土層名称
1．暗褐灰色砂質土（焼土、炭多く含む）
2．淡灰褐色砂層（1～2m程の砂粒、焼土含む）
3．黒灰色土層（1cm程の石、焼土瓦を含む）
4．明黄灰色砂層（1mm程の細砂）
5．暗茶灰色砂層（1mm程の細砂）

6．黒茶色砂質土（炭を含む、粘土ブロックあり）
7．明灰黄色砂層（紳砂）

8．黒茶色砂質土（灰色含む）と暗黄灰色砂層がまだら状に混合
9－暗茶灰色砂層（2mm程の粗砂）

Fig．32　井戸SE12．14実測図（縮尺1／40）
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26cmを測る。

遺物（Fig．34・35）は土師器皿・坏、舶載青磁、肥前系陶磁器、土師質土器、瓦類が出土した。

167～169は土師器の糸切り皿、170は土師器坏、171は青磁碗、172は肥前染付皿で、内底に菊枝文

がある。173．174は肥前染付碗、175は陶器甕で、内面に青海波の叩き痕がある。176は土師質土器

の摺鉢である。166は井戸瓦で、165は丸瓦である。

SE14（Fig．32）　瓦井戸である。SE07に切られ、SX16を切っている。掘り方は大きく、平面形は

不整円形を呈する。長径220cmを測る°瓦は抜き取られているが、土層観察により、井筒の直径は

75cmを測る。

遺物（Fig・35～37）は土師器皿、舶載磁器、肥前系陶磁器、関西系陶器、土師質土器、瓦類、鉄

製品、青鋼製品、貨幣が出土した。18世紀代の遺物を中心としている。178は舶載白磁碗、179～

181は龍泉窯系青磁碗、182．183は肥前染付碗、187は肥前染付の蓋物がある。184は唐津碗、185

・186・188．189は陶器碗で、186・189は京焼系である°190～194は皿で、190は明の染付皿、191～

193は肥前染付皿で、194は唐津焼皿である。195・197は陶器の片口である。195は肥前、197は筑

井戸SE12（南から）

井戸SE14（東から）

－46l

井戸SE13（南から）

井戸SE14（南から）
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掘り方

Fig．33　井戸SE12出土遺物実測図（縮尺1／2．1／3）
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SE12

Fig．34　井戸SE12．13出土遺物実測図（縮尺1／4）

0　　　　　　　　　　　10cm
1．．．．一一　　　　l　　　　　　　　　　5

前産であろう。196は灯明具の乗燭、199．203は国産陶器摺鉢である。198は青磁香炉である。200

は土師質土器の焙格、201・202・205は瓦質土器で、202は火合である。204．206は休部が2重壁

の構造になった素焼きの七輪である。207は鉄製釘、208は青銅製煙管の吸口部分、209は「祥符通

賓」、210は「寛永通賓」、211・212は井戸瓦である。井戸瓦の大きさは長さ25．2cm、幅20・5cm・厚

さ2．8cmを測る。SE05の井戸瓦と同一の規格である。

SE15（Fig．38）SE16を切っている。SEO2、SX19などと切り合うため、掘り方の遺存状態は悪

いが、平面形は不整円形であろう。直径約344cm、深さ190cmを測る。壙底は平坦で、井筒には木

桶を用いる。直径82cmを測る。厚さ1．8cm、幅17～21cmの板材を26枚用いている。桶の高さは不

明。桶の外面に1条の竹製のタガ痕がある。

遺物（Fig．39）は土師器皿．坏、高麗・李朝陶磁器、土師質土器、瓦質土器、瓦類、鉄製品があ

る。213．215～222・225～231は全て井戸の掘り方出土である。213～217は土師器の糸切り皿・

218～225は糸切り底の坏である。226は高麗青磁皿で、口径11・Ocm、器高3．7cmを測る。227は瓦質

土器の火合、229は瓦質土器の摺鉢、228は土師器の器台脚である。230の軒平瓦は瓦当部を欠失し

ているが、平瓦部の凸部には、斜格子の叩き痕がある。231・232は鉄製の釣針である。

SE16（Fig．38）SE02・SE15に切られるため、形状をとどめていない。井筒には木桶を用いてお

り、直径83cmを測るo桶の外面下部に竹製のタガが1条遺存していた。板材は厚さ1．6cm・幅15～

－48－
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F一g．37　井戸SE14出土遺物実測図②（縮尺1／2．1／3．1／4）
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井戸SE13．14出土遺物　　　　　　※数字は実測図の番号に一致する0
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9に暗灰褐色砂層を少し含む（互層）

2m

SE15・16

SE15土層名称
1．灰褐色砂層
2．灰褐色砂層と灰黒色粘質土との互層
3　灰黒色砂質土
4．灰褐色砂質土
5　3（井筒内土層）
6．やや暗い灰褐色砂質土

SX19土層名称
1・暗黄灰色砂層
2　暗灰褐色砂層に黄灰色砂少し混じる（1～2cm炭多く含む）
3．やや暗い灰褐色砂層に黄灰色粗砂混じる（炭少し含む）
4．やや暗い黄灰色砂層
5．暗灰褐色砂層と黄灰色砂層（粗砂）の互層
6．やや暗い灰褐色砂層（小石混じる）
7．暗灰色砂質土（炭．礫混じる）
8．黄灰色砂層（粗砂）に7が混じる
9．黄灰色粗砂層（2～5mの粗砂）
10．暗灰褐色砂層（炭混じる）

SX1911・

Fig．38　SX19．井戸SE15・16実測図（縮尺1／40）
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井戸SE19土層状態（北から）

井戸SE15・16（北から）

井戸SE16木桶検出状態（北から）

井戸SE15土層状態（北から）

井戸SE15木桶検出状態（北から）

井戸SE19（北から）

22cmを測る。26枚使用している。木桶は2段まで確認した。

遺物（Fig・39）は土師器坏・皿、舶載磁器が出土した。いずれも井戸掘り方の出土である。

233・234は糸切り底の土師器坏である。他には青磁碗、白磁碗がある。

SE18（Fig・40）　南側境界地にあるため規模は不明。瓦井戸である。掘り方の平面形は不整円形

－53－
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Fig．39　井戸SE15．16出土遺物実測図（縮尺1／3・1／4）
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井戸SE14・15出土遺物 ※数字は実測図の番号と一致する。
409はSE14出土

L＝2．148m

井戸SE18（南から）

Fig・40　井戸SE18・19実測図（縮尺1／40）
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で、直径110cmを測る。

遺物（Fig・41～43）は土師器皿・坏、肥前系陶磁器、李朝陶磁器、関西系陶器、高取焼、瓦質土

器、備前焼、瓦類、青銅製品、石臼などが出土した。これらは16世紀から18世紀代の幅をもって

いる。235～244は土師器皿、245は坏である。いずれも板目痕は無い。246～249・252は染付碗

で、246～248は明染仲、251・252は肥前染付である。250は肥前陶器碗である。252の外面には蓬弁

状のへラ彫りがある。253は肥前産猪口である。254～256は唐津刷毛目碗、257は京焼風碗である。

258～263は皿で、258は明染仲、259．260は肥前染仲、261は李朝白磁皿、263は唐津焼、262は

クロム青磁皿である。264は高取焼の片口鉢であろう。265～267は瓦質土器で265は鉢、266・267

は火合である。268～273は陶器摺鉢で、268は上野．高取系、269・272・273は唐津系、270は備前

焼である。276は陶器甕の破片で、内面に青海波の叩きを施す。274．275は軒丸瓦で、瓦当面に三

巴文を配している。277の軒平瓦の瓦当面には5回転の唐草文を施す。280・281は丸瓦で、背部に

縄目叩き痕がある。282の平瓦には糸切り痕を残し、釘穴がある。283は平瓦、284は方形の瓦噂、

285・286は井戸瓦である。279は石臼の上白で、復原径34cm、器高10．3cm、上部のくぼみの復原径

22．6cm、深さ2・5cmを測る。把手を取り付ける穴は方形を呈し、横2．8cm、縦3．5cm、奥行4．5cmを

測る。下面が合わせ面になっており、放射条の条痕を施す。この条痕は8等区分され、区画線の

間には基準と平行な条線が8本～9本単位に施される。間隔は不均等である。上．下の臼の心棒

の軸受穴は中央にあって、直径2．4cmを測る。又、穀物の供給孔は復原直径3．8cmを測る。臼の表

面仕上げは粗い。材質は凝灰岩である。278は青銅製の匙である。全長16．1cm、柄の幅0．5cm、厚

さ0・05cmを測る。首の部分で折れ曲がっている。又、柄の先端も反っているが、これは本来の形

状と考えられる。

SE19（Fig．40）　瓦井戸である。SK21を切っている。掘り方の平面形は不整円形を呈し、長径は

約290cmを測る。瓦はほとんど技かれており、下部の2段分を確認した。井戸底には木桶を据えて

いた。

遺物（Fig・44）は明青磁、肥前系陶磁器、東播系須恵器、瓦質土器、土師質土器、瓦類である。

16世紀末～17世紀の所産であろう。287．288は唐津焼皿、289は明の青磁碗、290は肥前の白磁

皿、291は肥前の青磁皿である。292は瓦質土器の火合、293は土師質土器の摺鉢、294は須恵質土

器である。295は陶器の破片で、内面に青海波の叩き痕があり、鉄粕を薄く施す。296・297は井戸

瓦で、大きさは長さ30．9cm、幅24．1cm、厚さ3．8cmを測る。その他に馬の歯が出土している。

SE20（Fig．45）　石組井戸である。SE13に切られる。前述した通り、井戸の上部は調査前の鋤取

り工事で破壊されている。掘り方の平面形は不整円形を呈し、長径431cmを測る。石組みの井筒は

7段まで遺存しており、深さ228cmを測る。井筒の下部には木桶を据え、更にその内側に到抜きの

木桶を据えている。

遺物（Fig・46～54）は、掘り方、及び井筒内から多量に出土した。土師器皿．坏、明青磁、染
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Fig．43　井戸SE18出土遺物実測図③（縮尺1／4）
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一60－



付、白磁、備前焼、常滑焼、瓦質土器、土師質土器、瓦類、石塔類等が出土した。298～350、382～

408は井戸掘り方、又は石組みの裏込めから出土した遺物で、351～381は井筒内から出土した遺

物である。298～301は糸切り底の土師器皿、302～311は糸切り底の土師器坏、312．313は瓦質の

鉢である。312・313は手づくねの瓦質土器で、内面に指圧痕が残るが、外面はへラミガキを施し

ており、平底である。321は龍泉窯系青磁碗、314・315は明の青磁で、314は皿、315は碗である。

316は白磁碗、317．318は明の染付で、317は碗、318は皿である。319は陶器碗である。320は土師

井戸SE15．18～20出土遺物　　　　　　※数字は実測図の番号と一致する°
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Fig．45　井戸SE20実測図（縮尺1／60）
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井戸SE20（南から）

井戸SE20底面（西から）

井戸SE20西側石組（東から）

井戸SE20木桶状態（北から）

質土器で、焙烙であろう。322は瓦質土器鍋、323は瓦質土器火合である。324・325は土師質土器

の鍋であるが、324は畿内からの搬入品である。326は常滑焼のⅠ－2期である。327・330～334は

陶器招鉢で、330～332・334は備前焼、333は唐津系と考えられる。331．332は備前焼Ⅳ期であ

る。334はⅤ期である。328・329は陶器壷で、328は筑前産である。337．338は瓦質土器鉢、339～

348は土師質土器の摺鉢である0　口縁端部を若干肥厚させている。下し目の単位は340が4本、344

・347・348が5本単位である。349は瓦質土器の火舎で、完形に近い。外面に黒色研磨を施し、内

面は刷毛目調整である。外面の上下位に2重の突帯を貼り付け、その間に印刻の文様を施す。脚

は3脚である。350は板碑の頭部である。額以下を破損している。頭頂部は元来三角形を呈するも

のである。背面にはノミの成形痕がある。現存長17・8cm、幅15．2cm、厚さ6・5cmを測る。351は宝筐

印塔の塔身に相当する。上下面の中央に、直径3．5cm、深さ0．5cmの突起が作り出されている。塔

身の大きさは長さ15．5cm、幅15．6cm、高さ14・Ocmを測り、大略正方形に近い。側面の4面には

各々の中央に梵字を一字ずつ刻んでいる。金剛界四仏で、A面は「嵜ウーン（阿闇）」、B面は

「ちてタラ－ク（宝生）」、C面は「令キリーク（阿弥陀如来）」、D面は「査仕アク（不空成就）」である。
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平瓦は総数2，012点、丸瓦は総数449点出土した。この内・平瓦の672点・丸瓦の48点が二次的に

焼けている。380～383は軒丸瓦である。381は鳥余瓦で・瓦当面径18・5～20・Ocmを測る。「剋字

の文様を施す。他に2点出土している。382・383の瓦当面には左巻きの三巴文を配している。三

巴文の尾は別の巴文の尾に接しており、圏線状を呈する0頭部は左巻きであるが・382の頭部は

尖っている。珠文は382・383は16個である。384～397は軒平瓦である。中心飾りは宝珠形で・左

右に唐草文を配している。唐草文の回転や、配置から8種類に分類することが可能である。

A類（384．387～390）中心飾りは円形に近い宝珠形で・唐草の先端が上向きと下向きがあり・8

回転する。唐草は4本派生する。

B－1類（385．386）中心飾りはA類と同形の宝珠形で、3回転の唐草文は中心飾りから独立し

て派生する。唐草の先端は上向きである。

B一2類（394）B－1類の文様を裏返した文様形状を示す。最後の唐草文は上向きであるo

c類（391・395）中心飾りは宝珠形で、3回転の唐草文を派生させる。3回転目の唐草の上に独

立した蔓草がある。

D類（392）中心飾りは不明である。3回転の唐草文を配するが・蔓草が2回転目の唐草から派生

する。

E類（393）中心飾りは不明である。唐草文は3回転以上で・各々独立している。最後の唐草文は

右巻きである。

F類（396）中心飾りは不明である。最後の唐草文の先端は左巻きで・上下に蔓草を派生する。

G類（397）中心飾りは不明である。唐草は独立しており2重になった唐草文が3回転する。唐草

文の先端の巻きが弱い。

398～403は丸瓦である。背部に縄目の叩き痕がある。又、四部には布目痕の他に縄紐痕があ

る。400には糸切り痕が残る。405は方形瓦噂、406は三角瓦噂である。404．407は平瓦で・407の

凸面には糸切り痕が残り、404の凹面には同心円の叩き痕がある。408は道具瓦の伏間瓦である。

351～381は井筒内の出土遺物である。352は土師器糸切り皿、353～357は坏である0これらの坏

は法量は小さく、皿との判別がつけ難い。358・359は龍泉窯系青磁碗・360は白磁碗Ⅳ類・363は

明の白磁皿、361．365は明染付で、365は皿、361は碗である0366は唐津焼・又は李朝の皿・362

は天日碗の鹿部である。367・368・370・371は土師質土器の摺鉢で、367．368・370の下し目は

使用による磨滅が著しい。372～374は瓦質土器の火合で・372・373の外面には雲形文・筋交いの

三桝形文を施す。374は脚である。高さ5．3cm、最大径6．5cmを測る。376～379は備前焼で・376は

壷、377は瓶、378・379は摺鉢である。
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Fig．46　井戸SE20掘り方出土遺物実測図①（縮尺1／3）
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Fig・47　井戸SE20掘り方出土遺物実測図②（縮尺1／3）

－66－

欄二一一制



0

1－－

Figr48　井戸SE20掘り方出土遺物実測図③（縮尺1／3）
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Fig．49　井戸SE20掘り方出土遺物実測図④（縮尺1／3・1／4）
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Fig．50　井戸SE20出土遺物実測図⑤（縮尺1／4）

井戸SE20出土遺物
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※数字は実測図の番号に一致する。
410はSE20出土
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Fig．51井戸SE20井筒出土遺物実測図⑥（縮尺1／3）
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Fig－52　井戸SE20出土遺物実測図⑦（縮尺1／3．1／4）

－71－

（1／3）

10cm
1　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　5

（1／4）



…三三二

后。

～．　丸・．．濾．J一　一　．一．已

…．，…・、ふ／‐
嶋h態

囁転……一一こ／・／

よⅠ㌣誓．．一．・．・
≡：二二二－二二二二：≡

ロ三85

一一l≡

噴
う転・．．／、・．志 『7二千

二　三三千

丁5≡≡‐

一三フ二。。1

三；三二

一一三

0，，璽頸一につ二

竃慧ll＝〒二

Fig．53　井戸SE20掘り方出土遺物実測図⑧（縮尺1／4）
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井戸SE20．SX02出土遺物
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ガ数字は実測図の番号に一致する0
25．28．336はSXO2出土，



（3）不定形土壙・墓．構築物（SX）及び出土遺物
用途が不明な遺構をSXと称したが、これらには墓、石積遺構、又は内部に石積みや配石を有し

ている土壙、或いは室状の板囲いを有する土壙の他構築物が含まれる。

SXOl（Fig．55）　平面形は不整楕円形を呈す。底面は不定で、特に壁は荒れている。土壙上部に

長さ18～60cm大の石が環状に配置されている。土壙中央部は径60～70cmの空間があること、一部

に炭化した木の根があることから、庭木の植栽跡と考えられる0　覆土から唐津焼碗、伊万里染付

碗、皿などが出土した。

遺物（Fig．56）の内、1は唐津焼碗で、内外面に細かい質入がある°　2は17世紀後半代所産の肥

前系碗である0　3はクロム青磁皿で、釉は厚い°　4・5は肥前染付で、4の皿は内底に龍文を描

く。5の碗の外面には唐草文、内面には飛龍文を施す°

SXO2（Fig．55）　平面形は不整隅丸方形を呈し、断面形は2段掘りになっている。SX03に切られ

ており、現存長362cm、深さ76cmを測る。土壙上部には大きさが10cm～22cm程度の礫、及び長さ

56cmを測る大石が環状に2重に配置されている°　内部の環状列石の内径は58cmを測る。当初はこ

の空間部分を井筒の痕跡とみて、これらの列石を充填のための石と見倣していたが、井筒を確認

…叫．誓竿．．．．＝・・．．．．1．．lll．・．1．ll．．．．：こ．口．．．．．p．1．．．＝．．4謹

．－．三lーj

SX02出土遺物
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Fig．55　SXOl．02・07実測図（縮尺1／40）
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SXO2土層名称

1．黒灰色粘質土
2．炭化物層
3・黄茶褐色粘質土



SXOl／～03・21全景（東から）

SX02全景（東から） SX02中央部の状態（東から）

することは出来なかった。

遺物（Fig．56・58．59）は江戸時代を中心としており、17～18世紀の肥前系陶磁器、土師質土

器、瓦質土器、瓦類、漆器碗などが出土した。6～14は陶器碗である。9・12は唐津焼で、9の

内底には胎土日痕がある°　畳付は擦り消している012は刷毛目碗、13は肥前系の碗で、内外面の

釉は薄く、白色を呈する。高台畳付に目痕がある。李朝の系統を引いている°　6・7・11・15・

16は筑前産で、6・7の内底見込み、及び15の外底は輪状の釉ハギを行っている。胎土が良く似

ている。18～22は白磁で、18．22は小坏である°19は糸切り底で、高台は貼付である。内面の文
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Fig・56　SXOl・02出土遺物実測図（縮尺1／3）
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SX03土層名称
1黄青色粘土（固い）
2．黄青色砂質土に1が混じる（しまりは固い）
3．暗灰色粘質上

C L＝2．448m

SX03土層名称
1．暗灰色粘質土
2　暗灰色粘質土と灰色砂層の互層

しこ2・232m

SX03土層名称
1炭化物層（木片を多く含む。）黒色）
2．暗茶灰色砂層（粗砂）
3．黄白色砂層（徴砂）
4．黒褐色粘質土（鉄分含む）
5・暗灰褐色砂層（粗砂）
6．暗黒灰褐色粘質土（炭化物、瓦多く含む
7　6より青味を帯びる

8・白色砂層（徴砂）　　　15　灰白色砂層（粗砂）
9．暗黒褐色砂質土（粗砂）16　明灰色砂層（徴砂）
10．炭化物層
ll　暗茶灰色粘質土
12　灰白色砂層（徴砂）
13．暗黒灰色粘質土
14．暗灰色砂層（粗砂）

17．暗灰色砂質土（同色粘質土の混入あり）
18．暗灰色粘質土
19．明黄色砂層（徴砂）

Fig．57　溜桝SX03実測図．上層図（縮尺1／60）

溜桝SXO3－上層状態（束から）
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溜桝SXO3・SX21完掘状態（東から）

SX03内遺物出土状態（西から）

SXO3内貝殻出土状態（西南から）

溜桝SXO3（西から）

SXO3内笑出土状態（南から）

．溜桝SXO3裏込め状態（東から）

様は型紙摺りである。15～17は皿で、15・16は筑前産、17は唐津刷毛目皿である。23は青磁香炉

である。これらは17世紀～18世紀後半の所産である。24～30は肥前染付で、24は小坏、25～29は

碗、30は皿である。25の外底と28の内底には「太明年製」の文字がある。これらは、17世紀前

半～18世紀後半の所産である。31．32は土師質土器で、31は小鉢、32は鍋又は、陪格であろう。
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33．34は瓦質土器で・33は摺鉢・34は捏鉢である。35．36・38～40は陶器の摺鉢で、35．38は高

取系・36・39．40は唐津系である。37．43は陶器甕で、37は備前系、43は唐津焼である。42は唐

津焼壷・41は筑前系の壷である。41の口緑平坦部には貝目痕がある。44．45は木製品で、44は漆

器腕である。45の下位には釘穴がある。46・47は軒平瓦で、46の中心飾りは宝珠形である。48・

49は丸瓦で・背部に刻印がある。48は「利右衛門」・49は「六郎右衛門」である。50は平瓦で、厚

さは1．7cmを測る。51は「寛永通賓」である。

SXO3（Fig．57）江戸時代の溜桝である。西側境界地に位置しており、平面形は方形又は、長方

形を呈するものと考えられる。壁面は石垣になっているが、遺存状態は悪く、1～2段しか残っ

ていない。特に・南壁は石材が転落している。破損の大部分は調査前の鋤取り工事によるもので

ある0溜桝の内法は長さ443cm・現存の深さ74cmを測る。底は平坦で、粘土を薄く貼っていた。南

側の床には後出する土壙SK30が切り込んでいる。石垣は不整形に面取りした石を用いており、
つら

石の大きさは不揃いである。石の大きさは21～64cmを測る。掘り方は、石垣の面から幅60～100cm

程度で・裏込め石を充填している。断面形は逆梯形である。石材は玄武岩、礫岩、変成岩を用い

ており・砂岩は少ない。SX03の北西側に接して・石亀遺構SX21が構築されている。SX03に後出

する時期の構築物である。

遺物（Fig・59～66）は溜桝内部に堆積していた黒色砂質土、又は泥炭質土から多量に出土した。

特に泥炭質の土からは木製品・竹製品・獣骨・魚骨、貝類、漆器椀が出土した。他には土師器、

肥前系陶磁器・瓦質土器・土師質土器・備前焼、土錘、貨幣、鉄製品、瓦類等が出土した。この

内・52～75は層位的な取上げをしていない遺物である。52は土師器皿、53～62は肥前系の染付で

ある。53～55は小碗・60～62は皿である。57は外面にコンニャク判、62の外底には文字がある。

63は小石原焼碗・64は京焼風碗・66も同じく京焼風の皿、65は鉄釉碗である。以上、これらは17

世紀後半～18世紀前半の遺物である。67は18世紀前半の唐津焼皿、68は唐津焼片口、69．70は陶

器摺鉢で・69は17世紀代の備前焼・70は唐津焼である。71．72は唐津焼甕、73は備前焼、74．75

は瓦質土器の火合で・同一器形である。内面にはヨコ方向のカキ目を、外面上位には牡丹唐草文

をスタンプする。

76～160は層位的に取り上げた遺物で、土層番号を遺物番号の側に付与している。76～78は土

師器糸切り皿・79～81は坏・81は丸底坏である。82～88、90～102は染付で、82～88は皿、90～

101は碗・102は蓋である。82～84は同一器形・同一文様のセット品で、内底にコンニャク判があ

る。87は17世紀後半の皿で・土壙SK12出土の皿と接合した。碗の内、98は京焼風を呈している。

染付碗の年代は18世紀代である。102は入角形を呈した蓋である。105～108は伊万里系の白磁で、

105は猪口・107・108は碗である。107の口縁部は菊花状である。89は陶器で、現川窯である。103

・104・109は陶器碗で・103．104は京焼・109は小石原焼の天日碗である。110～112は瓦質土器の

火合で・脚は110・111が3脚・112は不明である。内面はナデ調整である。113～117は土師質土器
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である。113は外耳の鍋で、焙烙かもしれない。114・115は焼塩壷の蓋、116・117も蓋である。

118～121は陶器で、118・119・121は唐津系摺鉢、120は壷である。122は素焼きの七輪で・内面上

位に鍋支えの突起がある。休部の壁は2重構造になっている。口縁部に孤形の挟込みが4ヶ所あ

る。123～126は鉄製品で、123は錠、124は庖丁、126は釘であろう。

瓦類は多数出土したが、この内、127～129が軒丸瓦、130～137が丸瓦・138～142が平瓦・143が

鬼瓦である。軒丸瓦の瓦当面には三巴文を配し、巴文はいずれも左転している。丸瓦の130～132

の背部には刻印がある。130は「○○左衛門」、131は「○○右衛門」・132は「了三郎」・又は「一

郎三郎」であろう。131は崇福寺山門の屋根瓦に同例の刻印瓦がある。133．137には釘穴がある。
註1

134の背部は縄目の叩き痕があり、他の瓦より年代的に古い様相をもっている。135の内面はヘラ

ケズリ痕がある。138の平瓦はいわゆる桟瓦である。139はへラナデ痕、140は糸切り痕が認められ

る。142には釘穴が、141には「利右衛門」銘の刻印がある。143は鬼瓦の外縁裾に相当する部分で

ある。その他には、144の土錘、145．146の「寛永通賓」がある。147～158の木製品の内・147～

155は樽の木栓である。157は木栓か。158は漆器椀、156は面取りは丁寧であるが・半折してお

り、器形は不明。159・160は筆の柄で、尻骨部分である。柄の竹管の径は各々0．9cm・1．1cmであ

る。竹製品は他に笑が19点出土している。その他に自然遺物として獣骨、魚骨・貝類がある。貝

類にはサザェ1点、ツメタガイ37点、コロモガイ2点が出土している。

sxo4（Fig．5）井戸SEO2・04に切られている。平面形は不整円形を・断面形はレンズ状を呈す

る。最大の長さ152cm、深さ25cmを測る。

遺物（Fig．67）は中世後半期を主体にしており、土師器坏．皿・中国陶磁器・染付・備前焼・瓦

質土器、軒丸瓦、硯等が出土した。161～164は土師器糸切り皿、165は糸切りの坏である。166は

唐津焼碗で、内外面に鉄釉を施す。167は明代の青磁壷の脚であろう。168は青磁碗で・同安窯系

と考えられる。169は明代末の染付小碗である。170．171は備前焼で・171は瓶・170は摺鉢であ

る。170はⅣ期に属する。174は筑前系甕の胴部片である。172．173は瓦質土器で・172は摺鉢・

173は湯釜で、外面に菊花文のスタンプがある。175は軒丸瓦で・瓦当面に簡略化した8弁の蓮華

文を施している。瓦当面径は10cmである。176は長方硯で、裏面は一部がスリ上げされている0表

面の鹿部と岡部の境は明瞭な区別がつかない。材質は砂岩である。

sxo7（Fig・55）平面形は不整隅丸長方形を呈し、断面形は逆梯形である。長辺の長さ143cmを測

る。壁面は粘土が貼付けられており、固く締まっている。縁灰色に汚染されている。

遺物（Fig．69）は江戸時代の陶磁器を主体としており、土師器坏・皿・肥前陶磁器・備前焼摺

鉢、瓦質土器、土師質土器、瓦類が出土した。179・180は糸切り底の土師器皿・181は坏・182は

染付の猪口である。183は瀬戸・美濃系の皿で、外鹿部に輪状の目痕がある。184は碁笥底の皿

で、16世紀代の明染付である。内底は露胎である。185はへラ描きの蓮弁文の青磁碗・187は白

磁碗で、畳付と内底に砂目痕がある。釉は全体に施している。188・189は唐津系陶器で・189は清
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Fig・58　SXO2出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig．59　SXO2．03出土遺物実測図（縮尺1／2・1／3．1／4）
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－87－



∈⊆コ　∈∃⊆ヨ

≡ミニ

124

第4．5層

郡

0　　　　　　　　　　　　　10cm
l　　　　．一一一一一一一L一一一一一一一一一一一一」
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Fig．64　溜桝SXO3出土遺物実測図⑤（縮尺1／4）
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Fig．65　溜桝SXO3出土遺物実測図⑥（縮尺1／2・1／3．1／4）
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159 160

339

SXO3．04・07．16出土遺物 337～342はSXO3、175．176はSXO4，187はSXO7出土
223．343はSX16出土

縁の大皿である。内底に目痕がある。186は須恵質土器の瓶で、外面に格子目の叩き痕がある。朝

鮮半島からの搬入品である°191．192は瓦質土器の火合、190は土師質土器の鍋、193～196は摺

鉢で、193は備前焼、194．196は肥前系、195は瓦質土器である。195は内外面に粗いカキ臼状のヨ

コパケを施す。197は軒平瓦、198は道具瓦である。198には焼成前に穿孔した釘穴がある。
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Fig・66　溜桝SXO3出土遺物実測図⑦（縮尺1／3．1／4）
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Fig．67　SXO4出土遺物実測図（縮尺1／3）

sxlO（Fig．5）北側境界地にあるため全形は不明である。境界地の斜面が崩壊する危険があっ

たため発掘は一部にとどめた。

遺物（Fig．70）は土師質土器、土師器皿片・舟自我青磁碗が出土している。199は土師質土器の摺

鉢で、内外面はナナメ方向のハケ調整であるo下し目は磨滅している。

sxll（Fig．5）平面形は不整長方形を呈するが・底面は不定で・凸凹が著しい。SE12．19・

sx07に切られる。壁面、及び床面は粘土質の土で固く締まっており・縁味を帯びた褐色を呈して

いる。

遺物（Fig．70）は中世後半期を主体としている。200～202は土師器の糸切り皿・203～206は糸

切り底の坏である。204の外底には板目痕がある。207は明染付碗・208は瓦質土器の摺鉢である。
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SX15（南から）

SX19（南から）

SX16（東から）

SX20（南から）

209は備前焼Ⅴ期の摺鉢である。

SX14（Fig．68）　土壙の崩壊が著しいため形状をとどめていない。平面形は不整楕円形を呈して

おり、底は不定で、凸凹が著しい。礫が数個存在する。

遺物（Fig．70）は瓦質土器の鉢、瓦類が出土した°　211・212は丸瓦で、内面に布目痕がある。

210は瓦質土器の担鉢で、内面はヨコパケ調整である。

SX15（Fig．68）　北側境界地に位置し、他の遺構と切り合うため、全形は遺存していない°掘り

方の形状は不明。現存長218cmを測る。土壙の内側に、円礫、又は角礫を用いた石室状の石積みが

みられる。この石積みは1～3段遺存しているが、土壙の小口部分は石積みの破損が著しい。こ

の石室状遺構の内法は最大長190cm、最大幅65cmを測るが、東側の小口が広くなっている。底面は

平坦であることなどから墓と考えられる。

遺物は土師器皿片、磁器片がある。

SX16（Fig．68）　井戸SE14に切られる0　江戸時代の室と考えられる。掘り方は不整円形を呈し、

最大長323cmを測る。内部に一辺187～198cmを測る板囲いがある。四隅に角材を打ち込んで、板材
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Fig．69　SXO7出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig・70　SXl0・11・14出土遺物実測図（縮尺1／3）
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を横に用いたものと思われる。板材の厚さ、幅は不明である。

遺物（Fig・71・72）は土師器坏・皿、中国陶磁器、肥前系陶磁器、土師質土器、瓦質土器、備前

焼、鉄製品、瓦類がある。214～216は土師器の糸切り皿、217～219は糸切りの坏である。220は明

末の白磁皿で、内底は輪状の釉ハギがある。224は明染付皿で碁笥底である。225は白磁の輪花皿

で、型作りである。内面に花文がある。肥前系の白磁である。227・229～234・239・240は唐津焼

で、227・230～233は皿、229は碗、239は鉢である。230は鉄絵皿、231・232は溝縁皿である。229

の内底には砂目痕がある。239は内面に刷毛目を施す。240は朝鮮唐津の瓶で、外面に藁灰鉄釉を

施す。外底に砂礫が付着している。234は唐津片口鉢である。238は肥前系の刷毛目皿、237は瀬戸

．美濃系の碗である。222は17世紀中頃の青磁碗、221．226は白磁碗、228は筑前産の陶器碗であ

る。228は磁器手である。235・236は染付碗、223は高麗の象蕨青磁碗である。241は舶載陶器の壷

である。242は土師質、243は瓦質土器の摺鉢で、243の下し目は7本単位である。244・245は土師

質土器の鉢、247は土師質土器の鍋、248は東播系の須恵質土器鉢、250は二彩刷毛目の唐津焼鉢で

ある。251は筑前産の甕で、口縁部平坦部に貝目痕がある。249・252～254は陶器摺鉢で、249・

252は備前焼、254は唐津焼、253は高取系と考えられる。255は平瓦、256は丸瓦である。257は鉄

製品である。現存長5．9cm、現存幅1・9cm、厚さ1．4cmを測る。中空になっており、内法は縦幅1．5

cm、横幅0．3cmを測る。刀子類の鞴であろう。

SX18（Fig・5）北側境界地に位置し、且つSK20に切られるため、土壙形状は不明。発掘は完了

していない。現存長136cmを測る。

遺物（Fig．74）は土師器坏・皿、平瓦、鉄製品（釘）が出土している。258は土師器皿、259は坏

で、いずれも糸切りである。

SX19（Fig．5）井戸SE15・16と切り合っており、形状、深さ共に不明である。15世紀から16世

紀の土壙である。

遺物（Fig・74）には土師器坏．皿、陶磁器碗、瓦質土器、瓦類、鉄製品などがある。260・261は

土師器糸切り坏、262は須恵器蓋、263は同安窯系青磁碗、264は青磁瓶の口縁部片、265は瓦質土

器の角火鉢である。外面には丁寧な燻研磨が施される。外面上位に四方樺文を刻印する。268も同

じ火合で、外面に菊花文を刻印する。内外面は丁寧な作りである。266・267は瓦質土器の鉢で、

266は摺鉢である。269は道具瓦で、焼成前に穿孔した釘穴がある。形状は三角形を呈しており、

隅瓦であろう。270は丸瓦で背部に縄目の叩き痕がある。271は鉄製釘である。

SX20（Fig・73）平面形は不整楕円形を呈し、底面は舟底状を呈する。現存長177cm、最大の深さ

45cmを測る。底面に長さ22～35cmの角礫が3個存在する。

遺物（Fig．74）は17～18世紀代の国産陶磁器、瓦類、鉄製品が出土した。272は肥前染付碗、273

は焼成良好の陶器摺鉢で、小石原系である。18世紀前半代の遺物である。

SX21（Fig．73）SX03の北東隅に接している。SX03の裏込めを損傷しており、SX03より後出す
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Fig．71SX16出土遺物実測図①（縮尺1／3）
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Fig172　SX16出土遺物実測図②（縮尺1／3．1／4）
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SX21土層名称
1．暗灰色砂質土
2．黒灰色砂質土
3．暗茶褐色砂質土
4．灰白色砂質土
5．暗茶灰色砂質土（鉄分含む）
6．暗灰白色砂質土
7．暗褐色砂質土
8．3に灰色含む

SX21土層名称
1．しっくい層
2．黄灰色粘土
3．黒色粘質土
4．暗灰色砂層
5．暗灰色砂質土
（黄色を帯びる）
6．黒灰色粘質土
7・6に炭化物多く含む

Fig．73　SX20．21．23実測図（縮尺1／40）
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る遺構である。東側を撹乱に切られる。掘り方の形状は不明。壙底は2段掘りで、下部底面は摺

鉢状である。掘り方内部には箱形の石室状の石組みがある。石組みは1段～3段で、長さ30～58

cmの石を用いるが、SX03に接する南面のみは1段積みである。内法は東西83cm、南北74cm、石組

みの高さ43cm、石組み最上段の上端から土壙の底面までは59cmを測る。この石室の天上部には長

さ70cmを測る砂岩質の扁平な石が乗っており、旧位置をとどめるものと考えられる0石室内の土

層には3層にヘドロ状堆積物があった。石材は磯岩、変成岩、砂岩を用いている。砂岩には虫穴

を有するものがあり、又、上部の扁平石には矢穴が存在する°

遺物（Fig．75）は土師器皿、肥前系陶磁器、関西系陶器、瓦類が出土した。江戸時代の18～19世

紀代である。274は土師器糸切り皿、275は肥前系白磁碗、276・278～281は肥前系染付で、281は

薬合子の蓋である。282は関西系の土瓶蓋、284は唐津、又は筑前産の陶器摺鉢、285は国産の水

甕、286は丸瓦片である。これらの遺物は、18世紀～19世紀代の幅をもった遺物である。

SX23（Fig．73）　平面形は隅丸長方形を呈する。長さ100cmを測る。壙底は平坦で、中央に長さ

35cm大の角礫を置き、その周囲に円礫を配している。土壙形状からみて、建物の礎石の可能性を

石室状遺構SX21（西から）

SX21南側壁（北から）

－103－

石室状遺構SX21完掘状態（西から）

溜桝内土壙SX30（西から）
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Fig．74　SX18～20出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig．75　SX21出土遺物実測図（縮尺1／3）

もっている。

遺物は木炭片が出土した。

SX30（Fig．57）　溜桝状遺構SX03の南側床面に掘り込まれた土壙で、SX03を切っている。境界

llO5－



地に位置するため全形は不明だが、現存長87cm、現存の深さ38cmを測る。平面形は隅丸長方形を

呈し、断面形は箱型である。周壁は褐色粘土を貼っている。

遺物（Fig．76）は江戸時代を主体としている。287．289は伊万里染付皿、288は唐津焼皿、290は

肥前青磁の角皿、291は唐津焼甕である。292は素焼きの七輪で、内側下位に底受けの突帯を貼付

けている。295は瓦当面に三巴文を配した軒丸瓦である。293は鉄製の釘で、幅3．1cmにタテ方向の

木質が残っている。294は滑石製の石錘である°　石錘の最大長は3．6cm、最大幅1．9cm、厚さ1．4cm

を測る。長軸方向の中央に紐掛けの溝を施している。

土墳墓SX31（Fig．77）　遺構面としては第3面に相当する。第1・2面の中・近世面を撤去し、

土層観察のために砂層を削平中に発見した°墓壙は平面形が隅丸長方形を呈する。長さ170cm、幅

134cmを測る。墓壙内に木棺等の痕跡はなかった。墓壙内には南側に青磁碗が伏せた状態で1個

と、墓壙上部より人骨片が出土した。

遺物（Fig．77）の青磁は龍泉窯系青磁碗I－1類に相当する。口径16．6cm、器高7．4cmを測り、

‖「「，、
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Fig．76SX30出土遺物実測図（縮尺1／2・1／3）※竺芸豊咽の番号に
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Fig・77　土壙墓SX31実測図・出土遺物実測図（縮尺1／40．1／3）

土壙墓SX31（南から）
※数字は実測図の番号に一致する0

内外面に暗線灰色の釉を施す。外底面は露胎である。内底見込みに「金玉満堂」の刻印がある。

12世糸己後半～13世紀代の所産であろう。

石積遺構SX32（Fig．78）　調査区の北側境界地に位置しており、全容は明らかではないが、東西

方向に延びる。中世後半期、又は近世の遺構に切られ、更に上部の削平等を受けているため遺存

状態は悪い。遺構の現存長は約20m、最大幅6・5mの規模である。この右横遺構は砂浜汀線部の傾

斜面に形成されており、この傾斜角度は45°を測る。石積み（又は礫群）の最上端の高さは標高

2．45m、最下部の標高は0．77mを測り、視覚的には強い落差を感じる。礫・岩の大きさは様々で

あるが、長さ13～65cmまでの幅がある。元来、角礫や切り石を用いたものと思われるが、斜面下

半の礫群は丸味をもつものが多い。最上部の礫及び石は一部しか遺存していないが平坦面を形成

－107－



しており、長さ60～70cm大の角石が1．5mの間隔で、2列に配置された状況を示している。この2

列の石の間には、小礫を充填しており、長さほ5・1mまで確認した。この石列は1段しかない。石

列の下には粘土等の整地事業の痕跡はなかったが、石列の上段には幅1・5m程度の堤防状の石塁

があった可能性がある。傾斜面の礫．石の堆積の厚さは65cmを測る。用いられている石の種類は

砂岩、玄武岩、礫岩、花崗岩などで、礫岩が最も多く、波に洗われたものが多い。これらの石は

旧博多部には存在しないことから湾内の海岸部等から搬入したものであろう。砂岩は姪浜、玄武

岩は能古島、今津等に産出する。石積遺構の北側の砂堆積の状況をFig．80の土層図で観察すると、

下半は浜砂の堆積で、上部は約60cmまでの深さが風成層であることが判明した。又、右横遺構の

南側（石積遺構の裏側に相当）に設けたB．Cトレンチ（Fig・81）では礫群の下部に堆積した第

Ⅲ期の砂層中から、龍泉窯系青磁皿（314）、鎬蓮弁文青磁碗、岡安窯系青磁碗（312・315．316）、

口禿の白磁碗、土師器坏（311・318・319）．皿（309）、瓦器皿（310）、瓦質土器、土師質土器

石積遺構SX32（東から）
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Fig・78　石積遺構SX32実測図（縮尺1／60）
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右横遺構SX32，及びBトレンチ（南から）

石積遺構SX32南端部分（東から）

＼・、c：：土⊆＝：：タ／
1　　　　　297

1　　　　　298

．－．－―・㍉・－．

石積遺構SX32（東から）

石積遺構SX32断面の状態（東から）

0　　　　　　　　　　　　　　10cm
5　　　　　　　　　　　　　－．－－」一一一一一一一一一一一一一一一」

Flg．79　石積遺構SX32出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Aトレンチ土層名称
1．灰褐色砂層（白っぽい）徴砂
2．茶褐色砂層（鉄分を含む）徴砂
3・灰褐色砂層褐色が強い（鉄分の沈澱あり）
4．灰褐色粗砂層（1～3mmの粒）
5．暗灰色砂質土と灰褐色砂層の互層（約3～10mmの薄い層）徴砂
6．灰褐色砂層（間に暗灰色の2mmの薄い層あり）
7．6に灰黒色を呈する
8．灰褐色粗砂層（2mm程の粒子、茶褐色の鉄分沈澱あり）
8：灰褐色粗砂層（8より粗い粒）
9．茶褐色粗砂層（1～3mの粒）

10．灰黒色砂質土の薄い層（5mm）を挟んだ灰褐色砂層（1～2mm）
11．黒灰色の薄い層と灰白色砂層の互層
12・褐灰色砂層（1～2mmの粒）
13．灰褐色砂層
14．淡茶褐色砂層
15．茶褐色砂層（鉄分沈澱のため）
16．黄灰色砂質土（黄色部分は粘土状に固い）
17．褐灰色砂質土
17：黄色土に汚染される
18．17′に汚染のため灰白色を呈する

2m0
5

Fig・80　Aトレンチ西壁土層図（縮尺1／40）

石積遺構SX32、及びAトレンチ（南から）　　　　　Aトレンチ西側壁土層状態（東から）

（313）の他貨幣等が出土した。又、礫群前面のAトレンチの砂層からは、白磁碗（304）・土師器

皿（305）、瓦質土器（307・308）がある。299は火合で、ほぼ完形品である。右横遺構の礫群上面

に密着して出土しており、時期判断の手懸かりとなる。右横遺構内からは、土師器坏（297・

298）、瓦質土器（299・302）、青磁碗片（300）、常滑焼片（303）がある。

（4）トレンチの調査

Aトレンチ（Fig．80）　石積遺構の北側に設けたトレンチで、ここに図示する土層図は、礫群前

面の土層である。土層実測図では第1．2層は風成層、第3層以下は浜砂の堆積である。第3～
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Fig．81B・Cトレンチ土層図（縮尺1／80）
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B・Cトレンチの状態（南から）

Bトレンチ上層状態（西南から）

Cトレンチ全景（南から）
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Bトレンチ土層状態（西南から）

Cトレンチ上層状態（西北から）



7層は漸移層で、この砂層には、暗灰色砂質

土の薄い層が互層を形成している。第8層以

下は2～5mm大の粗砂層の堆積状況を示して

いるが、この内にも第10．11層のように黒灰

色砂質土と灰白砂層が互層を成している層も

存在している。第14・15層は茶褐色又は、淡

い茶褐色砂層であるが、鉄分の沈殿が認めら

れる。第17～20層の砂層には黄色土又は、鉄

分が沈殿しており、非常に締まりが良い。遺

物は石積み礫群の表面から瓦質土器の鉢（307 Cトレンチ土層北側の状態（西から）

．308）が出土している°

Bトレンチ（Fig．81）　石積遺構SX32前面のAトレンチを石横遺構の南側に延長したトレンチ

で、長さ約10mを測る。ここでは石積遺構SX32の前面と裏側の砂層の堆積状況及び、相関関係を

確認できた。大きくはⅠ～Ⅴ期の砂層に分けることが可能である。SX32の前面の上層には第Ⅴ期

の風成層第1層が堆積しているが、第3～5層は第Ⅰ期への漸移層で、第Ⅰ期砂層である。鉄分

含有層を挟んだ下層の第6～9層は第Ⅲ期の浜砂堆積層で、1～3mm大の灰白色粗砂層を形成し

ている。第11～17層はSX32の裏側（南側）につづく層で、第Ⅰ期の砂層を形成する°　この第Ⅳ期

砂層は3m大の黄灰色を呈する粗砂層によって形成されている。又、この層は第13・15．18～

20、24～26層を著しく浸食．削平しているところから波による浸食後に堆積した砂層と考えられ

る。第13．15・18～29層は第Ⅳ期の砂層形成以前に海浜に継続的に形成された浜砂層である。こ

れらの層は粗砂によって形成されているが、第24～28層は鉄分の沈殿が認められ、第28層は固く

締まっている°　これを第Ⅴ期砂層とする°　この層中には薄い灰黒色砂質土と風化土の層が互層に

なって入っており、海浜の漸移的な堆積状況を示している。この第1期層には幾つかの文化面が

あるものと考えられるが、その一面より、土壙墓SX31を検出した°堆積層の下層からは白磁、土

師器等が出土したO

遺物（Fig．82）は第Ⅴ期の砂堆層から土師器皿（309）、第Ⅳ期層からは坏（311）、瓦器皿（310）、

龍泉窯系鎬蓮弁文碗、岡安窯系青磁碗（312）、口禿白磁碗、土師質土器鍋（313）が出土している。

Cトレンチ（Fig・81）　基本的な層序はBトレンチと大略変化は無いが、第V期の風成砂層が石

積遺構前面の上層に顕著に認められる。第7～14層は第Ⅰ期の砂堆層を浸食した後に堆積した層

であるが、第21・22層の様に急激な堆積のために圧力のかかった層が存在する°　第Ⅰ期の形成層

は、Bトレンチに比べると水平堆積しているのが特徴である。

遺初（Fig・82・83）は土師器坏（318．319）、瓦器碗（320）、岡安窯系青磁碗（315・316）など

が出土している。
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Fig．82　A．B．Cトレンチ出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Flg．83　第Ⅳ期砂堆層出土遺物実測図（縮尺1／2・1／3．1／4）

14

石積遺構SX32、Bトレンチ、第Ⅳ「期砂層、遺構面出土遺物　攣芸等警固の番枇
11．14は遺構面出目，
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Pit02－妄芝
1

Fig．84　PitO2・04出土遺物実測図（縮尺1／3）

第Ⅳ期の形成層出土遺物（Fig．83）出土した層を確認出来なかったが、石横遺構南側の第Ⅴ

期を浸食した後に堆積した層より出土している。324は土師器坏、323は皿、325・326は岡安窯系

青磁碗・327は口禿の白磁碗・328．329は鎬蓬弁文碗、330は白磁碗である。332は妬器質の甕で、

備前焼と思われる。335は土師質土器の羽釜で、畿内より搬入した土器である。331は瓦質土器、

333・334は貨幣の「皇宋通賓」、「黙寧元賓」である。

（5）Pit出土遺物
PitO2出土遺物（Fig・84）1・2・5は唐津焼である。1ほ皿、2は碗、5は二彩の鉢であ

る。3ほ小石原焼の碗で、口径12cm、器高6．1cmを測る。釉は飴色を呈し、休部内外面に施す。4

は絵唐津の碗である。

PitO4出土遺物（Fig．84）　6は舶載の白磁碗である。内側に櫛描文が施されている。

（6）遺構面出土遺物（Fig・85～87）

1～8は土師器皿で・8を除いて、糸切り底である。板目痕はない。8ほ口縁部を外反させて

おり・復原口径14．0cmを測る。10．11は天日碗、12は白磁碗、19は龍泉窯系青磁碗Ⅰ類である。

13．14は鉄絵の唐津皿で、13の内底には目痕がある。16．17・20．21は唐津焼の皿であるが、17

・21は古唐津で・砂目痕がある。16・20の内底には細かい胎土日がある。18は唐津焼碗で、外面

に鉄絵がある。22は肥前磁器の皿である。内底に呉須による唐草状の文様がある。17世紀前半代

である。23は備前焼の鉢で、赤褐色を帯びる。24は舶載陶器の壷である。26・29は李朝の雑釉壷

で・29の内面には叩き痕がある。25は土師質土器の鉢、27・28．30・31は瓦質土器の火合であ

る。32は瓦質土器の摺鉢で、下し目は5本単位である。33～35は軒丸瓦で、33の瓦当面には三巴

文・34には帆掛け舟、35には扇文を施す。36・37は軒平瓦である。36の中心飾りには宝珠形を施
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Fig．85　遺構面出土遺物実測図①（縮尺1／3）
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Fig．86　遺構面出土遺物実測図②（縮尺1／3）
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Fig．87　遺構面出土遺物実測図③（縮尺1／4）

し、左右に唐草文を配する。37は高麗瓦の一部で、中心飾りに三業文（柏葉文）を、左右に唐草

文を施す。38は丸瓦で、江戸時代の所産である。背部は丁寧なへラナデを行う。内側は布目痕を

粗くヘラケズリしている。燦が顕著である。

「利右衛門」48「六郎右衛門」49　「右衛門」131「利右衛門」141　「利三郎」344　「了三郎」132

Fig．88　文字瓦拓影（縮尺1／1）
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※数字は貨幣一覧表の番号に一致する。

Fig・89　第68次調査出土の貨幣（縮尺1／1）

第68次調査貨幣一覧表

登
録
番
号

挿
図
番
言－7ラ‐

遺
初
番
号

出 土 地 点 銭 貨 名
外　 径 （cm） 外縁厚

（cm）
初　 鋳　 年 時代 備　　　 考

水　 平 垂　 直

1 33 162 S E 12 開元通賓 2．35 2．32 0・11 621（武徳 4 年） 唐

2 S EO4 大唐通賓 2．42 2．32 0・12 959（中興元年） 後晋 誘化のため実測不可

3 SE O4 淳化元賓 2．38 2．36 0．15 990（淳化元年） 北宋

4 37 209 SE 14井筒 祥符通賓 2・・48 2．45 0．09 1008（大中祥符元年） 北宋

5 83 333 Ⅳ期砂層 皇宋通賓 2．52 2．42 0 ．09 1039（宝元 2 年） 北宋

6 11 69 SK 12 照寧元賓 2・42 ． 2．39 0 ・11 1068（照寧元年） 北宋

7 83 334 Ⅳ期砂層 輿寧元賓 2．44 2・42 0 ．12 1068 （照寧元年） 北宋

8 SE O2掘 り方 ．元豊通資力 計測不可 計測不可 0．13 1078（元豊元年） 北宋

9 13 73 SK 15 不　 明 計測不可 計測不可 0．17 不　　 明 不明

10 20 6 SE 01 寛永通賓 2．43 2 ．43 0 ．13 1636（寛永13年） 江戸

11 37 210 SE 14井筒 寛永通賓 2．43 2 ・41 0・11 1636（寛永13年） 江戸

12 SE 18 寛永通賓 2．42 2 ．44 0・10 1636（寛永13年） 江戸

13 59 51 ．SX O2裏込め 寛永通賓 計測不可 2．37 0．13 1636（寛永13年） 江戸 外縁一部欠損．

14 65 145 S X O3 寛永通賓 2．32 2 ．32 0・09 1636（寛永13年） 江戸

15 65 146 S X O3 1層 寛永通賓 2．50 2 ．52 0．12 1636（寛永13年） 江戸

16 S K l．0 不　 明 2．46 計測不可 0．09 不　　 明 不明 破片

17 14 92 S K 19 開元通贅カ 計測不可 計測不可 0．10 621（武徳4 年） 唐

18 S X O3　 1層 祥符通贅カ 計測不可 計測不可 0．09 1008（大中祥符元年） 北宋

19 SX O4 不　 明 計測不可 計測不可 0．12 不　　 明 不明 破片

20 P itOl 不　 明 計測不可 2・46 0．12 不　　 明 不明 破片

21 撹乱 □緒元賓 2・82 2・82 0．18 不　　 明 不明
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第4章　ま　と　め

1・遺構．遺物の時代・時期について

当該地は「筑前国続風土記」に於いては土居流．演小路町に相当している0昭和初めの旧町名
証2

・町界では濱小路町に属し、西側に妙楽寺町、妙楽寺新町、北側に西方寺前町、南は行町に接し

ている。

本文中に述べた通り、発掘調査に先立って地表面から深さ2．3mまで鋤取り工事が行われたこ

とや、山留工事によって土層観察が不可能であったため、時代毎の遺構面を把握することはでき

なかった。しかし、出土した遺物の時期により、少なくとも3両以上の文化層が存在したことが

推定できる。すなわち、大略では4期－江戸時代、3期－室町時代後半～戦国時代、2期－鎌倉

時代～室町時代、1期－鎌倉時代である。今回、検出した遺構を時代毎に列挙すると以下の通り

となる。

1期　鎌倉時代………………………土壙墓SX31、石積遺構SX32

2期　鎌倉時代～室町時代…………SE15．16、SX18

3期　室町時代後半～戦国時代……SKOl・04・06・16・17・20・21・22．24

SE19・20、SXlO・14・15・19

4期　江戸時代………………………SKO2．05・07～13・18．19、SEOl～03・12・13・18

SXOl～07．16・20・21・30

2～4期の遺構は鋤取り工事の関係により、同一面調査で検出したことは調査概要の項で述べ

た通りである。現地表面は標高約4・6mを測る。4期の江戸時代の遺構面は一部に遺存した土層

観察では、現地表面からー1．3m（標高3．5m）の深さに位置するものと考えられ、上部には近代

の客土層などが存在する。3期の戦国時代の生活面の推定にはSX15が参考になる。この遺構は標

高2・3mを測る位置にあり、石室状の石積みを有しており、配石墓と考えられる遺構である。この

石室状遺構の遺存状態が悪いことや標高2・15mに位置するSE20の遺存状態からみて、3期の生

活面は少なくとも標高3．0mの高さが想定できる。2期の生活面は井戸SE15・16が参考となる。

SE15・16はSX19と切り合い関係にあるが、SX19の土層観察では、SE15の掘り方が標高2．0mの

位置まで遺存していることが判明しており、この高さよりも上位に生活面があることが伺える。

1期の鎌倉時代は更に2中期に細分できる0第1中期は石積遺構SX32が構築された面である。

SX32の天場石は標高2．4mの高さに位置しており、又最下部は標高0・8mを測る°この遺構は浸食

を受けた海岸傾斜面に構築／されたもので、護岸状に捨石されたものである。この遺構の下層の砂

層からは12～13世紀後半までの遺物が、又、遺構北側の浜砂堆積層中からは14世紀後半までの遺
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物が出土しており・1期第1中期の時期については13世紀後半～14世紀前半までが考えられる。

第2中期は土壙墓SX31を検出した面である。標高1・5m前後を測るもので、第1期の砂堆層に相

当する。この面の北側は波の浸食を受けており・第Ⅳ期の砂堆層が形成されていることは先述の

通りである。土壙墓には副葬品として龍泉窯系青磁碗土1類が1個出土している。内外面は無

文であるが・内鹿部分に「金玉満堂」の印刻が施されている。一般的にこの印刻は13世紀代に認

められるが・無文の青磁碗が12世紀後半から出現する状況からみて、この土壙墓については12世

紀後半～13世紀前半までの時期幅を考えたい。よって、この期の生活面は土壙墓の時期を前後す

るものと考えたい。第2中期の文化層の下では残念ながら遺構を検出することは出来なかった

が・B・Cトレンチの最下層からは白磁碗や土師器が出土している。この層はⅣ期砂層が形成さ

れている以前の層で・つまり・全く浸食を受けていない浜砂堆積層である。Bトレンチ25層出土

の土師器糸切り皿（309）は・口径が9．2cm・器高1．1cmを測るが、この土師器皿の法量は大宰府編

年ではSK1204・SE225に相当するもので、12世紀前半代が比定できる。又、遺構からの出土では

ないが・楠菓型の瓦器碗も出土していることから、少なくとも11世紀後半代にはこの調査地点南

側周辺に於いて町屋が形成されていたことを物語っている。しかしながら、集落や町屋が繁栄を

始めるのは少なくとも12世紀後半期と云える。

江戸時代に属する遺構には土壙・井戸・溜桝状石亀遺構．室状遺構．配石遺構等がある。これ

らの遺構の時期は遺物により・17世紀前半～幕末までの幅をもっている。土壙は平面形状が不整

円形・隅丸長方形等を呈するが・形状や深さなどに規則性は認められない。いずれも廃棄物処理

用の土壙と考えられるが、その下限は18世紀中頃までである。

井戸は全てが・井筒に平瓦を用いる瓦井戸である。井筒の瓦は再使用のため抜き取られている

ものが多く・遺存状態が良いのはSEOl・05～07など新しい時期の井戸であった。井戸の掘り方や

井筒内より・17世紀前半から19世紀前半までの土師器、陶磁器、瓦類などが出土している。井戸

の掘り方平面形は不整円形を呈し・直径は140cm～362cmを測る。SEO2～04．12の掘り方は、井筒

に対して掘り方規模が大きく・径250～336cmを測る。SEOl・05～07の掘り方は井筒の直径に対し

て約2倍の大きさで・径120～166cmを測る。SE14．18の掘り方は前二者の中間の規模をもち、井

筒の直径に対して3～3．5倍の大きさで、径220・240cmを測る。井筒の直径は外径で、68～95cmを

測る。SEOl・05～07は68～84cm・SEO2～04．12は80～95cm、SE14は75cm、SE18は110cmを測る。

井戸瓦を用いた井筒の下部には木桶を据えていることが、SEO2～04．14・19で判明した。井戸瓦

は木桶の外側を巻く様に築かれている。井戸の深さは現存値で、110～187cmを測るが、基底面の

標高は0．19m前後を測る0又・井筒に用いられた平瓦は厚さが2．8～3．2cmを測り、屋根瓦よりも

厚みをもっている。長さは28．8～30．1cm・幅は24～25・5cmまでの幅がある。井戸瓦の長さ、幅、

反りなどの規格には時期的な変化が認められるが・これは井筒の直径や、一巡りに用いられる枚

数に影響されるものと考えられる。1段に用いられる瓦の枚数は10～16枚で、SEOl．05．07は11
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・13枚、SE02・12は10枚、SE18は16枚である。以上について、整理すると3グループに分けら

れ、時期的な変遷の状況を把握することができる。井戸の掘り方径や井筒径はⅠ類ほど大きく・

Ⅲ類は減少する傾向があり、又、瓦の規格も同様に大から小へ変化していることが読みとれる。

分類名 井　 戸　 名 時　 期
掘 り方径
（cm）

井筒径
（cm ）
瓦枚数 瓦 規 格 （cm）

Ⅰ　 類 S E O2～ 04 ．12 17 C 前～後 25 0／、／336 80／～95 10 3 0・1 ×24 ．8

Ⅰ　 類 S E 14 ．18 18 C 前 220 ・240 75 ．110 15／一一16 27．8／～25 ．1×23 ．2／～20 ．5

Ⅲ　 類 S E Ol ・05／～07 19 C 前 120～ 166 68～ 84 11、 13 24 ・7 ／～25 ．1 ×20 ．5

瓦井戸については、最も古い時期を17世紀前半に位置づけることができたが、SEO3．04などの

出土遺物については初期唐津、備前焼Ⅴ．Ⅵ期、瓦質土器鉢、16世紀末の内ケ磯窯、或いは17世

紀初頭を示す陶磁器類が多量に出土しており、瓦井戸の出現時期を16世紀末までさかのぼらせる

ことが可能である。近世瓦の出現は云うまでもなく、1581年（天正15）秀吉の九州平定に起因す

るもので、博多復興を町割りの整備等の事業や、1588（天正16）から始まった小早川隆景の名島

城や黒田長政による福岡城の普請によって近世瓦の導入及び瓦職人の移住があったものと考えら

れる。よって井戸瓦の初現は、16世紀末に出現するもので中世的名残りである石組井戸とは時代

を画すものである。

溜桝遺構SX03は現存長4．5mを測り、方形又は長方形状を示すものと考えられる。石垣上部は

削平を受けているが、少なくとも1m以上の深さを有していたと考えられる。この溜桝内には多

量の遺物が投棄されており、堆積物には当時の生活用品、しいていえば、この地点の居住者の生

業や食生活を示す遺物が存在した。例えば、木栓や笑などは数多くの木樽を必要とした酒又は醤

油等の産業．商売であること、又、筆・漆椀或いは鬼瓦を含む多量の瓦の出土は、豪商の存在が

想像できる。又、食用にした貝類や動物の骨、或いは庖丁・七輪．陶磁器などは18世紀中頃にこ

の土地に居住した博多商人の生活ぶりを示す好資料である。寛政11年（1799）に福岡藩が長政の

入国200年を記念して、藩に功労のあった町人を表彰した時に、浜小路に練酒の石橋次右エ門（鳥

羽屋）とある。又、明治18年発行の「筑前国名所豪商案内記」には、清酒醸造所の石橋源治郎と

ある。戦前迄、石橋家は造り醤油屋として全盛を極め、その敷地は西側の博多川の岸辺まで達し
註3

ていたと云われることから、江戸時代の状況が推測出来る。

中世の遺構には土壙．土壙墓・配石墓．右横遺構・井戸等がある。これらは12世紀後半～17世

紀初頭の遺構が多く、遺物においても備前Ⅳ・Ⅴ期、或いは明代の白磁皿などが多量に出土す

る。この時期には海岸線が後退し、砂丘の形成によって大規模な町屋が整備されていたことが考

えられる0

井戸は3基検出した。井戸SE15．16は井筒に木桶を用いており、SE20は石組井戸である。SE15

出土の遺物には高麗青磁などが出土しているが、土師器皿は、Ⅰ類（213、214）のグループとⅠ
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類（215～217）のグループに分かれる。Ⅱ類の法量は口径9．2～10．0（9．3）cm、器高0．9～1．3cm

の間にあり・この法量は12世紀代に比定できる。Ⅰ類は口径に対して器高が高く、口径は8．7、器

高1．7cmを測る。SK641に同じく14世紀前半～中頃である。坏はI類（218～220、222～224）とⅠ

類（221・225）に分けられる。Ⅰ類の口径は11．0～13．6cm・器高は2．6～3．0cm、Ⅰ類の口径は

12．8～14・Ocm・器高は3・2cmである。いずれも明瞭な板目がない。坏の法量は大宰府史跡のSK735、

SD605（SX1200新）に相当するが・皿I類はSK641よりも口径が大きい。よってSE15は13世紀後

半～14世紀中頃の間に位置するものと考えたい。SE16はSE15に先行する井戸で、遺物が少ない

が・土師器の法量が大きく・糸切りであることから13世紀後半までに位置づけられる。

井戸SE20は上部の削平を受け遺存状態は悪い。石組みは裏込めがしっかりしており、この裏込

めより多量の遺物が出土した。土師器の法量は皿が口径7・3～8・Ocm、器高1．5cm、坏は口径12．4～

14．0（12．8）cm・器高2・4～3．1（2．8）cmを測る。明染付は318が皿E群、317は碗E群で、16世紀

中頃～後半に位置づけられる。その他に16世紀末の国産陶器摺鉢、備前焼のⅣ期後半からⅤ期初

頭の摺鉢が出土している。

井筒内出土の土師器は坏の口径10～11．8（10．5）cm・器高1．6～2・8（2．0）cm、皿は口径6・6

cm・器高1．4cmを測る。この法量は裏込め出土の土師器よりも口径、器高とも減じている。白磁皿

（C群）（363・364）は15世紀後半～16世紀後半の幅をもっている。又、366の陶器皿は李朝又は

唐津である0土師器の法量等から・16世紀末～17世紀初頭が考えられる。この石亀井戸は先述し

た通り・秀吉による博多の復興に伴って・博多の近世町割りの基準となった井戸と考えられる。

焼失前の博多の屋敷にあったのであるが・瓦井戸の出現によって淘汰されてゆく中世的遺構であ

る。特筆すべき事は・この井戸の裏込めより多量の瓦類が出土した事である。これらの瓦類は軒

丸瓦・軒平瓦・平瓦・丸瓦等が出土したが・いずれも火を受けている。軒平瓦の文様は中心飾り

に宝珠形を用いており・軒丸瓦の瓦当面の三巴文は尾が長く・珠文の数が多い。又、丸瓦の背に

は縄目の叩き痕を残しており・整形手法又は燻手法等に中世後半期の特徴を残している。軒丸瓦

の内・瓦当面に「剋形の文様を施す瓦が出土していることから、今回の調査地点が中世後半期

に於いて寺院境内に相当したことが推測できる。昭和初めの地名では、当該地点は浜小路に相当

し・北に西方寺前町・北西側に妙楽寺町・妙楽寺新町が所在する。妙楽寺は現在、御供所町の聖

福寺の南側に移転しているが・妙楽寺町にあったと伝えられる。筑前囲続風土記によれば「此所

にむかし異賊襲来の防ぎのため・石垣を築けり。此寺墓所にありし故に、石城山と兢す。外門を

潮音闇と云。三門を呑碧榎と云うと・日華が入境録に見えたり。是皆海演にのそめる寺なる故、

名付るならし。」又・天文7年（1538）には博多の火災にて・焼失していることを記している。石

城志（巻之四）では「天正14年・薩摩の軍兵博多を焼亡せし時・営寺一字も残らず炎上せ。。其

後十六・七年が間は・候に庵を結びて居住す。」とあって・1586年の兵火による焼失後、黒田長政

によって慶長5年頃に今の場所に移されたことが記されている。
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Fig．90　石積遺構SX32（点線部分）と調査地点位置図（縮尺1／8，000）

井戸SE20から出土した遺物の時期は16世紀中頃から17世紀初頭までの幅があ。・これは上記

の天文7年から慶長5年頃までの状況に合致するものと考えられる。よって・当該地は旧字名の

「妙楽寺町」に接していることや・13～14世紀頃の井戸や・15～16世紀末の遺構を中心とするこ

と、或いは高麗．李朝陶磁器片の出土や寺院を示す卍文様の瓦当瓦他多量の軒瓦の出土などか

ら、石城山妙楽寺の境内一隅に位置するものと考えられる。

2．右横遺構（SX32）について

sx32は45度の傾斜をもつ浸食された砂丘斜面に築かれており・最高所の標高は2．45m・北側の

下部は標高0・77mを測る。この遺構の南側の砂堆状況はB．Cトレンチの結果・長さ13～15mに

亘って浸食を受け、約30度の傾きをもった地形に・一過性の急激な砂唯があったことが判明し

た。又、SX32の前面の砂唯は下部に引き渡による堆積層・上層部に風成層を形成している。A～

clレンチによって、SX32の南側の急激な砂堆層（Ⅳ期層）からは12世紀後半から13世紀後半ま

での遺物が、最下層の第25層、或いは浸食を受けた層からは11世紀後半の遺物や・12世紀後半の

土壙墓SX31が存在している。SX32の前面からは13世紀から14世紀前半までの遺物が出土したこ

とから、石積遺構SX32は13世紀後半から14世紀前半までの時期が推定される0

この遺構は東西方向に築かれており、最大幅6．5m・現存長20mを測る。当該調査（A地点）か
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ら西側約100mの地点（B地点）に於いても工事中に同様な礫群を検出しているので、現状では総

延長約160mを測ることになる。このA地点は旧町名の対馬小路町と妙楽寺町の境に位置してい

る。又、これらの地点の南側には11世紀の汀線が、又、北側260mには1646年（正保3）の絵図に

描かれた汀線が推定されている。この石積遺構SX32については単に13世紀後半頃の護岸とする

評価もあるが、ここでは元冠の役の時期に相当することから、元冠防塁との関連をも考え合わせ

て検討してみる。

（1）木下讃太郎は1915年（大正4）「元冠史蹟の新研究」に於いて、『博多に於いては往時沖ノ演

の外方海岸と認むべき横町筋の少しく上方を通過したものと思はるる』と述べる。今回の調査

地点の北側の東西方向の道路を横町通りといい、これを沖ノ演の海岸線と見なしている。又、

川上市太郎は「元冠史蹟」（地之巻）の中で、『もと石城山妙楽寺の所在現今妙楽寺前町を根基

として千代松原所在防塁線の位置との連絡関係より考定し妙楽寺前町の道路所謂横町筋を防塁

線の所在とす長さ約五百間に達す。』と述べ木下讃太郎と同様な見解を示している。

（2）SX32の西側延長線上には妙楽寺の推定地であるところの妙楽寺町が位置する。妙楽寺は石

築地の付近に在ったため、石城山と号した。海辺に望める寺のため、外門を潮音闇、山門を呑

碧榛と称した。この寺は正和5年（1316）に創建され、貞和2年（1346）に仏殿が完成してお

り、1316～1346年頃の寺は海辺に近いところに立地していたことになる。
註2

（3）石築地は建治2年（1276）の構築後、弘安9年（1288）8月27日、筑後守護武藤貞経、筑後国の

住人友清又次郎入道に、博多圧浜石築地の勤任を命じている他、文献上では康永元年（1342）

に足利尊氏が大友氏泰を促して大宰小弐武藤頼尚とともに、鎮西要害の石築地を修理させてお

り、石築地の修理及び異国警固番役が継続的に行われている状況に於いては、石築地の前面に
註4

妙楽寺が築かれる事は考えられない。妙楽寺は1316年の創建当時に於いては石築地の南側に位

置していたと思われる。

（4）SX32の北側の砂堆に於いては、上層部には15～16世紀の遺構が存在することや、砂堆下層内

から13～14世紀代の遺物が出土することなどから、SX32の前面の砂唯は急速に進み、汀線が後

退するところから少なくともSX32の捨石状の礫群は14世紀には浜砂堆積層内に埋没すると共

に15世紀にはSX32の上端部も埋まっていたと考えられる。

（5）沖ノ演の海岸線の前進速度は市小路付近に於いては11世紀～13世紀中頃までは1年間に約40

cm、13世紀中頃～1699年迄は1年間に約60cm進んでいると云われる（Fig・90）。（4）項で述べたよ

うにSX32の北側の汀線は比較的早く後退したことが云える。聖福寺古図には永禄元年（1558）
＼

以前の境内の様子を描いたものとさせているが、この図には海岸汀線よりずっと浜側に防塁ら

しき石築地があり、浜では大工達が仕事をしている様子が描かれている。道具中家様の建物以

外には恒久的建物はみられない。制作年は不明であるが、石築地と砂浜の様子は、まだ外冠に
証5

対する緊張感のある時期の状況を示すものであろう。
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（6）SX32の石積みの状態は浸食を受けた急傾斜に構築されており、大規模な浸食や砂唯を繰り

返す不安定な海岸線に護岸を施工したものと考えられるが、この急激な浸食．砂唯がどのよう

な気候或いは海流や地下水等の状況下で起こったのかが注目される。又、護岸工事は部分的な

施工では新たな海流による浸食を招くことになるから、当然のこととして博多川の河口右岸か

ら現石堂州の河口左岸（古くは入江状）まで施工されたものと考えなければならない。

（7）右横遺構の構造は砂丘汀線の急斜面に捨て石を行い、最上端部には大きな切り石が1．6mの

幅で2列に配石されている。この列石の間には10～30cm大の石が充填されており、このことは

SX32の上端部に堤防状の石塁があった可能性が考えられる。早良区や西区で発掘されている

元冠防塁には構築方法や使用した石材の種類、或いは規模に各々に違いがあることが報告され

ているが、これらの石塁とSX32を比べると類似する点もある。
註6

・今津地区では海側に傾斜する砂丘上の自然砂丘上にそのまま石積みが行われ、基底面の幅

3～4．3m、上面幅2．5m、前面の高さ3m、後面の高さ2・5mを測る。石材は花崗岩と玄武岩を

用い、使い分けを行っている。玄武岩を用いた地区は、完全に石積みであるが花崗岩の構築区

は前面と後面に石積みを行い、内面には砂を充填するという工法をとっており、「石材の種類

に応じた築造工法の相違は今津地区の一つの特徴と言える。」と云われる。

●生の松原地区の防塁は東側を砂岩、西側はペグマタイト（巨晶花崗岩）を主な石材として構築

している。A・B区では石積みが砂丘上に直接行われ、幅は1・2～1・3mを測り、後面から1～

3．7m幅を粘土で補強している。基鹿部の高さは同一ではないO又、後背面には砂堤を盛った構

造が遺存しており、その幅はA－6～B区までは3．4mある。D区では石積みの幅1．5～2m

で、前面・後面に大石を用い、内側には小礫を詰め込んでいる。裏側は茶褐色粘質土で補強し

ている。石積み後方の構造は確認出来ていない。又、A・B両区の前面には1～2段の石積み

があり、修理・補強するための構造と考えられている。

・西新地区の防塁は基鹿部の幅3．5mを測り、前面から1．1mの間は砂層上に直接石を積み上げ

るが、この石積みの内側には砂を充填している。後背には砂まじり粘土や粘土まじりの砂を厚

さ20～40cmに整地した後に、後面の石積みを行う。前面の石積みとの間には砂まじりの粘質

土、砂を互層に充填している。

●姪浜脇地区は砂岩を用い、全体を石積みしている。基鹿部の幅4．0mである。石材は砂岩が多

く、礫岩・玄武岩・変成岩が少量見られる。姪浜向浜は石土混築の構造であると云われる。

以上のように防塁には高さに対しては一定の基準があったものと考えられるが、構築方法に

は多様性があり、「防塁の負担した分担国ごとに独白の築造法が採用された」と考えられる。

又、これらは海岸汀線から50m内陸の標高3m前後を測る砂丘傾斜面の上位に立地する特徴を

もっていると云われる。当該調査地点を13世紀後半の海岸線とするならば、南側約50mの位置

に防塁が存在することになるが、この推定線上に位置する第55次調査では、石塁に関係する遺
証7
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横は検出されていない。

（8）SX32に用いられた石材は礫岩が最も多く・次に変成岩．花崗岩・玄武岩．砂岩の順である。

これらの石材は博多湾岸で採集できるものと云われるが、特に能古島では一括して集めること

が可能と云われる。護岸とすれば最大の延長80～900mに及ぶもので、一豪商や有力な官人の

力量では無理な事業であることから・国家的事業と考えるのが妥当である。

（9）SX32を13世紀の護岸遺構と考えた場合・沖ノ演の砂堆は年々進んでいることや、或いは地下

水による海岸浸食に対応した護岸であるとみれば・海岸線の後退に付随して、各年代、時期毎

に護岸状遺構が発見されねばならないが・推定される11世紀の護岸、或いは1646年の護岸も現

在までに検出していない。

㈹元禄16年（1703）の貝原益軒「筑前国続風土記」（博多石塁）には『いにしえより此地は唐船

来着の要津なれば・民家多し・繁栄の地にして・殊に異賊襲来の防御のため、屯兵を多くをか

せしとかや。されば基に要害の備厳重にして・北一面は皆石垣なり。是上古より有し石壁に

て・弘安異賊の来りし時・再補修せるなり・此石壁ありし故に・博多を名はて、石城府と云。』

とある。石城府については「世宗実録」応永26年（1419）や「海東諸国紀」文明3年（1471）

にも記されている。当該調査地点は著しい浸食を受けており、市街地のために他の地域とは地

形の環境が異なることから防塁線は町屋の外側に設置しなければならず、工事は非常な難工事

であったと考えられる。第46次調査では12世紀後半から15世紀まで、第55次調査では14世紀を

中心とした12～15世紀の遺構．遺物を検出している。又、町屋の広がりが海岸線間近におよん

でいたことは土壙墓SX31，井戸SE15・16の検出によっても推測できる。石築地の大部分は

「筑前国続風土記」の「博多古塁」の中で・『・・．博多・箱崎・福岡の海辺に石塁所々残りて有L

が・慶長六年福岡城の石塁を築くために取用て・今はなし。』とあり、福岡城築城の際に石垣の

用材として利用されたため・砂堆内に埋没していた部分のみが遺存したものと考えられる。

㈹博多の石築地役に関しては・建治3年から弘安3年にかけて・肥前守護武藤経資が出した博

多勤番の異国警固番役覆勘状が三通残っており・相田二郎は「蒙古襲来の研究」（昭和33年）の

中で『石築地の築造が始まってからは・その分担場所が異国警固番役の分担場所である。』とし

て異国警固番役は石築地役と表裏一体のものと考えた。川添昭二氏は『歴代鎮西要略』の記事

から・「弘安3年（1280）9月・筑前国の住人某が博多袖浜の石築地二丈五尺を築造している。

築造開始から弘安3年末までほ・筑前・肥前がともに博多の石築地築造・修理にあたってい

た……」と述べている。
註8

㈹石築地築造は建治2．3年で終了したのではなく・修理と新たな構築を併行して行ってい

る。例をあげると
証9

・弘安9年（1286）8月には友清又次郎入道が筑後国役所としての博多庄浜に石築地を築
ヽとヒ

1！三。
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●比志島文書　正応6年（1293）4月12日宮崎石築地破損検見注文では・宮崎地域の石築地

の破損箇所の修理を薩摩国に命じている。

●広瀬文書　乾元2年（1303）4月17日筑前守護武藤盛経施行状に於いて末弘名中村弥二郎

（続）に対して、博多前浜石築地加佐並びに修理を命じている。

●榊文書　正和5年（1316）2月12日筑前国守護武藤貞経施行状では・早良郡地頭榊定掛こ

対して、博多前浜石築地と加佐の修理を命じている。

以上のことから、急造の石築地であったために、加佐・高・裏芝の追加工事の必要性及び補

修工事が断続的に行われている。当該地に於いても・斜面上位には20～30cmの礫岩が捨石の上

部に被った状態で散乱していることや、これらの礫中に14世紀代の遺物が存在したことの事実

は、満潮時、嵐等に護岸が波の浸食を受け、その損傷などから度々の補修がなされているもの

と考えたい。

㈹　石築地の築造についての史料の初見は建治2年3月に肥前守護武藤経資が肥前国高来東郷深

江村の地頭安富氏（深江氏）に宛たもので「異国警固の間・要害石築地の事・高麗発向の輩の

外、奉行に課し、国中平均に沙汰を致し侯所也、今月20日以前に・人夫を相具し・博多津に向

かい、役所を請け取り、沙汰を致さるべき侯、恐々謹言」とあり・『同年8月に鎌倉幕府の命令

と武藤経資の同命令の下達を受けて、大隅国の国衛と守護とが・大隅国中に石築地築造の課役
．

を分配し、同月中に完成せることを命じている』ところから・石築地は建治2年8月中に完成

させることを目標にしていたことが知られる。
註l0

側　石築地役賦課の基準は所領一段（991．7㎡）について石築地一寸（3．0cm）の割合であったと

云われる。この異国警固番役の課役を御家人層は惣領の統制のもとに所領の分限に応じて庶子

も含めて分担（寄合勤仕）しており、石築地役の賦課を・庶子の中には割り当てを拒むものも

でてきた。（比志島文書　嘉元4年ー1306）

又、補修、或いは裏加佐、加佐等の追加工事は断続的に行われており・当時の工事が・御家

人の負担の上に成り立つものであって一元的に行われていないことから・町屋を撤去して防塁

を築くことは築造期間や費用負担（御家人在家民の滞在費・旅費・材料費）から考えて・物理

的に無理がある。海岸汀線に捨石を行い、舟と人馬の上陸を不可能にすることが優先したであ

ろう。

以上の（1）～伸こより、石積遺構SX32は13世紀後半から14世紀の海岸汀線を示すものであり・護

岸としての機能があったものと考えられる。捨て石の上端部には石塁状の堤防があったものと推

定したい。石築地の側にあったといわれる石城山妙楽寺は貞和3年（1346）に仏殿が完成してい

るが、この頃までは異国警固番役が行われていることから妙楽寺はまだ石築地の南側にあったも

のと考えられ、後世には海岸線の後退に伴う砂唯の進行によって北側に伽藍の展開を計ったもの

と推測できる。当該地が旧妙楽寺町に接して位置すること・更にはこの地点から西側約80mの地
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6．58m

3m

「．．－1　号　1．二　1－－－」

生の松原地区元完防塁実測図（上A－2区．下D区）

．．．．．．．．・．・．．　．・

西新地区元冠防塁実測図（石材；Bl玄武岩，Mb－黒色変成岩，Mg－緑色変

成岩，無記名は砂岩，層位；エー基盤砂丘，II．IVl2．Ⅴト1砂まじり粘土，ⅠⅠト
Ⅴ－1・Ⅷ　粘土まじり砂，Ⅳ－1・Vl2・Ⅵl2粘土）

Fig．91西区．早良区の元冠防塁実測図
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Fig・92　石積遺構SX32上端部の状態（縮尺1／90）

点でも同様の遺構が見つかっていることから海岸線に沿ってこれらの護岸状の捨て石が施工され

たことは疑いがないことである。立地条件が西区・早良区所在の元冠防塁とは異なることは先に

述べた通りであるが、防塁構造や築造方法が分担国の裁量の中で行われており・一定の築造基準

が認められない以上、従来の元冠防塁の構造上の所見をもってSX32が石築地ではないことを西

堂できるものではなく、むしろ可能性が充分にあると思える0早良区．西区所在の防塁との立地

条件の違いでいえば、当該地に於いては汀線から約50m内陸の位置に防塁を設置することは・第

46・55次調査でも明らかなように既に12世紀代から展開した町屋を撤去しなければならない。更

には、政治・経済の中心地であるところの博多の市街地と周辺郡部に於ける石築地の立地的環境

・条件を同一視することはできない。又、半年間という短期間で石築地を完成することを至上命

令としていたことや、石築地役を含めて異国警固役が・御家人の所領分担に応じて行われたこと

は、結果的に後家大役に於ける勤仕の負担が、これを命じた鎌倉幕府の支配体制をゆるがすほど

の影響をもつに至ったことから、財源的にも町屋の撤去を行うことは到底できる状況ではなかっ

たと考えられる。元窟防塁の構造・構築方法については、博多地区の分担国が筑前・筑後国と考

ぇられており、且つ、これらの国々の分担を知り得る史料では弘安9年（1286）以降に博多を分
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担していることが知られる。石築地の築造当初から弘安3年（1280）までは肥前国が博多地区の

前浜を分担していたと考えられているが、姪浜脇・向浜地区も同じく肥前国の分担であり、SX32

の後背地が削平を受けている現状では定かではないが、SX32の上部の石塁構造は姪浜向浜地区

と同様の石土混合築造か・もしくは1．6m幅の石塁を想定すれば脇地区の防塁と同様の構造が考

えられる。

博多地区の元窟防塁の考古学的資料はこれまで全くと云っていい程、出土しておらず、今回の

調査によって結論が得られた訳ではない。今後の資料の増加を待つと共に、防塁研究の一助とな

れば幸いである。

註1福岡市教育委員会崇福寺山門修理に伴うもので屋根瓦の調査を行った。三木隆行氏教示

註2　貝原益軒「筑前国続風土記」元禄16年（1703）

註3　「長政公御入園から二百年町家由緒記」寛政12年（1800）

井上精三「福岡町名散歩」葦書房有限会社1983年

註4　川添昭二「注解元窟防塁編年資料－異国警固番役史料の研究」福岡市教育委員会

註5　福岡市博物館「よみがえる黄金の日々」堺と博多展図録所収1992年

聖福寺古図は永禄元年（1558）以前の境内を描いたものである。

註6　福岡市教育委員会「生の松原元窟防塁発掘調査概報」1968年

福岡市教育委員会「今津元冠防塁発掘調査概報」1969年

福岡市教育委員会「西新元窟防塁発掘調査概報」1970年

九州大学出版会「古代乃博多」1984年

註7　福岡市教育委員会発掘調査、現在整理中。小林義彦氏教示

註8　川添昭二「蒙古襲来研究史論」雄山閣1977年

註9　阿部征寛「蒙古襲来」教育社歴史新書1980年

註10　川添昭二
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（付編1）
調査地点の地形および地質

西南学院大学　磯　　　　　望

九州　大学　下　山　正　一

調査地の地形

博多遺跡群は、福岡平野を流れる那珂川河口部の低地に位置する。この低地は、縄文海進期以

後に形成された沿岸州と、これと核として成立した砂丘列、および、砂丘間低地などの地形要素

から構成され、那珂川の流路変遷の影響も受けた、多成因的地形を示す。現在の博多の地表は・

自然状態で形成された地表面を2m前後の厚さで人工的に盛り土して形成されたものであるが・

その起伏は、自然堆積で形成された原地表の起伏形状を比較的よく反映していることが確認され

ている（磯ほか、1991）。

調査地点周辺の現在の地表の起伏を、図1に示す。調査地点は、昭和通り付近を頂点とする微

高地（微高地Ⅲ）から、北西の海側方向に緩やかに下った海抜4m前後の高度にある。この図か

ら、調査地点の近傍にみられる微高地Ⅲの高まりは、昭和通り方向（北東一南西方向）よりも須

崎方向（東西方向）に曲げられていることがわかる。徴高地Ⅲの高まりは11世紀の末頃には陸化

し、「息浜」（おきのはま）の主部を形成するようになった（福岡市教育委員会，1992，博多30）。

調査地点はこれより海側にあたり、その陸化は11世紀末より少し遅れたと推定されるが・今回の

調査によって、その年代がほぼ特定された。

「息浜」の北西側の箱崎砂層（地山層）の上限高度の分布については、従来確実な資料が得られ

ていなかった。しかし、博多遺跡群第46次．第55次・第68次．第69次の調査が実施された結果、埋

没地形の上面の形態の詳細が明らかになりつつある。図2は、息浜北西側の砂層の高まりを2m

の等高線で示している。なお、第46次調査地点付近は、その断面から低地が湾入していたものと

判断された。さらに、第5次．第46次・第60次の発掘調査結果などを総合し、11世紀末の海岸線

の位置を推定した。また、今回の調査で明らかになった石積みの位置から、13世紀末の汀線の位

置が特定された。近世では正保図（1646年）などの絵図から、海岸線の位置が特定できる。これ

らの旧汀線の推定位置を図3としてまとめた。石積みの位置と年代は磯ほか（1991）の推定結果

とよく一致していたことになる。

調査地の地質断面

図4はほぼ大博通りにそって引かれた線に沿う地質断面である。本遺跡の地質の概要をこの図
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図1博多遺跡群関連等高線および息浜周辺調査関係遺跡位置図

を用いて説明する。石積みの地山の砂層と石積み本体を海側から覆っている砂層は共に箱崎砂層

（下山、1989）である。図4の地質断面図を見ると、試錐番号13、14付近で箱崎砂層の上限が大

潮低潮線付近までせり上がっている。博多遺跡周辺の海岸線は海岸砂の堆積により、時代と共

に、断続的ながら博多湾方向に前進している。本遺跡は11世紀の推定海岸線よりわずかに北側に

ある。

本遺跡の自然層（文化層の地山）は標高2・1m付近以下にみられる。その最上部には海岸砂丘砂

層が見られ、15世紀の遺物が混入している。砂丘砂層には海岸砂と風成塵が交互に重なる、チリ

メンジワ状の堆積構造がみられる。これは、磯はか（1991）によって、「トラ縞」と呼ばれている

もので、風成層の季節的な堆積速度の変化と考えられる。トラ縞の発達する部分は、かつての砂

丘表層部を占めていたと考えられ、その下にある砂丘砂層主部を覆って発達している。砂丘砂層

主部は石積みの北側の、海抜0．5mから2．1m付近にみられる中粒砂層で、15ないし30cm単位の平

行薬理が発達している。この平行薬理は単斜構造をなしており、その走向傾斜は、ほぼ東西方
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図2　息浜と博多浜の埋没自然地形等高線図

向、12。北落ちである。砂層の淘汰はよく、この砂層の上限と石積みの上限は一致している。砂丘

層主部の中粒砂層は海浜の砂が波浪と冬季の卓越風によって吹き上げられて運ばれ、石積みの前

面に急速に堆積したと考えられる。この砂層の上には妙楽寺が1316年に建立されており、このこ

ろには既に陸化していたことが確実である。海技1m付近の石積みの基部以下には砂鉄の多い薄

層が認められる。砂鉄薄層の存在は、波浪による砂層の侵食と砂鉄の残留堆積を示唆している。

この付近が大潮高潮線付近と見られ、海浜砂が波の作用で後浜部までおしあげられ、堆積したこ

とを示している。

石積みの背後の砂層は2つの部分に区分される（図5）。石積みのすぐ南側かつ下側には細礫

混じりで淘汰の悪い粗粒砂層が発達している。堆積構造が消されていることから、この粗粒砂の

堆積後に何等かの撹乱が生じたと考えられる。砂層同士の境界には、しばしば馬蹄形の削り込み

構造が認められることから、石積みの背後では高潮時と低潮時における間隙水圧の変化による部

分的な液状化や地下水のしみ出しによる侵食がしばしば生じていたと考えられる。石積みの一つ
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図3　息浜（おきのはま）の海岸線の年代別推定位置図

の効果として・このような海岸砂層の崩壊を抑え・砂の堆積を促進する効果が期待できる。石積

み背後の地層中には・13世紀中頃の遺物が自然堆積している。石積みの築造年代は13世紀後半と

判断されるので、この時期までには陸化していたものとみられる。

石積みの背後の砂層よりさらに陸側部分の箱崎砂層はN70。E言2。Nの面を境に一部斜交して

接している（図5）0この部分には井戸が開削されており、その年代は、井戸中の遺物から13世紀

中頃であると判断されている。このため・この部分の陸化は13世紀中頃までには完成していたこ

とになる。同様の層相を示す箱崎砂層は・博多46次調査で海技0．5～1．8mの範囲で観察されてい

る。この部分の下部では・12世紀前半期以前の白磁片などが、自然堆積した砂層中に混入してい

る0したがってこの砂層は・12世紀前半以前までは陸化せず、海浜砂を構成していたが、13世紀

中頃以前には陸化していたことになる。

石積みの岩石は角のとれた亜角礫から亜円礫の巨礫を主体としている。礫の種類は古第三紀層

の砂岩・礫岩を主体に・玄武岩と花崗岩類をともなっている。石積みに使われているこれらの巨礫
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5m（海抜高度）

4

図5　博多遺跡群第68次発掘調査地点地質断面図

のうち・砂岩の礫にはまれに穿孔貝の開けた浅い穴が認められる。これらの状況から石積みの材

料に使われた岩石の少なくとも一部は、どこかの海岸の汀線付近にあった転石が採集されて運ば

れたものと思われる。これらの礫種は博多湾岸の岩石海岸に普遍的にみられるが、仮に、これら

の転石が一カ所の海岸で採石されたとすると、上記の全ての岩石種を採石しうる最寄りの海岸は

能古島の周囲に限られる。これらの岩石が波打ち際に護岸状に積まれていること、海岸の石が運

ばれてきたと考えられることから・これらの石は陸路よりは海路を船で運搬されてきたと考える

のが合理的である。

参　考　文　献

磯　望・下山正一．大庭康時．池崎譲二．小林　茂・佐伯弘次（1991）：博多遺跡群周辺における遺跡形成

環境の変遷．横山浩一先生退官記念事業会「日本における初期弥生文化の形成I」、文献出版㈱、506－552頁．

福岡市教育委員会（1992）：博多26－博多遺跡群第46次調査報告－　福岡市埋蔵文化財調査報告書第281
集、60pp・

福岡市教育委員会（1992）：博多30－博多遺跡群第60次調査報告－　福岡市埋蔵文化財調査報告書第285
集、144pp・

福岡市教育委員会（1992）：博多33－博多遺跡群第69次調査報告一　福岡市埋蔵文化財調査報告書第288
集、21pp・
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（付編2）

博多第68次調査出土遺物岩石薄片作製鑑定報告

パリノ・サーヴエイ株式会社

は　じ　め　に

博多遺跡群は、福岡平野の博多湾岸に形成された砂丘上に立地する。これまでの発掘調査によ

り弥生時代から近世にわたる遺構・遺物が検出されている。

今回、第68次調査（博多区古門町98－1内所在）が実施され・鎌倉時代（13世紀後半～14世紀

前半）に構築された護岸状の石積みが検出された。この護岸状石積みは調査区の北側で確認さ

れ、規模は東西方向に最大幅6・5m、長さ約20mを測る○石積みは調査区西側に約50m離れた地点

でも確認されており、その規模はさらに拡大するものと推測されているO　この護岸状石積みは・

元冠防塁の推定線に一致することから、当初は元冠防塁のために構築された可能性が強いと判断

されたが、遺構の構造や立地などから汀線護岸のために形成された石積みと考えられている。

1．試　　　料

薄片作製鑑定試料は、福岡市教育委員会埋蔵文化財課により選択された合計17点（試料番号

1～17）である。SX13から検出された試料番号13は15世紀～16世紀に属し、SE14から検出され

た試料番号15が江戸時代に属するほかは、全て14世紀～15世紀に属するものであるo各試料は福

岡市教育委員会埋蔵文化財課により岩石の肉眼観察を行った結果・それぞれ岩石名が異なると思

われるものを中心に選択されたものである。岩石薄片作製鑑定試料の一覧表を表1に示す。

2．方　　　法

試料をダイヤモンドカッターで切断し、研磨機で研磨し・薄片を作製した。これを偏光顕微鏡

下で鉱物組織を観察し、岩石名を決定した。

3．能古島・福岡県周辺の地質と岩石試料の関係

（1）変　成　岩　類

北九州地方は中国地方の三郡市の西方延長に当たり、広い面積にわたって各所に三郡変成

岩類が露出している。能古島中部には三郡帯に属する各種変成岩類と角閃岩（変斑れい岩）

の露出が知られている。試料番号7（砂岩）・試料番号8（黒雲母線泥石曹長石石英片岩）．

試料番号13（粘板岩）．試料番号16（角閃岩）・試料番号17（角閃岩）は・いずれも三郡帯に
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属する岩石である。試料番号4（黒雲母角閃石ホルンフエルス）は、三郡帯の斑れい岩が花

崗岩の質入により熱変成作用を受けて、ホルンフエルスした岩石である。

（2）花　崗　岩　類

北九州地方には広く花崗岩類が露出しており、15以上の多数の岩体に区分されているた

め・試料番号3（両雲母花崗岩）の1点で産地を推定することは困難である。糸島半島．能

古島．志賀島．新宮．福間などに分布する花崗閃緑岩類は、糸島型または北崎型に区分さ

れ・片状組織を有する含輝石－角閃石黒雲母花崗閃緑岩であるが、試料番号3は両雲母花崗

岩で弱い片理を有する特徴があり・岩相的には典型的な糸島－北崎型と異なっている。糸島

半島では糸島型花崗閃緑岩体を貫いて小規模な岩体を作る深江型花崗岩と呼ばれているもの

があり・鉱物組成と岩相は類似するようである。能古島においても同様の岩体が存在する可

能性について検討の余地がある。

（3）赤　　色　　岩

北九州地方の赤色岩は・爽炭層となる古第三系の下部に産出し、分布範囲は広い。試料番

号15（赤色泥岩）もそのひとつである。

能古島南部に分布する古第三系福岡層群残島層（臼井層）の基底礫岩の上方約40mには、

紫赤色岩層が存在する0また・月隈丘陵北端の粕屋地区臼井の同層では、最下底の基底礫岩

の直上と約15m上方に・2層の紫赤色岩層が存在することが知られている。

残島層の上部層となる野間層の下部層にも・1～2層の紫色頁岩層が含まれている。同層

の分布は・香椎丘陵（粕屋地区海岸部）の南部や宇美盆地である。したがって、赤色砂岩や

赤色頁岩はその起源を必ずしも遠隔地に求める必要はないと思われる。

（4）堆　積　岩　類

試料番号1（ガラス質凝灰岩）・試料番号2（凝灰岩）・試料番号14（火山礫凝灰岩）は、

いずれも火山岩起源の砕層岩である。古第三系福岡層群残島層は、火山岩起源の砕屑物を多

く含むことが知られている。また・広域的には津屋崎町に分布する古第三系津屋崎層が多量

の火砕岩を著しく伴うことで知られる。おそらく試料番号10（砂岩）．試料番号12（シルト

岩）とともに・古第三系として堆積したものであろう。試料番号9（黒雲母デイサイト）も

一連の火山作用で生成されたものであろう。

（5）玄　　武　　岩

北九州地方北部地区には・後期中新世～鮮新世にわたる玄武岩の活動がみられ、糸島郡芥

屋大戸・姫島・可也山・福岡市今山．昆舎門岳．能古島・宗像郡津屋崎などに分布する。い

ずれもアルカリ岩系の玄武岩とされている。今回の試料では、試料番号5（変質玄武岩）．試

料番号6（単斜輝岩かんらん石玄武岩）・試料番号11（玄武岩）がこれに属すると考えられ

る。
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表1．岩石薄片作製鑑定試料および鑑定結果

試料

番号
遺　　 構 時　 代 岩　　　 石　　　 名

1 SX 32 石積み 13～ 14世紀 ガラス質凝灰岩

2 S X 32 石積 み ／／ 凝灰岩

3 S X 32 石積 み ／／ 両雲 母花 崗岩

4 S X 32 石積み ／／ 黒雲母角 閃石 ホル ンフエルス

5 S X 32 石積み ／／ 変質玄武岩

6 S X 32 石積み ／／ 単斜輝石かん らん石玄武岩

7 S X 32 石積み ／／ 砂　 岩

8 S X 32 石積み ／／ 黒雲母線簾石縁泥石曹長石石英片岩 （緑色片石）

9 S X 32 石積 み ／／ 黒雲母 デイサイ ト

10 S X 32 石積み ／／ 砂　 岩

1 1 S．X 32 石積み ／／ 玄武岩

12 S X 32 石積み ／／ シル ト岩

1 3 S X 13 15～ 16世紀 粘板岩

1．4 S X 32 石積み 13～ 14世紀 火 山礫凝灰岩

15 S E 14 江戸 時代 赤色泥岩

16 S X 32 石積 み 13～ 14世紀 角 閃石

17 S X 32 石積み ／／ 角 閃石

4・ま　と　め

福岡市教育委員会埋蔵文化財課によれば、今回岩石薄片作製鑑定を行った試料は・能古島産と

福岡市内産（香椎または今津）と推測されている。今回の鑑定結果では・いずれの試料とも能古

島あるいは福岡市内に分布する岩類であり、調査所見と調和的な結果と言える。

今回の分析調査目的は、石積みの各岩石の産地を推定することにあった。今後は・今回の鑑定

結果を基礎資料として、1）推定産地の岩石試料について鑑定し・比較検討を行うこと・2）

データを蓄積し、周辺地域の地質図を用いて岩石の産地の分布図を作成すること，3）推定産地

の露頭調査などが必要と考えられる。また、試料の大きさ．重量および石積みの構築技法などを

考慮して、岩石の特徴を意識して石積みに用いられているのか否かを検討することが重要と思わ

れる。さらに、岩石の元素組成を知るために、Ⅹ線回析による分析方法も岩石の産地を調査する

ひとつの手法と考えられる0
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Tab・1第68次調査遺構一覧表①

、構名
旧 遺．

構 名

遺 構

種 類

形　　 態 規　　 模 （cm）

出　　 土　　 遺　　 物 時 期 備　　 考
平 面 形 断面形 長 巾 深

SK0 1 土　 壙
隅丸長方

形
逆梯形 194＋α 158 18

土師器 （皿 ．坏）、土師質土器 （火舎）、中国青磁

（碗）、瓦 （軒丸瓦）、鉄製品 （釘）、木炭

16C 後
（15C～
16C）

SX02に切られ

る

SK02 不整円形 摺鉢形 128 118 73

土師器 （皿）、須恵器 （皿）、土師質土器 （消炭壷

の蓋）、瓦質土器 （火舎 ．摺鉢）、七輪、中国青磁

（碗 ．盤）、明 （碗）、肥前白磁 （碗）、有田 （蓋物）、

唐津 （碗）、人形の鋳型、石製品 （硯）、瓦 （平瓦

．丸瓦 ・軒平瓦 ・軒丸瓦 ．桟瓦）、鉄製品 （釘）

18 C 前

SKO3 不整円形 逆梯形 150＋α 73＋α 17

土師器 （鉢）、土師質土器 （捏鉢）、舶載陶器 （甕）、

国産陶器 （甕）、唐津 （碗）、備前 （摺鉢）、肥前

染仲 （瓶）、瓦 （平瓦）
中　 世

・境界地にある

SK 18に切られ

る

SK04 SK04A 不整円形 逆梯形 152＋α 94＋α 25
土師器 （皿・坏）、土師質土器 （甕）、国産陶器（甕） 16C 末

／
17 C 初

遺物の区別な

し
境界地 ア

SK05 不 整 形 逆梯形 188 122 64
土師器 （皿 ．坏）、土師質土器 （鉢）、国産陶器片、

染仲 （皿 ．碗）、瓦 （平瓦 ．軒丸瓦）

18 C 後

／～19 C
初

にある

SKO6 不整円形 逆梯形 111 97 42
土師器 （皿）、瓦質土器 （火舎）、国産陶器 （鉢）、

李朝陶器 （摺鉢）、明青磁 （碗）、瓦 （平瓦．丸瓦）
15 C ／～

16 C

SKO7
隅丸長方

形
逆梯形 155 137＋α 4 1

唐津 （鉢 ．甕）、中国白磁 （皿）、土管、瓦 （軒平

瓦）
17 C 前

へ／18 C

SK08に切られ

る

SKO8 不 整 形 逆梯形 163 60＋α 33
土師器 （皿 ・坏）、国産陶器 （甕）、伊万里 （碗）、

－）・1・・・
1800年 他の土壙に切

肥別系白磁 （皿）、染仲 （碗 ．皿）、瓦 （平瓦） 代？ られる

SK 09
不整楕円

形
逆梯形 118 92 52

土師器 （皿 ・坏）、備前 （甕）、唐津系 （甕）、大

内系 （坏）、瓦 （平瓦）
江　 戸

18 C

中に P itを有

する

SK l0
廃棄物

土　 壙

不整隅丸

長方形 － 2 10 140
－
土師器 （高坏脚部）、国産陶器 （碗 ．摺鉢）、唐津

（皿 ．碗）、古銭 17 C 初

SKll 欠

SK12 不整方形 逆梯形 132 113 35．5

土師器 （皿）、国産陶器 （碗 ．摺鉢）、唐津 （皿 ．

碗 ・摺鉢）、高取系 （碗 ．摺鉢）、有田．（皿）、国産

染付 （碗 ．瓶）、肥前青磁 （皿 ．香炉）、高取系半

磁器 （壷）、明染仲（碗）、中国青磁 （碗 ．壷）、李朝

白磁 （皿）、白磁 （碗 ．猪口）、古銭 （照寧元賛）

17 C ～

18 C 中
頃まで

SK 13 不整円形 逆梯形 138 92＋α 12
土師器 （皿）、中国青磁 （碗）、舶載陶器 （甕）、

唐津 （碗）、国産陶器・（甕） 江　 戸
境界地にある

SK 14 不 整 形 逆梯形 45＋α 90 35
土師器 （皿）、土師質土器（鍋）、瓦 （平瓦．丸瓦）、

鉄製品 （釘）、鉄滓
境界地にある

SK15 不整円形 逆梯形 127＋α 83＋α 17
中国陶器 （甕）、中国青磁 （碗）、中由白磁 （碗）、

瓦 （平瓦）、青銅製品片、古銭
中　 世

境界地にある
SK24に切られ
る

SK16 SK 16B 不　　 明 逆梯形 183＋α 57＋α 37 土師器 （皿 ．坏）、須恵質土器 （皿）、瓦．（平瓦） 15 C ／～

16 C
境界地にある

SK17
不整楕円

形
逆梯形 225＋α 130＋α 35

土師器 （皿 ・坏 ．鍋）、須恵器 （坏蓋）、土師質土

器 （捏鉢）、瓦質土器片、明染仲 （皿）、舶載陶器

（甕）、備前 （甕）、国産陶器 （鉢）、瓦 （平瓦）

16 C 末

／－17 C

SE18 ．20に切

られる

SK 18 SXO 5
不整楕円

形
逆梯形 203＋α 148 29

土師器 （皿 ．坏）、備前．（摺鉢）、唐津 （皿 ．碗）、

伊万里染仲 （皿）、中国青磁 （碗）、瓦 （軒丸瓦） 江　 戸
境界地にある

SK 19 SXO6 不整円形
レンズ

状
232 126＋α 38

土師器 （皿）、瓦質土器 （火舎）、唐津 （壷）、鉄製

品 （釘）、古銭 （開元通賓）、自然遺物 （馬の歯 ．骨）
17里初

～削

境界地にある

SK20 SXO8
不整楕円

形
レンズ
状 192＋α 187 42・5

土師器 （皿 ．坏）、土師質土器 （鉢 ．摺鉢）、備前

（摺鉢 ．甕）、国産陶器 （碗）、舶載陶器 （甕）、李朝

白磁 （小坏）、高麗青磁 （碗 ．瓶）、明青磁 （碗）、

明染仲 （碗）、伊万里白磁 （紅皿）、七輪、瓦 （丸

瓦 ．軒丸瓦）、鉄製品 （釘 ・刀子 ．錠）、鉄津、自

然遺物 （骨）

15 C ／～

16 C 前

SE12に切られ

る
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Tab．1第68次調査遺構一覧表②

、構名
旧 遺

構 名

遺 構 l

種 類 l

形　　 態 規　　 模 （cm）
出　　 土　　 遺　　 物 時 期 備　　 考

平 面 形 断面形 長 巾 深

SK21 SX12 井戸 ？
隅丸長方

形
逆梯形 188 165＋α 21・5＋α

土師器 （皿 ．坏）、須恵器 （甕）、土師質土器 （鍋）、

瓦質土器 （鉢 ．火舎）、唐津 （皿 ．碗 ．甕）、上野

（片口）、瀬戸 ．美濃系 （碗）、備前 （甕）、舶載陶

器 （碗 ．甕）、国産白磁 （碗）、中国青磁 （碗）、福

建染仲 （碗）、朝鮮白磁 （碗）、李朝陶器 （壷）、

瓦 （平瓦 ・丸瓦）、鉄製品 （釘）

16 C 後

？

17 C 初

SK24，SE 19に

切られる

SXllと混合の

遺物がある

SK22 SX13A
不整隅丸

方形
逆梯形 200 91＋α 53

土師器 （皿）、土師質土器 （甕）、瓦質土器 （鉢 ．摺

鉢）、高取系 （摺鉢）、染付 （皿）、中国青磁 （碗）、

中国白磁 （碗）、李朝三島手 （瓶）、瓦 （平瓦 ．丸瓦

．軒平瓦）、鉄製品（釘）、青銅製品、自然遺物 （骨）

16 C へ／

17C 初

SX12と混合の

遺物がある

SK23 SX16 不整円形 逆梯形 162＋α 127＋α 41．5 土師器片
中　 世

SK24 SX 13B 井　 戸 不整円形 摺鉢形 183＋α 155 83ー5

土師器 （皿） 瓦質土器 （摺鉢）、唐津 （碗）、国産 15 C 後 SX23 ．SK 14に

ヽ
陶器（水注の把手）、瀬戸天日（碗）、備前 （摺鉢）、 ？ 切られる

中にP itを有
中国青磁 （碗）、瓦 （平瓦）、鉄製品 （釘）、焼土塊 16 C 前 する

境界地にある
SX24に切られ
るSK25 SKO4B 不 整 形 績梯形 99＋α 66 10・5

SEOl 瓦井戸 不整円形 円歯形 140 120 66＋α

土師質土器 （甕）、国産陶器 （鉢）、高取系 （壷）、

鉄製品 （釘）、瓦 （平瓦）、古銭 （寛永通賓）

く井筒〉土師器 （皿．坏）、唐津 （甕）、小石原（摺

18C 前

？

井戸瓦は遺物

より除外する

井筒73 井筒73 鉢）、国産陶器 （鉢 ．壷 ・片言）、肥前染仲 （碗 ．

猪口）、鉄製品 （釘）、自然遺物 （骨）

19 C 前

SEO2 瓦井戸 不整円形 摺鉢形

260

井筒90

桶　 74

240＋α

井筒95

桶　 74

143十α

く掘り方〉土師器 （皿．坏．甕）、須恵器（坏．甕）、

東播系 （鉢）、土師質土器 （鉢）、瓦質土器 （鉢

．甕．・摺鉢 ・火鉢）、唐津 （皿．碗 ・片口）、上野
（碗 ．甕）、小石原 （碗）、瀬戸．美濃系 （碗 ・甕）、

備前（壷・甕 ．摺鉢）、内山（鉢）、有田（皿）、肥前

青磁 （皿）、肥前染仲 （皿 ．碗）、半磁器 （碗）、中

国青磁（碗．香炉）、白磁（皿．碗）、石製品 （砥石

・碁石・硯）、瓦 （平瓦．丸瓦）、鉄製品（釘．銘）、
青銅製品、古銭、木炭、焼土塊、自然遺物 （骨）

く井筒〉土師器 （皿 ．坏）、須恵器 （坏）、土師質土

器 （鉢 ．火鉢）、瓦質土器 （鍋 ．甕 ．摺鉢）、唐

津 （小坏 ．碗 ．摺鉢）、上野 （碗 ．瓶）、小石原

（鉢）、京焼 （碗）、瀬戸 ．美濃系 （碗）、備前

（甕）、福岡系 （肇 ．摺鉢）、肥前染付 （小坏 ．

皿）、中国軍磁 （皿 ．碗）、中国陶器 （碗．鉢）・瓦

（平瓦 ．丸瓦 ．桟瓦）、鉄製品 （釘）、焼土塊

16C 末

？

17 C 後

桶を有する

SEO3 瓦井戸 不整円形
戟頭円

錐形

250
井筒75

桶　 70

245
井筒75

桶　 70

287＋α

上野 ．（碗）

く掘 り方〉土師器 （皿）、土師質土器 （摺鉢）、瓦質

土器 （鍋 ・摺鉢・火鉢）、唐津 （皿．碗 ．摺鉢）、上

野系 （甕）、備前 （甕）、肥前染付 （碗）、中国青磁

（碗）、白磁 （皿）、中国陶器 （鉢）、瓦 （平瓦）、鉄
製品、鞴の羽口

く井筒〉土師器 （皿 ．坏）、瓦質土器 （摺鉢）、唐津

（碗 ・壷）、肥前染仲 （皿 ・碗）、李朝白磁 （碗）、
中国陶器 （茶壷）、鉄製品 （釘）、青銅製品

17 C 前

SEO4 瓦井戸
一不整隅丸

長方形
逆梯形

336 324

176

土師器 （皿 ・坏）、土師質土器 （鉢）、瓦質土器 （火

鉢）、唐津 （皿・碗）、福岡系 （壷）、備前 （甕）、国産

陶器 （碗 ．鉢 ．急須）、中国青磁 （碗）、白磁 （碗）、

明染仲 （皿）、瓦 （平瓦 ．丸瓦 ．軒平瓦）、鉄製品

（釘 ．鉛）、鉄塊、古銭 （淳化元賓 ．大唐通賓）、青

鋼製品、石製品（硯・挽白の下目）、白績遺物 （骨）

く掘 り方〉土師器 （皿 ．坏）、土師質土器 （鉢）、瓦

質土器 （鉢．火鉢）、唐津 （皿．碗 ・甕）、上野．高 16 C 末

SE02に切られ

る

井筒80

桶　 74

井筒80
桶　 74

取．系 （碗）、備前 （甕）・堵桐・中国青磁 （碗）・中

国陶器 （壷）、中国白磁 （碗）、李朝白磁 （皿）、瓦

（丸瓦）、鉄製品 （釘）、青鋼製品、自然遺物 （骨）

〈井筒〉土師器 （皿 ．坏 ・鉢）、須恵器 （甕）、土

師質土器 （摺鉢）、瓦質土器 （火合 ．摺鉢）、唐津

（碗 ・片口）、福岡系 （鉢）、備前 （甕）、中国青磁

（皿 ・碗）、中国白磁 （碗）、高麗青磁 （甕）、李朝

陶器 （壷）、瓦 （平瓦 ．丸瓦）、鉄製品 （釘 ．整）、

鉄津、鞴

2

17 C 前
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Tab・1第68次調査遺構一覧表③

、構名
旧　遺

構 名

遺 構

種 類

形　　 態 規　　 模 （cm）

出　　 土　　 遺　　 物 時 期 備　　 考
平 面 形 断面形 長 巾 深

SE05 瓦井戸 不整円形 円筒形
134

井筒68

110

井筒65
98＋α 土師器 （皿 ．坏）、瓦 （平瓦） 近　 世

SE：06 瓦井戸 不整円形 円筒形
125
井筒75

120

井筒75
65＋α

SE：07 元井戸 不整円形 円筒形
197
井筒84

168

井筒84
83＋α 陶磁器片

SEO8

？

SE ll

欠

き

／／

SE12 瓦井戸 不整円形
裁頭円 242 232＋α

87十∝

土師器 （皿 ．坏）、瓦質土器 （鉢 ．甕 ．摺鉢）、高取

系 （片口．摺鉢 ．壷）、上野 （皿）、福岡系 （壷）、瀬

戸 （皿）、備前 （壷）、李朝陶器 （皿）、瓦 （丸瓦 ．軒

平瓦）、鉄製品（釘．鑓）、古銭 （「開元通賓」）、青銅

製品 （針金か）、土製品 （土錘）、自然遺物 （骨） 16 C 末

SE05に切られ

る

錐形 井筒85 井筒80
く掘 り方〉土師器 （皿 ．坏）、須恵器 （甕）、瓦質土

器 （鉢 ．甕．摺鉢．火舎）、唐津 （碗・鉢）、国産陶

器 （鉢 ．甕）、中国青磁 （碗）、石製品 （石臼）、

瓦 （平瓦 ．丸瓦）

く井筒〉土師器 （皿）、唐津 （碗）、青白磁 （香炉）、

瓦 （平瓦）、鉄製品 （釘）

？

17 C 後

SEl3
素掘り

井戸
不整円形 逆梯形 180 160 26

土師器 （皿 ．坏）、土師質土器 （摺鉢）、瓦質土器

（鉢）、国産陶器 （碗）、肥前 （甕）、肥前染付 （皿 ．

碗）、中国青磁 （碗）、白磁 （碗）、瓦 （丸瓦）、鉄滓

17 C ／～

18 C 前

SE20に切られ

る

SE 14 瓦井戸　 不整円形 ／々メト
220＋α 220

115十α

土師器 （皿 ．甕）、赤焼土器 （蓋）、瓦質土器（鉢）、

唐津 （鉢 ・甕 ．摺鉢）、内山（碗）、福岡系 （乗燭）、

京焼系肥前 （碗）、染仲 （碗 ．蓋鉢）、国産白磁

（碗）、中国青磁 （碗 ・鉢）、中国白磁 （碗）、明染

仲 （碗）、七輪、土製品 （人形）、瓦 （軒平瓦）、鉄製

品（釘・整）、青鋼製品（煙管）、自然遺初（骨）、滑石 17 C 後

SE07に切られ

る

他の瓦井戸に

切られる

円同形 井筒92 井筒75 く掘り方〉土師器 （皿）、瓦質土器（鉢 ．摺鉢）、唐

津（摺鉢 ．瓶）、内山（碗）、京焼 （碗）、肥前（碗）、

福岡系 （甕）、肥前染仲 （皿 ．碗）、中国青磁

（皿）、中国白磁 （碗）、七輪、焙烙、瓦 （丸瓦）

〈井筒〉土師器 （皿）、土師質土器 （甕）、瓦質土器

（鉢）、・肥前染仲 （皿 ．碗）、七輪、瓦 （平瓦 ．

丸瓦）、古銭 （祥符通賛 ．寛永通賓）、焼土塊

？

18C 中

SE 15
木桶井 不整円形

逆梯形
344十α 240＋α

190．5

土師器（皿）、備前（壷）、染仲（碗）、高麗青磁（皿）、

石製品 （碁石）、瓦 （丸瓦．伏間瓦）、鉄製品 （釘）

く掘り方〉土師器 （皿 ．坏）、土師質土器 （器台 ・

摺鉢．鉢）、瓦質土器 （火舎）、中国青磁 （皿）、中

．＝量ユー
14 C 後

SE16と共通の

上端を有する

戸 ノ 井筒82 井筒82 国白磁 （皿）、李朝陶器 （笠）、瓦 （丸瓦）、鉄製

品 （釘 ・釣針）、木炭

〈井筒〉弥生土器 （高坏脚部）、土師器 （皿 ．坏）、

李朝陶器 （壷）、瓦 （丸瓦 ．桟瓦）、鉄製品 （釘

．釣針）

／～15C

SE16
木桶井

不整円形 逆梯形
344＋α 240

168．5

土師器 （坏）、石製品 （碁石） SE15と共通の

―上鼻11戸 井筒83 井筒8 0 く井筒〉土師器 （皿 ．坏）、中国青磁 （碗）、中国

白磁 （碗）
13 C 代 上溝を有する

SEO2 ．15に切
られる

SE17 欠

SE18 瓦葦戸 不整円形 円筒形

240＋α 168＋α

94十α

土師器（皿 ．坏・鉢）、土師質土器（鉢・甕）、瓦質土

器 （鉢 ．火鉢 ．摺鉢）、唐津 （皿 ．碗 ・壷）、上野

（壷）、高取系 （摺鉢）、福岡系 （壷）、瀬戸・美濃系

（碗 ．鉢）、内山 （皿）、現川 （碗）、京焼 （碗）、備前

（甕．摺鉢）、肥前染仲 （皿 ．碗・猪口）、クロム青磁 17 C後

境界地にある

S E20に切られ

る

井筒 井筒 （皿）、中国白磁 （碗）、中国陶器 （壷）、明染仲 （皿 ？ 16 C 後～17 C
110 110 ．碗）、李朝白磁（碗）、安平 （瓶）、福建 （碗）、堵堀、

瓦 （平瓦 ．丸瓦 ．軒平瓦 ．軒丸瓦 ．瓦噂）、鉄製品

（釘）、鉄津、古銭 （寛永通賛）、育銅製品 （匙）、

石製品 （砥石 ．挽白の上白）、木炭、自然遺物 （貝）

く井筒〉福岡系 （甕）、瀬戸 ．美濃系 （碗）

18 C 前 前の遺物も含

む
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Tab・1第68次調査遺構一覧表④

、構名
旧遺

構 名

遺 構

種 類

形　　 態 規　　 模 （cm）
出　　 土　　 遺 ．物 時 期 備　　 考

平 面 形 断面形 長 巾 深

SE19 SX09 瓦井戸 不整円形 逆梯形
290＋α

井筒甲
296 195＋α

±師器（皿．甕）、東播系（鉢）、土師質土器（鉢．招

鉢）、瓦質土器（火舎）、唐津（碗）、肥前（碗）、備前

（甕）、伊万里 （皿）、明青磁 （皿．碗）、李朝陶器

（甕）、瓦 （平瓦・丸瓦）、鉄製品 （釘）

く井筒〉唐津 （小坏）

16C 末

へ／17C

境界地にある

木桶を有する

SE20 SX17
石組井 不整円形

431 332

228＋α

土師器（皿．坏）、瓦質土器（鉢．摺鉢）、唐津（碗

・摺鉢）、中国白磁 （碗）、瓦 （丸瓦．軒平瓦）
く掘り方〉土師質土器（鍋．鉢．摺鉢）、瓦質土器

（鉢）、唐津（片口）、国産陶器（壷．摺鉢）、福岡

系（瓶）、備前（甕．摺鉢）、肥前染仲（皿）、明青
磁（碗）、明染付（碗）、瓦（平瓦・丸瓦．軒平瓦・

軒丸瓦）、鉄製品 （釘）、自然遺物 （骨）
〈裏込め〉土師器（皿．坏）、土師質土器（鉢・摺

鉢）、瓦質土器（甕．鉢．摺鉢．火舎）、唐津（甕．
壷）明染仲（皿．碗）瓦（平瓦．丸瓦・軒平瓦． 16C 末

SE13に切られ

る

主体は16C 末

円筒形
井筒

120
桶　 60

井筒 　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ
軒丸瓦．伏間瓦・瓦噂）、鉄製品（釘・竪）、鉄津、 ？

戸 120
桶　 60

石製品 （板碑）、自然遺初 （骨）

く井筒〉土師器（皿・坏）、土師質土器（鉢．摺鉢）、

瓦質土器 （鉢．摺鉢．火舎）、唐津．（皿）、備前
（鉢．甕．摺鉢）、中国青磁（碗）、中国白磁（皿）、

明染付（皿．碗）、瓦 （軒平瓦．軒丸瓦．輿斗瓦．
特殊瓦）、鉄製品 （釘）、石製品 （砥石）

く井筒下層〉瓦質土器（鉢）、国産陶器（鉢）、七輪、
瓦（丸瓦．軒平瓦）、鉄製品（釘）、石製品（石塔）

〈桶内〉土師器 （皿）、瓦質土器 （鉢）、瀬戸天日
（碗）、備前 （甕）

17C 前

SXOl
植栽跡

？

不整楕円

形
摺鉢形 263 206 60

土師器（皿）、瓦質土器（摺鉢）、唐津．（碗）、高取系

（甕）、肥前陶器（碗）、肥前染付（皿．碗）、クロム
青磁（皿）、瓦（平瓦．丸瓦）、鉄製品（釘）、鉄津、
自然遺物 （貝）

17C 後

SXO2
不整隅丸 逆梯形

362＋α 280 76

唐津（摺鉢）、高取系（甕）、国産陶器（碗．鉢）、福

岡系 （摺鉢）、陶胎染付 （皿）、中国青磁 （碗）、瓦
（平瓦．丸瓦．．軒平瓦）、漆剥、木炭
〈掘り方〉土師器（坏）、土師質土器（鍋 ．鉢）、瓦

質土器（鉢．摺鉢）、唐津 （皿．碗・壷．片口．
摺鉢）、上野．高取系（碗．鉢．甕．摺鉢）、福岡

系 （碗）、備前 （鉢）、京焼 （人形）、肥前陶器

17C 前

？

sx03に切られ

る

方形 2段 （碗）、肥前染付（皿．碗・小坏．瓶）、瀬戸．美濃

系（火鉢）、中国青磁（香炉．）、白磁（碗．小坏）、
七輪、瓦 （丸瓦．軒平瓦．軒丸瓦）、鉄製品片、

鉄津、古銭 （寛永通賓）、焼土塊、漆器 （椀）
く下層〉土師器（皿）、瓦質土器（鉢）、唐津（碗）、
高取系（甕）、備前（甕．摺鉢）、福岡系（甕）、染

付 （碗）、青磁 （碗）、瓦 （丸瓦）、鉄製品 （釘）

18C 後

SX03 溜　 桝
方形又は 逆梯形

555＋α
内法
175十α
内法 74＋α

土師器（皿．坏）、土師質土器 （甕．鍋の把手．脚

部・七輪．焙格）、瓦質土器（招鉢・火舎）、唐津（皿

．碗．鉢．甕・片口）、京焼風肥前 （碗）、小石原
（碗）、備前（摺鉢）、嬉野系（瓶）、染仲（皿・碗．小

坏）、有田（皿）、青磁（碗）、白磁（碗）、陶製品（人
形）、土製品（土錘．土鈴・人形）、瓦（平瓦．．丸瓦．
軒丸瓦・鬼瓦）、鉄製品（釘．小刀）、古銭（寛永通

賓）、自然遺物 （貝．骨）、木製品 （笑）
〈1層〉土師器 （皿）、須恵器 （甕）、土師質土器

（焼塩壷の蓋．七輪）、唐津（碗・甕・壷）、高取系
が／．＝k．　　　　　　　　　　　　　　一L．義―

18C 前

？．

境界地にある

SX21・に切られ

る

壙底は土壙

（SX30）に切ら

れる

長方形 443 124 （碗・空）、上野（鉢）、京焼（碗）、伊万里 （皿）、

肥前染仲（碗．小坏）、有田白磁（碗）、中国青磁
（碗）、明染付（皿．小碗）、明赤絵（皿）、土製品

（魚形）、瓦（平瓦．丸瓦．伏間瓦）、鉄製品（釘・
錠）、古銭 （寛永通賓．祥符通賓）・自然遺物

（魚骨．貞一ワタゾコモシオガイ）、木炭、木製
品 （栓．筆柄）

〈．2層〉土師器（皿）、唐津（皿．鉢）、高取系（摺
鉢）、染付（碗）、瓦（平瓦・丸瓦）、鉄製品、自然
遺初 （骨）

18C 中
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Tab・1第68次調査遺構一覧表⑤

、構名
旧　遺

構 牢

遺 構

種 類

形　　 態 規　　 模 （cm）
出　　 土　　 遺　　 物 時期 備　　 考平 面 形 断面形 長 巾 深

SXO3

く3層〉土師器（皿）、土師質土器（消炭壷の蓋）、

瓦質土器（火舎）、唐津（壷・甕・瓶・摺鉢）、小石
原（碗）、現川（皿）、備前（甕）、伊万里（皿）、肥

前染付（碗）、陶胎染付（皿）、青磁染付（皿）、白

磁（猪口）、瓦（平瓦．丸瓦）、鉄製品（釘）、青銅

製品片、自然遺物 （貝）

〈4層〉土師器（皿）、唐津（碗・甕・摺鉢）、上野系

（甕）、信楽（茶壷）、備前（甕）、有田白磁（碗）、

肥前染付（碗．小坏）、有田（皿）、中国青磁（碗）、

青白磁（ミニチュア坏）、瓦 （平瓦．丸瓦・軒平

瓦・軒丸瓦．伏間瓦）、鉄製品 （釘．庖丁）、鉄

津、自然遺物 （骨．貝－ツメタガイ）、木炭、木

製品 （栓．漆椀）

く5層〉土師器 （皿）、唐津 （摺鉢）、京焼風肥前

（碗）、肥前染仲 （碗）、土製品 （鈴）、瓦 （平

瓦．丸瓦）、自然遺物（只－ツメタガイ・コロモ

ガイ）
く6層〉土師質土器（焙烙 ．焼塩壷の蓋）、瓦質土

器 （鉢．火舎）、唐津 （摺鉢）、信楽 （壷）、備前
（甕）、染仲 （碗．八角把手付蓋初）、中国陶器

（壷）、瓦 （平瓦．丸瓦．軒丸瓦・伏間瓦）、自

然遺物 （貝）

く7層〉唐津 （碗．甕）、肥前染仲 （碗）、瓦 （平

瓦・丸瓦）

〈8層〉中国青磁 （碗）

く裏込め〉国産陶器 （碗）、七輪、瓦 （丸瓦）

SXO4 不整円形
レンズ

状 152＋α 93＋α 25＋α

土師器 （皿．坏・甕）、瓦質土器（鉢．摺鉢．火舎・

湯釜）、唐津 （皿・碗）、福岡系（甕）、高取系（甕）、

上野（大皿）、瀬戸．美濃系（碗）、備前（甕．瓶．潤

鉢）、舶載陶器 （碗）、中国青磁 （碗．壷）、明染付

（碗）、高麗青磁（碗）、瓦（平瓦．丸瓦 ・軒丸瓦）、

鉄製品 （釘）、古銭、青銅製品片、石製品 （硯）

〈掘り方〉土師器 （皿）、瓦質土器 （鉢）、大内系

（摺鉢）、備前 （甕）、国産陶器 （水指）、瓦 （丸

瓦．軒丸瓦）、鉄滓

17C 前

SEO2 ．04に切

られる

SXO5 欠

SXO6 欠

SXO7
不整隅丸

長方形
逆梯形 143 106 35．5

土師器（皿．．坏・鍋）、須恵器（甕）、瓦質土器（鉢．

火舎）、唐津（碗・鉢．甕．摺鉢）、肥前（碗）、瀬戸．

美濃系（甕）、舶載陶器（甕）、肥前染仲（碗）、明青

磁（碗）、朝鮮陶器（瓶）、瓦（平瓦．丸瓦．軒平瓦．

道具瓦）、鉄製品 （釘）、鉄津、木炭、石製品 （碁

石）、自然遺物 （貝）

17C 前

′、18C

SE12に切られ

る

焼土がある

SXO8 欠

SXO9 欠

SX10 － 73＋α 24＋α 16
土師器 （皿）、土師質土器 （鉢．摺鉢）、中国青磁

（碗）、瓦 （平．瓦）、鉄製品 （釘．鉛）、鉄津．

16C 後
（15C～
16C）

境界地に・ある
SX18に切られ
る

SXll
不整長方

逆梯形 324十α 305十α 57
土師器 （皿．坏）、瓦質土器 （摺鉢．湯釜）、唐津

－）．と．一 中　 世
SX07 ．SE12 ．

形 （甕）、備叩 （摺鉢）、明染付 （碗）、瓦 （平瓦 ．丸

瓦）、鉄製品 （釘）

19に切られる

SX14 不整楕円
形 逆梯形 153 117 32

土師器（皿）、瓦質土器（鉢）、高取系（甕）、肥前陶

器（碗）、福岡系磁器（碗）、中国白磁（碗）、瓦（丸
瓦）、自然遺物 （貝）

18C ／～

幕　 末

16C 末の一群
がある

SX15 墓 不 整 形 逆梯形 218＋α 120＋α 35
土師器 （皿 ．壷）、．唐津 （甕）、舶載陶器 （茶壷）、

朝鮮青磁 （皿）、自然遺物 （骨） 中　 世 SX14に切られ
る
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Tab・1第68次調査遺構一覧表⑥

、構名
旧 遺
構 名

遺 構

種 類

形　　 態 規　　 模 （cm）
出　　 土　　 遺　　 物 時 期 備　　 考

平 面形 断面形 長 巾 深

SX16 SK16A 室 不整円形 逆梯形 323 270＋α 48・5

土師器（皿．坏）、土師質土器（鍋．摺鉢）、瓦質土

器（鉢・摺鉢）、唐津（皿）、瀬戸 ．美濃系（瓶）、肥

前染仲 （碗）、瓦 （平瓦．軒丸瓦）、鉄製品 （釘）

〈掘り方〉土師器（皿．鉢）、東播系（鉢）、土師質

土器（鉢）、瓦質土器（鉢．摺鉢．火舎）、堺系（摺

鉢）、染付（皿．碗）、瓦（平瓦．丸瓦）、石製品（視） 17C 前

SE14に切られ

る

16C 後～16C
末の遺物も含

む

く内側〉土師器（皿）、唐津（皿．碗・壷．甕 ．招

鉢）、朝鮮唐津（瓶）、上野（碗）、高取系（甕）、肥

前（皿．碗．片口）、九州系（甕）、瀬戸（碗）、備

前（招鉢）、肥前磁器（碗）、肥前染仲（皿・碗）、

舶載陶器（碗）、中国青磁（碗）、中国白磁（皿．
碗）、中国陶器 （壷）、高麗青磁 （碗）、七輪、瓦

（丸瓦）、鉄製品 （釘 ．鞴）

？

18C 前 板囲いを有す

る

SX17 欠

SX18 － － 136 117＋α 35・5 土師器 （皿．坏）、瓦 （平瓦）、鉄製品 （釘）
13C ／～

14C ？

境界地にある
SK20に切られ
る

SX19 350 198＋α

土師器（皿．坏）、須恵器（蓋）、瓦質土器（甕．片

口．摺鉢．角火鉢）、唐津（甕）、国産青磁（壷）、中
国青磁 （碗）、中国白磁 （碗）、高麗青磁 （碗）、瓦
（平瓦．丸瓦）、鉄製品 （釘）、鉄滓

15C ′－

16C

境界地にある

SEOl．15・16に
切られる

SX20
不整楕円
形

舟底形 177 85 45
国産陶器 （碗 ．摺鉢）、小石原 （摺鉢）、肥前染付

（碗）、瓦 （平瓦．丸瓦）、鉄製品 （釘）

17C 末
？
18C 前

SX21 摺鉢状
160＋α
内法83
124＋α
内法74 59

土師器（皿）、唐津（壷）、福岡系（瓶）、肥前（碗）、

七輪、瓦 （平瓦．丸瓦）、鞴
〈内側〉土師器 （皿．坏）、土師質土器 （甕．七

輪）、唐津（甕．摺鉢）、福岡系（皿．瓶）、関西系
（碗．土瓶の蓋．摺鉢）、備前 （甕）、有田色絵

（鉢）、肥前染付 （皿・碗．薬合子の蓋）、瓦 （平
瓦．丸瓦）、鉄製品 （釘）、木炭、自然遺物 （骨

．貝－サザエ．ハマダリ．フジツボ．ミガキナ
ガニシ）

18C 後

～幕末
（19C

後）

SX22 欠

SX23 礎石？
隅丸長方
形

逆梯形 100 85 30 木炭

SX25

？
SX29

欠
？

／／

SX30 土　 壙
隅丸長方
形

箱　 形 87＋α 62 38

唐津（碗・甕・摺鉢）、京焼（碗）、有田（皿．角鉢）、

肥前染仲（皿）、七輪、瓦（平瓦・丸瓦．軒丸瓦）、
鉄製品 （釘）、石製品／（滑石製石錘）、木炭

18C 前
？

18C 中

SX03内にある

SX31 土壙墓
隅丸長方

形
逆梯形 170 134 45

土師器 （皿）、赤焼土器 （坏）、瓦質土器 （鉢）、中

国青磁 （碗）、自然遺物 （人骨）

12C 後
？
13C 前

3両で検出

SX32 石積み 2000＋α 650
土師器（皿．鉢）、瓦質土器（鉢．招鉢．火舎）、備

前 （甕）、中国青磁 （皿．碗）、鉄滓

13C 後
半

PitOl 不整円形 逆梯形 72 68 43 土師器 （皿）、鉄製品 （釘）、古銭

PitO2 不整円形 逆梯形 98 80 40

土師器 （皿）、土師質土器 （甕）、唐津 （皿．碗．摺

鉢．蓋物）、二彩唐津（鉢）、小石原（碗）、舶載陶器

（甕）、国産白磁 （碗）、瓦 （丸瓦）、鉄製品 （釘・
銘）、青銅製品

PitO3 －
土師器 （皿）、国産青磁 （碗）、肥前染仲 （瓶）、

瓦 （丸瓦）

平面図実測不

可

Pit04
隅丸長方
形

逆梯形 92 66 21．5 土師器 （皿）、中国青磁 （碗）、鉄片 中　 世

pi川5 不整円形 逆梯形 45 42 12．5 土師器 （皿）、唐津系 （碗）
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Tab．2　第68次調査遺物一覧表①　土壙出土遺物

挿

図
番

号

遺
物
番
号

種　 類 器種

法　　 量　 （cm）

形 態 の 特 徴 文様 ．施釉 ・色調 ．素地等
出土

遺構
備　　 考

口　 径
底　 径

（高台径

器　 高
（ ）は
）現存高

8 1 土師器 小皿 7 ．0 5 ．0 1・45 糸切 り底 胎土に細砂粒 を含み、焼成 良好、暗茶褐色。 SKOl

／／ 2 ／／ ／／ 7 ・1 5 ．6 1．35 糸切 り底 胎土に細砂粒を含み、焼成は軟、淡灰褐色。
／／

／／ 3 ／／ ／／ 7 ・6 5．0 1．3 糸切 り底、土の塊 り付着 ．胎土 に細粒の砂を含み、焼成 良好、暗茶褐色°
／／

／／ 4 ／／ ／／ 7 ．2 5・0 1－5 糸切 り底 胎土 に細砂粒を含み、焼成 良好、黄褐色。
／／

／／ 5 ／／ ／／ 8 ．0 6 ．2 1．0 糸切 り底
胎土に細砂粒を含み、焼成やや軟、茶褐色、

外面は灰褐色。 ／／

／／ 6 ／／ ／／ 8．8 7 ・6 0 ．9 糸切 り底 胎土に紺砂粒を含み、焼土 は良好。淡茶褐色。 ／／

／／ 7
土師質
土器

火舎
－ － －

口緑部は直 言、
体部外面 に 1 条の突帯

胎土は暗灰色砂を含み、焼成良好。外面は
暗茶灰色。休部外面 に梅花文のス タンプ° ／／

／／ 8 青　 磁 碗
－ － － 端反 り碗 、輪花 素地は淡灰色、淡緑釉。外面に櫛描文° ／／

龍泉黒糸
平安時代

／／ 9 土師器 小皿 6 ．2 4 ー6 0．95 糸切 り底 胎土に細砂粒 を含み、焼成良好 0 茶褐色。 SKO2

／／ 10 ／／ ／／ 6 ．5 5 ．2 1．35 へラ切 り底 、鹿部が厚い 胎土に細砂粒 を含み、焼成 良好。淡黄灰色。
／／

／／ 11 ／／ ／／ 7 ．0 4 ．6 1．05 糸切 り底 胎土に細砂粒を含み、焼成良好、茶褐色。
／／

／／ 12 白　 磁 碗 6 ．0
－

（2 ．3） 口縁部はやや外反、
器壁薄い

素地 は精緻、 白色。灰白色釉。
／／ 肥 前 18 C ～

／／ 13 ／／ ／／ － 4．0 （0 ．9） 高台は細 く、尖 る
器壁薄い

素地 は精緻、 白色°青白色釉。
／／ 有 田

／／ 14 陶　 器 瓶 － 6．9 （1．6） 上げ底 焼成堅い。茶灰色。
／／ 国産

／／ 15 ／／ 碗
－ 4・2 （2 －6） 高台は低い、削出 し、

体部は丸味を もつ
素地は淡茶褐色、暗線灰色釉。焼成良好、
見込み釉ハギ、かいらぎ。 ／／ 唐津焼

／／ 16 青　 磁 盤
－ － － 内面にケズ リ 素地は灰色、細砂粒 を含む。緑灰色釉°貫入。 ／／

／／ 17 ／／ 碗
－ － － 口縁部片 素地は精緻 、暗灰色。オ リーブ色釉、内面

にへ ラ片彫文。 ／／ 龍泉窯系

／／ 18 磁　 器 蓋物 　　　　　　　　　　　　　　　l － －
体部 転半 簡形

口縁端部丸 い
体部外面に貫入。赤絵で、梅花文° ／／

赤絵
有田 18 C 前～

／／ 19
土師質
土器

蓋 径 18 ．0 厚 1 ・1
－
正 円形、中心 に径 3 ．5皿Ⅲの
紐穴

胎土は 2 m 前後の砂を含み、焼成良好。淡
灰色から暗灰青色。 ／／ 消炭壷

／／ 20
瓦 質土
器

摺鉢 28 ．0 － （3．0）
口縁部内面 に三角突帯貼
付。 6 本単位 の下 し目

胎土に細砂粒を含み、焼成良好°灰青色。
／／ 大内系

／／ 2 1 ／／ 火舎
－ － － 胴部片

胎土 に2m 前後の砂を含む。外内面黒色研磨。
焼成 良好。暗灰青色。外面に雲文のスタンプ ／／

／／ 22
土師質
土器 ／／ － － － 休部内面は ヨコハケ

°
胎土 は 1 m 前後の砂粒を含む。 内面黒色研
磨。焼成良好。茶灰色。休部外面 に印花 ／／

9 26 ／／ 捏鉢
－ － －

口縁部は丸味を もつ
内面 ヨコノ・ケ

°

胎土に細砂粒を含み、焼成良好。淡黄褐色。 SK O3

／／ 27 陶　 器 摺鉢 － － －
胴部の最大径は 32・8cm
内面に 7 本単位の下 し目 素地は明茶褐色、細砂粒 を含む。 ／／ 備前焼

／／ 28 土師器 小皿 8．1 6 ・2 1 ．05 糸切 り底 胎土に細砂粒を含み、焼成良好。茶褐色。 SKO4

／／ 29 ／／ ／／ 7 ．0 5 ．6 1 ・4 糸切 り底 、板 目痕 胎土に砂粒含み、焼成 良好。茶褐色° ／／

／／ 3 0 ／／ ／／ 7 ．0 5 ．0 1．5 糸切 り底 胎土に 2 m 程度 の砂を含み、焼成良好。淡
黄灰色。 ／／

／／ 3 1 ／／ 坏 11．0 8 ．0 3．0 糸切 り底 胎土に 1 ～ 2 m の砂を含み、焼成良好°暗
灰褐色。 ／／

／／ 32 ／／ ／／ － 9 ．6 （1・8） 糸切 り底 胎土に 2 m 程 の細砂を含み、焼成良好。灰
褐色。 ／／

／／ 33
褐釉 陶

器
甕 － － －

休部片、 内面 ヨコハケ、
外面 タテ方 向の カキ 目

素地に砂粒 を含む。外面は暗線灰色釉 、内
面は露胎° ／／ 唐 津系か

／／ 34 染　 仲 碗 7 ．0 2．6 3 ．1 体部半球形 内底 と休部外面に菊花文°青灰色。 SKO5 肥 前焼

／／ 35 ／／ 皿 － 6．4 （1．3）
鹿部片、高台断面は三角

形状
畳付 は釉ハギ。見込みは 2 条の圏線。貫入。
見込みに砂付着。 ／／
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挿
図
番
号

遺
初
番
号

種　 類 器種

法　　 量　 （cm）

形 態 の 特 徴 文様 ．施釉 ．色調 ．素地等

－

出土

遺構
備　　 考

口　 径
（

底　 径

高台径）

器　 高
（ ）は
現存高

9 36
土師質
土器

鉢 ・ 39 ・0 14 ．3 24 ．6
譜 霊 獣 諸 璃

胎土 は砂粒多 い。表面 は灰黄褐色。焼成 軟。 SKO5 江戸時代

／／ 37
瓦質土
器

火舎 37 ．8 － （6．5）
体部 内増、 口緑部は肥厚

し、平坦

胎土に細砂粒 を含み、焼成良好。黒灰色。

口縁外面 に雷文 のスタンプ0
SK 06

10 38 土師器 小皿 7．0 ・5 ．0 1 ．65 糸切 り底 、煤付着 砂粒を含み、焼成 良好。暗灰褐色。 ／／ 灯明皿 か

／／ 39 青　 磁 碗 － 5 ．0 （2 ．7） 高台は逆梯 形状
素地は灰 白色。縁灰 色の厚 い施釉。見込み

に 1 条の圏線。貫入°
／／ 明

／／ 40 土師器 坏 11 ・6 7．2 2 ・6
糸切 り底、板状圧痕 、朕

付着
胎土に砂粒が多い。焼成良好°茶灰色。 ／／

／／ 41 ／／ ／／ 13 ・4 9．4 2 ．7 糸切 り底
胎土 は細砂を含み、焼成良好。淡黄灰 色0 ／／

／／　 42
瓦質土
器

火舎 －
外に張 り出した脚を貼 り 胎土に砂粒 を含み、焼成良好。灰黒色。脚 ／／
付ける 部外面 に雲文。

／／ 43 陶　 器 摺鉢 22 ．8
（6 ．6）

口緑部は折 りか えして平
坦面形成。外面 に 1 条の
突帯、内面 にへラ描 きの
下 し目

素地は暗灰色飴色。 暗線灰色釉° ／／ 李朝

′′l 44
白　 磁 皿 － 8 ．0 ． （1 ．3） 器壁は薄い

素地に細砂粒含む。白色、灰 色を帯びた 白

色釉。
SKO7 明

唐津焼°李朝
に近い／／ 45 陶　 器 甕 －

15 ．．8 （4 ．3）
平底、器肉薄い、外底に

目跡

素地は細砂粒を含む。暗い小豆色。焼成良

好。暗線灰色釉。
／／

／／ 46 ／／ 鉢
－

14・8 （6 ・5）
平底、 内底見込みに砂 目
跡

素地 に砂粒 を含む。茶褐色。暗黄灰色釉。 ／／ 唐津焼

／／ 48 白　 磁 皿 － 4 ．5 （2．1） 休部 は直線的に開 く
素地に細砂粒 を含む。淡灰褐色°青色をお

びた乳白色の釉。見込み は釉ハギ。見込み

に 1 条の圏線。

SK O8

／／ 49 染　 仲 碗 － 3 ．6 （3 ・9）
輪高台、休部 は丸味を も

つが腰が強 い

圏線は高台に 2 条 、見込 みと休部下位に各

1 条。体部外面に不 明の文様。
／／
伊万里

1800年 代

／／ 50 ／／ ／／ 3 ・8 （4 ．7） 輪高台、腰が強 い
高台か ら高台脇に 4 条の圏線。外面に不明

の文様0
／／

／／
／／

／／ 51 土師器 小皿 6 ．8 4 ．6
1．2／、
0 ．7
糸切 り底、板状圧痕 胎土に砂粒を含み、焼成軟。暗茶褐色。 SKO9 灯明皿か

／／ 52 陶　 器 皿 － － －
口縁部 内琴気味に外反 素地 は淡灰 白色、精緻。暗偽色釉。 ／／ 唐津系

／／ 53 土師器 坏 11．6 5 ．2 2 ．65
糸切 り底、体部外面に指

頭圧痕
胎土 に細砂粒 を含み、焼成 良好。淡灰褐色° ／／

／／ 54 ′／ ／／ 14 ．6 8 ．．6 2．0
糸切 り底、体部の外反強

し、
胎土に砂粒 を含み、焼成良好。暗灰色。 ／／ 大円系

11 55 陶　 器 碗 12．8 －
（5 ．2）
腰が強 く、休部 は直線的

に開 く

素地は淡褐色、細砂粒を含む。灰褐色の釉。

貫入。
SKlO 唐津焼 ．

／／ 56 土 師器 高坏 － － （6 ．3） 脚部 胎土に砂粒多い。．焼成良好。淡灰褐色。 ／／

摺可 l 体部片、内面に 6 本以上

の下 し目
素地に細砂粒を含み、灰褐色。茶褐色釉。 ／／ 肥前系

／／
57 上陶 器

／／ 58 ／／ 皿 13 ．2 5．0 3 ．4
口緑部外反、内底 と畳付

に胎土 日4 ヶ所

素地 は淡灰褐色、細砂粒を含む。暗線灰色

釉0
／／ 唐津焼

／／ 59 土師器 小皿 7 ・0 5 ．2 1．7
糸切 。底・板状圧痕　 桓 蛸 緻 ・灰褐色。焼成良好。

SK 12

／／ 60 白　 磁 猪 口 9 ．0 －
（3 ．1） 器壁薄い、体部 は桶形

素地は精緻 、白色。青味 を帯びた 白色釉。

口鋳0
／／
匿 末 ～18 9

伊万里
18 C 前～中／／ 6 1 染　 仲 碗 9 ．8 －

（4 ・5）
器壁は薄い、休部 は丸味

を もつ

素地は 白色、細砂粒を含 む。外部に網 目文

と花文°
／／

／／ 62 陶　 器 ・＝量コ・．宜E 9．0 －
（2 ．5）

口縁部 は くの字 形 に外

反、耳は欠損
素地は暗淡灰色、細砂粒を含む。透 明釉。 ／／ 宋代

／／ 63 染　 付 皿 － － － 鹿部片
素地 は淡灰 白色、精緻。見込みに花文。染

付は藍色。
／／
有 田
1650～ 70年代

悸 堅系 か天 日

／／ 64 陶　 器 碗 －
（3．9） （1．7）

撥形高台、休部は直線的

に開 く

素地は灰黄色 、細砂粒を含む。見込みは暗

茶色。外面 は暗黒灰褐色釉。 内底釉ノ・ギ。
／／

／／ 65 ／／ 蓋 12 ．8 － （2 ．0）
口縁端部をつ まみ上げ る
休部は内彗

素地は灰白色、精緻。透 明釉。 ／／
肥前系 17 C
後～18 C 初

／／ 66 ／／ 摺鉢
－ － －

言緑部は玉緑状、外面に
突帯 1条

素地は茶褐色、砂粒を含む。 暗茶褐色。 ／／ 唐津系 18 C

／／ 67 ／／ ／／ － － －
胴部片。内面の下 し目は

5 本以上
素地は淡灰褐色、砂粒含む。外面は暗茶褐色。 ／／

局取系 17 C
後～ 18 C 初
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11 68 陶　 器 甕 18．0 － （3 ．7）
如意形 口緑部で、端部 は
平坦°　肩が張る

素地は淡灰褐色、細砂粒 を含む。黒褐色、
朗色釉。 SK 12 筑前系 18C

13 70 土師器 小皿 6・8 4 ．8 1 ．35 糸切 り底 胎土に砂粒多い、淡灰褐色。 SK13

／／ 71 ／／ ／／ 6．8 5 ．6 1 ．8 糸切 り底 胎土に砂粒を含 み、焼成良好。淡灰黄色。 ／／

／／ 72 白　 磁 碗 15 ．4 － （2・2） 口縁 端部 外反 素地は淡灰 白色、細砂粒を含む°淡灰緑色
釉°休部上位 に沈線。 SK15 Ⅷ－ 1 類

／／ 74 土師器 小皿 7 ．8 6 ．0 1・5 糸切 り底 ． 胎土に細砂粒 を含み、焼成 良好。淡灰黄色。 SK16

／／ 75 ／／ ／／ 8 ．2 5 ．6 1．4 糸切 り底 、板状圧痕 胎土に砂粒 を含み、焼成良好。灰黄色。 ／／

／／ 76 ／／ 坏 11．8 6 ・5 3．2 糸切 り底 胎土 に砂粒を含み、焼成やや軟。茶褐色。 ／／

／／ 77 ／／ 小皿
－ 6 ．9 （1．0） 糸切 り底 胎土 に細砂粒を含み、焼成良好°淡灰黄色。 SK17

／／ 78 ／／ ／／ － 6・5 （1・3） 糸切 り底 胎土 に砂粒を含み、焼成良好。茶褐色° ／／

／／ 79 須恵器 坏蓋 10 ．0 － （2 ・8） 内側にかえ し 胎土 に砂粒を含み、焼成 良好°暗灰青色。
／／

／／ 80 土 師器 坏 － 8．0 （2 ．6） 糸切 り底 胎土に細砂粒を含み、焼成良好。淡灰褐色。
／／

／／ 81
土師質
土器

捏鉢 34 ・4 － （6 ．3）
休部は内題気味に開 く。

口縁端部丸い。内面 ヨコ

ハケ、外面に煤付着

胎土に砂粒を含み、焼成 良好。 ／／

／／ 82 土師器 坏 － 8．2 （1・3） 糸切 り底 胎土は精緻°　焼成 良好。淡茶色。 SK 18

／／ 83 ／／ ／／ ー － －
糸切 り底 胎土に l ～ 2 m の長石 を含む°焼成良好°

淡黄褐色。 ／／

／／ 84 染　 付 皿 － （9 ．8） （4 ．6）
高台は高 く、内儀。体部
内等

素地は精緻。焼成良好。淡 白茶色の白色釉。
圏線は高台に 2 条 、休部に 1 条。 ／／ 伊万里

／／ 85 陶　 器 ／／ － （6 ・0） （1 ．8）
高台は低 い。体部 は直線
的開 く

素地に砂粒 を含 み、灰色。焼成良好。透 明
釉。見込 みに鉄絵° ／／ 唐津焼

／／ 86 ／／ 摺鉢 － － －

体部片、 内面 に粗 いヨコ

パケ、下 し目は格子 目状
に乱雑

素地に砂粒 を含み、灰色。焼成良好。外面

は暗灰 色、内面 は小豆色。 ／／ 備前焼

／／ 87 ／／ 碗
－ 3 ．9 （1．5）

三 日月高 台。高台畳付に
砂 目痕

素地は精緻、焼成良好。淡灰茶色°灰緑色

の透 明釉。か いらぎ。 ／／ 唐津焼

14 89 土師器 小皿 8 ・0 5 ．4 1．3 糸切 り底 胎土 は精緻。焼成良好。茶褐色° SK19

／／ 9 0
須恵質
土器

甕
－ － － 外面 に綾杉状叩 き

胎土 に砂粒含む。焼成軟°外面は暗灰色、
内面 は淡褐色 と黄褐色° ／／

／／ 9 1
－瓦質土
器

火舎
－ － 6 ・7

平面形は長方形、四脚付
き。 内面は ヨコパケ、脚
外面のみ ヨコハケ

胎土 は精緻。焼成良好。黒色。 ／／

／／ 93 土 師器 皿 7 ．5 6．4 1・2 糸切 り底、板状圧痕 胎土に砂粒を含み、焼成良好。 明茶褐色。 SK20

／／ 94 ／／ ／／ 6 ．8 4・4 1．3 糸切 り底 胎土に細砂含み、精緻。内面淡茶灰色、外
面淡灰茶色。 ／／

／／ 95 ／／ ／／ 9 ．6 7．8 1．1 糸切 り底、底に煤付着 胎土に砂粒含み、精緻 。焼成軟°　内面明茶
色、外面明茶色～ こげ茶色。 ／／

／／ 96 ／／ 坏 11 ・6 8 ．0 2 ．1 糸切 り底 胎土は砂粒含み、精緻。焼成良好。内面褐
茶色、外面淡茶灰色°底 は褐色。 ／／

／／ 97 ／／ ／／ 12．0 6 ・6 2 ．6 糸切 り底、鹿部に煤付着
胎土に徴砂含み、粗 い。焼成良好。外面淡
茶灰色、内面淡茶褐 色。 ／／

／／ 98 青　 磁 碗 － 7 ・0 （2 ．0）
高台は丸味 を持つ。鹿部
は厚い

素地は淡灰色、微粒砂含む。焼成良好。緑
色釉。外底露胎。見込み釉ハギ。 ／／ 明、龍泉窯

／／ 99 磁　 器 ／／ 11．6 － （3 ．3） 端反 り口縁 、器壁薄 い
素地は明灰白色、精緻。焼成良好°　内面透

明釉。外面は鉄釉 、釉 ダレ。 ／／

／／ 100 染　 仲 ／／ 12 ．0
－

（4 ．7） 蓮子碗 素地白色、精緻。焼成良好。灰色帯びた 白
色釉。圏線 ほ口緑部 に 1 条、外面に文様° ／／ 明、龍泉窯

／／ 101 青　 磁 ／／ 15 ．8 － （3 ．0）
口縁端部 は丸味を もち、
外反す る。二次火を受け ．
る

素地は徴砂 を含む。緑色を帯びた茶褐色釉。
／／ ／／　　　 ／／

／／ 102
土師質
土器

摺鉢
－ － －

口緑端部は角張 る。内面
タテ ．ヨコパケ、下 し目
は 5 本単位

胎土に砂粒 を含み、焼成良好o　明茶色°
／／
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14 103 青　 磁 碗 － － －
休部片

素地は灰色 、精緻°灰色帯びた透明釉°　内

外面に白色粘土 の象蕨。
SK20 高麗

／／ 104 ／／ 瓶 － － －
休部片

素地は灰色。内面は茶色、外面は灰緑色釉。

外面に白色粘土 と黒色土の象蕨°
／／ ／／

／／ 105 陶　 器 摺鉢 33 ・0
（4 ．7）

言縁端部を上 ．下 につ ま

み出す。内面の下 し目は
5 本以上

素地に砂粒含み、灰色。 内面は小豆色。外

面は茶色～小豆 色°
／／ 備前焼 Ⅳ期

／／ 106 白　 磁 紅皿 3．4 （1．0） 1．3 高台は低い。外面に条痕 素地は 自灰色で、精緻°焼成 良好。淡青緑色° ／／
伊万里
19 C 幕末

／／ 107 陶　 器 皿 －
（3 ．6） （．1・1）

削 り出 し高台。内底 ．畳
付に砂 目跡

素地 に茶灰色砂粒含み、焼成軟°暗灰青色
釉。 ／／ 李 朝 16 C

17 109 土師器 皿 6 ．8 4．6 1．4 糸切 り底 胎土 に微粒 の砂含み、焼成軟。茶褐色o SK21

／／ 110 ／／ ／／ 6 ―6 5 ．4 1．0 糸切 り底、板状圧痕 胎土に砂粒含み、焼成軟。茶褐色。 ／／

／／ 111 ／／ 坏 10 ．6 7 ．2 2．2 糸切 り底
胎土に砂粒含 み、焼成軟。内面明茶褐色、
外面明茶色。 ／／

／／ 112 ／／ ／／ 12 ．6 9 ．2 2 ．4
糸切 り底 、板状圧痕、底

部煤付着

胎土に砂粒含み、焼成軟。口綾部明茶褐色、

体部茶灰色。 ／／

／／ 113 ／／ ／／ 7 ．8 12 ・0 3 ．0 糸切 り底
胎土に砂粒含み、焼成良好。内面茶褐灰色、

外面褐茶色。
／／

／／ 114 陶　 器 瓶 － － －
平底、器壁が薄 い

素地は小豆色 と灰色、精緻。内面暗線灰色、

外面縁茶色。 自然釉。
／／

／／ 115 ／／ 甕 23 ．5 －
（4 ．2）

口緑部は小 さく外反 、器
壁が厚い

素地ほ大粒の砂粒を含み、焼成 良好。 内面

明小豆色、外面小豆色。付着物多 い。
／／
国産
海上 り品

／／ 116
瓦質土
器

火舎 － － －
口縁部片
外面に 2 条の突帯

胎土 に細砂粒含む。焼成良好、茶灰色。体

部外面木葉文のス タンプ。
／／

／／ 119 土師器 皿 7 ．4 6 ・0 1．5 糸切 り底、板状圧痕 胎土 は茶褐色、細砂粒多い、焼成良好。 SK22

／／ 120 ／／ 坏 12 ．1 8 ・4 2．6 糸切 り底
胎 土は砂粒少 ない、精緻。内面灰褐色、外

面茶灰色、焼成 良好。
／／

／／ 121
瓦質土
器

摺鉢
－ －

胴部片°　外面 タテパ ケ、
指頭圧痕 、内面 の下 し目
は 3 本以上

胎土は灰褐色、内面灰色、外面灰褐色。 ／／

／／ 122 陶　 器 瓶
－ － － 胴部片

三島手。素地暗灰褐色、 内面は暗茶灰色、
淡茶色釉、外面灰白色釉。 ／／

李朝象俵
粉青沙器

18 126 土師器 坏 12．4 7 ・8 2 ．3 糸切 り底
胎土に砂粒含み、焼成 良好、茶褐色。内面

に墨描の魚文 と朱描文o

SK21

・22
絵 画土器

／／ 127 陶　 器 皿 －
（5．7） 0 ・8 高台は低い

素地 は砂粒を含み、明茶 色、焼成良好。黄

緑色釉、高台内濃茶褐色。 ／／ 瀬戸 ．美濃系

／／ 128 白　 磁 ／／ 20 ．0 － （2 ．3） 口縁部外反 し、器壁薄い
素地 は白茶色、焼成良好o 灰 色透 明釉、 内

外面共 に貴人O
／／ 朝鮮

／／ 129 陶　 器 ／／ 28 ．0 －
（4・0）
休部 は丸味を もち、 口縁
部 は強 く外反

素地 に砂粒を含み、淡茶色o 焼成良好、灰

白色釉。
／／
唐津焼 16 C
末～17 C 初

／／ 131 ／／ 摺鉢 － － －
胴 部片。内面に水引 き痕、
下 し目は 6 本単位

素地に大粒 の砂含む。 内面は暗灰色、外面

は暗茶色。
／／ 備前焼

／／ 132 ／／ 片 口 18 ．0 －
（3・5） 口縁部は玉縁状 素地に砂粒含 む。淡茶色、 白灰色釉。 ／／

上野焼
17 C 前半

／／ 133 土師器 皿 － 4 ．6 （0 ・8） 糸切 り底
胎土は細砂粒多い。 内面淡灰褐色、外面は

灰褐色、焼成良好。
SK24

／／ 134 ／／ 坏 － 4 ．5 （1 ・4） 糸由 り底 胎土に砂粒含み、精緻。灰黄色、焼成 良好。 ／／

／／ 135 染　 付 皿 8．8 －
（2 ．2）
鹿部は器壁が厚い、体部

内萄気味、呉笥底

素地 は淡 白灰色、焼成 良好0 淡灰色釉、絵
柄 、芭蕉文。 ／／ 明

／／ 136 青　 磁 碗 － － － 体部は 内題
素地 は灰 白色、暗線灰色釉、体部外面に線
彫 りの縞蓮弁文、 内面へ ラ描文。 ／／ 龍泉窯系

／／ 137 陶　 器 ／／ －
（4．4） （3 ．5）

削 り出し高台
休部下位に ケズ リ

素地は淡 白黄色、焼成良好°黒茶色釉、体

部下位 は露胎o ／／ 瀬戸天 日

／／ 138
瓦質土

器
摺鉢

－ － －
鹿部片。内底は ヨコパケ、

下 し目は 3 本以上

胎土は淡灰白色°砂粒を含み、焼成良好。

内面は淡灰色、外面灰色0
／／

／／ 139 陶　 器 水注 － － －
水注の把手 素埠は暗茶灰色、精緻o 内外面は灰緑色。 ／／

上 ′
140 ／／ 摺鉢 － － －

口縁部は垂直 に立つ
内面に粗い ヨコノ・ケ

素地は細砂粒多い、焼成 良好、暗茶灰色0 ／／ 備前焼 Ⅳ期
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Tab．2　第68次調査遺物一覧表②　井戸出土遺物

挿

図

番

号

遺

物

番

号

種　 類 器種

法　　 量 ． （cm ）

形 腰 の 特 徴 文 様 ．施 釉 ．色 調 ．素 地 等
出 土

遺 構
備　　 考

口　 径

底　 径

（高 台 径 ）

器　 高

（ ）は

現存 高

2 0 1 陶　 器 碗
－ 2 ．3 （1 ．1） 休 部 は 強 く開 く

素 地 は 淡 灰 白色 で 、精 緻 ° 淡 灰 茶 色 釉 。 高

台 部 分 は 露 胎 、 見込 み に砂 が 付 着 °
S E O l
井 筒

国産

／／ 2 染　 付 坏
－ － － 休 部 片

素 地 は 灰 白色 で 、精 緻 。 乳 白色 粕 、 染 付 は

藍 色 で 、 鳥 文 （鳳 凰 か ）° ／／
肥 前 1 8 C 後

～ 1 9 C 前

／／ 3 青　 磁 碗
－ 4 ・5 （3 ．2 ）

体 部 は 強 く開 く、 蛇 ノ 目

高 台

素 地 は 暗 灰 色 で 、細 砂 粒 を含 み、淡 灰 色釉 。

櫛 描 文 を 内 外 面 に施 す 。内底 見 込 み に 花 文。 ／／ 岡 安 窯 系

／／ 4 陶　 器 片 口 1 4 ・7
－ （3 ．2 ）

玉 縁 口縁 、 体 部 の屈 折 強

い
胎 土 は 暗 灰 褐 色 で 、砂粒 を含 む 。暗 茶 色釉 。 ／／ 筑 前 産 1 7 C

／／ 5 ／／ 摺 鉢 1 0 ．0
－

（2 ・9 ）
削 り高 台 、 休 部 は 開 く。

内 面 に 2 本 単位 の下 し 目
胎 土 は 淡 灰 色 、精 緻 。 外 面 の 一 部 に緑 茶 色

釉 o ／／
小 石 原産 17

C 末 ～ 18 C 前

2 3 1 1 土 師 器 皿 ． 7 ．8 5 ・5 1 ー2 糸 切 り底 、鹿 部 が厚 い 胎 土 に 細 砂粒 を含 み 、 焼 成 は や や 軟 、淡 灰

褐 色 0
S E O 2

り方

／／ 1 2 ／／ ／／ 8 ．6 6 ．3 1 ．5 糸 切 り底 胎 土 に細 砂 粒 を含 み 、焼 成 良 好 。淡 灰 黄 色 ° ／／

／／ 1 3 ／／ ／／ 9 ．0 6 ．6 1 ．0
糸 切 り底 、休 部 は丸 味 を

もつ 胎 土 に砂 粒 多 い、 焼 成 良 好 、淡 茶 灰 色 。 ／／

／／ 1 4 ／／ ／／ 8 ．8 6 ．0 1 ．3
糸 切 り底 、板 状 圧 痕 、 休

部 丸 味 を もつ 胎 土 に細 砂 粒 多 い 、 焼 成 は 軟 、茶 灰 色 。 ／／

／／ 1 5 ／／ ／／ 8 ・8 6 ・6 1 ．8
糸 切 り底 、体 部 は丸 味 を

もつ

胎 土 に細 砂 粒 を 含 む 。 焼成 はや や 軟 、 灰 褐

色 ° ／／

／／ 16 ／／ ／／ 9 ．4 6 ．9 1 ．8
糸 切 り底 、 鹿 部 端 部 に へ

ラ ケズ リ

胎 土 に 2 m m 大 の 砂 粒 を含 み 、粗 い、 焼 成 良

好 。淡 灰 褐 色 。 ／／

／／ 17 ／／ ／／ 10 ．7 6 ．0 1 ．8 糸 切 り底
胎 土 に砂 粒 を 少 し含 み 、焼 成 はや や 軟 。 淡

灰 褐色 。 ／／

／／ 18 ／／ ／／ － 9 ．7 （0 ．9 ） 糸 切 り底 胎 土 に砂 粒 を 多 く含 み 、焼 成 良 好 。茶 褐 色 。 ／／

／／ 19 ／／ 坏 1 3 ．5 9 －0 2 ．6 糸 切 り底 胎 土 に砂 粒 を 多 く含 み 、焼 成 良 好。茶 灰 色 ° ／／

／／ 2 0 ／／ ／／ － 6 ．4 （1 ・5 ） 糸 切 り底 、 板 状 圧 痕 胎 土 に砂 粒 を 含 み 、焼 成 良好 。 茶 灰 色 。 ／／

／／ 2 1 陶　 器 皿 1 0 ．6 7 ．0 2 ．2
高 台 低 い

口緑 端 部 は 丸 い

胎 土 は 淡 灰 色 で 、砂 粒 含 み 、 粗 い ° 淡緑 茶

色 釉 、 見 込 み は釉 ハ ギ、 畳 付 に 釉 ダ レ、 1

条 の沈 線 。
／／ 瀬 戸 ・美 濃 系

／／ 2 2 ／／ ／／ 1 4 ．9 － （2 ．5 ） 溝 縁 の 口縁 部 素 地 は 茶 碗 色 で 、精 緻 。 緑 灰 色 釉 。
／／
唐 津 焼

1 6 3 0 ／－

／／ 2 3 ／／ ／／ － － （2 ．5 ） 口縁 部 は 内 題 気 味 に外 反 素 地 は 淡 茶 色 で 、砂 粒 を 含 む。淡 灰茶 色釉 。 ／／
初 期 唐 津

1 6 C 中 ～ 1 7 C

／／ 2 4 ／／ ／／ － 6 ．0 （1 ．7 ） 低 平 な 高 台 、 畳 付 に砂 目 素 地 は 淡 灰褐 色 、 透 明 釉 、 内 底 に鉄 絵 。
／／ 絵 唐 津

／／ 2 5 ／／ ／／ － 5 ．0 （2 ．4 ）
低 平 な 高 台

内 底 に胎 土 日

素 地 は 灰 黄褐 色 で、 細 砂 粒 を 含 む 0 暗茶 黄

色 釉 、 休 部下 位 は露 胎 。 ／／
唐 津 焼 16 C

末 ～ 1 7 C 前

／／ 2 6 ／／ ／／ 15 ．6 － （3 ．2 ）
体 部 は丸 味 を も つ、 口縁

端 部 は丸 い
素 地 は灰 褐 色 、 細 砂 粒 含 む 。 淡灰 色 の釉 0

／／ 唐 津 焼

／／ 2 7 ／／ ／／ 15 ・0
－

（3 ．0 ） 腰折 れ 強 く、 口縁 部 外 反 胎 土 は淡 褐 色 で精 緻 。 銅 緑釉 。 ／／
内 山窯 系

1 7 C 中 ～末

／／ 2 8 ．白　 磁 ／／ － － －
口緑 部 は 内題 気 味 に外 反 素 地 は灰 白色 で精 緻 。 透 明釉 0 ／／ 明 末

／／ 29 青　 磁 ／／ 16 ・0
－

（2 ・4） 休 部 は 内 管気 味 に開 く 素 地 は灰 色 で、 精 緻 ° 透 明釉 。 ／／ 肥 前 17 C 代

／／ 3 0 白　 磁 ／／ － － －
器 壁 が 薄 い 素地 は 白灰 色 で 、 精 緻。 灰 白色 をお び た 透

明釉 °　見 込 み に 櫛 描 文 0 ／／ 舶 載

／／ 3 1 染　 付 ／／ 1 8 ・0 － （1 ．8 ） 器 高 低 い 、 口緑 部 は 外 反 胎 土 は灰 白色 で 、 精緻 。 透 明釉 。 口緑 部 外

面 に 1 条 、 見 込 み に 2 条 の圏 線 ° ／／ 肥 前 1 7 C 前

／／ 3 2 陶 ． 器 ／／ － 9 ．5 （0 ．7 ） 高 台 は 断 面 三 角 形 素 地 は淡 褐 色 で 、 精緻 。 白～ 淡 茶 色 釉 。
／／
肥 前

17 C ま で

／／ 3 3 染　 仲 ／／ － － －
高 台 は 低 く、 内懐 気 味 素 地 は淡 灰 色 で 、精 緻 。 青 味 を お び た 透 明

釉 。 見 込 み に 2 本 の 圏線 、 染 付 は 藍 色 。 ／／ 肥 前 1 7 C 前

／／ 3 4 ／／ 小 坏 7 ．0 － （4 ．2 ） 端 反 り形 胎 土 は 灰 白色 で 、精 緻 。 半 透 明 釉 、 外 面 に

草 花 文 。 ／／

／／ 3 5 青　 磁 碗
－ － － 口縁 部 は 小 さ く外 反 す る 素 地 は 灰 色 で 、精 緻 。 縁 灰 色 釉 、 外 面 に 釉

ダ レ、 内 面 に へ ラ片 彫 り文 。 ／／ 龍 泉 窯 系

／／ 3 6 白　 磁 ／／ － 5 ．0 （1 ．7 ） 撥 高 台 素 地 は 白灰 色 で 、精 緻 。 灰 白色 釉 。 ／／

／／ 3 7 半 磁 器 ／／ － 5 ．4 （2 ．8 ） 休 部 は 丸 い 。 畳 付 に砂 目 素 地 は 灰 白色 で 、精 緻 。 淡 青 灰 色 釉 、 外底

部 は 露 胎 。 ／／ 肥 前 1 7 C 前
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挿．
図
番
号

遺
初
番

号

種　 類 器種

法　　 量　 （cm）

形 態 の 特 徴 文様 ・施釉 ．色調 ．素地等
出土

遺構
備　　 考

口　 径
底　 径

（高台径）

器　 高
（ ）は
現存高

23 38 白　 磁 碗 － 4 ．0 （3．4）
高台は高 く細い 素地は乳 白色、精緻。青味をおびた透 明釉。 SE02 肥前 17 C 後
休部は球体形 外鹿部は露胎。 り方

／／ 39 青　 磁 香炉 13 ．0 －
（2．0） 口緑部 はくの字形

素地 は乳 白色、精緻。淡縁灰色釉 、内面無
釉。 ／／ 17 C 後

／／ 40 青 白磁 碗
－

5 ．0 （1 ．1）
高台は低 い。畳付に砂 目、 素地 は乳 白色 で、精緻。淡青色釉、貫 入。

／／
肥前産

内底 に胎土 日 外鹿部露胎。 17 C 前

／／ 41 陶　 器 ／／ 12．0 － （4 ．7） 体部は半球形
素地は淡褐色、細砂粒を含み、精緻。透明
釉で、外面一部 に銅緑釉。 ／／ 肥前産17 C 後

／／ 42 ／／ ／／ － 4 ・8 （1．5） 高台は低い 素地は淡茶灰色、細砂粒を含む。藁灰釉。 ／／

上野焼
慶長 （1596～

16 14年）

／／ 43 ／／ ／／ － 3．6 （2 ．4） 高台はケズ リ出 し
素地は暗灰色で、細砂粒を含む。黒色釉を

施す°　露胎部は暗茶褐色。
／／ 天 日

／／ 44 ／／ ／／ 14 ．0 －
（4 ．5） 口緑部は内管 素地は淡灰色で、細砂粒 を含む。飴色釉° ／／

瀬戸天 日
16 C

24 45 ／／ 摺鉢 27 ．6 －
（6 ．7）

口縁部は逆 くの字形 に発
達

素地は小豆色で、精緻 。外面 は暗灰褐色° ／／ 備前焼 Ⅴ期

／／ 46 ／／ ／／ － － 　　　　　　　　　　　　　　　l
胴部片、内面に 5 本以上

の下 し目

素地は精緻。外面は暗灰褐色 、内面は茶褐

色。
／／ 備前焼

／／ 47 ／／ ／／ － － －

口縁部外面は肥厚、Y 字
状 口線、 内面の下 し目は
8 本単位で、密

素地 に砂粒を含む。淡茶褐色で、暗い茶色。 ／／ 唐津焼

／／ 48 ／／ ／／ － － －
胴部片 、内面の下 し目は
8 本単位

素地に砂粒 を含む0　茶褐色で、表面 は小豆
色。 ／／ ／／

／／ 49 ／／ ／／ － － －
口綾部 の両端をつ まみ出
して、平坦面 を形成す る

素地は暗灰褐 色で、砂粒を含む0　暗い小豆

色釉。
／／ ／／

／／ 50
須恵 質
土器

鉢 － － －
玉縁状口縁 で、内題す る 胎土に砂粒を含み、焼成はやや軟。淡灰色。 ／／ 東播系

／／ 51
瓦質土
器

摺鉢
－ － －

口緑部肥厚、休部外面に

指頭圧痕、内面 はヨコナ
デ、下 し目は 3 本 以上

胎土に砂粒を含み、焼成 良好。淡灰褐色° ／／

／／ 52
土師質

土器
鉢

－
17．5 （3 ．4）

外面は タテハケ後 ナデ、

指頭圧痕
胎土は砂粒多い。焼成 はやや軟。 ／／

／／ 53 陶　 器 甕 －
14 ．0 （5 ．0）

鹿部は上げ底、休部は直

線的に開 く

胎土は小豆色で、精緻 。外面 は暗い小豆色

で、 内面は暗茶褐色。妬 器に近 い°
／／ 九州

／／ 54 ／／ ／／ －
15 ．2 （5．9） 休部は直線的に開 く

素地 に 3 mm大の砂粒多い。灰 白色～暗茶灰

色 で、 内面 は黄色をおびる。体部外面に釉
ダ レ。

／／ 唐津系

／／ 55
須恵質
土器

．＝量5．雪E － － －
外 面 は格 子 目叩 き後ナ
デ、内面は水引 き痕

胎 土に細砂粒 を含み、焼成軟。灰青色。 ／／ 朝鮮

／／ 56 ／／ ／／ 13 ．1 － （2 ・4）
口縁部 は直 言し、肥厚す

る
胎土に細砂粒 を含み、焼成軟。暗灰色。 ／／ ／／

／／ 57 陶　 器 ／／ 24．0 －
（4 ．2）

口縁部 は玉緑状で、平坦
面を形成
内面に同心 円の叩 き痕

素地は暗灰色で、砂粒を含む。露胎部は茶
褐色、肩部は小豆 色釉。 ／／ 唐津系

／／ 58
瓦質土
器

火舎
－ 30．0 （4 ．5）

体部下位 に 1 条 の突帯、
内面カキ 目

胎土に細砂粒を含む。 内面は灰褐色、外面

は茶褐色、焼成やや軟。
／／

／／ 59 ／／ ／／ 39 ．6 －
（4 ．8）
体部は丸味をもち、 口緑
部は L 字形

胎土に砂粒を含む。暗灰色o 外面の 口縁部

下に雷文のス タンプ。
／／

25 60 土師器 皿 7 ．0 5 ・0 1．4 糸切 り底
胎土は淡茶色で、砂粒含 み、焼成良好、淡
茶色0

SE02
井筒

／／ 6 1 ／／ 坏 12 ．0 8 ．4 2．1 糸切 り底
胎土は淡茶色で、細砂粒を含 み、外面は淡
茶色、 内面は淡灰色。 ／／

／／ 62 ／／ ／／ 13 ．0 6 ．3 3．2
糸切 り底、体部は直線的

に開 く
胎土 は精緻。焼成良好°．赤味おびた薄茶色。 ／／

／／ 63 白　 磁 皿 20 ・0 － （1 ．8）
器高低 い

口縁部大 きく外反
素地 は白灰色、精緻。乳白色釉。 ／／ 17 C 初 ．国産

／／ 64 染　 付 香炉 19 ．9 － （1 ．9）
休部 は鉢形で、 口縁部は
内側に折れ る

体部外面 に、呉須に よる絵柄。素地は灰白

色、内面 は露胎。 ／／

／／ 65 白　 磁 ／／ 19．9 －
（4 ．4）
体部は鉢形 で、 口縁部は 素地は灰白色で、精緻°透明釉、内面は露

／／
福 岡小石原

内側に屈折 胎0 17 C 後

／／ 66 陶　 器 碗 10．5 5 ．0 7 ．2
休部は丸味をもち、撥高 素地は淡茶色で、細砂粒を含み、焼成良好0

／／
京焼

ム
ロ

透明釉。 17 C 後

／／ 67 染　 付 ／／ － 3．2 （3 －6）
器壁は薄い。体部 は丸味
を もつ

素地は乳 白色で、精緻。透 明釉°休部外面

下位に 2 条の圏線。
／／ 17 C 後 ．

／／ 68 陶　 器 ／／ 7 ．5 3．0 4・0
休部は半球形
高台は低い

素地 は淡褐色で、細砂粒を含む。淡灰色釉。 ／／
唐津焼
16末～17C 初
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25 69 陶　 器 摺鉢 31．0 － （6 ．0）
口縁部外面を肥厚させ、
直 言する

素地は暗茶褐色、細砂粒を含む。 口緑部外
面に暗小豆色釉 、内面に 6 本以上の単位 の
下 し目。

SEO2
井筒
高取焼
17 C 代

／／ 70 ／／ ／／ 11．8 － （4 ．1）
鹿部の器壁薄い。下 し目
は 9 本単 位。休部外面 は
指頭圧痕

胎土は暗小豆色で、細砂粒を含む。精緻。 ／／ 備前焼

／／ 71 ／／ ／／ － － －
平底で、内面の下 し目は

8 本以上
胎土は暗灰色で、精緻。焼成良好。外面 は
くすんだ茶色、内面 は外面 より暗い色° ／／ ／／

／／ 72 ／／ ／／ － － －

口縁部の断面は三角形状
に肥厚、内面の下し目は
4 本以上 の単位

素地りこ砂粒を含 み、焼成良好。明褐色～褐
色。 ／／ ／／

／／ 73
瓦質土
器

摺鉢
－ 17 ．6 （3 ．3）

外面はタテパケ、内面 マ

メツ。－下し目は 4 本以上
の単位

胎土は精緻 で、茶褐色。焼成良好。 ／／

／／ 74 ／／ 鉢 － － －
口縁部は肥厚、内面 はヨ

コノヽケ

胎土は細 かい。焼成良好。淡茶～茶灰色。
内面ノ・ケ 目。 ／／

／／ 75 ／／ 火舎 － － － 口縁端部 は丸味をもつ
胎土に砂粒 を含み、焼成良好。淡茶灰色。
外面に菊花文 のスタンプ。 ／／

／／ 76 ／／ 大甕 － － －
胴部片 、外面ヨコノ・ケ、
内面粗 いタテナデ

胎土に砂粒 を含み、焼成良好。暗茶灰色°
／／

27 83 土・師器 皿 7 ．8 6 ．0 1・5 糸切 り底 胎土に細砂粒 を含み、焼成 良好。淡茶褐色。 SEO3
井筒

／／ 84 ／／ ／／ 6 ・9 － 1．2 糸切 り底 胎土に細砂粒 を含み、焼成 良好。明茶褐色。 SEO3
り方

／／ 85 ／／ ／／ 8 －2 6 ．0 1・3 糸切 り底 胎土に砂粒 を含み、焼成良好。明茶褐色。 ／／

／／ 86 白　 磁 ／／ － 7 ．0 （0．5） 平底
素地は細砂粒 を含み、焼成 良好。淡乳灰色。
鹿部外面 まで釉 ダ レ。 ／／

Ⅹ類
中国舶載

／／ 87 土師器 坏 11．9
－ 2．1 鹿部を欠 く 胎土に細砂粒 を含み、焼成良好。淡褐色。 SEO3

井筒

／／ 88 ／／ ／／ － 9 ・0 （1．7）
糸切 り底
休部 は直 線的に開く

胎土に砂粒 を含み、焼成良好。淡褐色。 ／／

／／ 89 陶　 器 皿 －
6 ．3 （2．6）

高台は畳 付の巾広 い、見、

みに砂 目、休部 は丸味を も

つ、鹿部 は器壁が薄い

素地は淡 明茶色 で、砂粒 を含み、焼成良好。
内面に淡灰緑色釉。貫入。

SE03
り方
唐津焼

／／ 9 0 染　 付 碗 8 －7 － （2．2）
端反 り 素地は淡灰色 で、精緻。青味を帯 びた透明 SEO3 肥前産
器壁が薄 い 釉。口緑部外面に 1 条の圏線。 井筒 17C 前～中

／／ 9 1 陶　 器 ／／ － 5 ．0 （1．4）
高台は低 い。畳付は ケズ 素地は淡灰褐色で、細砂粒を含み、焼成良

SEO3
上野焼

リ調整 好。灰 白色釉。休部下位 ．外面 は露胎。 17C 初

／／ 92 ／／ ／／ － 5 ．9 （1．2）
高台の断面 は逆梯形 素地は淡灰褐色で、細砂粒を含 み、焼成良 SEO3 李朝
見込み に胎土 日 好。乳 白色釉。 井筒

／／ 93 ／／ 皿 25 ．5 － （2．5）．溝緑 の口縁部 素地は灰茶色で、砂粒多い。灰黄茶色釉°． ／／
唐津焼

1600～ 1630年

／／ 94 ／／ 盤
－ 20 ．2 （2．5）

鹿部上げ底
体部 は直線的 に開 く 素地は暗灰色で、精緻。緑黄色釉。 ／／ 舶載 陶器

／／ 95 ／／ 小片
－ － －

内面 に青海波 の叩 き痕

器壁薄 い
素地は淡茶色。焼成良好。茶褐色釉。 SEO3

り方
李朝

／／ 96 ／／ ／／ － － －
内面 に同心 円の叩 き痕
器壁が薄 い

素地細か い。焼成良好。内面は暗灰色釉、
外面は小豆色釉。 ／／ ／／

／／ 97
瓦質土
器

火舎 12 ．0 10 ．6 5．4 休部 は簡形。 3 脚仲
胎 土に細砂粒を含み、焼成良好。暗灰褐色0
外面 は黒色研磨、梅花文のスタンプ。 ／／．

／／ 98 ／／ 摺鉢

口縁部は直 言し、肥厚。
休部外面指頭圧痕、内面

ヨコノ・ケ。 5 本以上の単 ・
位 の下 し目

胎土 は細粒砂を含み、焼成 良好°　内面は暗
茶灰色、外面は茶褐色° ／／

／／ 99 ／／ ／／ 30 ．0 －
（4．・0）

口縁 端 部 内側 に三 角突
帯。 Y 字状 口緑、下 し目

は 6 本単位

胎土 は砂粒を含み、焼成 良好。暗灰色。 ／／

／／ 100 陶　 器 ／／ 33 ．6 －
（7．4）

白緑部は外側に肥厚 し、

1 条の突帯o　内面の下 し
目は10本単位

素地 は暗茶褐色で、砂粒を含む。 口縁部外
面 は濃茶色釉。

SE O3
井筒
唐津焼
17 C 前

／／ 101 ／／ 甕 26 ．0 － （6・5）
口緑端部 はY 字形 素地 に砂粒を含み、褐色°焼成 良好0 外面 SE O3 備前焼か
内外面は水引 き痕 に小豆色釉。 り方

29 108 土師器 皿 7 ．0 5 ．0 1－4 糸切 り底 胎土 に細砂粒を少 し含み、焼成 良好。淡茶
色。

SE O4
口緑端部 に煤付着 り方

／／ 109 ／／ ／／ 8 ．0 － 1．5 糸切 り底、 内面に煤付着 胎土 に砂粒を含み、焼成 良好。淡茶灰色。 ／／

／／ 110 ／／ 坏 11 ．0 6 ・6 2・2 糸切 り底 ・胎土 に細砂粒含み、焼成 良好。淡茶色。 ／／

／／ 111 ／／ ／／ 11 ．0 －
（2・3） 口縁部片 ． 胎土 は精緻。焼成良好。 茶褐色。 SE O4

井筒
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29 112 土師器 坏 12 ．0 7 ．3 2．7
糸切 り底
休部下位ヘ ラケズ リ

胎土に砂粒を含 み、焼成良好°　明褐色。 SE04

／／ 113 ／／ ／／ 12 ．0 － 2 ．3
鹿部 を欠 く。 内面に煤付

着
胎土に細砂粒含 み、焼成良好。淡茶褐色。 ／／

／／ 114 ／／ ／／ 13 ．0 － 3 ．0 糸切 り底 胎土に細砂を含 み、焼成良好。明褐色0 ／／

／／ 115 青　 磁 碗 15 ．0 　　　　　　　　　　　　　　　l －
口緑片

素地は淡灰色で、精緻。緑灰色釉。外面に
蓬弁文0

SE04
井筒
中国龍泉窯系

／／ 116 白　 磁 ／／ － 4 ．0 （1 ・2） 高台は低い。三 日月高台
素地に細砂粒を含み、焼成 良好。 内部に淡
灰茶色釉0 ／／ 李朝

／／ 117 ／／ ／／ － 7 ．0 （0 ．7）
高台は低い。 内面 の見込

み と畳付に 目痕
素地は 白灰色。青色帯びた透 明釉。 ／／ 李朝 16 C 後

／／ 118 染　 仲 皿 － －
（0 ．8） 高台は低 く内懐す る

素地は乳 白色で、精緻。白色釉。高台脇に
1 条の圏線。見込みに染仲° ／／ 明

／／ 119 陶　 器 碗 － 4．6 （1・3）
高台は外傾
見込み畳付に 目痕

素地 は淡褐色、細砂粒少ない。 内面 は灰茶
色釉。

SEO4 唐津焼

／／ 120 ／／ ／／ － 4 ．2 （2 ・6）
高台は低い。腰部 の屈折 素地 は細砂粒を含む。淡灰黄色。灰 白色釉、 SEO4

上野 ・高取系
慶長 （1596 ～
1614年）

強い 見込み に同心 円状の模様。 井筒

／／ 121 ／／ 皿 －
5 ．9 （1．5） 高台脇ヘ ラケズ リ

素地 は淡灰褐色で、細砂粒を含む。 内面 に

灰黄色釉。草文の鉄絵。
SEO4 唐津焼

／／ 122 ／／ ／／ 14 ．0 － 3 ・8

口縁 部 と腰 部 は強 い屈
折。低い削 り出 し高台、
見込みに胎土 日

素地 は細砂粒を含み、灰茶色o　灰緑 色釉o
SEO4
井筒
唐津焼 16C
末～17 C 前

／／ 123 ／／ ／／ － 5 ．0 －
畳付 に胎土 日0　高台は低

い。高台脇．は ケズ リ

素地は淡灰色 で、精緻。淡緑黄色釉。草文

の鉄絵。
SEO4 唐津焼

／／ 124 ／／ 片口 10 ．4 － （4．8）
口縁部 は外反 し、丸 く肥
厚。休部 は球体

素地は褐色で、精緻。乳 白色釉。 SEO4
り方
唐津焼 16 C
末～17 C 前

／／ 125 ／／ ／／ － － （3・5）
口縁端部 は外反、丸味を 素地は淡茶褐 色。細砂粒を含む。淡灰緑色

SE04
筑前産又は

もつ 釉。釉にかいらぎ。 上野焼か

／／ 126 ／／ ／／ － － －
口縁部 は玉緑状に肥厚 素地に砂粒多い。暗灰色。表面は小豆色。 ／／

福岡
内ヶ磯窯か

／／ 127 ／／ ／／ － － －
内面は同心 円の叩 き痕

口縁部は直 言

素地は砂粒を含 み、暗灰褐色。外面は小豆
色、内面は茶褐色° ／／ ／／

／／ 128 ／／ 不明 － － －
外面は平行 叩き痕、 内面

は同心円状 の叩き痕
素地は細砂粒含む。 白灰色。 ／／

／／ 129
土師質
土器

招鉢
－ － －

言縁端部は丸味 をもつ
内面 ヨコハケ、下 し目は
5 本単位

胎土は砂粒を含み、焼成 良好。外面は淡褐

色、 内面は淡灰黄色。
SEO4
井筒

／／ 130
瓦質土
器 ／／ － － －

口縁端部内面に三角突帯

内面 ヨコハケ、下 し目は
5 本以上

胎土に細砂粒を含み、焼成良好。暗灰青色。 ／／

／／ 13 1 ／／ 火舎 － － －

口縁部は肥厚、外面 に 1
条の突帯 と 1 条の沈線、
内面 ヨコハケ

胎土 に細砂粒を含み、焼成良好。．淡茶灰色。
SEO4
り方

／／ 132 ／／ ／／ － － －
口綾部は くの字形で直 口
す る。 内面 ヨコナデ

胎土 に砂粒含み、焼成良好。灰青色。 SEO4
井筒

／／ 133 ／／ ／／ － － －
口縁部は肥厚、内面は ヨ 胎土 は精緻。焼成良好。淡灰褐色。外面 に SEO4
コパケ、外面に1条の突帯 梅花文 のスタンプ。 り方

30 134
土師質
土器

相場 － － －
休部片

胎土は暗灰色 で、砂粒を含む。外面 は緑黄
色のガラス質化。 ／／

33 145 土師器 坏 10 ．0 －
（2．5） 糸切 り底 胎土は細砂粒含み、焼成良好°　淡褐色。 SE12

／／ 146 ／／ ／／ － 9 ．0 （1．7） 糸切 り底、板状圧痕 胎土は砂粒含み、焼成良好。茶褐色。 ／／

／／ 147 ／／ ／／ － 5 ．0 （1．1）
底径 と口径 の比が大 きい
器壁薄手

胎土は細砂粒含み、焼成良好。淡灰茶色。 ／／

／／ 148 青 白磁 碗
－

4 ．1 （1．4） 輪高台、砂が付着
素地は乳白色七、精良。焼成良好o 青色釉o

見込みは釉 ハギ。
SE 12
井筒
国産

／／ 149 陶　 器 ／／ － －
（4 ．0） 体部は丸味 をもつ

素地は細砂粒を含 み、暗灰色。暗緑黄灰色

釉。
SE 12

／／ 150 ／／ ／／ － 5 ・5 （4 ．8）
三 日月高台で、内側 に砂 素地は精緻で、淡茶褐色。透 明に近い0　乳 SE 12 唐津焼
付着o　高台は撥形 白色釉° り方

／／ 15 1 ／／ 皿 13．0 － －
波状 口縁 素地は淡黄茶色で、やや粗 いo　黄土色釉。 SE12

瀬戸
16 C 末～ 17 C

／／ 152 ／／ 片 口 18 ．0 － （5 ．3）
口緑部内傾 し、外面 を肥 素地 は細砂粒を含み、褐色。表面 は暗茶褐 SE12 高取系
摩 させる 色。 り方 17C 代後

／／ 153 ／／ 摺鉢 － － －
鹿部は上げ底。内面は 8
本単位の下 し目を施す

素地 は細砂粒を含み、茶褐色。暗小豆色釉0 ／／ ／／

－156－
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33 154 陶　 器 ―こゴ＝一堂E 27．0 －
（3 ．1） 口緑部は外に折 曲。器壁
薄い、口縁部平坦面 に目痕 素地は茶灰色で、精緻。暗線茶色釉。 SE12 唐津系か

／／ 155 ／／ 摺鉢 － －
（4 ．4） 口縁部は内懐 し、 T 字形 素地に砂粒含 み、暗茶色。表面は暗茶灰色。 ／／ 福岡初期

／／ 156
瓦質土
器

／／ － － －
内面ヨコハケ。 口縁部 内
面三角突 帯、欠損

胎土に細砂粒 を含み、焼成良好。暗 い灰青
色。 ／／ 大内系

／／ 157 ／／ ／／ 26 ・0 ー （4．6）
口緑部 は くの字形、端部
は丸味。 内面 ヨコパ ケ、
3 本 以上 の下 し目

胎土は精緻。焼成良好°　内面灰青色、外面
淡茶灰 色。 ／／

備前焼 Ⅴ期 の
模倣

／／ 158 ／／ ／／ － － －
内面 はヨコパケ、4本単位

の下 し目、下位はマ メツ
胎土 は細砂粒を含み、焼成 良好。 内面は淡
灰茶色、外面 は暗茶灰色 ／／ 大内系

／／ 159 ／／ 火舎 35 ・0
－

（3．6）
口縁部は肥厚 し、丸味を

もつ。 内面 はヨコノ・ケ
胎土 は精緻。焼成良好。 口緑部灰色。休部
淡灰色、外面に梅花文のスタンプ。

SE12
り方

35 167 土師器 皿 6 ．2 4．2 1．3 ．
糸切 り底、 口縁部に煤仲
着 胎土 に砂粒を含み、焼成 良好。淡茶褐色。 SE13

／／ 168 ／／ ／／ 7 ・6 5．6 1．5 糸切 り底、 口縁部内傾 胎土 に細砂粒を含み、焼成軟。茶褐色。 ／／

／／ 169 ／／ ／／ 9 ．2 7．6 1．2 糸切 り底 胎土に砂粒を含み、焼成 良好O 赤褐色。 ／／

／／ 170 ／1 坏 12 ・6 7．6 2 ．3
糸切 り底、休部は直線的

に開 く
胎土に砂粒を含み、焼成 良好。淡灰褐色。 ／／

／／ 17 1 青　 磁 碗 － 6．2 （1．9） 輪高台 素地は灰茶色、細砂粒 を含む。緑灰色釉は
高台 内側 まで施釉。貫入。 ／／

／／ 172 染　 仲 皿 10 ．2 4 ．0 3 ・0
腰部で強い屈折、畳付 に
砂 目

素地は 白灰色、精緻。青色を帯びた透明釉。
圏線は 口縁部 と見込 みにア リ。内底に呉須

の菊枝文o
／／ 肥前

／／ 173 ／／ 碗 10．0 3 ．8 5 ．8 休部は半球体形
素地は 白灰色、精緻。透明灰色釉O 呉須 の
草花文O 外部高台内に 1 条、高台脇に 2 条、
胴部下部に 1 条 の圏線。

／／ ／／

／／ 174 ／／ ／／ － 4 ．4 （3 ．3）
体部は球 体形
高台は高い

素地は灰白色、精緻。灰青色を帯びた透 明
釉。貫入。外面腰部 に 1 条の圏線。 ／／ ／／

／／ 175 陶　 器 甕 － － －
内面 は青 海波叩き痕
器壁が薄 い

素地は砂粒を含 み、焼成良好。外面は暗小
豆色釉。 ／／ 唐津焼 ？

／／ 176
土師質
土器

摺鉢 － － －
胴部片、内面に 4 本以上

の下 し目
胎土に砂粒 を多 く含み、焼成はやや軟。茶
褐色。 ／／

／／ 177 土師器 皿 7．0 5 ．6 1 ．2 糸切 り底 胎土に砂粒 を含み－焼成良好0 明茶褐色。 SE14

／／ 178 白　 磁 碗 － － －
端反 り口緑部
器壁 が薄 い 素地は乳 白色、精緻。灰色を帯びた白色釉。 ／／

中国
16C ～ 17 C 初

／／ 179 青　 磁 ／／ － － － 端反 り口緑部 素地は灰 白色、精緻。淡縁灰色釉。釉ダ レO
内面に画花文。

SE14
掘 り方

龍泉窯系

／／ 180 ／／ ／／ － － － 口緑部片 素地 は灰 白色、精緻。緑灰色釉。外面に鎬
蓮弁文。 SE14 ／／

／／ 181 ／／ ／／ － 8 ．0 （1・5） 鹿部片 素地 は灰茶色で、砂粒多い。乳縁灰色釉。
貫入。 ／／

明前龍泉窯系

14C末～ 15C前

／／ 182 染　 仲 ／／ － 6 ．8 （2 ．7） 高台 はやや 内傾
素地 ほ乳褐色、灰色、精緻。灰 白色釉。外
部高台脇 と胴体位見込みに 1 条 の圏線。見
込み文様o

／／ 肥前

／／ 183 ／／ ／／ 12 ．0
－ 4 ．2 休部は半球体

素地 は乳 白色、精緻。白灰色釉。外面文様。
淡灰色。 ／／

肥前
18 C 中～

／／ 184 陶　 器 ／／ － 6．0 （3 ．7） 体部は球体、高台は細い 素地は淡褐色、精緻o 茶褐色釉。 SE 14
井筒
肥前 ？ 17 C
後～ 18 C 前

／／ 18 5 ／／ ／／ － 3．7 （2 ．0） 高台は細い
素地は淡黄褐色、精緻。淡茶褐色帯びた透
明釉。外面下位 と外鹿部 は露胎。

SE 14
り方
肥前系
18 C 代

／／ 18 6 ／／ ／／ － 5．2 （1．6） 高台は細 く低いやや外傾 素地は淡黄灰色 と灰色、精緻。透明釉。外
鹿部に 「清水」の刻印。 ／／

京焼か
17 C 後

／／ 187 染　 付 蓋初 － － －
休部は簡形 素地は淡灰白色、精緻。透 明釉。腰部に 3

条の圏線、外面に呉須 の文様。 SE 14
肥前 17 C 後

～18 C 前

／／ 188 陶　 器 碗 － 5 ．9 （3 ．0）
高台は細 く低い°　見込み

に胎土 日
素地は淡灰褐色、精緻。焼成良好。淡灰緑
色釉。 ／／

国産
筑前産か

／／ 189 ／／ ／／ 10．9 － （3 ・7） 口緑部片 素地は淡黄色、精緻。焼成良好。淡黄茶色
釉。 ／／

京焼系肥前
18 C 前～中

／／ 190 染　 付 皿 － 6 ．0 － 高台は細 く、低い
素地は乳白色、精緻。水色を帯びた透明釉。
見込みに．2 条、高台脇 に 2 条、腰に 1 条 の
圏線。内底に呉須 による文様。

／／ 明 16 C 末

／／ 19 1 ／／ ／／ － 7 ・0 （1 ．4） 高台は低 く、内懐
素地は乳白色、精緻。乳灰色釉°高台脇 に

1 条の圏線。内底に呉須の草花文。 ／／ 伊万里

36 192 ／／ ／／ 14．4 9 ・0 3 ．9
蛇ノ 目高台状で、端部は
細 く、尖 る

素地は乳白色、精緻。透明釉。内面に文様。
高台内に文様。 圏線 は高台脇に 1 条°

SE14
井筒
肥前

18 C 中
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36 193 染　 仲 皿 － 6 ．8 （0・9） 高台 は低 く、 内傾
素地 は褐色、精緻。乳灰色の釉。 内面 に文

様 、藍色o

SE：14
掘 り方

肥前
1630～ 1650年

／／ 194 陶　 器 ／／ －
7 ．5 （1．8） 鹿部 の器壁薄い

素地は淡茶褐色、精緻。焼成良好。暗茶 色釉。
外面下位 と外鹿部は露胎。見込みに釉 ノ・ギ0

SE 14 唐津焼

／／ 195 ／／ 片言 11．6 － （4．0） 口縁部 は玉縁状に肥厚 素地は精緻。暗灰茶色。暗茶褐色釉。 ／／ 肥前

／／ 196 ／／ 乗燭 7 ．3 7 ．8 6 ．0
坏部は球体、 内部に油溜

りO　高台仲。糸切 り底

素地は細 砂粒 を含み、精緻。焼成良好。茶

褐色。濃茶色釉。 ／／ 福岡 18 C

／／ 197 ／／ 片 口 － － －
口綾部はL 字形 に肥厚
外面に片口を貼付

素地は細か く、暗灰茶色。 口縁部は暗茶色

釉°
SE 14
り方

産地不明

18 C 代

／／ 198 青　 磁 香炉 13 －0 － （2 ．1） Y 字状 口緑 素地は乳 白色、精緻。淡緑色釉。貴人° SE14
肥前だ と17 C
代 、中国だ と

18 C 代

／／ 199 陶　 器 摺鉢 25 －0 －
（7 ．0）

口縁部は玉緑。内面 ヨコ 素地ほ砂粒含み、焼成 やや軟。茶褐色。黄
／／
唐津焼 17 C

ナデ、下 し目6 本以上 色を帯びた暗茶色釉。 後 ～18 C 初

／／ 200
土師質
土器

焙熔 19 ．2 17．0 4 ．1
口縁端部は丸味をもつ
休部は丸味

胎土は細砂粒多い。焼成 良好。淡茶褐色。
SE14
り方

／／ 201
瓦質土
器

火鉢

？ － － －
口縁部は直 言
内外面 ヨコパケ

胎土 は細砂粒を含み、焼成良好。暗灰青色。 ／／

／／ 202 ／／ ／／仝l
－ － －

口緑端部は肥厚 胎土 は精緻。焼成良好。淡灰茶色。 口縁部
SE14

火 口 内面 ヨコナデ 平坦面 に同心 円状刻印0

／／ 203 陶　 器 摺鉢 － － －
休部片、．内面の下 し目7

本以上
素地は細砂粒含み、焼成良好。茶褐 色。 ／／ 国産

／／ 204
土師質
土器

七輪 20 ．8 － （6・0）
体部筒状で二重壁、内面

ヨコハケ。 口縁部族付着
素地は細粒砂含み、焼成良好。茶灰色。 ／／ 素焼 き

／／ 205
瓦質土
器

摺鉢 － － －
外面指頭圧痕。 内面 ヨコ

パケ、下 し目 6 本以上
胎土に細砂粒含み、焼成良好。灰色。

SE 14
り方

／／ 206
土師質

車輪 32．0 － （5 ．5）
口縁部肥厚、壁は二重橋 胎土に砂粒含 み、焼成良好。茶褐色。内面 SE 15 素焼 き

土器 造。 内部 ヨコハケ 白色釉。 掘 り方

39 213 土師器 皿 8．7 6 ．0 1 ・6 糸切 り底 胎土に砂粒含 み、焼成 良好。灰茶色。 ／／

／／ 2 14 ／／ ／／ 9．0 6 ．0 1 ．8 糸切 り底 胎土に長石含み、焼成 良好。茶褐色0
SE15
井筒

／／ 2 15 ／／ ／／ 9 ．2 8．0 1．3 糸切 り底、板状圧痕 胎土は砂粒少ない，焼成 良好o 灰褐色。
SE15
り方

／／ 2 16 ／／ ／／ 9 ．7 7．0 1．4 糸切 り底、板状圧痕 胎土は細砂粒少ないo 焼成 良好0 灰黄色。 ／／

／／ 2 17 ／／ ／／ 10 ．0 8 ．3 0 ．9 糸切 り底、板状圧痕 胎土に徴砂を含み、焼成良好。 暗黄土色。 ／／

／／ 218 ／／ 坏 11 ．0 7 ．4 2 ．8 糸切 り底、貼 りつけ 胎土に砂粒を含み、焼成良好。．暗灰黄色o ／／

／／ 219 ／／ ／／ 12 ・0 7 ．0 2・7 糸切 り底 胎土 は紬砂粒多い。焼成やや軟。褐色。 ／／

／／ 220 ／／ ／／ 12 ．4 ／7 ．6 2．7
糸切 り底

体部 は丸味を もつ
胎土 に砂粒を含み、焼成良好。灰茶色。 ／／

／／ 221 ／／ ／／ 12 ．8 7 ・0 3．2 糸切 り底 胎土は細砂粒含み、焼成軟。淡灰黄色。 ／／

／／ 222 ／／ ／／． 12 ．0 7 ．8 3 ．0 糸切 り底 胎土は細砂粒含み、焼成軟0 灰褐色。 ／／

／／ 223 ／／ ／／ 13．0 7 ．4 2 ．6 糸切 り底
胎土は 1mm前後 の砂含み、焼成良好o 灰褐

色。
SE 15
井筒

／／ 224 ／／ ／／ 13．6 9 ．0 2 ．9 糸切 り底 胎土に細砂粒 を含み、焼成良好0 淡黄褐色。 SE15

／／ 225 ／／ ／／ 14．0 7 ・8 3 ．2
糸切 り底、板状圧痕、 内
面に朕の付着

胎土は細砂粒含み、焼成 良好。暗灰褐色。 SE15
掘 り方

／／ 226 ≡圭三 皿 11 ．0 （4．8） 3 ．7
腰部は丸味 素地に砂粒含み、灰 色。焼成 良好。縁灰色

釉。
／／ 高麗日　 磁 外鹿部に 目痕

／／ 227
瓦質土

器
火舎

－ － －
言縁部は平坦面を作 るO
面上位に雷文のスタンプ

胎土は粘質、砂粒を含み、焼成 良好。黒色。 ／／

／／ 228 土師器 器台 － －
（3 ．5） 脚貼仲 胎土は砂粒含み、焼成軟。明黄土色。 ／／

／／ 229
瓦質土
器

摺鉢 34 ．0

口緑部肥厚、 4 本単位の

下 し目。外部に指頭圧痕、
内外面 ヨコハ ケ。外面に
煤付着

焼成 良好。外面は灰 白色°． ／／

／／ 233 土師器 坏 10 ．0 － 1．2 糸切 り底 胎土に砂粒 を含み、淡灰黄色。焼成良好。
SE16
り方

／／ 234 ／／ ／／ － 13 ．0 3．1 糸切 り底 胎土に白色細砂 を含み、焼成 良好。灰褐色O ／／
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4 1 2 3 5 土 師器 皿 7 ．0 5 ．0 1 －4 糸 切 り底
胎 土 は きめ 細 か い 、茶 色 の 粒 子 を 含 み 、焼

成 良 好 、 堅緻 。 淡 茶 色 。 S E 1 8

／／ 23 6 ／／ ／／ 6 ・8 4 ．8 1 ．4
完 形 。 糸 切 り底 、 口緑 部

に 煤 付着

胎 土 に 大 粒 の砂 含 み 、 粗 い 。 焼 成 や や 軟。

茶 褐 色 。 ／／

／／ 2 3 7 ／／ ／／ 7．0 5 ．0 1 ．4 糸 切 り底
胎 土 は 細 か い砂 粒 を 含 む 。 焼 成 や や 軟。 明

茶 色 。 ／／

／／ 2 3 8 ／／ ／／ 7．8 6 ，2 1 ．2 糸 切 り底 胎 土 に 大 粒 の砂 含 み 、 や や 粗 い 。焼 成 や や

軟 。 茶 褐 色。 ／／

／／ 2 3 9 ／／ ／／ 7．7 5 ．6 1 ．4
糸切 り底 、 口縁 部 に煤 仲

着

胎 土 に 大粒 の砂 含 み 、 や や 粗 い 。焼 成 や や

軟 °　淡 灰褐 色 。 ／／

／／ 2 4 0 ／／ ／／ 8 ．0 4 ．0 1 ．6 糸切 り底 胎 土 に砂 粒 少 量 含 み 、 焼 成 良 好。 淡 茶 色 。 ／／

／／ 2 4 1 ／／ ／／ 7 ．2 4 ．8 ．1 ．7 糸切 り底 胎 土 は砂 粒 少 な い 。 焼 成 や や 軟。 茶 褐 色 。 ／／

／／ 2 4 2 ／／ ／／ 7 ．0 4 ．6 1 ．5 糸切 り底 胎 土 に砂 粒 含 み 、粗 い 。焼成 や や軟 。茶 灰 色 。 ／／

／／ 2 4 3 ／／ ／／ 8 ．8 6 ・4 1 ・7 糸 切 り底
胎 土 に大 粒 の砂 含 み 、 や や粗 い。 焼 成 や や

軟 。茶 灰 色 。 ／／

／／ 2 4 4 ／／ ／／ 10 ・8 7 ．6 1 ．4 糸 切 り底 、 煤 付 着
胎 土 に砂 粒 含 み 、 や や粗 い。 焼 成 良 好 。 淡

灰 褐 色。 ／／

／／ 2 4 5 ／／ 坏 10 ．6 7 ．2 2 ．0 糸 切 り底 、 鹿 部 に 煤 付 着
胎 土 はや や 粗 い 。 焼成 良好 。 内面 は 淡 茶 灰

色。 外 面 は淡 茶 色 ° ／／

／／ 2 4 6 染　 付 碗 13 ．0
－

（2 ・4）
言緑 片

器 壁 は 薄 い
胎 土 は精 緻 。 焼 成 良 好。 透 明 に近 い 灰 青 色

の釉 。 内面 に 棒 文 。 口縁 外 面 に圏 線 。 ／／ 明 1 6 C 後

／／ 2 4 7 ／／ ／／ 1 4 ．0 － （5 ・0） 体 部 は 丸 く、 蓮 子 碗 ． 胎 土 は 白色 、 黒 い 微粒 含 み、 精 緻 。 焼 成 良

好 5 透 明釉 0　内 外 面 に呉 須 の文 様 。 ／／
明 末 、 福 建 省

1 6 C 末 ～ 1 7 C 前

／／ 2 4 8 ／／ ／／ 9 ．8 － （3 ．5） 休 部 は 直 線 的 に 開 く 胎 土 は灰 色 を 帯 び た 白色 。 焼 成 や や 軟 。 透

明釉 。 内面 に 呉 須 に よ る圏 線 。 ／／ 明 末 、 福 建 省

／／ 2 4 9 ／／ ／／ 1 3 ．0 － （3 ・8）
休 部 は 丸 味 を も・っ

器 壁 が 薄 い
素 地 は 白灰 色 で 、精 緻 。焼 成 良好 。灰 色 帯 び

た釉 。口縁 に 1 条 の 圏 線 、体 部 外 面 に 給 仲。 ／／ 肥 前 ．1 7 C 後

／／ 2 5 0 陶　 器 ／／ － 4．8 （4 ．9） 撥 高 台 状
素 地 は 淡 茶 色 ～ 茶褐 色 、 精 緻 。 焼 成 良 好。

灰 色 釉 。 休 部 下位 は露 胎 。 ／／ 肥 前 1 7 C 代

／／ 2 5 1 ／／ ／／ 8 ．0 － （3 ．5） 体 部 上 位 は 内 題 す る
素 地 は 茶 褐 色 で 、砂 粒 含 む 。 焼 成 や や 軟 o

淡 灰 茶 色 釉 。 ／／ ／／

／／ 2 5 2 染　 付 ／／ － 4．0 （2 ．9） 腰 部 は 強 い 屈 折 を も つ
素 地 は 灰 白 色 で 、精 緻 。透 明 釉 。焼 成 良 好 。

休 部 外 面 に へ ラ 削 り。 ／／
肥 前

1 6 2 0 ～ 1 63 0年

／／ 2 5 3 陶　 器 猪 口 6．0 3 ・2 3 ．9
口縁 部 は 外 反

休 部 は 直 線 的 に 開 く
素 地 は 淡 灰 黄 色 で、精 緻 o焼 成 良 好 。透 明釉 。 ／／

肥 前 1 7 C 末

～ 1 8 C 前

／／ 2早4 ／／ 碗 8．8
－

（4 ．6） 休 部 は球 体 素 地 は 淡 茶 色 で 、や や 粗 い 。 茶 褐 色釉 。 淡

茶 灰 色 の 刷毛 目文 様 。 ／／
唐 津 焼 17 C

後 ～ 1 8 C 前

／／ 2 55 ／／ ／／ 8一―0
－

（5 ．3） 休 部 は丸 味 を も つ 素 地 は 暗 灰 色 で、 精 緻 。 焼 成 良 好。 暗茶 色

釉 。 白灰 色 の刷 毛 目文 様 o ／／ ／／

／／ 2 5 6 ／／ ／／ 1 0 ．4 － （5 ．5） 体 部 は直 線 的 に 開 く
素 地 は 灰 色 で、 一 部 茶 裾 色 。 精緻 ° 焼 成 良

好 。 茶 灰 色 の刷 毛 目文 様 ° ／／

唐 津 か現 川

（長 崎）

1 69 0 ～ 18 C 前

／／ 2 5 7 ／／ ／／ － 4 ．2 （3 ．1） 休 部 は球 体 素 地 は 淡茶 色 で、精 緻 。．焼 成 良 好。透 明 釉 。

見 込 み に鉄 絵 o ／／
京焼 風

1 8 C 前

／／ 2 5 8 染　 仲 皿 － － － 碁笥 底 ．
胎 土 に 微粒 の砂 含 む 。 内 面 に 呉須 文 様 。 圏

線 は 内外 に 2 条 ず つ 。青 灰 色 帯 び た透 明釉 。 ／／ 明

／／ 2 5 9 ／／ ／／ 14 ．2 4 ．6 3 ．8

高 台 は低 い。口縁 部 外 反 、

腰部 は屈 曲。 外 面 は砂 が

付着

素 地 は 白灰 色 で 、精 緻 o焼 成 良 好 0淡 灰 色 釉 。

内 面 に濃 灰 茶 色 の 付 着 物 。 ／／ 肥 前

／／ 2 6 0 ／／ ／／． － 5 ．0 （1．7）
高 台 は低 い o　内底 に 灰 が

付着 ．

素 地 は灰 色 を 帯 び た 白色 。焼 成 良好 。 灰 色

帯 び た釉 。 ／／
初 期 染 付 肥 前

17 C 前

／／ 2 6 1 白　 磁 ／／ － 4 ．5 （1．1） 内底 と畳 付 に砂 目
素 地 は精 緻 。 灰 白色 。 焼成 良好 。 緑 色 帯 び

た 透 明釉 。 ／／ 李 朝

／／ 2 6 2
ク ロ ム
青 磁 ／／ 10 ．0 － （2．0）

高台 は低 い。

口縁 部 は 玉 縁

素地 は 白地 で 、 精 緻 。 焼成 や や 軟 。 淡 緑 色

釉 は厚 い。 ／／

／／ 2 6 3 陶　 器 ／／ 13 ・0
－ － 溝 緑 言緑 、 腰 折 れ

胎 土 に微 粒 の 砂 含 み 、灰 色。 焼 成 良 好 。 半

透 明釉 。 ／／
唐 津 焼

16 0 0 ～ 1 6 3 0 年

／／ 2 6 4 ／／ 片 口 1 2 ．2
－

（3．0） 玉 縁 口縁 。
腰 部 の 屈 曲は 強 い

素地 は暗 灰 色 で 、 や や細 か い。 焼 成 良 好 。

茶 色釉 0 ／／ 高 取 焼

／／ 2 6 5
瓦 質 土

器
鉢 － 1 1 ．4 （3 ．0）

休 部 は 筒 状 。

上 げ 底 °　外 面 に 煤 付 着
胎 土 は大 粒 の 砂 多 い。 焼 成 良好 。 内面 は 暗

灰 茶 色 、 外 面 は 淡 灰 色。 ／／

／／ 2 6 6 ／／ 火 舎
－ － － 胴 部 片

胎 土 に大 粒 の 砂 多 い。 焼 成 軟 。 内面 は 淡 灰

茶 色 、 外 面 濃 灰 茶 色。 外 面 に菊 花 文 と四 桝

文 の ス タ ンプ 。
／／

／／ 2 6 7 ／／ ／／ － － －
口緑 端 部 は 肥 厚 し、 平 坦

部 形 成 。 内面 ヨ コハ ケ 胎 土 に 大 粒 ．の 砂 含 む。淡 茶 灰 色 。焼 成 良 好 。 ／／

－159－
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42 268 陶　 器 摺鉢 － － －

ロ縁部は直立 し、肥厚。

外面に 2 条の沈線。 5 本
単位の下 し目

素地は徴砂を含み、粗い。茶褐色°焼成良
好。小豆色釉を施すo l

SE18
上野 又は高取

17 C

／／ 269 ／／ ／／ － － －

口縁端を下位につまみ出
し、断面三角形の 口縁部
形成

素地 は砂含み、精緻。茶褐色o 焼成軟。黄
茶色釉を 口縁部内外面に施す。 ／／ 唐津焼

／／ 270 ／／ ／／ － － －
休部片、水引 き痕

11本単位の下 し目
素地 は砂粒含み、焼成良好。暗小豆色。 ／／ 備前焼

／／ 271 ／／ ／／ － － －
鹿 部は平底 素地 は砂粒含み、褐色o 焼成良好。暗茶色。 ／／ 国産

／／ 272 ／／ ／／ － － －
休部片、 口縁部屈折 素地 は大粒 の砂を含む。茶褐色。焼成 良好。

／／
唐津焼

内面の下 し目10本単位 言緑部 は暗茶褐色釉。 17 C 代

／／ 273 ／／ ／／ 27 ．5 －
（5 ．0）

T 字口縁 、口緑部は 2 段

に屈折。下 し目は12本単
位、内面 ヨコパケ

素地は砂 を含 み、精緻。焼成良好。 口縁部

は茶褐色釉。 ／／ 小石原焼

／／ 276 ／／ 甕 － － －
胴部片、内面 は青海波叩

き痕

素地は砂粒含 み、粗い。茶褐色、焼成良好。
暗茶褐色釉 を内外面 に施す。 ／／

44 287 ／／ 皿 8・6 3 ．6 3 ．0 完形品、三日月高台
素地は精緻 で、淡灰褐色。焼成良好。縁灰
色釉を全面に施す。

SE 19
井筒
唐津焼 16 C
末～17 C 初

／／ 288 ／／ ／／ 10．8 － 3 ．0 鹿部欠 く、端反 り口縁
素地は精緻で、淡茶 色。暗緑色釉0 貫入o
焼成良好。

SE 19 唐津焼

／／ 289 青　 磁 碗 ？ － 5 ．4 1．3
高台は低い、鹿 部器壁厚

い

素地は徴砂を含み、精緻。灰色。焼成 良好。
見込みに片切彫の文様°　暗線茶色釉を高台

まで塗布。
／／
舶載
明青磁

／／ 290 白　 磁 皿 17 ．8 －
（2 ．3）
休部の屈曲強い。口縁部
外反

素地は精緻で、灰 白色。焼成 良好。青味を

帯 びた透明釉。
／／ 伊万里

／／ 291 青　 磁 ／／ 13 ・6 －
（2 ．5）

口緑端部は外反 し、丸味
をもつ

素地 は徴砂を含み、暗灰色。淡縁灰色釉。

貫入。
／／

／／ 292
瓦質土
器

火合 ．
－ － －

内面指頭圧痕、外面黒色
研磨。外面に 2 条の突帯

胎土 は砂粒含み、焼成良好o 茶灰色。突帯

の間には丸菱のス タンプ。
／／

／／ 293
土師質
土器

摺鉢 － － －

休部片、外面指頭圧痕
内面 ヨコハ ケ、下 し目は

5 本単位

胎土 に大粒 の砂含み、焼成良好。明灰茶色。 ／／

／／ 294
須恵質

鉢 24 －0 － （2 ．8）
口縁端部は上へつまみ上 胎土 は徴砂含み、焼成良好°　暗灰色。 口縁

／／ 東播系
土器 げる 部は濃暗灰色。

／／ 295 陶　 器 不明 － － －
器肉は薄 い。 内面は青海

波叩き痕、外面 タテパケ

素地砂粒含 み、小豆色。焼成良好。濃茶緑
色釉 。 ／／ 李朝

46 298 土師器 皿 6 ・0 4 ．5 1 ．8 糸切 り底 胎土精緻 、焼成 良好。黄褐色～黒褐色。
SE20
一込め

／／ 299 ／／ ／／ 7．3 5 ．0 1 ．5 糸切 り底 胎土に砂粒含 み、黄灰色。焼成良好O ／／

／／ 300 ／／ ／／ － 6 ．0 （1 ．0） 糸切 り底
胎土は精緻、焼成 良好0　内面は淡黄灰色、

外面淡灰色。 ／／

／／ 30 1 ／／ ／／ 8 ．0 6 ・0 1．5 糸切 り底 胎土は精緻。淡黄灰色。焼成良好。 ／／

／／ 302 ／／ 坏 － 7 ．0 ．（1．3） 糸切 り底、板状圧痕 胎土は砂粒含み、淡黄褐 色。焼成良好O ／／

／／ 303 ／／ ／／ － 6．0 （1・5） 糸切 り底、板状圧痕
胎土は精緻、焼成良好。内面 は淡 明褐色、
外面は淡黄褐色。 ／／

／／ 304 ／／ ／／ 12 ．4 8．0 2 ．4 糸切 り底 胎土は精緻で、淡黄灰色。焼成 良好。 ／／

／／ 305 ／／ ／／ 12 ．9 7 ．0 3 ．1 糸切 り底 胎土 は精緻。淡茶褐色。焼成 良好。 ／／

／／ 306 ／／ ／／ 13 ．0 8 ．0 2．9 糸切 り底 胎土 は精緻°　淡黄灰色。焼成良好。 ／／

／／ 307 ／／ ／／ 12 ．9 7 －8 3．1 糸切 り底 胎土 は砂粒を含み、暗茶褐色。 ／／

／／ 308 ／／ ／／ 12 ．7 8 ．0 2 ．7 糸切 り底、 内面に煤付着 胎土 は精緻。淡黄灰色。 ／／

／／ 309 ／／ ／／ 12 ．9 8 ．0 2 ・7 糸切 り底 胎土に長石 を含み、暗茶褐色。焼成良好。 ／／

／／ 310 ／／ ／／ － 10 ．0 （1 ．7．） 糸切 り底 、板状圧痕 胎土に砂粒 を含み 、黒茶褐色O　焼成良好。 ／／

／／ 3 11 ／／ ／／ 14．0 7 ．5 1．9 糸切 り底、器高低 い 胎土精緻。焼成 良好。灰茶褐色～茶色。 ／／

／／ 3 12
瓦質土

鉢 ？ － 4 ．2 （3 ．5）
休部屈曲 し、外反。外面 は 胎土は徴砂含み、粗い。淡茶色。焼成 良好。

／／ 器形不 明
器 へ ラ研磨、内面 に指頭圧痕 外面は濃灰色、内面淡灰茶色。

／／ 3 13 ／／ ／／ 4・8　 （3 ．6）

休部は屈曲 し、外反o　外

面はへ ラ研磨、内面 に指
頭圧痕

胎土は徴砂を含み、粗 い0 茶褐色。焼成軟
弱。外面は濃灰色、内面 は灰色。 ／／ ／／

l160－
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46 3 14 青　 磁 皿 10．8 － （3 ．2） 腰部は屈 曲、口縁外反
素地は徴砂含 み、精緻。胎土は淡茶色。淡
縁灰色釉。

SE20
り方
明

／／ 3 15 ／／ 碗
－ 4 ．6 （2 ．1） 鹿部片、鹿部器壁厚 い 素地は精緻 で、灰色。淡緑色釉。焼成良好。 SE20

裏込め
龍泉窯系

／／ 3 16 白　 磁 ／／ － 5 ．2 （2．2） 鹿部片、高台際ケズ リ
素地は精緻、淡灰茶色。焼成良好0　内面は
灰茶色～暗灰色、外面は淡茶灰色 SIヨ20 Ⅳ類

／／ 3 17 染　 仲 小碗 － － －
口緑部片 、休部 は直線的
に開 く

。
素地 は精緻 で白色°外面に呉須文様° SE20

裏込め
明　 天正か
16C 末

／／ 318 ／／ 皿
－ 5 ．0 （1．5） 鹿部片、 高台は低い

素地 は精緻で、淡茶 白色o　内外面 に呉須文
様。 内底 に牡丹文。 ／／ ／／

／／ 319 陶　 器 碗 15 ・8
－

（4．2） 休部 は直線的に開 く 素地 は精緻で、淡茶色。淡縁灰色釉。 SE20

／／ 320
土師質
土器

焙烙
？ － － －

体部 は垂直 に立つ。外面
指頭圧痕、外面に朕付着

胎土 は大粒の砂含み、粗 い°焼成軟。淡茶
褐色。

SE2 0
一込 め

／／ 321 青　 磁 碗 15 ．8
－

（3 ．0） 口緑片 素地は灰色、砂粒を含 む°暗緑色釉。休部
外面は績蓮弁文。 ／／ 龍泉窯系

／／ 322
瓦質土
器

鍋 24 ．0 － （4 ．0）
休部は直線的に開 く。外
面下位に指頭圧痕、内面

ヨコノヽケ

胎土は砂粒を含み、粗 い。焼成良好。濃灰
茶色°

SE20
り方

／／ 323 ／／ 火舎 － － －
口緑部直 言、外面に 2 条

の突帯
胎土精緻。焼成 良好。灰黄褐色～黒灰色0
突帯の間に丸菱文 のスタンプ。

SE20
一込め

47 324
土師質
土器

鍋 29．8 － （6 －4）
口綾部は 内題する°外面 に
指頭圧痕、外面に煤付着

胎土に砂粒を含 み、粗 い。焼成軟。内面は
茶褐色。

SE20
り方
畿内産

／／ 325 ／／ ／／ － － －
休部は内容気味に開 く。内
面 ヨコパケ、外面に煤付着

胎土に砂粒を含 み、焼成良好。茶褐色。 SE20
裏込め

／／ 326 陶　 器 甕 － － － N 字状口緑
素地は砂粒含 み、焼成良好。内面は暗小豆
色、外面は暗茶色。

SE20
り方

常滑焼

I － 2 期

／／ 327 ／／ 招鉢 － － －
体部片、内面の下 し目 4
本以上

素地は砂粒含み、粗い。焼成軟。暗茶色。 ／／

／／ 328 ／／ ＝土一男互 － 16 ．0 （2 ・5）
鹿部は平 底
休部 は直 線的に開 ．く

素地は砂粒 を含み、褐色。外面は濃茶色 と
灰緑 色釉。 内面は暗線灰色釉。 ／／ 福岡 17 C

／／ 329 ／／ ／／ 12 ．2
－ 3．8

口縁部直 言
端部丸味 をもつ

素地は徴砂 を含み、粗い。焼成良好。 内面

は茶褐色。
SE20
裏込め

／／ 330 ／／ 摺鉢 － － －
体部片、 内面 の下 し目は

8 本単位
素地 は大粒の砂含み、焼成良好o 茶小豆色。 SE20 備前焼

／／ 331 ／／ ／／ － － －
休部片、 内面水引 き痕、
下 し目は 7 本以上

素地 は砂粒含み、精緻。焼成 良好。外面は
濃緑茶色、 内面濃茶色。

SE20
掘 り方
備前焼 Ⅳ期

／／ 332 ／／ ／／ 35 ．8 － （4 ．5）
口縁端部 を上下につまみ
出す。下 し目は 5 本単位 素地に砂粒含み、焼成良好。小豆色。

SE20
裏込 め ／／

／／ 333 ／／ ／／ 31 ．6 －
（7 ．6）

口緑部は くの字形で、外
面は肥厚 させ る。下 し目
は 5 本単位

素地に大粒の砂を含み、茶色。焼成良好。
濃茶色釉を 口綾部に施釉。 SE20 唐津焼

／／ 334 ／／ ／／ 25 ・0 －
（3 ．8）

口縁部は くの字形で、直
言す る。 内面に 5 本単位
の下 し目

素地に大粒の砂含み、内面茶褐色、外面暗
小豆色。

SE20
り方
備前焼 Ⅴ期

48 337
瓦質土

器
．鉢 － － －

口緑部若干肥厚、内面 書

コハケ、外面 タテパケ後
ナデ

胎土に砂粒を含み、焼成 良好。外面は黄灰
色、内面は黒灰色o

SE20
込め

／／ 338 ／／ ／／ － － －
休部は直線的に開 く
内面 ヨコパケ

胎土は精緻で、灰 色。焼成良好0 ／／

／／ 339
土師．質
土器

摺鉢
－ － －

口緑部若干肥厚、内面 ヨ

コパケ、マメツo　外面指
頭圧痕、下 し目ア リ

胎土に大粒の砂含 み、粗 い。茶褐色。 ／／

／／ 340 ／／ ／／ － － －

口縁端部 は肥厚。 内面は

ヨコパケ、外面 タテハケ
後ナデ。 下 し目4 本以上

胎土に大粒の砂含み、粗い。茶褐色。 ／／

／／ 34 1 ． ／／ ／／ － － －
口緑端部 は平坦。 内側に
肥厚。 内面パケメ 胎土に砂粒 を含み、淡茶褐色。 ／／

／／ 342 ／／ ／／ － － －
体部 は直線 的に開 く。内
面 ヨコパケ。下 し目アリ 胎土に大粒 の砂 を含み、焼成良好。明茶色。 ／／

恥34 0 と同 じ
タイプ

／／ 343 ／／ ／／ － － －
口縁部若干肥厚o　内面 タ．

テ、ヨコパケ。下 し目アリ
胎土に大粒 の砂含む。 口縁部は灰茶色。 内
面は茶褐色、外面は淡茶灰色。

SE20
り方
m 33 9と同 じ
タイプ

／／ 344 ／／ ／／

口縁端部 は下位につ まみ
出す。 内面 ヨコハ ケ、外
面 タテハ ケ。下 し目は、

5 本単位°　口緑部内面に
3 条 の沈線

胎土に大粒 の砂を含み、明茶色。 SE20
一込め

／／ 345 ／／ ／／ － － －

口縁部を肥厚。 内面 ヨコ

パケ、外面 タテハケ、指
頭圧痕。下 し目3 本以上

胎土 に砂粒を含み、淡茶褐色。
／／
恥．340 と同 じ
タイプ

／／ 346 ／／ ／／ － － －
休部片。 内面 ヨコハケ。
下 し目は 5 本以上 胎土 に徴砂含み、粗い。淡茶 色。 ／／
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挿
図
番

号

遺
初
番
号

種　 類 器種

法　　 量　 （cm ）

形 態 の 特 徴 文様 ．施釉 ．色調 ．素地等
出土

遺構
備　　 考

口　 径
底　 径

（高台径）

器　 高
（ ）は
現存高

48 347
土師質
土器

摺鉢 27 ．4 11．4 14 ．0

言縁部若干肥厚、 内面マ

メツ、外面 タテノ・ケ。下
し目は 5 本単位

胎土に大粒 の砂を含み、淡茶灰色。焼成 良

好。
SE20
り方

恥343 と同 じ

タイ プ

／／ 348 ／／ ／／ － － －
鹿部器壁薄 い。 内面の下 胎土に大粒 の砂 を含み、粗 い。焼成良好。 SE20
し目は 5 本単位 明茶色° 一込 め

49 349
瓦質土
器

火舎 26．8 22 ．6 24 ・1

体部は筒状、三脚付、外
面の上下位に突帯 2 条、
外面黒色研磨 、内面 タテ・、

ヨコハケ

胎土は粗い。焼成 良好。茶灰色。外面に泊

文 と花文のスタンプ。
／／

5 1 352 土師器 皿 6 ．6 5．0 1．4 糸切 り底 胎土は砂粒を含み、明茶色。焼成軟。
SI）20
井筒

／／ 353 ／／ 坏 11 ．8 7．・0 2 ．8
糸切 り底、体部外面に指
頭圧痕

胎土は 1 ～ 2 m の砂粒含み、茶褐色。焼成

良好。 ／／

／／ 354 ／／ ／／ 10 ・2 7 ．0 1．9
糸切 り底

口綾部外面に媒付着

胎土に 1 m 前後の砂粒含み、焼成 良好。淡

茶灰色。 ／／

／／ 355 ／／ ／／ 9 ．8 6 ．0 2．2 糸切 り底、板状圧痕
胎土 は精緻、焼成 良好。口縁部は淡灰茶色。

明茶褐色。
／／

／／ 356 ／／ ／／ － 8 ・0 （2 ・0） 糸切 り底、板状圧痕 胎土 は精緻、薄茶灰色。焼成良好。 ／／

／／ 357 ／／ ／／ 10．0 7 ．5 1 ・6
糸切 り底 、休部丸味を も

つ
胎 土は徴砂 を含み、淡茶色。焼成良好。 ／／

／／ 358 青　 磁 碗 － 5 ．2 （2 ．4） 畳付に胎 土 日痕
素地は精緻 、乳灰色°　焼成良好。淡縁青色

の釉を高台外面 まで施釉°
／／ 龍泉窯系

／／ 359 ／／ ／／ －
4 ．1 （2 ．8） 輪高台、休部丸味 をもつ

素地は精緻 、淡茶灰色。焼成良好。淡緑茶
色釉。内底 にへラ片切 りの文様° ／／ ／／

／／ 360 白　 磁 ／／ －
6 ．0 （2 ．6）

蛇 ノ目高台、見込 みに沈

線、鹿部器壁厚 い

素地は精緻 、淡茶 色。焼成 良好。淡灰茶色
釉、貫入。 ／／ Ⅳ類

／／ 36 1 染　 仲 ／／ － － －
口縁部外反

素地は砂含み、精緻。 白色。焼成良好。灰

色帯びた透明釉。 外面 圏線 2 条 と文様、内
面 2 条の圏線。

／／ 明

／／ 362 陶　 器 ／／ － 4．0 （1．2） 円盤状高台
素地は明茶色、砂粒含む0　内面茶色釉、露
胎部は明茶褐色。 ／／ 天 日

／／ 363 白　 磁 皿 11 ．0 －
（2．0） 口緑部外反 素地は精緻、 白色。焼成良好。 白色釉。 ．／／ 明

／／ 364 ／／ ／／ 16 ．0 －
（2．3） 言縁部外反

素地 は精緻、 白色。焼成良好。青味帯びた

透 明釉。
／／

／／ 365 染　 仲 ／／ － － －
休部 内題、 口縁部は外反

素地 は精緻で、 白色。焼成良好。 口誘。見

込 みに圏線o
／／ 明末17 C 前半

／／ 366 陶　 器 ／／ 10 ．0 －
（1 ．9） 休部は直線的に開 く

素地 は徴砂を含み、精緻0　明茶色。焼成 良

好0　灰 白色帯びた透明釉。
／／ 唐津焼か李朝

／／ 367
土師質

摺鉢
－ 15 ．6 （5 ．4）

内面ヨコハケ、下 し目は 胎 土に大粒 の砂含み、粗い。焼成良好o 茶
／／
SE18出土鉢 と

土器 5 本単位 、・外面指頭圧痕 褐色。 接合

／／ 368 ／／ ／／ － 15 ．4 （4 ．8）

休部丸味をもつ、外面 タ

テノ・ケ、指頭圧痕。 内面
の下 し目は 3 本 以上

胎土は粗 い。焼成 良好。 内面は淡茶色、外

面は明茶褐 色o ／／

／／ 369 ／／ 鉢
－ － －

言縁部は肥厚
指頭圧痕

胎土は粗い。焼成 良好。 ／／

／／ 370 ／／ 摺鉢 － － －

口縁部若干肥厚 、内面 ヨ

コハケ、マメツ。下し目は
3本以上、外面は指頭圧痕

胎土に大粒の砂含 み、．粗 い。焼成軟。明茶

～淡灰色。
／／

／／ 371 ／／ ／／ 28 ．0 －
（7 ．4）
休部は直線的に開 く。外
面 ヨコ、タテハケ、内面 ヨ

コパ ケ。下 し目4 本以上

胎土に砂粒含み、粗い。焼成軟。 内面は明

茶色、外面は明茶灰色。
／／

52 372
瓦質土

火舎 － － －
言緑端．、外側に肥厚、内 胎土 は淡茶灰色、粗 い。焼成良好。濃灰色。

／／
器 面 ヨコパ ケ 外面 に雲形文のス タンプ0

／／ 373 ／／ ／／ － － －
外面に 2 条の突帯
内面 にヨコノ・ケ

胎土 は精緻、淡茶灰色。焼成軟。濃灰色°

外面 に筋交 いの三桝形文のス タンプ。
／／

／／ 374 ／／ ／／ － － －
脚部片、 内面 ヨコハケ、
休部直線的に開 く

胎土 は 3．mm前後の長石を含み、焼成良好。

灰 色。
／／

／／ 375 ／／ 鉢 36 ．6 －
（5 ．2）

逆L 字状 口縁
内面ヨコハケ

胎土、精緻。焼成良好。濃灰色。 ／／

／／ 376 ／／ ＝こE．宝E － － －
平底、内面 に煤付着、体
部直線的に開 く

胎土粗い。焼成 良好。外面 は灰橙色。 ／／ 備前焼

／／ 377 ／／ 瓶、
－ － －

休部は筒状 胎土は精緻 。焼成軟°　小豆色。 ／／ ／／

／／ 378 ／／ 摺鉢
－ － －

休部直線的に開 く。 内面

マ メツ。下 し目は9本以上

胎土粗い。焼成軟。外面 は褐茶色o　内面は
暗小豆色。 ／／ ／／

／／ 379 ／／ ／／ － 14．5 （5 ．3）
平底、体部は直線的に開

く。外面指頭圧痕、内面
の下 し目7 本以上 ．

．胎土は精緻°　小豆色。焼成良好。 ／／ ／／
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Tab．2　第68次調査遺物一覧表③　不定形土壙．墓．構築物出土遺物

挿
図
番
号

遺
物
番
号

種　 類 器 種

法　　 量　 （cm）

形 態 の 特 徴 文様 ・施 釉 ．色 調 ．素 地等
出土

遺 構
備　　 考

口　 径
底　 径

（高 台 径 ）

器　 高
（ ）は
現 存 高

56 1 陶　 器 碗
－ 5 ．0 （2．3） 高 台 は撥 状 素 地 は灰 褐 色。 黄 灰 褐 色 釉 。 貫 入。 SX01 唐 津 焼

／／ 2 ／／ ／／ － 5 ．0 （2．7）
高 台 は断 面 三 角 形 状 、 休
部丸 味 を もつ

素 地 は 明灰 黄 色 、 精 緻 。 灰 黄 色 を帯 び た 透
明釉 。 外 面 に一 部 緑 釉 。 ／／

肥 前産

17C 後 半 代

／／ 3 ク ロム
青　 磁 皿 9 ・0 2 ・3 1．65

高 台・は低 く内懐 、 休 部 は
丸 味 を もつ 、 口縁 部 は 玉
縁 状

素 地 は灰 白色 、 精 緻 。 青 灰 色釉 。 付 着 物 が
多 い。 ／／ 肥 前産

／／ 4 染　 付 ／／ － 5．7 （1．2） 高 台 は 低 く、 内懐
素 地 は灰 白色 、精 緻 。青 味 を帯 び た 透 明 釉 。
絵 柄 は淡 青 色 。 見 込 み は 飛龍 文 。 圏 線 は 高
台 内 1 条 、 高 台 外 面 2 条 、休 部 下 位 1 条 。

／／ ／／

／／ 5 ／／ 碗
－ － －

蓮 子 癖 、 休 部 丸 味 を も つ
素 地 は灰 白色 、 細 砂 粒 を含 む 。 灰 黄 色 を 帯
びた 透 明 釉 。 絵 柄 は 藍 色。 外 面 は 唐 草 文 、
内面 は 飛 龍 文 。

／／ ／／

／／ 6 陶　 器 ／／ － 4 ・0 （1．6）
鹿 部 片 、 高 台 断 面 は コ の 素 地 は 淡 灰 黄 色 、精 緻 。 焼 成 良 好 0 淡 灰 緑 SXO2

唐 津 系 又 は
福 岡
18 C 前 ～ 中

字 形 色 を 帯 び た 透 明 釉 。 内底 は釉 ハ ギ 。 込 め

／／ 7 ／／ ／／ － 3 ．6 （1．6） 高 台 は 細 く、 撥 状 素 地 は 淡 灰 黄 色 。 透 明釉 。 内底 は 釉 ハ ギ 。
鉄 釉 に よ る絵 か 。 ／／

福 岡 ？
18 C 前 ～ 中

／／ 8 ／／ ／／ － 4 ．0 （2 ．3）
休 部 丸 味 を もち 、 高 台 は
撥 状

素 地 は 暗 灰 色 。焼 成 良好 。 暗 灰 緑 色釉 。休
部 内面 の 中 央 に釉 ダ レ。

SXO2
り方
上 野 ．高 取 系
18／C

／／ 9 ／／ ／／ － 2 ．5 （1．7）
高 台 は 低 い
内 底 に胎 土 日痕

素 地 は 暗 灰 色 、精 緻 。 暗 線 灰 恒 釉 。 休 部下
位 、 高 台 は 茶灰 色。

SXO2
裏 込 め

唐 津 焼 16 C
末 ～ 17 C 初

／／ 10 ／／ ／／ － 2 ．5 （3 ．0）
休 部 は 丸 味 を も つ、 高 台
は 高 い

素 地 は 灰 黄 色。 灰 黄 色 釉 0 SX02
上 野 ・高取 系
17C後 ～ 18C 前

／／ 11 ／／ ／／ － 4 ・2 （3 ．3）
高 台 は細 い 。休 部 は丸 味
を も つ。 腰 が あ る

素 地 は 灰 白 色。 焼 成 良 好 O 灰 緑 色釉 o SXO2
込 め
福 岡 又 は唐 津

18 C 前 ～ 中

／／ 12 ／／ ／／ 5 ・7 4 ．4 5 ．4
高 台 は細 ．い 、休 部 丸 味 を
も つ 、腰 が あ る

素 地 は 淡灰 褐 色 、 精 緻 。 茶 灰 色釉 。 刷 毛 目
文 様 。 ／／

唐 津 焼

18 C 前 ～ 中

／／ 13 ／／ ／／ － 5 ．6 （4 ・1）
休 部 は半 球 形
高 台畳 付 に 目痕

素 地 は淡 灰 白色 。淡 灰 黄 色 を 帯 び た透 明釉 。
休 部外 面 上 方 は釉 が 黄 色 味 を増 す o ／／ 肥 前 17 C 前

／／ 14 ／／ ／／ － 6 ・8 （4．7）
休 部 は丸 味 を も ち、 高 台

は重 厚
素 地 は灰 白色 。 焼 成 良 好 。 茶褐 色 釉 。 内面
に釉 ダ レO ／／

福 岡又 ほ肥 前
17C 後 ～ 18 C
前

／／ 15 ／／ 皿 － 7 ・0 （0．9） 高 台 は 低 く、 内僅
素 地 は痍 灰 黄 色 、 細 砂 粒 を含 む。 透 明 釉 。
外 底 は輪 状 の釉 ハ ギ 。 ／／

福 岡 17 C 末

～ 18 C 前

／／ ．16 ／／ ／／ － 8．0 （1．3）
高 台 は 低 い、 内懐 、 外 底
部 糸 切 り、 内底 に 渦 巻 状

の段
素 地 は灰 白色 、 精 緻 。 茶 灰 色釉 。 ／／ 福 岡

／／ 17 ／／ ／／ 20 ．8 －
（3 ・3） 口縁 は 大 き く外 反

素 地 は 暗 灰 色 。 暗 線 灰 色釉 。 ヨ コ方 向 に 灰
黄 色 の 刷 毛 目文 様 o

SX OZ
掘 り方

唐 津 焼
17末 ～ 18 C 前

／／ 18 白　 磁 小 坏 ．4 ．6 2 ・4 1．6 蛇 ノ 目高 台 、 休 部 は 内題
素 地 は 白灰 色 。 焼 成 良 好。 白色 帯 び た 透 明
釉 。

SXO2
一 込 め

17 C 後 半

／／ 19 ／／ 皿 8．2 3 ．6 2 ．4
貼 付 高 台 は 低 く、 尖 る。
外 鹿 部 は 糸 切 り

素 地 は 淡 灰 白色 、 細砂 粒 を含 む 。 淡 灰 青 色
を 帯 び た 透 明 釉 。 体部 ．内面 は型 紙 摺 りO ／／ ／／．

／／ 20 ／／ 碗 7．0 － （2 ．2） 口緑 部 片 、 器 壁 が薄 い 素 地 は 白色 。 焼 成 良好 。 淡 青 白色 釉 。 内 面
白色 。 ／／ 18 C 前 ～ 中

／／ 21 ／／ ／／ 8．0 － （2 ．4） 体 部 片 素 地 は 灰 白 色 。 焼成 良好 。 乳 白色 釉 。
／／ 18 C 前

／／ 22 ／／ 小 坏 3 ．5 － （4 ・3） 端 反 り形 素 地 は 淡 白 灰 色 。焼 成 良好 。 灰 白色釉 。
／／ 17 C 後

／／ 23 青　 磁 香 炉 － － －
口縁 端部 は肥 厚 す る。
体 部 内 琴

素 地 は 白 色 、精 緻 。 淡 縁 白色 釉 。 休部 内面
露 胎 。 ／／

17 C 後 ～ 18 C
後

／／ 24 栄　 付 小 坏 － 2 ．4 （2 ．5） 端 反 り形 で 、 高 台 は 内懐
素 地 は 灰 白 色 、精 緻 。 淡 灰 青 色 釉 。 高 台 内
露 胎 。 休 部 外面 に淡 灰 青 色 の 菊 花文 様 。 SXO2

肥 前

1630～ 40年

／／ 25 ／／ 碗 － 4 ．4 （2 －2） 休 部 は丸 味 も ち、 高 ・台 は
細 い

素 地 は 白 色 、精 緻 。 淡 灰 白色 釉 。外 底 に文
字 。 圏線 は 高 台 内 1 条 、 高 台 外 面 2 条 。 ／／

肥 前 18 C 前
太 明 年 製 の転
用

／／ 26 ／／ ／／ 10 ．0
－

（4 ．2） 休部 は半 球 形
素 地 は灰 白 色。 焼 成 良 好 ° 灰 白 色釉 O 外 面

に 草 花文 。 言縁 内面 に 釉 ダ レ。 ／／
肥 前
18 C 前 ～ 中

／／ 27 ／／ ／／ 9 ．6
－

（4．5） 体部 は半 球 形 素 地 は 白 色。 淡 灰 色 釉 。 外 面 に花 文 、 高 台
脇 に 圏線 1 条 。 ／／ 肥 前 18 C 後

／／ 28 ／／ ／／ 11．－2 4 ．6 6．0
休 部 は半 球 体 、 内底 に 胎
土 日、 畳 付 砂 付 着

素 地 は淡 灰 白色 0 淡 灰 色 釉 。 圏線 は体 部 外
面 3 条 、休 部 内面 3 条 。 内 底 に文 字 。 外 面

に 文様 。
／／

「大 明成 化 年 ．
製 」肥 前

1650～ 1670年

58 29 ／／ ／／ 13 ．0 － （3・2） 休 部 は簡 形 素地 は淡 灰 白色 。 焼 成 良 好 。外 面 の絵 柄 は
藍 色。 ／／

肥 前
18 C 後　 段 重
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（高台径）

器　 高
（ ）は
現存高

58 30 染　 仲 皿 －
8 ．0 （2 ．1） 高台は低い、休部は丸味

素地は 白色、精緻 。白灰色釉。見込みに コ

ンニャク判。圏線は高台外面 2 条，高台 内
1 条、見込み 2 条。

SXO2
肥前

1690～ 18 C 初

／／ 31
土師質
土器

小鉢 15 ．0 7 ．8 3 ．9
外面指頭圧痕、内面に煤
付着

胎土 に砂粒含み、焼成良好。灰褐 色。 ／／

／／ 32 ／／ 賠烙 16 ．8 －
（3 ・8）

口緑端部丸 く、肥厚
体部外面、指頭圧痕

胎土 は暗茶灰色、砂粒多い。焼成 軟。 ／／

／／ 33
瓦質土
器

摺鉢
－ － －

内面 ヨコハ ケ。下 し目は
2 本以上

胎土 は淡灰褐色。表面は灰色0 ／／

／／ 34 ／／ 捏鉢 － － －

口縁部 は端部をつまみ出
す。 内面 はナナ メ、 タテ

ハケ

胎土は砂粒多 い。焼成良好。明茶褐色。 ／／

／／ 35 陶　 器 摺鉢 14 ．7 －
（5 ．8）

口緑部 は くの字形、端部
丸い°外面 に 1 条の突帯。．
内面に 8 本単位 の下 し目

素地は褐色。暗茶色釉。
SX O2
込め
掘 り方 出土 と
接合　 高取系

／／ 36 ／／ ／／ － － －
Y 字形 口線 、外面 に1条の
突帯0 10本単位 の下 し目

素地は灰褐色o 砂粒含 み、焼成良好。暗茶

褐色。
／／ 唐津系

／／ 37 ／／ 甕
－ － －

言縁部は肥厚 し、沈線が
入 る

素地は暗茶褐色、0．4mm 前後 の砂含む。 ／／ 備前系

／／ 38 ／／ 招鉢
－ － －

口緑部は如意形 に外反 し、
外面に小 さな突帯がつ く

素地は暗灰色、砂粒含む。暗小豆色釉。 ／／ 高取系

／／ 39 ／／ ／／ － － －

注 口が付 く、Y 字形口緑

で、外面に小さな突帯 が
つ く。内面に下 し目

素地 は灰褐色、細砂粒多い。暗茶褐色° ／／
唐津系
18 C 前～中

／／ 40 ／／ ／／ － － －
口緑部は T 字形で、内傾

す る、強い肩がつ く

素地 は暗灰色。暗茶褐色釉。休部外面 に釉

ダ レ° ／／ 唐津系

／／ 4 1 ／／ ー＝土ご．当互 17 ．0 －
7．2
口縁部は肥厚 し、平坦、
平坦面に貝 目痕、内面は
同心 円状叩 き

素地 は暗茶褐色釉。暗黄褐色釉。内外面に

釉 ダ レ。

SXO2
下層
．福岡系

／／ 42 ／／ ／／ － 15 ・2 （4 ．1） 上げ底
素地は暗茶灰色、精緻°　暗茶黒色釉。鹿部

は灰緑 色釉付着。
SXO2
裏込 め
唐津焼

／／ 43 ／／ 甕 － － －

胴 部片 、内外面兵に格子 素地は粗 い。焼成軟O　内面は暗灰色釉、外 SX O2 唐津焼 1630

目叩き 面は暗小豆 色釉0 井筒 年～ 17 C 中

59 52 土師器 皿 － 9 ．6 0 ．7 へラ切 り底 胎土に砂粒が多 い。焼成 良好。淡褐色。 SXO3

／／ 53 染　 付 小碗 6 ．0 2 ．5 3 ．65 端反 り口縁、腰 が強い
素地は精緻、灰 白色。焼成 良好。透明釉。

外面に草花文。
／／
肥前
18 C 前 ～中

／／ 54 ／／ ／／ －
4 ．0 （4 ．0）

体部は丸味をもつ。 素地は精緻。焼成 良好。淡黄褐色。灰 白色
／／
肥前

高台は内懐 釉o　圏線は休部下位に 1 条0 17C 中

／／ 55 ／／ ／／ 8．0 － 3 ．9 体部は丸味をもつ
素地は精緻、乳白色。焼成 良好。灰色帯び

た透明釉。高台脇に圏線。
／／
肥前

17C 後

／／ 56 ／／ 碗 10 ．0 － （4 ・2） 休部は丸味を もつ
素地 は精緻、乳 白色。焼成良好。透 明釉。
外面 に草文O ／／

肥前

18 C 中葉

／／ 57 ／／ ／／ 10 ．0 － （4．0） 休部は半球形、器壁薄い
素地 は精緻、灰 白色。焼成 良好。灰色帯 びた
透 明釉o 休部外面に コンニ ャク判の花文。 ／／

肥前

18 C 前

／／ 58 ／／ ／／ － － － 休部 は丸味を もつ
素地 は精緻、灰白色。焼成良好。乳灰色釉。
外面に草文。 ／／

‰56 と同 じタ
イ プ
18 C 前～中

／／ 59 ／／ ／／ 11．0 4 ．0 5．7
体部内等 し、高台は内債
気味

素地は精緻 、灰 白色。焼成良好。青味帯び

た透明釉。 圏線 は休部外面 1 条、休部下位
2 条、高台内 1 条。外面に草花文。

／／
肥前
18 C 前～ 中

／／ 60 ／／ 皿 － － －
口縁片
体部は丸味をもつ

素地は精緻 、灰 白色。焼成 良好。灰色帯び

た透明釉。1 内面 に草花文。
／／ 肥前

／／ 61 ／／ ／／ 8 ．0 －
（1 ．5） 高台は低 く、内傾

素地は精緻、淡灰 色。透 明釉。 内底に梅花

文。
／／
肥前
17 C 後

60 62 ／／ ／／ 14．2 8 ．2 ・ 4 ・0
高台は低 く、内懐す る。
休部丸味をもつ。畳付砂
付着

素地精緻、灰白色。．焼成 良好O 透 明釉。 内
外面に枝葉文様。外底に文字。文字 は不 明。 ／／

肥前
18C 前

／／ 63 陶　 器 碗 9 ．8 3．6 4 ．8
高台は内懐
休部は半球形

素地精緻、暗灰色。焼成良好。鉄釉 に藁灰
流 しかけ° ／／

小石原
18 C 前～中

／／ 64 ／／ ／／ 11 ．8 4 ・4 5 ．5
高台は低 く、やや内傾、 素地 は精緻。淡黄茶色。焼成良好o 茶色帯

／／
京焼風肥前

外底に 目痕、腰が張る びた透 明釉。外面に草花文° 18 C 前

／／ 65 ／／ ／／ － － －
体部は丸味を もつ

素地は精緻 、灰色。焼成良好。鉄釉o 休部
内面は透 明釉0 ／／

17 C 中

．．1630～ 1650年

／／ 66 ／／ 皿 12 ．8 4 ．2 3 ．6
三 日月高台
休部 は内管す る

素地は精緻 、淡茶色°焼成良好。 内面は緑
灰色釉。見込 みに釉 ノ・ギ0 休部外面は緑色
帯びた透明釉。

／／
京焼か ？

18 C 前
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（高台径）

器　 高
（ ）は
現存高

60 67 陶　 器 皿
－ － －

口縁部は 内債 し、丸味を 素地精緻、小豆色。焼成 良好。透明釉。内
SX O3
唐津焼

もつ 外 に白色の刷毛 目文様。 18 C 前

／／ 68 ／／ 片 口 － － －
口縁部は玉縁状

素地 は淡茶灰色。焼成良好。透 明釉。．口縁
端部 は茶褐色。 ／／

唐津焼

17 C 代

／／ 69 ／／ 摺鉢 － － －

口縁部外面、肥厚 し、直

言す る°　内面に 9 本以上
の下 し目

素地 に砂粒を含み、焼成 良好。茶褐色 と灰
色。 ／／

備前焼 Ⅵ期
17 C 代

／／ 70 ／／ ／／． － － －
口緑部外反、頸部に突帯。
10本単位の下 し目

素地 に砂粒含み、焼成良好。茶褐色。小豆
色釉° ／／ 唐津焼

／／ 71 ／／ 甕
－ － － 内外面に格子 目叩 き

素地 は精緻、淡小豆色。焼成 良好。 内面は
茶色釉、外面は暗小豆色。 ／／ ／／

／／ 72 ／／ ／／ － － －
内面同心 円状叩 き、器壁
薄い

素地 は精緻。焼成良好。小豆色。 ／／
唐津焼
1600年

／／ 73 ／／ 摺鉢 － － －

体部片、 内面．に 軍コ方向

の カキ 目。下 し目は 8 本
単位

素地 は灰色。焼成良好。内面 は茶色、外面

は小豆色° ／／
備前焼

江戸前期

／／ 74
瓦質土

火舎
－ － －

口緑部片。 胎土 は精緻、淡灰茶色。焼成 良好。 内面は
／／器 内面 ヨコ方 向の カキ 目 暗灰色、外面黒色研磨。外面に牡丹唐草文°

／／ 75 ／／ ／／ 28 ．0 － 20・0
口緑部は丸味、脚は 3 本、
内面は ヨコ方 向の カキ 目

胎土 に 5 mm前後砂粒含み、焼成 良好。暗灰
色。外面黒色研磨。牡丹唐草文のスタンプ。 ／／

6 1 76 土師器 皿 7 ．4 5 ．8 1．0 糸切 り底、煤付着
胎土 に 2 ～ 3 mmの砂粒を含み、焼成良好。
淡明茶褐色。

SXO3
4 ・5層

／／ 77 ／／ ／／ 5 ．7 6 ・0 5．7 糸切 り底
胎土 に 2 ′、 3 mmの長石の粒含み、焼成良好。
淡茶灰色。

SXO3
4 層

／／ 78 ／／ ／／ 10 ．0 4 ・8 2．2 糸切 り．底 胎土は精緻。焼成良好。淡黄褐色° SXO3
1 層

／／ 79 ／／ 坏 10 ・0 8 ．2 1．2 糸切 り底 胎土は精緻°　焼成良好。淡茶色。 ／／

／／ 80 ／／ ／／ 11．5 9 ・2 1．9 糸切 り．底 胎土に砂粒含み、焼成良好。淡茶褐色。 ／／

／／ 8 1 ／／ ／／ 12 ．0 － （2．1） 丸底か。煤付着 胎土は精緻。焼成良好。淡茶色。
SXO3

5 層

／／ 82
陶胎 染
仲

皿 14 ．4 8 ．7 3．7
口縁 部 は 内題 気味 に外
反、輪状高台 は断面が三
角形状

素地精緻。焼成良好。灰色の化粧 がけ°　見
込みに五弁花 のコンニ ャク判。

SXO3
3 層

／／ 83 ／／ ／／ 14 ．0 8 ．0 3．7
恥 82 と同一器形 素地精緻 、こげ茶色。透明釉。貫入。 内底 SXO3 伊 万里
高台尖端 は平坦 中央にコンニャク判。 1 層 1750年代

／／ 84 ／／ ／／ 14 ．0 8 ．1 3．9 恥 82 と同一器形
素地は灰色。焼成良好。淡灰色を帯 びた透
明釉°　見込みに五弁花の コンニャク判。貫
入。

SXO3
3 層

／／ 85
青磁染

／／ 14 ．2 8 ．4 4．0
高台は低 く、外底に段が 素地は精緻、乳 白色。焼成良好°　淡縁灰色

／／
伊万里

付 ある。 口縁部 は端反 り 釉。内面 に草文°　内底に コンニャク判。 17 C 後

／／ 86 染　 付 ／／ － 9 ．2 1．0 高．台は低 く、尖 る
素地は精緻、白色。透明釉°内底に印花文。
圏線は見込み に 2 条、体部下位 2 条 、高台
内に 1 条。

SE03
4 層
有田
1660～ 1690年

／／ 87 ／／ ／／ － － －
恥62 と同一個体 素地は精緻 、白色。焼成良好。透明釉°　果 ．SXO3

SK12に同一個
体

1600～ 1670年
鹿部片 実文様。 6 層

／／ 88 ／／ ／／ 14 ．0 － （3．2）
端反 り口縁、 素地は精緻 、乳 白色。焼成良好。透明釉。 SX03
休部丸味 をもつ 内外面に文様。 1 層

62 89 ．陶　 器 ／／ － 5 ．4 （2．0）
高台 は低 く、尖 る。 素地は精緻 、淡茶色0 焼成良好。黄茶色釉。 SX03 現川窯
器壁薄 い 見込みに草木文 で白灰色 と茶色。 3 層 1690年

／／ 9 0 染　 仲 碗 8 ．5 4 ．0 4．4
ほぼ完形 、鹿部が厚 い°体 素地は精緻 、灰色。焼成良好。透明釉。体 SXO3
部 は丸味。畳付 に砂付着 部外面に梅花文。 1 層

／／ 9 1 ／／ ／／ － 4 ．3 （2・0） 高台 は低 く、尖 苧
素地は精緻 、白色。焼成良好。透明釉。外
面に網 目文。

SXO3
3 層

／／ 92 ／／ 小碗 8 ．5 3 ．0 4 ．2
ほぼ完形。休部 は半球形。 素地は精緻 、淡灰色。焼成良好。透明釉。 SX03

18 C 前～中高台は低 い 外面に松枝文。 内外面共貫入。 3．4層

／／ 93 ／／
小坏
？ 6 ・0 －

（2 ．0） 休部 は内湾す る
素地は精緻 、乳 白色。焼成良好。透明釉。
外面に竹英文。

SXO3
1 層

／／ 94 ／／ 碗 10 ．0
－

（2 ．9） 休部 は丸味 をもつ
素地は精緻。焼成良好。乳 白色帯びた透明
釉。外面絵柄 は梅花文。

SXO3
2 層
18 C 前～中

／／ 95 ／／ 小碗 9 ．0 3 ・3 5 ．6
体部 は丸 味をもつ0
高台は細 く尖 る

素地は精緻、淡灰色°　焼成良好0 灰色を帯
びた透明釉0 外面 に草花文。圏線は休部下
位に 3 条。

SXO3
1 層 ／／

／／ 96 ／／ 碗 10．0 4 ．2 5 ．1
休部は半 球形。 素地は賠緻、灰色。焼成良好。透明釉。外

／／
18 C 前半

高台は細 い 面に草花文。 恥．90 と同一
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62 97 染　 付 碗 11 ．0 － （4 ・3） 休部 は半球形
素地 は精緻。灰色帯びた透明釉o　外面 に草
花文。

SX03
6 層
18 C 前～中

／／ 98 陶　 器 ／／ 12 ．5 4．2 6・65
休部 は丸味を もち、 口縁 素地 は精緻、淡茶色。焼成良好°黄土色釉。 SX03

京焼風又は肥
前 18 C 前

部わずか に外反す る 高台は露胎。外面に草花文o 5 層 1 層出土 と接
／ゝ
言

／／ 99 染　 付 ／／ － 4 ．9 （2．7）
鹿部片 、休部は丸味を も

つ

素地 は精緻、淡灰色。焼成良好。透明釉。 SX03
釉 ハギ。圏線 は休部下位に 3 条で暗灰色。 2 層

／／ 100 ／／ ／／ 9 ．9 3 ．8 5．5 休 部は丸味 をもつ
素地 は精緻、 白色。焼成良好。淡灰色を帯
びた透 明釉。外面に網 目文°

SX03
5 層
1670～ 1690年

／／ 101 ／／ ／／ 10 －0 －
（4．4） 休 部は丸味 をもつ

素地は精緻。焼成良好°　淡灰色。透明釉。
内外面共 に網 目文。

SXO3
4 層
18 C 中葉
Tも100 と同一

／／ 102 ／／ 蓋 4 ．3 －
2．1
八角形で、中央部に把手 素地は精緻 、茶色帯 びた 白色。焼成良好。

／／
1690～ 1700年

をもつ 透明釉 、外面 に呉須文様。 初

／／ 103 陶　 器 小碗 － 3 ・4 （2 ．7） 休部は丸 く、腰が ある
素地は精緻。焼成 良好。淡茶灰色を帯びた
透明釉。

SXO3
3 層
京焼

／／ 104 ／／ 碗
－ 3 ．4 （2 ．0）

高台は低い。 コの字形。 素地は精緻。 ク リーム色。焼成良好。黄茶 SXO3
／／休部は丸味をもつ 色帯びた透 明釉。 1 層

／／ 105 白　 磁 猪 口 － 5 ・6 （2 ．6）
桶形の器形
高台低い

素地は精緻 。焼成良好°白色帯びた透明釉。 SX03
3 層

伊万里系 18

C 前半～中葉

／／ 106 ／／ 碗 2 ・4 1．0 1 －2
ミニチ ュアの碗 、体部半
球形

素地精緻0　青色帯 びた透 明釉。焼成良好。
SX O3
4 層 ／／

／／ 107 ／／ ／／ 11．0
－

（3 ．9） 端反 り口縁、端部波状
素地は精緻 、白色。焼成 良好。灰色帯びた
白色釉0　内面は型紙 摺 りの文様°

SX O3
1層
伊万里
18 C 前半

／／ 108 ／／ ／／ 14 ．0 － （5 ．4） 休部は丸味をもつ 素地は精緻、乳白色。焼成 良好。透明釉。 ／／ 伊万里

／／ 109 陶　 器 ／／ 10．9 ． 5 ．2 5 ・1
体部は丸味があ り、腰が 素地精緻、灰白色。 焼成 良好。天 日釉、暗 SXO3 小石原
張る 茶緑色。 3 層 18 C 前

／／ 110
瓦質土

火舎 14・0 10 ・4 9 ．5
休部は桶形、3 脚 が付 くO 胎土に砂粒少ない。焼成良好。外面に 円文。 SXO3

器 内面指頭圧痕、ケズ リ 外面は黒色研磨。 6 層

／／ 111 ／／． ／／ － 15 ．6 （4 ．2）
3 脚付 き 胎土は淡茶褐色 と淡灰青色。焼成軟。外面 SXO3
内底は ヨコナデ は黒色研磨。 4 層

／／ 112 ／／ ／／ － 17 ・P 5 ．1
脚数不明。内面はヨフナ
デ、指頭圧痕

胎土は精緻。焼成良好。暗灰青色0　外面は
黒色研磨。 ／／

63 113
土師質

土器
焙烙 23．0 － 6 ．3

口縁部に外耳が 1 対。
穿孔は 2 つ。丸底。

胎土は精緻。焼成良好。淡茶褐色°
SXO3
1．3 ．6
層

／／ 114 ／／ 蓋 ．9．0 － 1．65
焼塩壷の蓋で、内面に布
目痕。天井部平坦

胎土は精緻0　焼成良好o　明橙 色0
SXO3
1 層

／／ 115 ／／ ／／ － － －
焼塩壷の蓋で、天井部平
坦、内面に布 目痕

胎土に細砂粒含み、焼成良好。 明褐色°
SXO3
6 層

／／ 116 ／／ ／／ － － －

口緑部は肥厚 し、下方へ

つ まみ出す。外面はパケ
後ナデ

胎土 に砂粒含み、焼成良好。淡褐 色。
SX03
4 層

／／ 117 ／／ ／／ － － －

口縁部は肥厚 し、下方へ

つ まみ出す。内外面 ヨコ
ナデ

胎土 に 2 ～ 3 mmの砂粒を含み、焼成 良好o
緑色 の付着物。

SXO3
3 層

／／ 118 陶　 器 摺鉢 － － －

口縁部外反。外面に三角

突帯。 内面に 7．本単位の
下 し目

素地 は精緻0 焼成良好。外面小豆 鮎 ．暗茶

色の釉 で， 内面縁茶色。釉ダ レ。
SX03
5 層 ．

唐津系

17 C 後

／／ 119 ／／ ／／ － － －
休部片。
内面に10本単位の下 し目

素地 は黄土色 と茶褐色。茶色釉。 SXO3
3 層
唐津系

／／ 120 ／／ ．＝土4． － － －
口緑部は玉縁で、内懐す 素地 は精緻 で、暗灰褐色0　焼成良好。 陪茶 SXO3 中国 もしくは

当互 る。 色釉。 6．7層 国産

／／ 121 ／／ 摺鉢 － － －
胴部片。 内面に 7 本以上 素地 は精緻、暗茶褐色。焼成良好。内外面 SX03 唐津系
の下 し目 暗小豆色。 3 層

／／ 122
土師質
土器

七輪 28 ．0 （12．8）

休部 は簡形で、壁は 2 重
構造。 内面上位に鍋受け
突起、 ヨコ方向 カキ 目。
内面 に煤付着

素地に砂粒含み、焼成良好。淡茶褐色。
SXO3
一込 め

素焼 き

67 161 土師器 皿 － 7 ．0 （1．3） 糸切 り底、板．状圧痕
胎土に砂粒含 み、焼成良好。内面は茶褐色。
外面は明茶褐色o

SXO4

／／ 162 ／／ ／／ 5 ．8 －
1 ．3 糸切 り底 胎土は粗 いo　焼成軟。 明茶褐色。 ／／

／／ 163 ／／ ／／ 5 ．8 4 ・2
2 ．0 糸切 り底 胎土に砂粒含み、．焼成軟。淡茶灰色。 ／／

／／ 164 ／／ ／／ 6 ．8
l

1 ．8 糸切 り底 胎土に砂粒含み、焼成 良好。淡茶色。 ／／
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67 165 土師器 坏 7・8 5 ．6 1．・5 糸切 り底 胎土に砂粒含み、焼成軟。茶褐色。 SXO4

／／ 166 陶　 器 碗 － 4 ．2 （2．．6）
休部下位 ケズ リ、休部 は

丸い、高台は内傾
素地は濃灰色、精緻°焼成良好。内面は暗
茶黄色、外面は暗緑色釉。鉄釉。 ／／ 唐津焼

／／ 167 青　 磁 ．＝こヒナ当互 － 10 ．0 （4・7）
脚部片、裾端部は内題、 素地に黒い微粒子含み、精緻。灰白色。焼 SXO4 中国
外面に 1 条の突帯 成良好。緑青 色の透 明釉。内面は露胎0 ベル ト 明前半

／／ 168 ／／ 碗 16 ・0 － （2．3）
口緑部は外反、二次火を 素地は精緻。茶褐色。暗灰緑色釉。外面 に

／／
舶載青磁

受ける へ ラ描 き条痕文。 岡安黒糸

／／ 169 染　 仲 小碗 － － －
口縁部片 素地は白色、精緻。焼成軟。青色帯びた透

明釉° ／／
中国

器壁 は薄 い 明末

／／ 170 陶　 器 摺鉢 20 ．8 －
（4．．2）

口縁部 の上端を上 につ ま
み出す。 内面の下 し目は
8 本 以上 の単位

素地に大粒 の砂含み、焼成良好。内面 は小

豆色。外面 は明小豆色° SXO4 備前焼Ⅳ期

／／ 171 ／／ 瓶
－ 8 ．2 （7．1）

平底 、体 部は簡形、鹿部
器壁 が薄 い

素地は灰色砂粒 を含み、焼成良好。 内面は
小豆色、体部外面は暗い小豆色。 自然釉。 ／／ 備前焼

／／ 172
瓦質土

摺鉢 24 ．0
－ －

口緑端部 、内側 を肥厚 さ 胎土は淡茶灰色。大粒の砂含み、焼成軟。
／／ 大内系器 せる 濃灰色。

／／ 173 ／／ 湯釜 － － －
胴部片、外面 にヨコハ ケ

胎土はやや粗 い°焼成．良好°　内面 は淡茶灰

色、外面は黒色研磨。外面に菊花文 のスタ

ンプ。
／／

／／ ・174 陶　 器 甕 － － －
外面 の突帯 には刻 目があ

る

素地に砂粒 を含み、焼成良好。内面 は暗中
／／
筑前産

豆色、外面 は暗灰色0 17C 前

69 179 土師器 皿 7 ・0 5 ．0 1．3 糸切 り底
胎土に 1 ～ 2 mm前後の砂含み、焼成 良好。
明茶褐 色。 SXO7

／／ 180 ／／ ／／ 7 ．0 5．6 1．45 糸切 り．底
胎土に 1 mm前後の砂多い。焼成 良好。暗茶
色° ／／

／／ 181 ／／ 坏 14 ．6 － （2 ．7） 休部 は直線 的に開 く
胎土 1 ／～ 2 mmの砂含み、焼成 良好。淡灰黄
色° ／／

／／ 182 染　 仲 猪 口 8 ．0 6．0 5 ．95
休部 は桶形 、口縁端部は
輪花状

素地は自灰色砂を含み、．硬い。焼成良好°
透明釉。外面の絵柄は松竹文。 ／／

／／ 183 陶　 器 皿 8 ．2 4．6 2 ・0
体部 は丸味 をもち、高台

は低 い
素地 は白黄色砂粒を含み、焼成 良好°緑色
透明釉。高台内は釉 ハギ、外鹿部輪状 目痕。 ／／

瀬戸 ・美濃系

／／ 184 ／／ ／／ － 3．4 （0 ．9） 碁笥底
素地 は淡灰褐色、細砂粒を含む。焼成良好。
見込み と体部外面に圏線。白灰色釉、貫入。． ／／

明
16 C 前～後

／／ 185 青　 磁 碗 － － －
体部は内題

素地 は灰色、砂を含む。焼成 良好。薄緑色
釉5 圏線は 内面に 1 条。外面 に線彫 り蓮弁
文。

／／ 明

／／ 186
須恵質

瓶 － － －
平底、内面指頭圧痕、外 素地 は茶色 と黒色。砂粒を含み、硬いこ　内

／／ 朝鮮土器 面 ヨコナデ、器壁が薄い 外面 は灰青色°

／／ 187 陶　 器 皿 － ．7・4 （2 ．9）
高台は低 い。胎土 日は見
込み、畳付に 9 個ずつ。

素地 は白色で、 1 ～ 2 mm の砂含む。焼成良
好。 白色透明釉。 ／／ 初期唐津

／／ 188 ／／ 片 口 － － － 口縁部は如意形に外反
素地 は緑茶色、砂を含む°焼成良好。透明
釉。休部下位は露胎。 ／／ 唐津焼

／／ 189 ／／ 大皿 12 ．4 － （3 ．0） 溝緑 口緑
素地 は灰色、砂を含む。焼成 良好。灰白緑
色釉°　口緑部は茶褐色。 ／／

唐津焼
17 C 前

／／ 190
土師質
土器

鍋
－ － －

口縁部は肥厚 させ平坦面
を作 る。平坦面に穴、内面

ヨコパケ。外面に煤付着。

胎土に 1 m 前後の砂含 み、焼成良好。赤味
をもった茶褐色o ／／

／／ 19 1
瓦質土
器

火舎
－ － ー

胴部片 胎土に 2 mm前後の砂粒多 い0 焼成良好°黒．
灰色°外面 に菊花文のス タンプ、黒色研磨。 ／／

／／ 192 ／／ ／／ － － －
胴部片 胎土は灰色、砂粒を含 む°焼成良好。外面

は黒色研磨。外面に花文 のスタンプ。 ／／

／／ 193
陶　 釉 摺鉢

－ － －
胴部片。 内面の下 し目は

9 本単位
素地は灰色、 1 mm 前後 の砂粒を含む。焼成
良好°内面 は明茶褐色、外面は暗茶灰褐色こ ／／

備前焼

／／ 194 ／／ ／／ － － 　　　　　　　　　　　　　　　l
胴部片0　内面の下 し目は

11本単位。器壁が薄い
素地は精緻、淡赤褐 色。砂粒を含み、焼成
良好、堅緻。内外面 は茶褐色° ／／ 肥前系

／／ 195
瓦質土

／／ － － －
内面 ヨコハ ケ、外面タテ 胎土に灰色砂を含む。焼成良好、硬い。灰

色。 ／／器 パケ0　下 し目は 5 本以上

／／ 196 陶　 器 ／／ － － －
胴部片。 内面の下 し目の
密度は高い

素地は レンガ色、砂粒 を含む。焼成良好。
内面は赤茶色、外面 は暗赤茶色。 ／／ 唐津焼

70 199
土師質
土器 ／／ － － －

口緑部は肥厚、休部外面
は タテパ ケ、内面はナナ

メパケ、下 し目は2本以上

胎土に 2 ～ 3 mm の長石 を含み、焼成良好。
茶褐色。 SX lO

／／ 200 土師器 皿 7．6 5 ・0 1 ．6 糸切 り底
胎土に砂粒を含み、焼成 良好。内面は茶褐
色、外面は暗茶色。 SX ll
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70 20 1 土師器 皿 7 ．2 5・0 1．3 糸切 り底
胎土 に大粒の砂含み、焼成軟。内面は明茶
褐色、外面は暗茶色。

SX11

／／ 2 02 ／／ ／／ 7 ．8 5 ．0 1．6 糸切 り底 胎土 に砂粒含み、焼成良好。茶褐色。 ／／

／／ 203 ／／ 坏 － 6 ．8 （0．7） 糸切 り底
胎土 に砂粒少な く、焼成良好。内面は茶褐
色、外面 は褐茶色。 ／／

／／ 204 ／／ ／／ － 7 ．4 （0．7） 糸切 り底、板状圧痕
胎土に砂粒含み、焼成 良好。内面は明茶色、
外面は茶褐色。 ／／

／／ 205 ／／ ／／ 12 ．4 8 ．0 2 ．6 糸切 り底 胎土に大粒 の砂含み、焼成良好。茶褐色。 ／／

／／ 206 ／／ ／／ 12 ．0 8 ．0 2 ．6 糸切 り底
胎土に大粒 の砂含み、焼成良好。内面は明
茶色、外面 は明茶色。 ／／

／／ 207 染　 付 碗 － － －
口縁部片、器壁が薄 い

素地は白色、精緻。淡灰青色を帯びた透明
釉。 ／／ 明末

／／ 208
瓦質土
器

摺鉢 － － －

口縁部は肥厚。外面指頭
圧痕、内面 はヨコパケ、
下 し目は 7 本 以上

胎土に砂粒含 み、淡灰茶色。焼成良好。内
外面は濃灰色。 ／／

／／ 209 陶　 器 ／／ 33．8 －
（5 ．2）

口緑端部をつまみ出して
直 言させる

素地に砂粒含み、焼成 良好。小豆色。 ／／ 備前焼 Ⅴ期

／／ 2 10
瓦質土
器

捏鉢
－ 13．4 （7 ．3）

上げ底。内面 ヨコパケ、
外面に指頭圧 痕。

胎土に 2 mm 前後の砂粒含 み、焼成 良好°　淡
茶灰色。

SX14

71 2 14 土師器 皿 6・8 5．4 1・1 糸切 り底
胎土に砂粒を含み、精緻 °　焼成 良好。淡灰

褐色。
SX16
内側内

／／ 215 ／／ ／／ 7 ．0 4．0 1．4
糸切 り底、 口縁端部に媒
付着

胎土 に砂粒含み、焼成良好0　淡灰黄色。 ／／

／／ 216 ／／ ／／ 9 ．0 7 ．0 1．75 糸切 り底 胎土 に砂粒を含み、焼成良好。淡灰褐色。 SX16
り方

／／ 217 ／／ 坏 10 ．4 7 ．0 2．8 糸切 り底、板状圧痕 胎土 に砂粒を含み、焼成良好。淡灰黄 色。
SX16
内側 内

／／ 218 ／／ ／／ 11 ．0 7 ・2 2．3 糸切 り底 胎 土に細砂粒を含み、焼成 良好。淡灰褐 色。 ／／

／／ 219 ／／ ／／ 13 ．8 10 ・0 2－4 糸切 り底、板状圧痕 胎土に細砂粒を含み、焼成良好。灰茶色°
SX 16
り方

／／ 220 白　 磁 皿 － 5 ．2 （1．3） 高台は細 く尖 る。煤付着
素地は白色、砂粒を含む。 白色、透明釉 。
見込みは釉 ハギ、貫入。

SX 16 明末

／／ 221 ／／ 小碗
－ 3 ．8 （2 ．1）

高台は高 く、細 い。畳仲

に砂 目
素地は白色、精緻0 淡青色を帯びた透明釉。 SX 16

内側 内

／／ 222 青　 磁 ．碗 － 4 ．0 （1 ．6） 高台は細 く尖 る
素地は白灰色、砂粒少 ない。淡縁灰色釉0

休部下位に釉 ダ レ。
SX 16

／／ 223 ／／ ／／ － － －
端反 り口縁 、先端 は尖 る

素地は灰色に、砂粒 を含む。焼成良好。内

外面共に象俵。縁灰色釉。
SX 16
内側内
高麗

／／ 224 染　 仲 ．皿 11・2 5 ．3 2 ．6
碁笥底。口縁部 やや 内懐、
休部は丸味をもつ

素地は 白灰色、精緻0　透 明釉。圏線は休部

下位に 1 条、口緑部内面 1 条、・見込み 1 条。
外面に芭蕉文。

SX 16
り方
明

／／ 225 白　 磁 ／／ －
13 ．0 （1・3）

口縁に輪花°　休部は直線

的に開 く

素地は 白色、精緻 。透明釉。 内面 は型刷 り
陽刻 の波状文。

SX16 肥．前

／／ 226 ／／ 碗 10 ．0 － （4 ．0）
休部は丸味をもつ
器壁薄い

素地 は白色、砂粒少な く精緻。透．明和o
SX16
内側内
17 C 後 ～18 C
初

／／ 227 陶　 器 皿 11 ．4 － （2 ．5） 口縁部は内題気味に外反
素地 は淡灰黄色。砂粒を含み、焼成 良好。
淡灰色釉。 白化粧土。

SX16 唐津焼

／／ 228 ．／／ 小碗 10 ・0 5．6 3 ．8
高台 内を斜めに削る。断 素地 は灰 白色、砂粒を含む。焼成 良好。淡 SX16 筑前産

面は鋭三角形 灰緑色釉、貴人。磁器手。 内側 内 18 C 前

／／ 229 ／／ 皿 － 5 ．0 （3 ．9）
高台撥状。休部は丸味を

もつ。見込み砂 目
素地 は淡黄灰色。砂粒多い。透明釉o ／／

唐津焼
慶長～元和

／／ 230 ／／ ／／ － 4 ．6 （0．9） 高台 は低い。 コの字形
素地は灰茶色、砂粒を含む。焼成良好。透
明釉。内面 隼鉄絵。 ／／

唐津焼 16 C
末～17 C 初

／／ 231 ／／ ／／ － － －
溝縁 口縁 素地は灰 色、精緻。灰緑色釉。 ／／

唐津焼

1630年

／／ 232 ／／ ／／ － 　　　　　　　　　　　　　　　l －
溝縁 口縁

素地は灰白色、徴砂を含む。淡緑色を帯び

た透明釉。 ／／
唐津焼

1600～ 1630年

／／ 233 ／／ ／／ － － －
口綾部 内側 に段 をもつo 素地は茶褐色、砂粒 を含 む。淡灰色釉。 ／／ 唐津焼

／／ 234 ／／ 片 口
－ － －

口縁部は玉縁状 素地は茶褐色、徴砂 を含 む。 暗線茶色釉。 ／／
肥前

17 C 後 ～18 C
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71 235 染　 付 碗
－

8 ．0 （2 ．0） 饅頭芯の鹿部。休部内題
素地は 白色、砂粒 を含む。淡灰色を帯びた
透明釉。外面に貫入。圏線は休部下位に 1
条、高台外面に 2 条°

SX 16
1690年～18 C
初

／／ 236 ／／ ／／ 10・8 4 ．8 5 ．1
高台は断面が三角形。体
部の腰 は強いo

素地は白色、砂粒 を含む。淡縁白色を帯び

た透明釉。 高台脇 2 条、休部下位 1 条、口
緑部外面に 1 条 の圏線。外面に蝶文。

SX16
内側 内 1650～ 1660年

／／ 237 陶　 器 ／／ 11．8
－

（3 ．2） 口緑部 は内等気味 に外反
素地は灰 色、精緻。天 日釉。 口緑端部 は濃
茶色。 SX16 瀬戸 ．美濃系

／／ 238 ／／ 皿 － 5 ．0 （1．4） 高台は細 い 素地は灰色、砂粒少 な く精緻。暗茶褐色釉。
白色化粧土 の刷毛 目。

SX16
内側内
肥前 18 C 前

／／ 239 ／／ 坏
－ － －

口縁部は外反 し、端部は
肥厚

素地 は茶褐色、砂粒を含む。焼成 良好。灰
褐色釉。 白化粧土の刷毛 目文o ／／

唐津 17 C 末

～18 C 中

／／ 240 ／／ 瓶
－ 7 ．4 （7 ・0）

鶴首、平底°　内面に同心
円の叩 き痕

素地 は灰色、徴砂粒含む。藁灰。淡灰 白色
と暗緑色釉。下位 は露胎。外鹿部 に付着物。 ／／

朝鮮唐津
慶長～ 1620年

中国／／ 241 ／／ 壷 10 ．0 － （3 ．6）
口縁端部は小 さく外反、
肩が張る 素地 は暗茶褐色、砂粒多い°暗茶褐色釉。 ／／

72 242
土 師質
土器

鉢
－ － －

口縁端部は若干肥厚。内
面 ヨコパ ケ 胎土に砂粒多いo 焼成 良好。淡灰褐色。 SX 16

り方

／／ 243
瓦質土
器

摺鉢
－ － －

胴部片。 内面 ヨコハケ、
下 し目は 7 本以上

胎土に砂粒含み、淡灰色。焼成良好°外面
は暗灰色。 ／／

／／ 244
土師質
土器

鉢
－ － －

口縁端部 は若干肥厚。 内
面 ヨコパケ

胎土に 2 ／、3 m の砂粒多 い°焼成良好。淡

灰黄色。 ／／

／／ 245 ／／ ／／ 　　　　　　　　　　　　　　　l － －
口縁端部 は内側に肥厚。
内面 ヨコハケ 胎土に砂粒多 く、焼成良好。淡茶褐色°

／／

／／ 246
瓦質土
器

火舎 － － －
脚付。体部 は鉢形 に開く、
内面はヲ コパケ

胎土に徴砂多 く、焼成良好。黒灰色。外面

は黒色研磨。 ／／

／／ 247
土師質
土器

鍋 － － －

くの字形 口縁部 で、端部
をつ まみ 出す。外面に煤
付着

胎土は 3 m 前後 の砂粒を含み、焼成 良好。
淡灰褐色。

SX16
内側内

／／ 248
須恵質
土器

鉢
－ － －

口縁部は玉縁状 胎土に砂粒多 い。焼成良好。内面 は灰色、
外面は暗灰色。

SX16
り方
東播系

／／ 249 陶　 器 摺鉢 － － －

やや上げ底、鹿部は薄い。
内面の下 し目は棒状で、

9 本以上の単位
素地 は暗灰色、徴砂を含む。外面 は小豆色。 SX 16

内側内
備前焼

／／ 250 ／／ 鉢
－ － － L 字形 口縁 素地 は茶褐色、徴砂を含 む。外面に黄茶色

と淡青色の二彩の文様。 ／／
唐津焼 17 C
後～18 C 前

／／ 251 ／／ 甕
－ － －

逆 L 字形 口縁。平坦面に
貝 目痕、肩が張る

素地は暗茶灰色、徴砂 を含む。精緻。暗緑
色釉。 ／／

筑前産
17 C 初

／／ 252 ／／ 摺鉢 24．6 － （5 ．1）
口縁端部をつまみ出 して
直立させる°　内面の下し
目は 7 本単位

素地は砂粒を含み、暗小豆色。表面は暗茶
褐色。 ／／ 備前焼 Ⅳ期

／／ 253 ／／ ／／ － － －

口緑部を肥厚 し、外面 に
2 条の沈 線、内面 はヨコ
ナデ、下 し目は 4 本 以上

素地は砂粒を含 み、淡褐色。表面は茶褐 色。 SX16
り声
高取系

／／ 254 ／／ ／／ 37 ．4 －
（5 ．2）

口緑部は内側につまみ 出
し三角突 帯状。 内面 の下
し目は 3 本以上

素地は茶褐色、細砂粒を含む0．口縁部 は暗
茶色。体部は茶褐色0

SX16
内側内
唐津焼

17 C

74 258 土師器 皿 7 ・5 6 ．2 1．2 糸切 り底 胎土は精緻。焼成良好o 薄茶色。 SX18

／／ 259 ／／ 坏 15 ．0 10 ・0 2・．1 糸切 り底 胎土は粗 い。焼成良好。淡褐色。 ／／

／／ 260 ／／ ／／ 12 ・0 － （2・2） 鹿部を欠 く 胎土 は砂粒少な く、精緻 、茶褐色。焼成良
好o SX19

／／ 261 ／／ ／／ － 10．0 （1．3） 糸切 り底、板状圧痕 胎土 に砂粒少ない0 焼成 良好。淡茶灰色。 ／／

／／ 262 須恵器 蓋 － － －
口縁端部下位をつまみ出
す。 胎土は精緻。焼成良好。灰色° ／／

／／ 263 青　 磁 碗 － 4．6 （2 ．3）
高台は撥状。休部は直線
的に開 く。

素地は精緻、淡灰色0 焼成良好。灰緑色の
透明釉。内面は櫛描文 、列点文。外面は櫛
描文0

／／ 同安窯系

／／ 264 ／／ 瓶 5．8 － 3 ．4 玉緑状 口縁、頸部は筒状 素地は精緻、灰色。青味を帯びた縁灰色釉。
／／

／／ 265
瓦質土
器

角火
鉢 － － －

口縁部直 言、肥厚す る。
内面指頭圧 痕、タテハケ

胎土に大粒の砂 を含み、濃灰茶 色0 焼成軟。

口縁部外面に四方裡文 スタンプ。 ／／

／／ 266 ／／ 摺鉢 － － －
胴部片°内面に ヨコパケ。

下 し目は 5 本単位
胎土は粗い。焼成良好。淡茶灰色。

／／
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74 267
瓦質土

器
担鉢

－ － －
口縁部を肥厚、内面 ヨコ

ノヽケ
胎土 は粗 い°焼成良好。暗灰色。 SX 19

／／ 268 ／／ 火舎 － － －
口縁部片

胎土は精緻°焼成良好。暗灰色。外面は黒

色研磨 。外面 に菊花文 のスタンプ。 ／／

／／ 272 染　 仲 碗 － 4 ．0 （3 ．2）
体部 は丸味を もつ。高台 素地は精緻 、白色°白色釉。圏線は高台 2 条、

SX20
肥前 1690年

は細 い、畳付に砂 目跡 体部下位 1 条 、高台 内 1 条。外面に文様。 ～ 18 C 前

／／ 273
陶　 料 摺鉢

－ － －

Y 字型言縁、外面を肥厚
させ、2 条 の沈線を施す。
内面の下 し目は 7 本単位

素地は茶褐色、砂粒含 む。 口緑部に濃茶色
釉。 ／／

小石原か
17 C 末～ 18 C
前

75 274 土師器 皿 6 ．6 4 ．8 0 吉9 糸切 り底 胎土に砂粒多 く、焼成 良好。淡茶褐色。 SX21

／／ 275 白　 磁 小碗 － 2・3 （1．7）
体部は丸味をもつ。高台

は細 く高い°

素地は精緻、 白色°焼成良好。青味 を帯び

た透明釉。
／／
18 C 後 ～19 C
初

／／ 276 栄　 付 ／／ 6 ．8 2．6 2 ．4
体部は半球形、高台は細

い、畳付砂 目
素地は 白茶色、透明釉。外面に文様。 ／／ 肥前 18 C

／／ 277 陶 ．器 碗 9 ．0 5 ．4 2．6
高台脇 ケズ リ。休部は内 素地 は精緻、淡黄白色。茶色帯びた透明釉°

／／
関西系

琴気味 内外面 に貴人。 18 C 中～末

／／ 278 染　 付 ／／ － 3 ．4 （3・0）
高 台は細 く、高い。体部

は丸味を もつ

素地 は白色 で、精緻。青色を帯 びた透明釉°

内底 ・外面 に絵柄。圏線は高台 2 条、体部
下位 1 条 、・見込みに 2 条。

／／
肥前

19 C 前～幕末

／／ 279 ／／ 皿 11・1 6 ．5 2 ．4
高台は細 い。体部は直線

的に開 く。 口縁部輪花
素地は精緻 、白色°透 明釉。 内面に絵柄° ／／

肥前

19 C 初～幕末

／／ 280 ／／ 碗 10．2 4 ．0 5 －7
高台は外債。 言縁部は端
反 り気味0　腰 が張 る°

素地に細砂粒 を含み 、白色。青色帯びた透

明釉°圏線は見込 みに 1 条、 内面 2 条、外
面に松竹菓文 （型刷）。

／／
肥前
1820年 ～幕末

／／ 28 1 ／／ 蓋 4．8 － 1・3
天井部は丸味をもつ。薬
合子の蓋

素地は精緻で、白色。透明釉 を全面塗布。

天井部外面に花文。
／／
肥前

19C 初～幕 末

／／ 282 ／／ ／／ 9 ．0 －
（2 ．7）

口縁部の内側にかえ し。

つ まみは球形状、土瓶 の

素地は灰色、精緻。外面は灰緑色 を帯びた

透明釉°　貫入°　内面は露胎 。
／／
関西系
19C 末～幕末

／／ 283 ／／ 瓶 7 ．8 －
（1．2） 口緑部片、端部は肥 厚 素地 は粗 い。暗灰色。縁茶色の透明釉。 ／／ 筑前 18 C

／／ 284 陶　 器 摺鉢 37 ．6 －
（10．3）

口緑部は玉縁状に肥厚。
片 口。 9 本単位の下 し目

素地 に砂粒多 い。焼成良好°暗小豆色。 ／／
筑前、又は唐

津 19 C 代

／／ 285 ／／ 水甕
－ － －

口縁部は L 字形、体部は
直線的に開 く

素地 に 2 m 前後 の砂粒多い。焼成良好°茶
褐色。 口緑部外面のみ縁茶色釉。 ／／ 国産

76 287 染　 仲 皿 － 6 ．5 （1・5） 高台は低 く、丸味を もつ
素地は白色、精緻°透 明釉。内面 を分割 し、
草花文を描 く。

SX30
肥前

18 C 中頃か

／／ 288 陶　 器 ／／ －
5 ．8 （1 ・5）

高台は低 く、体部は丸味

をもつ。畳付砂 目
素地は灰色、精緻0 灰色 を帯びた透明釉。 ／／

唐津焼

18 C 前 ～中

／／ 289 染　 付 ／／ － 4 ．8 （1 ．0）
外底を削 り込 み、碁笥底
状にする

素地は精緻で、茶色を帯びた乳 白色°青色

を帯びた透明釉°　内底に草花文。見込みに
・圏線 1 条。

／／
初期 の有 田
163 0～ 1640年

／／ 290 青　 磁 角皿 － － －
体部はやや丸味をもつ。
高台は尖る。畳付に砂 目

素地は 白色、精緻。灰色を帯びた緑色釉。 ／／
有田

1660～ 1670年

／／ 291 陶　 器 甕 － － －
内外面に格子 目叩き、外
面はナデ消 し

素地 に砂粒含み、精緻o　内外面は小豆色～

暗小豆色。
／／ 唐津焼

／／ 292
土師質
土器

七輪 － 13 ．0 10．3

外面指頭圧痕、内面はヨ

コ方 向の カキ 目、底受け
の突帯 1 条

素地 に大粒 の砂粒含む。茶褐色。 ／／ 素焼 き

77 296 青　 磁 碗 16 ・6 6 ・8 7．4
完形品。 口緑部は外反気 素地は灰白色 、精緻0　暗線灰色釉。見込み SX3 1

龍泉窯系

味 、高台は断面 コの字形 「金玉満堂」 の刻 印° 1 － 1 類

79 297 土師器 坏 － 7 －4 （0 ．9） 糸切 り底、板状圧痕
胎土は精緻。焼成 良好。淡灰褐色。茶色の
付着物。

SX32

／／ 298 ／／ ／／ － 8 ．2 （1 ．5） 糸切 り底 、板状圧痕 胎土に細砂粒多い。 淡灰褐色。 ／／

／／ 299
瓦質土
器

火舎 19．2 14 ・6 7 ．9

口縁部の内側 を肥厚 させ

平坦面。脚 仲、内面へ ラ
ケズ．リ

胎土は淡灰黄色。砂粒多い。焼成 良好。外
面は暗灰色、研磨。 ／／

／／ 300 青　 磁 碗 － － － 口緑部は外反
素地は灰 白色。焼成良好。暗線灰 色釉。 口
縁部 内面に 2 条の線彫o ／／ 龍泉窯系

／／ 301
土師書

土器．．
捏鉢

－ － －
口緑部片。端部をつまみ

出す、内面 ヨコナデ
胎土 に大粒の砂含み、明茶褐色。焼成良好。 ／／

／／ 302
瓦質土
器

摺鉢 － － －

口縁部片、若干肥厚、内
面 ヨコハ ケ。下 し目は 6
本 以上

胎土 は暗灰色，細砂粒多い。焼成良好。内

外面 は淡灰褐色。 ／／

／／ 303 陶　 器 甕 － － －
N 字状 口縁

素地に 3 mm前後 の砂粒多 い。暗灰褐色。外

面は暗茶褐 色、内面 は茶褐色。
／／ 常滑焼
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Tab．2　第68次調査遺物一覧表④　その他の出土遺物

挿
図
番
号

遺
物
番

号

種　 類 器種

法　　 量　 （cm）

形 態 の 特 徴 文様 ．施釉 ．色調 ．素地等
出土

遺構
備　　 考

口 l径
底　 径

（高台径

器　 高
（ ）は
）現存高

82 304 白　 磁 碗
－ 6 ．0 （2 ．6） 南台は内懐、休部 は直線

的に開 く
素地は淡灰 白色。焼成良好。透明釉。 A ．BT

／／ 305 土師器 皿 7 ・8 6 ．2 1 ．3 糸切 り底 、板状圧痕

44⊥1

胎土に砂粒 を含む。表面に鉄分付着。灰褐
色。 ／／

／／ 307
瓦質土
器

鉢
－ － －

口縁堀部 は丸味を もつ。
内面 ヨコハケ、外面タテ

ハケ

胎土 に砂粒を含み、暗灰色。焼成良好。 AT SX32石積遺構

／／ 308 ／／ ／／ － － －
口縁部 は肥厚、端部丸い、
内面 ココパ ケ

胎土 に細砂を含み、淡灰黄色o 焼成良好。
／／

／／ 309 土師器 皿 9 ．2 7．0 1．1 糸切 り底、板状圧痕 胎土に砂粒を含み、焼成 良好°暗茶灰色° BT
最下部鉄分含
有層

／／ 310 瓦　 器 ／／ 11．0 － （2 ．5） 体部は内題、 口縁端部 は
丸い

胎土は精緻。淡灰色。焼成良好。内外面は
暗灰色° ／／

／／ 3 11 土師器 坏 12．8 8 ．0 2 ．5 糸切 り底 胎土は灰褐色。焼成良好。
／／

／／ 3 12 青　 磁 碗
－ （5 ．0） （2 ．6） 鹿部器壁が厚い、内底見

込みに沈線
素地は灰 白色。焼成良好。淡青緑 色釉。外
面に櫛描文 ／／

岡安窯系
上層 Ⅳ期杉層

／／ 313
土師質
土器

鍋 29 ．4 （10．4）

口縁 部 は 内題 気 味に外
反 、端部 つまみ出し、外面
下位 ヨコパケ、 内面 ヨコ

ハケ。体部外面 に煤付着

。

胎 土は淡灰黄色。焼成良好。 ／／

炒

／／ 314 青　 磁 ． 皿 9 ．4 4 －0 2．1 腰部は強 い屈折 素地 は灰 白色、精緻。暗灰緑色釉は休部中
位 まで。

素地 は灰 白色、焼成 良好。淡縁灰色釉。内
底 に釉ハギ。内外面に櫛描文。

・素地は淡灰色。淡縁灰色釉。 内外面に櫛描
文。

胎土に砂粒含み、粗 いo 焼成軟。

CT 龍泉窯系

／／ 315 ／／ 碗
－ － － 休部は丸味を もつ

／／ 岡安窯系

／／ 316 ／／ ／／ － 6．2 （3 ．0） 体部は丸味を もつ
／／
岡安窯系

Ⅳ期杉層

／／ 3 17
瓦質土
器

鉢
－ － － 口縁部肥厚

／／

炒

最下部層 ．

／／ 3 18 土師器 坏 14．8 10 ．．0 2 ．4 糸切 り底 胎土は精緻 、淡茶褐色。 ／／ Ⅳ期砂層

／／ 3 19 ・ ／／ ／／ 17・4 6 ．0 2 ．6 糸切 り底 、板状圧痕 胎土に細砂含み、焼成良好。灰褐色。 ／／ 上層

／／ 320 瓦　 器 碗
－ － －

器壁 は薄 い、体部 は丸味
をもつ、 内面へ ラ研磨、
外面 は指頭圧痕

胎土 に細砂含み、淡灰黄色。内面 は黒褐色、
外面 は暗灰黄色。 ／／ 最下 部層

／／ 321 須恵器 高坏 － － －
脚部片 胎土 に砂粒含み、焼成軟。内面 は灰色、外

面 は濃灰色°

胎土に砂粒含み、黒灰 色。焼成良好。

／／ ／／

／／ 322 ／／ 蓋
－ － －

口縁片
／／ Ⅳ期砂層

83 323 土 師器 皿 8 ．0 6．4 0 ・9 糸切 り底、板状圧痕 胎土に砂粒を含み、焼成 良好。淡黄褐色。
畳付の一部は茶褐 色 ・ ／／ ／／

／／ 324 ／／ 坏 12．4 8 ．0 2 ．3 糸切 り底、板状圧痕
。

胎土は精緻。焼成 良好。茶灰色。
／／

／／ 325 青　 磁 碗 15．8 － （3 ．5） 口縁部は外反 気味 素地は精緻。焼成良好。淡灰色。灰黄茶色釉。
外面に櫛描文、 内面に片切彫 りと櫛描文 ／／ 岡安窯系

／／ 326 ／／ ／／ －
（4 ・4） （3 ・4） 休部 は丸 味をも．ち、開 く

。
素地は精緻 、淡黄土色。焼成良好。 オ リ－
ブ色釉。外面 に櫛描文　 内面に片切彫文 ／／ ／／

／／ 327 白　 磁 ／／ 14 ．8
－ （5 ．3） 口縁部外反。 口禿

　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 。
素地に砂粒 を含み、明灰色0 青味 をもった
灰色釉° ／／ Ⅸ類

／／ 328 青　 磁 ／／ － （4 ・5） （2・1） 高台 は低 く、 コの字形
素地 は精緻、淡灰色。焼成 良好。淡縁灰色
釉o 畳付は釉ハギ　 外面は縞達弁文 ／／ 龍泉窯系

／／ 329 ／／ ／／ 16 ・0
－

（5 ．5） 口緑部は外反
。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

素地 は灰色、砂粒少ない。 暗線灰色釉°外
面 に縞蓮弁文　 縞が高い ／／ ／／

／／ 330 白　 磁 ／／ － （6．0） （3 ．2）
高台は高い。体部はやや
内管

。　　　　　　　　　　　　　　°
素地に砂粒を含み、白灰色。焼成良好0 灰
色釉。 ／／ Ⅷ類

／／ 331 瓦質土
器

．＝量コ・宜E － － －
口縁部片で、頸部は短 い
外面にタテパケ

胎土は精緻°焼成 良好°黒色
／／

／／ 332 妬　 器 甕
－ 13 ・4 （4 ．4） 器壁は厚 い、平底 素地に砂粒を含み、焼成良好o 外面は暗茶

褐色、内面は暗灰茶褐色 ／／ 備前焼

／／ 335
土師質
土器

羽釜 33 ・8 － （6 ．4）
休部は内懐 し、外面 に鍔
が付 く

。
胎土に砂粒多 い。焼成良好。休部外面は淡
茶褐色、内面 は淡黄褐色 ／／ 畿内産

84 1 陶　 器 皿
－ － － 口緑部 は外反

。
素地精緻 、淡灰褐色o 焼成良好。 淡緑灰色
釉。 P it02 唐津焼

／／ 2 ／／ 碗
－ 5 ．8 （3．3） 向台は内傾 、鹿部 の器壁

厚 い
素地 に砂粒を含み、暗灰茶褐色。 ／／ ／／

／／ 3 ／／ ／／ 12 ・0 4 ・6 6．1 ．
向台は撥状。休部は内題
気味 に開 く 素地 は淡灰色。焼成良好。飴色釉°黒釉。 ／／

小石原 17 C
末～ 18 C 中

／／ 4 ／／ ／／ 7 ．4 （6 ．3） 蓋物の身°半簡碗形 素地 は灰 白色。焼成 良好。 暗灰褐色釉。休
部外面には草花文。 ／／ 絵唐津
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挿

図
番
号

遺
物
番
号

種　 類 器種

法　　 量　 （cm）

形 態 の 特 徴

文様 ・施釉 ．色調 ．素地等 l霊忘 l

備　　 考

・・・一一・　ら／l∃土ヾ

口 壷 l。芸台芸。l
器　 高
（ ）は
現存高

84 5 陶　 器 鉢 28・4
l
．（7 ・7）

休部内題気味 に開 く、 口

縁部外反

詑 こ琵監 結 語 階 ．悪霊浩聖書警 p

／ヽ

itO2 ＿彩唐津 17

C 後～18 C 中

／／ 6 白　 磁 碗 －
（4．9） （1．6） 高台は断面 コの字形

素地は灰白色°焼成 良好。暗淡緑灰色釉。

見込みに櫛描文 。
P itO4 舶載

85 1 土師器 皿 6 ．2 4．4 1．3 糸切 り底 胎土に砂粒を含み、焼成良好。 明茶褐色。
遺構
面

／／ 2 ／／ ／／ 7 ．2 4 ．4 1・8
糸切 り底、 ロ縁部内面に

媒付着
胎土に 2 m 前後の砂粒を含む。明茶褐色。 ／／

／／ 3 ／／ ／／ 7 ．8 6 ・0 1・3 糸切 り底 胎土 に砂粒を含み、焼成良好。淡黄灰色0 ／／

／／ 4 ／／ ／／ 8－6 6 ．2 1 ．4 糸切 り底 胎土に砂粒 を含み、焼成良好。淡黄茶褐色。 ／／

／／ 5 ／／ ／／ 9 ．0 6 ・2 1 ．4 糸切 り底 胎土に砂粒を含 み、焼成 良好。黄灰褐色。 ／／

／／ 6 ／／ ／／ 10 ．0 7．4 1．7 糸切 り底、煤付着 胎土に砂粒を含み、焼成良好o 暗茶灰色。 ／／

／／ 7 ／／ ／／ 10 ．8 8 ．0 1・6 糸切 り底、鹿部に朕付着
胎土 に砂粒を含み、焼成 良好。淡黄灰褐色。 ／／

／／ 8 ／／ ／／ 14 ．0 10 ・0 1・6 口縁部 は外反
胎土に砂粒を含み、焼成 良好。淡灰茶褐色。

dk．　　　　　　　　　　　　 三重ま

／／ 平安時代

／／ 9
瓦質土

器
高坏 13．8 －

（3 ．2） 口縁部片
豊譜 裟嵩 高急告 1 莞讐 良好。灰 日色。圏 l

靂票讐 黄色。焼成 良好。暗茶色釉・釉 l

／／

／／ 10 陶　 器 碗 11 ・9 －
5 ・0
口緑部下で屈 曲し、 口縁

は外反
／／ 天 目茶碗

／／ 11 ／／ ／／ 11 ．8 4．6 5 ．5 削出 し高台。 口縁外反
霹禦 淡茶色。暗茶色釉・釉厚 い。焼成良 l

禁 票 驚 灰茶色。淡灰色釉。沈線 は見 l

／／ ／／

／／ 12 白　 磁 ／／ － （5 ．5） （2．3） 高台 は高 く、細い ／／ Ⅶ類

／／ 13 陶　 器 皿 － （5 ．7） （1 ．5） 高台は低 い0　内面に 目痕
素地 は 1 ～ 3 m 砂粒を含むo 灰色釉 。内底

に鉄絵草文。
／／ 絵唐津

／／ 14 ／／ ／／ 13．5 4 －4 4 ．0
三 日月高台。腰が強 く張

り、 口縁部 は内題気味に
外反

素地に砂 を含み、明黄茶色。灰緑色粕。内

底に鉄絵 （草文）
／／ ／／

／／ 15 ／／ 碗 － 4．0 （2 ・0） 体部内題、高台は細 い
素地は精緻。 暗灰色。茶緑色釉、鉄釉。畳

付は茶褐色。
／／ 小石原 18 C

／／ 16 ／／ 皿 －
（5・3） （1．7）

高台は低 く、腰が張る。

見込みに 目痕
素地は精緻、黄土色。黄茶褐色釉0 ／／ 唐津焼

／／ 17 ／／ ／／ －
（4 ．6） 二（1．6）

高台は コの字形、腰が張

る°　畳付 と見込に砂 目痕
素地 は精緻、灰色。緑色を帯びた透 明釉°

Fh－　　　　　　　　　　　、／

／／ 古唐津

／／ 18 ／／ 碗 9 ・1 4 ．0 4．6
体部上位が屈折 し、 口縁
部は直 言

素地 は精緻、淡茶灰色0 焼成良好。淡黄茶

色の透 明色釉。外面上部に鉄釉0 草文。

．ァ・．　　　　‾．

／／ 唐津焼 ．

／／ 19 青　 磁 ／／ 16 ．0 － （5 ．8） 口縁部外反
素地 は精緻、灰色°灰緑色釉。内面にへフ

片彫 り文。

・／　　　　　　　　　　　　　dT　　　　　　　　　　　、／

／／ 龍泉窯系 Ⅰ煩

／／ 20 陶　 器 皿 －
（11．8） （1 ．5）

器壁は厚い、見込みに砂

目痕

素地は精緻 、淡茶褐色。焼成良好。淡黄茶

色釉。
／／ 唐津焼

／／ 21 ／／ ／／ － （5 ．4） （1．9）
高台は低い、腰が張 る。
畳付 と見込みに砂 目痕

素地は精緻、茶褐色。焼成 良好。灰色釉。

5．1

／／ 古唐津

ーゝ・土．．
86 22 染　 仲 ／／ －

（5．．5） （1．5）
高台は低い0 断面三角形

．状

素地は精緻、灰 白色。．焼成良好。透 明釉。

畳付 は釉ハギ0
／／ 肥削
1630～ 1650年

／／ 23 陶　 器 鉢 25 ．4 －
（3．7） 口緑部は 内側に屈曲

素地 は精緻。 内面は暗茶黒色、外面 は茶灰

色～淡灰色0
／／ 備前焼

／／ 24 ／／ ー＝量コ．彗互 13 ．7 －
（5 ・0）

口縁端部を外側に肥厚さ

せる　 玉縁状
素地は精緻、茶褐色。緑灰茶色釉。 ／／ 中国舶載

／／ 25
土 師質
土器

鉢 － － －

。

口縁部を肥厚 させ る
胎土に砂粒 を含 み、黄灰色。口緑部は黒色。 ／／

／／ 26 陶　 器 ・＝土さ．宣E 9 ・7 －
（13 ．5）

口縁部外反 、頸部 は細いo

体部の内面に同心 円の叩
き目

素地に砂粒を含み、茶灰色0 茶緑色釉。

－ⅰ・．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）．

／／ 李朝

／／ 27
瓦質土
器

火舎
－ － －

頸部は短い。 口緑部は平

坦面を形成

胎土に 4 m 大の砂粒を含む。口縁部外面に

一辺 5 m の角穴を刻む。外面は黒色、内面
は黄灰褐色。

里

／／

／／ 28 ／／ ／／ － － －
内面 にヨコハ ケ、指頭圧
痕

胎土 に砂粒を含み、焼成良好。暗灰色。。、、

色研磨o 休部外面に草花文の刻印。
／／

／／ 29 陶　 器 ・＝土ゴ．宜E － － －
平底o 体部 は内題気味、
筒状。内面 に叩 き痕

素地に砂粒含 む0 暗茶灰色釉。

LL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O一

／／ 李朝

／／ 30
瓦質土

器
火舎 － － －

体部は内題気味 に開 く。
外面に突帯

胎土に砂粒 を含 み、灰黄褐色。 口縁部下に

花文のスタ ンプ。

三巨

／／

／／ 31 ／／ ／／ 20 ．8 －
（3 ．1）

口縁部は直 言、端部 をつ

まみ 出す。器壁は厚い

胎土に砂粒を含み、暗灰 日色。外面 は黒色研

磨。外面はタテ方 向の粂痕、円状 スタンプo
／／

／／ 32 ／／ 摺鉢 31 ．0 14 ．2 10．9

恒 に砂粒を含み・黒灰褐色～黄灰褐色。 上 ・
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Tab・3　第68次調査出土瓦類一覧表①　軒平瓦

挿

図

番

ロ号

遺

物

番

号

出 土

遺 構
種 類 文 様 厚 さ

上 外 線 下 外 線 脇

区

幅

頸

厚

さ

色　 調 胎　 土 焼 成 形 態 ．製 作 技 法 備 考
厚 さ 高 さ 厚 さ 高 さ

1 0 4 7 S K O 7 軒 平

瓦
唐 草 文 4 ．6 0 ・8 0 ．7 0 ．7 0 ・6 2 ．8 1 ．5 黒 灰 色

大 粒 の 砂 を

含 む 良好
中心 飾 り不 明

ナデ 調 整

1 7 1 1 7 S K 2 1 ／／ ／／ 4 ・7 0 ．9 0 ．2 0 ．7 0 ．3 1 ．5 1 ．6 灰 青 色 砂 粒 を 含 む ／／
ナデ 調 整
中 心 飾 りは 宝珠 形

／／ 1 2 4 S K 2 2 ／／ ／／ 0 ．8 0 ．3 2 ・3 1 ．5 茶 灰 色 精 緻
や や

軟 ヨ コナ デ調 整

3 0 1 3 9
S E 0 4

掘 り方 ／／ ／／ 4 ．5 1 ．3 0 ．3 0 ．9 0 ．4 1 ．6 暗 灰 色 精 良 ／／ 中 心飾 りは三 業 文

／／ 14 0 ／／ ／／ ／／ 3 ．0 0 ．8 0 ．3 0 ．5 0 ．3 2 ．0 1 ・3 淡 茶 灰 色 2 ～ 3 m m 大

の砂 粒 含 む ／／ ／／

3 3 16 0
S E 1 2

井 ．筒 ／／ ／／ 3 ．3 0 ．9 0 ．2 1 －9 2 ．1 暗 灰青 色 精 良 ／／ ／／

3 9 2 3 0 S E 1 5 ／／ － 2 ．0 灰 黒 色 徴 砂 を 含 む 良好
糸 切 り

斜 格 子 状 叩 き 目

4 2 2 7 7 S E 1 8 ／／ ／／ 4 ．4 0 ・8 0 ．2 0 ．9 0 ・3 1 ．2 2 ．3 灰　　 色 1 ～ 3 mm 程

砂 粒 を 含 む

や や

軟
ナ デ 調 整

5 3 3 8 4 S E 2 0 ／／ ／／ 3 ．7 1 ．0 0 ・9 0 ．6 0 ．7 2 ．2 ／／
淡 灰 色 ～

淡 灰 茶 色

大 粒 の砂 を

含 む ナ デ 調 整 A 類

／／ 3 85 ／／ ／／ ／／ 3 ．0 0 ．5 0 ・3 0 ．6 0 ．4 2 ・0
大 粒 の砂 を

含 む

淡 茶 色 ～

濃 灰 色 ／／
ナ デ 調整

中 心飾 りは宝 珠 形 B －Ⅰ類

／／ 3 8 6 ／／ ／／ ／／ 3 ．6 0 ．6 0 ．4 0 ．8 0 ．4 0 ．9 2 ．0 ／／
濃 灰 色 ～

灰 色
砂 粒 を含 む ／／ ／／

／／ 3 8 7 ／／ ／／ ／／ 4 ・4 0 ．6 0 ・4 0 ．6 0 ．4 2 ．1 淡 灰 茶 色 砂 粒 を 含 む ／／ ナ デ調 整 A 類

／／ 3 8 8 ／／ ／／ ／／ 4 ．4 0 ．5 0 ．4 0 ．7 0 ．5 1 ．1 2 ・2
淡 灰 茶 色

～暗 灰 色
砂 粒 を 含 む ／／ ／／ ／／

／／ 3 8 9 ／／ ／／ ／／ 3 ・8 0 ・5 0 ．5 0 ．4 0 ．5 1 ．9 ／／
明茶 褐 色

～ 暗 茶 色

大 粒 の 砂 を

含 む ／／ ／／

／／ 3 9 0 ／／ ／／ ／／ 3 ．4 0 ・5 0 ．4 1 －5 濃 灰 色
大 粒 の 砂 を

含 む ／／ ／／ ／／

／／ 3 9 1 ／／ ／／ ／／ 3 ．4 0 ・6 0 ．5 0 ．7 0 ．5 1 ．5 2 ．5
淡 灰 茶 色

～ 灰 色

大粒 の砂 を

含 む ／／
ナ デ 調整

中 心飾 りは宝 珠 形 C 類

／／ 3 9 2 ／／ ／／ ／／ 4 ．2 0 ．8 0 ．6 0 ．7 0 ．5 0 ．9 2 ．0
や や 赤 味

帯 び た 茶

灰 色

精 良 ／／ ナ デ調 整 D 類

／／ 3 9 3 ／／ ／／ ／／ 3 ．8 0 ．5 0 ．1 0 ．7 0 ．3 1 ．2 2 ．4 ／／
淡 灰 茶 色 ．

～ 濃灰 色

大 粒 の 砂 を

含 む ／／ E 類

／／ 3 9 4 ／／ ／／ ／／ 3 ．8 － － 1 ．3
淡 灰 色～

灰 茶 色
精 良 ／／ ／／ B － I 類

／／ 3 9 5 ／／ ／／ ／／ 3 ・6 0 ．8 0 ．5 0 ・7 0 ．4 2 ．0 ／／
茶 灰 色 ／砂 粒 を 含 む ／／ C 類

／／ 3 9 6 ／／ ／／ ／／ 4 ．1 0 ．6 0 ．6 1 ．1 2 ・0
濃 灰 色 ～

淡 灰 色
大 粒 の 砂 を

含 む
や や
軟 ナ デ 調整 F 類

／／ 3 9 7 ／／ ／／ ／／ 4 ．5 0 ．5 0 ．3 0 ．7 0 ．8 0 ．9 2 ．5 淡 灰 色 大 粒 の砂 を

含 む ／／ ／／ G 類

5 9 4 6 S X O2 ／／
均　 整

唐 草 文 4 ．4 1 ．4 0 ．6 0 ．．9 0 ．6 1 ．3 1 ．8 暗 灰 色 砂粒 を含 む
精 良 良 好

ヨ コナ デ調 整

中心 飾 りは 宝 珠 形

ヨコ ナデ 調 整
／／ 4 7 ／／ ／／ 唐 草 文 4 ．0 0 ・8 0 ・2 0 ．5 0 ・3 1 ．8 暗 灰 色

砂 粒 を 含 み

精 良 ／／

6 9 19 7 S X O 7 ／／ 梅 花 文 4 ．1 － 　　　　　　　　　　　l 4 ・0 1 ．9 灰 青 色 2 ／～ 3 m m の
砂 粒 を 含 む ／／

ヨ コナ デ 調 整 とナ デ調

整

8 7 3 6 ． 遺構 面 ／／ 唐 草 文
－ － 0 ．8 0 ．5 1 ．6 茶　　 色

1 ～ 3 mm 程

の 砂 を 含 む ／／
中心 飾 りは 宝 珠形

ヨ コ方 向 に ヘ ラ ケ ズ リ

／／ 3 7 ／／ ／／ ／／ 1 ・3 0 ．6 1 ．5 良 好灰　　 色 2 ～ 3 mm 程 1

の 砂 を 含 む

ヨ コ方 向 に ヘ ラ ケ ズ リ

後 ナ デ 調 整 、 中心 飾 り

に 三 業 文 （柏 葉 文 ）

高 麗 瓦
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②（軒丸瓦）

挿

図

番

号

遺

物

番

号

出 土

遺 構
種 類 文 様 径

内

区
径

外

区

幅

外　 縁 珠　 文

厚 さ

胴

部

高

色　 調 胎　 土 焼 成 形 態 ・製 作 技 法 備 考

幅 高 さ 径 高 さ

13 8 8 S K 18
軒 丸
瓦

三 巴
文 1 3 ．7 2 ．2 0 ．8 0 ．9 0 ．3 1 ．1 灰 青 色

淡 灰 色 で

砂 粒 を 含

む

－11．・．／／

良 好
巴 文 左 巻 き 、 尾 が 短

い 。 珠 文 は 1 4 個

4 2 274 S E 18 ／／ ／／ － 1 ．9 0 ・7 0 ・8 0 ．2 1 ．2 灰 黒 色
2 mm 削 後

の 砂 粒 を
含 む

／／　 瓦 当 の 一 部 の み

／／ 275 ／／ ／／ ／／ －
0 ．9 0 ．8 0 ．3 0 ．3 1 ．1 － 茶 灰 色 砂 粒 と 徴

砂 含 む

A

や や

軟
瓦 当 の 一 部 の み

5 2 380 S E 2 0 ／／ 卍 文
－

1 ・3 1 ．2 － －
1 ．8 －

茶 灰 色 砂 粒 を 己

む
／／ 瓦 当 の 一 部 の み

／／ 381 ／／ ／／ ／／

1 8 ．5

？

2 0 ．0

1 ・4

？

5 ．5

1 ．3

？

3 ．7

2 ．9 1 3 ．5

や や 赤 味

帯 び た 灰

色

2 ／．－ 3 m m

の 砂 粒 を

含 む

良 好
卍 文 の 高 さ 0 ．8 m 、瓦

当 面 へ ラ 調 整

53 382 ／／ ／／
三 巴

文
1 2 ．6

1 ．O l 0 ．8
0 ．5 0 ．2 1 ．8 －

淡 灰 茶 色

～ 濃 灰 色

砂 粒 を 含

む

′月 詣 左 巻 き ・ 珠 文 は

／／ 383 ／／ ／／ ／／ 13 ．3 1 ．4 0 ・8 0 ．5 0 ．2 1 ．7 －
暗 灰 色 ～

茶 灰 色

砂 粒 を 含

む
／／

巴 文 左 巻 き 、 珠 文 は

16 個

6 4 127 S X O 3 ／／ ／／ （16 ．4 ） 1 ．5 0 ．2 1 ．2 灰 青 色

2 ′～ 3 m 皿

の 砂 粒 含

む
／／

巴 文 左 巻 き 、 珠 文 は

1 2 個

－ 巴 文 左 巻 き 、 尾 は 長

い が 他 の 巴 文 と の 接
続 な し 。 珠 文 は 12 個／／ 128

S X O 3

6 層 ／／ 1／／ 1 4 ・．2 1 ．8 0 ・3 1 ．3 0 ．2 1 ・3 1 4 ・2 灰 青 色

2 ～ 3 m m

の 砂 粒 含
む

／／

／／ 129
S X O 3

3 層 ／／ ／／ 1 3 ・3

1 ．6

？

2 ．3

0 ．3 1 ．0 0 ．3 1 ．8 暗 灰 色
細 砂 を 含

む
／／
巴 文 左 巻 き 、 珠 文 は

9 個

67 175 S X O 4　 ／／
蓮 華

文
1 0 ．0 － 1 ．0 0 ．4 － － 1 ・5 －

灰 褐 色 大 粒 の 砂

粒 含 む
／／
蓮 子 は 欠 損 、

8 弁 め 蓮 華 文

巴 文 左 巻 き 、 珠 文 1 2
個

巴 文 左 巻 き 、 珠 文 1 4
個

7 6 295 S X 3 0 ／／
三 巴

文 ．
（15 ．0 ） 1 ．8 0 ・6 0 ．．9 0 ．2 1 ・9 －

灰　　 色
砂 粒 を 含

む ／／

8 7 3 3 遺 構 面 ／／ ／／ （15 ・0 ） 2 ．8 0 ．7 1 ・0 0 ．4 2 ・牢 －
灰　　 色

1 m m 程 の

砂 を 含 む ／／

／／ 3 4 ／／ ／／

帆 掛

け 舟
文

1 0 ・0 1 ．5 0 ．6 2 ．5 黒 灰 色
徴 砂 を 含

む ／／
帆 掛 け 舟 文 の 高 さ

0 ．3 cm

／／ 3 5 ／／ ／／ 扇 文 9 ．0 2 ．0 黒 灰 ．色

1 m m 程 の

砂 粒 を 含

む

′′ l 扇 文 の 高 さ 0 ．7 cm

③（丸　瓦）

挿
図
番
号

遺
物
番
号

出 土

遺 構

種 類 l
長　　 さ 幅

高 さ 弧 深 色　 調 胎　 土 焼 成 形 態 ・製 作 技 法

／／　　　　　　　．‾

備 考

玉 縁 部 桓 部 前 端 部 後 端 部

8 2 4 S K O 2 丸 瓦
3 ・5 l

－ － － －
黒 灰 ．色 砂 粒 を 含 む 良好

背 はヘ ラ ケズ リの 後 ナ テ 調整 、

谷 は布 目痕

17 1 1 8 S K 2 1 ／／ 3 ．0 － － －
4 ・7 2 ．4

茶 褐 色 ～
淡褐 色

1～ 3 m m程 の
大 砂 粒 含 む

／／ 背 は ナ デ調 整 、 谷 は 縄 紐 痕

／／ 1 2 3 S K 2 2 ／／ － － － － － －
灰　　 色

5 m m程 の 砂
粒 を 含 む ／／ 背 は 縄 目叩 き 、谷 は布 目痕

2 8 1 0 3
S E O 3
井　 筒 ／／ － －

1 2 ．6 － 6．8 5．2 黒 灰 色
大 粒 の砂 を
含 む ／／ 背 は ナ デ 調 整 、谷 は布 目痕

／／ 10 4
S E 0 3
掘 り方 ／／ － － － － － －

灰　　 色
3 m 程 の砂
粒 を含 む ／／

背 は 縄 目叩 き、 谷 は布 目痕

1　　　　　　．、一
3 4 16 5 S E 13 ／／ 2．4 － － 1 2 ．3 5 ．7 3 ．5 暗 灰 色 砂 粒 を含 む ／／

背 は ヘ ラ ケズ リの 後 ナ テ調 整 、

谷 は布 目痕

4 3 28 0 S E 1 8 ／／ － － － － － －
黒 灰 色

1 mm の 砂 を
含 む ／／

背 は縄 目痕 、 谷 は 布 目痕

／／ 2 8 1 ／／ ／／ － － － － 6 ．5 3 ．8 黒 灰 色
大 粒 の 砂 を

含 む
／／
背 は ナ デ調 整 、 谷 は 布 目痕

5 4 3 9 8 S E 2 0 ／／ － － － － 6．0 3 ・9 灰　　 色
大 粒 の 砂 を
含 む

／／ 背 は 縄 目痕 、谷 は布 目痕

㌣ ㌫ 針 竺 日払 ・谷 空 目痕

1

／／ 3 9 9 ／／ ／／ － － － － 5 ．7 3・7 淡 灰 茶 色
大 粒 の砂 を
含 聖

／／

／／ 4 0 0 ／／ ／／ － － － －
5 ．0 2 ．5 淡 灰 茶 色

砂 粒 を含 む
粗 い ／／

背 は ヘ ラケ ズ リの後 ナ テ調 整 、

谷 はヘ ラ ケズ リ、 糸 切 り痕

1　　　　　　　、、‾

／／ 4 0 1 ／／ ／／ － － － －
6 ．4 4 ．2

濃 灰 色 ～

灰 色
砂 粒 を 含 む ／／

背 はヘ ラ ケズ リの 後 ナ テ調 整 、

谷 は縄 紐 痕
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挿

図

番

号

遺

物

番

号

出 土

遺 構
種 類

長　 ．さ 幅

高 さ 弧 深 色　 調 胎　 土 焼 成 形 態 ．製 作 技 法 備 考
玉 縁 部 簡　 部 前 端 部 後 端 部

5 4 4 0 2 S E 2 0 丸 瓦 － － － － 5．6 3 ．7
淡 茶灰 色

～灰 茶 色

大 粒 の 砂 を

含 む 良 好
背 は縄 目痕 と指 頭 圧 痕

谷 は布 目痕

背 はヘ ラ ケズ リの後 ナ デ調 整 、

谷 は縄 目痕

背 は ヘ ラケ ズ リの後 ナデ 調 整 、

中央 部 に 「利 右衛 門」 の 刻 印

背 に は 「六 郎右 衛 門」 の 刻 印 、

ナ デ 調 整 、 谷 は布 目痕

背 は 「左衛 門」 の刻 印 、 タテ ナ

デ 調 整 、谷 は布 目痕

背 は ヘ ラ ケ ズ リの後 ナ デ 調 整 、

「右 衛 門」 の刻 印 、 谷 は 布 目痕

背 は ヘ ラ ケ ズ リの 後 ナ デ 調整 、

「了 三郎 」 の刻 印 、 谷 は 布 目痕

背 は ヘ ラ ケズ リの 後 ナ デ調 整 、

一部 指 頭 圧 痕 谷 は 布 目痕 釘 ｛

／／ 4 0 3 ／／ ／／ 3 ．6 － － － 6．0 3 ．4 黄 灰 色 砂 粒 を 含 む ／／

5 9 4 8 S X 0 2 ／／ 3 ．6 2 3 －6
－ 1 4 ．1 6 ．7 4 ．9 暗 灰 色

大 粒 の 砂 含

む が 細 良 ／／

／／ 4 9 ／／ ／／ － － － － － － 暗 灰 色
細 砂 粒 を 含

む ／／

6 4 13 0
S X O 3

4　 層 ／／ － － － － － － 暗 灰 色
細 砂 粒 を含

む ／／

／／ 13 1 ／／ ／／ － － － － － ー 灰 青 色
細 砂 粒 を含

む ／／

／／ 13 2
S X O 3

5 層 下 ／／ 3・4 － － － 6 ．6 4 ・6 淡 灰 青 色
細 砂粒 を含

む ／／

／／ 13 3
S X O3

3　 層 ／／ 3 ・6 － － 14 ．0 6 ．5 4 ．3 暗 灰 色
細 砂 粒 を含

む ／／

／／ 13 4 S X O 3 ／／ － － － － 6 ．3 4 ．8 淡 灰 褐 色
砂 粒 は含 ま

な い ／／

　ヽ　　　　　　　 　ヽ　ノし

背 は縄 目叩 き痕 、 谷 は布 目痕 、

へ ラ で斜 方 向に ケ ズ リ

背 はヘ ラ ケズ リの 後 ナ デ調 整 、

谷 はヘ ラ ケズ リ と布 目痕

背 は指 頭 圧 痕 、 谷 は布 目痕 、 釘

穴 2 つ

背 はナ デ 調 整 、谷 は布 目痕 、 タ

テ方 向に 深 い ケ ズ リ

／／ 1 3 5 ／／ ／／ 3 ．2
－ － － 6．4 4 ・4 灰 青 色 2 ／～ 3 m m の

砂 粒 を 含 む ／／

／／ 1 3 7
S X 0 3
裏込 め ／／ － － － － 6．2 ． 3 ．9 暗 灰 色 細 砂 含 む ／／

7 0 2 1 1 S X 1 4 ／／ 2 ．9
－ － 1 4 ・0 6 ．6 4 ・2 暗 灰 色

砂 粒 含 ます

精 良 ／／

／／ 2 1 2 ／／ ／／ － － － － ー － 淡 茶 灰 色 砂 粒 を 含 む ／／
背 は ヘ ラケ ズ リの後 ナデ 調 整 、

谷 は 布 目痕 と絶 紐 痕

7 2 2 5 6 S X 1 6 ／／ － － － － － － 黒 灰 色
大 粒 の 砂 を

含 む 1 ／／
背 は 粗 目叩 き痕 、 谷 は 強 い 縄 紐

痕

7 4 2 7 0 S X 1 9 ／／ － － － － 淡 灰 茶 色

5 mm 大 の砂

粒 を 含 む。

精 良
／／
背 は 縄 目叩 き痕 ．一 部 へ ラ ケ ズ

リ、 谷 は布 目痕

7 5 28 6 S X 2 1 ／／ 2 ．4 － － － 6 ・2 3 ・8
暗 灰 色 ～

茶 灰 色

砂 粒 は含 ま

ず精 良 ／／
背 は ヘ ラ ケ ズ リの 後 ナ デ 調 整 、

谷 は 布 目痕

8 7 3 8 遺 構 面 ／／ 2 ・0 2 3 ．0 1 2 ．9 1 3 ．0 6 ．5 4 ．6 黒 灰 色
大粒 の砂 と

徴 砂 を含 む ／／
背 は ヘ ラ ケズ リの 後 ナ デ 調整 、

谷 ヘ ラ ケズ リ

挿

図
番

号

遺

物

番

号

出 土

遺 構
種 類 長 さ 厚 さ

申

前 端 言

宙

後 端 口

弧 深 色　 調 胎　　　 土 焼 成 形 態 ．．製 作 技 法 備　 考 1

17 1 2 5 S K 2 1

．2 2

平 瓦
－ 2．0 － － － 灰　　 色

2 ～ 3 m m 程 の砂

粒 を含 む 良 好 谷 は布 目、 背 に は 斜 格 子 叩 き痕

2 0 7
S E 0 1
井　 筒 ／／ － 1．2 － － － 灰　　 色 精 良 ／／ 背 は ナ デ調 整 、 谷 は 布 目痕

／／ 8 ／／ ／／ 2 5 ．0 2 ・8 2 0 －5 2 0 ．4 1 ．2 濃 灰 色 徴 砂 を含 み 精 良 ／／ ヘ ラ ケ ズ リの 後 ナ デ 調整 井 戸 瓦

／／ 9 ／／ ／／ 2 5 ．0 2 ．8 2 0 ．5 2 0 ．4 1 ．3 濃 灰 色 砂 粒 含 み 粗 い ／／ ヘ ラ ケズ リの 後 ナ デ調 整 ／／

2 6 8 0 S E O 2

掘 り方
／／ － 2 ．1

－ － 2．7 暗 灰 色
大 粒 の 砂 を 含 み

精 良 ／／
谷 はヘ ラ ケズ リ、後 ナ デ調 整 、
背 は離 れ 砂 付 着

／／ 8 1 S E O 2 ／／ 29 ．8 3 ・0 2 5 ．8 2 5 ．8 2 ．0 濃 灰 色 砂 粒 含 む ／／ 谷 は 指 頭 圧 痕 井戸 瓦

／／ 8 2 ／／ ／／ 28 ．8 3 ・1 2 5 ．9 2 5 ・6 2 ．0 濃 灰 色
大 粒 の 砂 を 含 む

が 精 良 ／／
谷 は 指 頭 圧 痕 、 背 はヘ ラ ケズ リ

の 後 ナ デ 調 整 ／／

2 8 10 5
S E O 3

．井　 筒

／／ － 1・9 － － 2 ・1 灰　　 色 大 粒 の 砂 を含 む ／／ 谷 は ヘ ラケ ズ リの後 ナ デ 調 整

／／ 1 0 6 ／／． ／／ 2 9 ．9 2 ．6 2 3 ．7 2 3 ．5 1 ．5 灰　　 色 大 粒 の砂 を含 む や や

軟
背 は ヘ ラ ケ ズ リの後 ナ デ 調 整 S E 0 4 と同 一 規 格

井 戸 瓦

／／ 1 0 7 ／／ ／／ 3 1 ・0 2 ・9 2 4 ．7 24 －．6 1 ．9 灰　　 色 大 粒 の砂 を含 む 良 好 ／／

3 0 1 4 1 S E O4 ／／ 3 0 ．0 2 ．7 2 4 ．0 2 3 ．5 1 ・6 濃 灰 色 小 粒 の砂 を含 む ／／ 谷 は 指 頭圧 痕 、 背 は ナ デ 調 整
S E 0 3 と同 一 規 格

井 戸 瓦

／／ 1 4 2 ／／ ／／ 3 0 ．8 ．3 ・2 2 4 ．5 2 3 ．7 ． 1 ．8 濃 灰 色 大粒 の砂 を 含 む ／／ 指 頭圧 痕 ／／

3 1 1 4 3 S E 0 5 ／／ 2 4 ・9 2 ・8 2 0 ．6 2 0 ．5 1 ．3 濃 灰 色 大 粒 の砂 を 含 む ／／ 背 は ナ デ調 整 井 戸 瓦

／／ 1 44 ／／ ／／ 2 4 ・5 2 ．9 ．2 0 ．6 2 0 ．3 1 ．2
濃灰 色 ～

灰 色
大 粒 の砂 を 含 む ／／

谷 は ヘ ラ ケズ リの 後 ナ デ調 整 、

背 は ナ デ調 整 ／／
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挿
図
番
号

遺
物
番

号

出 土

遺 構
種類 長 さ

厚 さ l

日

幅

匝 可後端 ロ
弧深 色　 調 胎　　　 土 焼成 形 態 ・製 作 技 法 備　　 考

34 164 S E 12 平瓦 29 ．7 3 ．2 － － 0．8
暗灰色～
茶灰色

砂粒を含む 良好 ナデ調整 井戸瓦

／／ 166 S E 13 ／／ 3 ．6 － － 1．4 茶 灰 色
1 mm程の砂粒を

含む ／／ ナデ調整 ／／

SE05 と同一規格
井戸瓦37 211 S E 14 ／／ 25．2 2．8 20 ．5 20 ．4 1 ．5 暗 灰 色

砂粒は含 まれず

精 良 ／／
谷 はヘ ラケズ リの後ナデ調整、

背はナデ調整

／／ 212 ／／ ／／ 25 ・0 2．6 20．5 20 ．4 1．3 暗 灰 色
砂粒 は含 まれず

精 良
／／
谷はヘラケズ リの後ナデ調整、

背はナデ調整
／／

43 282 SE 18 ／／ － 2 ．5 －
灰 黒 色 砂粒を含 む ／／ 糸切 り、直径1．3cm の釘穴有 り

／／ 283 ／／ ／／ 1 ．8 19 ．0 －
2．8 灰 茶 色

3 ～ 4 mm砂粒 を
多 く含む ／／

江デ調整

／／ 285 ／／ ／／ 27 ．5 2 ．9 －
23 ・4 1．5 茶 灰 色 白い砂粒を含む

やや
軟
ナデ調整 井戸瓦

／／ 27…8 2 ．7 －
23 ．2 2 ．0 茶 灰 色

砂粒 は含 まれず
精 良

良好 ナデ調整 ／／
／／ 286 ／／

44 296 SE 19 ／／ 30 ・9

3 ・0

？

3 ．8

24 ・1 24 ．0 2 ．0 濃 灰 色
大粒 の砂含み粗

い

やや
軟
ヘラケズ リの後 ナデ調整 ／／

／／ 297 ／／ ／／ 29 ．2 2 ．9 23．8 23．5 2 ・0 暗 灰 色
砂粒を含 み精 良 良好 ナデ調整 ／／

54 404 S E 2 0 ／／ 1．7

十 淡灰茶色

～明茶褐
色

大粒の砂含み粗

い
／／ 谷には 円状痕、背はナデ調整

／／ 407 ／／ ／／ － 2 ．2 － － 0 ．4 淡灰茶 色 砂粒を含み精良 ／／
谷 はヘ ラケズ リの後ナデ調整 、
背には離れ砂付着、糸切 り痕

59 50 S X 02 ／／ － 1．7 － － 3 ．0 黒 灰 色 砂粒を含む ／／ ヘラケズ リの後 ナデ調整

65 139 SX O3 ／／ 27 ．3 2 ．0 25．3 23 ．2 2 ．1 黒 灰 色 砂粒 を含む ／／ ヘラケズ リの後 ナデ調整

／／ 140
SX O3
4 ．5層

／／ － 1 ．7 － － －
暗灰青色

砂粒は含 まず精

良 ／／ 糸切 り痕、離れ砂付着

／／ 141
S X O3
2 層

／／ － 1．7 － － －
灰 青 色 砂粒を含む ／／ 谷は 「利右衛門」の刻印、糸切 り

／／ 142 S X O3 ／／ －
2 －7
－ － －

灰 茶 色
1 mm程の砂粒を

含む
／／ ナデ調整、釘穴

72 255 S X 16 ／／ 2．・6 －
1 ．6 淡灰色～
濃灰色

砂粒を含む ／／ ナデ調整

⑤　桟瓦．道具瓦・瓦噂

挿
図
番
号

遺
物
番
号

出 土

遺 構
種 類

計 測 値 5単 ㌍ 慧

色 ．調 胎　　　 土 焼 成 形 態 ．製 作 技 法 備　 考

長　 さ 幅 厚　 さ

8 2 5 S K 0 2 桟　 瓦 29 ．7 2 ．0 5 ．0 ． 黒 灰 色 1 m m程 の砂 粒 を 含 む 良　 好 ．ナ デ調 整 16 7 5年 以 降

4 3 2 8 4 S E 1 8 瓦　 埼 2 1．8 3 ．0 茶 灰 色 1 ～ 4 m m程 の砂 粒 含 む や や 軟 ヘ ラ ケ ズ リの後 ナ デ 調 整

54 4 0 5 S土2 0 ／／ （1 1 ．6） 3 ．0
濃 灰 色 ～
淡 茶 色

砂 粒 を 含 むo 粗 い 良　 好 四 角 埼

／／ 4 0 6 ／／ ／／ （7 ．3） 4 ．4 淡 茶 色 大 粒 の 砂 を 含 む ／／ 三 角 埼

／／ 4 0 8 ／／ 伏 間 瓦 （15 ．3）
2．1′－

2 ．．7
濃 灰 色 大 粒 の 砂 を 含 む 。精 良 ／／ ヘ ラ ケズ リの 後 ナ デ調 整

6 5 13 8
S X 0 3
4 ・6層

桟　 瓦 2 0・6 1．9 3 ．．9
淡 灰 色 ～
暗 灰 色

大 粒 の 砂 を 含 む 。 精 良 ／／ ヘ ラ ケ ズ リの 後 ナ デ 調 整

／／ 1 4 3 S X O 3 鬼　 瓦
灰 青 色 砂粒 を含 む ／／

外縁 の一 部 、 接 合 師 こ刻 目が あ

る

69 1 9 8 S X O 7 隅　 瓦 1 6 ・1 1・5 淡 茶 灰 色 大 小 の 砂粒 を含 む ／／ 径 0．9 cm の 釘穴 、 ナデ 調 整

7 4 2 6 9 S X 1 9 ／／ （7 ．8） （1 1 ・5） 2．1
暗 灰 色 ～
茶 灰 色

砂 粒 は 含 ま ず精 良 ／／ 径 0 ．9 cm の 釘 穴 、 ハ ケ 目痕
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Tab．4　第68次調査石製品及び土製品一覧表

m
挿 図
番 号
遺物
番号

出土
遺構

種　 類 器　 種 計　　　 測　　 値　 （単位cm） 石　 材 備　　　　　　 考

1 8 23 SKO2 石 製 品 硯 現存長 5 ．9、厚 さ1 ．1、深 さ0．25 小豆 色
凝灰岩

陸部のみ 1／2残る。表面 は研磨

2 ／／ 土 製 品 人形型 布袋様の顔の部分のみ

3 26 79
SE02
掘 り方

石 製 品 砥　 石 現存長 6 ．5、幅 4 ．4、厚さ最大 1・0、最小 0 ．4 粘板岩 使用に よる磨滅。色調は灰色

4 28 102 SEO3
井筒

土 製 品 鞴羽 口 現存長 6・3、幅 6．2、孔径 2 ．0 欠損大。焼成軟。色調は明褐色

5 30 135 SEO4 石 製 品 硯 現存長 3．1、現存幅 1．8、緑の高 さ0 ．8 粘板岩 陸部一部残 る。小形の硯

6 30 136 ／／ ／／ 挽　 白 直径 38 、上縁 幅2 ．3 、厚 さ2 ．3～ 2 ．6 凝灰岩 下白の受皿部片

7 33 16 1 SE12
掘 り方 ／／ 茶　 目 砂　 岩 下白。擦 り目1 ．5m 幅。 2 ～ 3 m 間隔

8 3 3 163 1 SE12 土 製 品 土　 錘 現存長 3 ・5、最大幅 1．3、孔径 0．6 環状 の土錘で、円筒形

9 SE 14 ／／ 人　 形 頭部欠損。男性の座像°底 に 2 つ の穴

10 ／／ 原　 ．石 滑　 石 色調 は淡灰茶色

11 42 279 SE 18 石 製 品 挽　 臼 直径 34・高 さ10 ．3・芯棒孔径 2 ．4、擦 り目・幅 0 ．4
間隔 0 ．7～ 1 ．9

凝灰岩 上 白。擦 り目は不規則。 8 等区分

12 ／／ ／／ 砥　 石 現存長 5 ．8、幅 2 ・3 書　 岩 茶灰色

13 49 350
SE20
掘 り方 ／／ 板 ．碑 現存長 17 ．8、幅 15 ．2、厚 さ6 －5 砂　 岩

頭頂部は山形。額 との境に薬研彫 りの
横線 2 条。裏は粗 いケズ リ

四方仏。金剛界 四仏か
14 50 351 ／／ ／／ 石　 塔 長 さ1．5・5、幅 15・6、高さ 14 ．0 花 固岩

15 65 144 SXO3 土 製 晶 土　 錘 長 さ3．7 、最 大径 0．9 、孔径 0 ．3 ほぼ完形。環状の土錘で円筒形

16 ／／ ／／ 土　 鈴 1／2が欠損す る

17 ／／ ／／ 人　 形 頭部欠損 0 男性の座像。底に 1 つ の穴

18 ／／ ／／ 魚　 形 1／2 が欠損す る

20 6 7 176 SXO4 石 製 品 硯 現存長 9 ．1、幅 4 ・7、縁の高 さ1．9 砂　 岩 表面 は茶灰色。裏面は黒 色

2 1 7 6 294 SX30 ／／ 石　 錘 長 さ3 ．6、幅 1－9、厚 さ1 4 滑　 石 形態 は楕 円形。紐用 の溝が縦方 向に 1条

Tab／5　第68次調査青銅製品一覧表

Nb．
挿図
番号
遺物
番号
出 土
遺 構 ． 種　　　 類 計　　　 測　　　 値　 （単位cm ）． 備　　　　　　 考

1 SE12 針　　 金 現存長6 ．7 、径0．2

2 ／／ ／／ 現存長3 ・3 、径 0・2

3 3 7 208 SE 14 煙管吸 口部 現存長6 －4、接合部幅 1．1 吸口部端欠損

4 42 278 SE 18 匙 全長 16 ．1 （卿 ま11．5）、受 口部分幅2 ．4 完形。柄が弓な り

5 SXO4 小　　 片 長 さ2 ・8、幅 1．4、厚 さ0 ．．8 塊

6 ／／ ／／ 長 さ2 ．4、幅1 9、厚 さ1．3 塊

7 遺構面 針　　 金 現存長3 ．6 ＋2 ・1、径0 ・2 L 字型に曲がる

8 ／／ 器種不明　 円盤状 径5 ．8、厚 さ0 ．5、裏に0．5 の折 り返 し 一部欠損

9 ／／ ／／ 径4 ．75、．厚さ0 ．15、中心部 と間隔1 ．3で上 ．下部に径0 ．4 の穴 中心部少 し盛上が る

10 ／／ ／／ 径5 ・3、厚さ1．7、1内部中心 に長 さ1 ．3、幅0・9で柱状支えか ？ 毒物か ？表面 に鳳凰

11 ／／ 器種不 明　 棒状 全長14．7、径 0．4～0・3 両端が細 い

12 ／／ ．器種不 明 現存長5 ．3 、幅2 ．1、高 さ2 ．3 煙管の雁首の ように先が広がる

13 ／／ ／／ 現存長3 ・9 、幅 1．1、厚 さ0 ・2 内部空潤

14 ／／ ／／ 全長3 ．3 、幅 1．1～0 ・5、厚 さ0 ．6 片端が細 い

15 ／／ ／／ 現存長3 ．7、幅 1・2、厚 さ0 ．3 若干琴 曲す る
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Tab．6　第68次調査鉄製品一覧表①

lh
挿 図

番 号

遺 初

番 号
出 土 遺 構 種　　 類

計　　 測　　 値　 （単 位 cm ）
・備　　　　　 考

長　 さ l 幅 厚　　 さ

1 S K O l 釘
3 ・7 l

0 ．6 0 ．5

S K 0 2 ／／ 現 存 長 4 ．3 1 ・2 1 ．7
2

3 ／／ ／／ 現 存 長 3 ．1
1 ．1

0 ．9 ／／～ 0 ．6
1 ．1 ／へ－0 ・6 先 端 部 欠 損 。 琴 曲

4 ／／ ／／ 現 存 長 2 ．1 0 ．7 ～ 0 ．3 0 ．8 ／／～ 0 ・3 頭 部 欠 損

5 ／／ ／／ 現 存 長 4 ・3 2 ・3
1 ．1 ～ 0 ．8

1 ．4

0 ．8 ′～ 0 ．2
先 端 部 欠 損 ／

6 S K 1 4 ／／ 現存 長 5 ．7
1 ．1

0 ・8 ／－ 0 ・5

0 ．8

0 ．7 ／／～ 0 ・5
先 端 部 わ ず か に 欠損

7 S K 1 9 ／／ 3 ．0 0 ．9 ／／～ 0 ．3 0 ．5 ～ 0 ・3

8 ／／ ／／ 現 存 長 2 ．5 0 ・7 0 ・8 頭 部 欠 損

9 1 4 1 0 8 S K 2 0 刀　 子 現 存 長 7 ．6 1 ．0 ／～ 0 ．4 0 ．6 ′－ 0 ．3 刃 部 破 損 ．

1 0 ／／ 鉛 現 存 長 1 4 ・1 2 ．5 ′～ 1 ・6 1 ．0

1 1 ／／ 釘 4 ．8 0 ．7 0 ．7 曲 ．が って い る

1 2 1 8 1 3 0 S K 2 1 ．2 2 ／／ 現 存長 8 ．0 2 ．1 ～ 0 ・7 1 ．8 ／一一0 ・5 先 端 部 わ ず か に 欠損

．1 3 ・S K 2 4 ／／ 現 存 長 4 ・7 1 ．2 ～ 0 ．8 1 ・0 先 端 部 欠 損

14 S E 0 1 ／／ 現 存 長 6 －6 0 ．．6 0 ．4 頭 部 欠 損

15 S E O l 井 筒 ／／ 現 存 長 4 ．8 3 ．3

2 ．3 ～ 1 ・3

2 －1

1 ・8 ′－ 0 ．9
先 端 部 欠 損

16 ／／ ／／ 現 存 長 4 ．5 0 ．9 0 ．6 先 端 部 欠 損

1 7 S E 02　 掘 り方 ′／ 5 ．8
1 ．6

0 ．9 ／～ 0 ．3
1 ．0

1 8 ／／ ／／ 現存 長 3 ・6
1 ．0

0 ・5 ～ 0 ．4

0 ．9

0 ・6 ／～ 0 ．3
先 端 部 欠 損 。 頭 部 を折 り曲げ る

1 9 ／／ ／／ 現 存長 4 ．一8
0 ．7

0 ．5 ／／～ 0 ・4
0 ．8 ～ 0 ・5 先 端 部 欠 損

2 0 ／／ ／／ 1 1 ・5 1 ．3 1 ．1

2 1 ／／ ／／ 現 存 長 1 ．9 0 ・9 0 ．7 先 端 部 欠 損

2 2 ／／ ／／ 現 存 長 2 ．4 0 ・9 0 ．8 先 端 部 欠 損

2 3 ／／ ／／ 現 存 長 3 ．3 0 ．5 0 ．6 小 片 。 先 端 部 と 思わ れ る

2 4 ／／ ／／ 現存 長 2 ．2 0 ．5 0 ・4 小 片 。 先 端 部 と思 われ る

2 5 ／／ ／／ 4 ．1
1 ．0

0 ．7 ～ 0 ．5

0 ．8

0 ．6 ／／～ 0 ．5
曲 が って い る

2 6 ／／ ／／ 現 存 長 4 ．6 0 ．5 0 ．5 頭 部 欠 損

2 7 ／／ ／／ 3 ．7
0 ．6

0 －5 ′～0 ・2

0 ．6

0 ・4 ／一一0 ・1
頭 部 を折 り曲げ る

28 ／／ ／／ 5 ．3
1 ．0

0 ・8 ～ 0 ・2

0 ．6

1 ．0 ～ 0 ．2

2 9 2 5 7 8 SE O2　 井 筒 ／／ 9 ．1
2 ．6

2 ・0 ／～ 1 ．1

1 ．5

1 ．4 ～ 0 ．9
先 端 部 欠 損

3 0 ／／ ／／ 現存 長 6 ．芋 1 ．1 ～ 0 ．6 1 ．2 ／／～ 0 ．9 先 端 部 欠 損

3 1 ／／ ／／ 現 存 長 4 ．1 0 ．9 0 ．8 先 端 部 欠 損

3 2 ／／ ／／ 現 存 長 3 ．1 1 ．4 ／～ 0 ．8 ． 0 ．9 先 端 部 欠 損 0 頭 部 を 折 り曲 げ る

3 3 ／／ ／／ 4 ．4
1 ．1

0 ．6 ／～ 0 ．5
1 ・0 ～ 0 ．7

3 4 ／／ ／／ 現 存 長 4 ．3 0 ・7 0 ．6 頭 部 欠 損

3 5 ／／ ／／ 現 存 長 7 ．3 0 ．7 0 ．6 頭 部 欠 損 ．

3 6 2 5 7 7 ／／ ／／ 7 ．4 0 ．7 0 ．6 両 先 端 が 曲が って い る

3 7 ／／ ／／ 現 存 長 4 ．1 0 ．6 0 ．8 先 端 部 欠 損

3 8 ／／ ／／ 現 存 長 2 ．0 0 ．6 0 ・6 頭 部 欠損
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Tab・6　第68次調査鉄製品一覧表②

Ih
挿　 図

番 号

遺 物

番 号
出 土 遺 構 種　　 類

計　　 測　　 値　 （単位 c m ）

備　　　　　 考
長　　 さ 幅 厚　　 さ

3 9 S E O 2　 掘 り方 釘 か ？ 現 存 長 6 －1 1 ．8 1 ．2 曲 が って い る

4 0 ／／ ／／ 現 存 長 2 ．9 0 ．8 5 0 ．5 随 3 9 と 同 形 状 の 小 片

4 1 S E O 3　 井 筒 ．釘 6 ．0 0 ．8

0 ．4 ．－0 ．2

0 ．6

0 4 ／～ 0 2

4 2 ／／ ／／ 現 存 長 7 ．0 1 ．8 ／～ 0 ．8 1 ．2 先 端 部 欠 損。 頭 を折 り曲げ る

4 3 ／／ ／／ 4 ・5 1 ．2 0 ・8

4 4 ／／ ／／ 現 存 長 2 ・9 1 ．0 0 ．9 先 端 部 欠 損

4 5 3 0 13 7 S E 04　 掘 り方 鍵 か ？ 2 ．5 0 ・7 1 ．0

4 6 3 0 13 8 S E 0 4
のみ
聖 か ？ 1 1 ．2 1 ．7 1 ．7

4 7 S E O 4　 掘 り方 釘 7 ・6 1 ．5 1 ・2 ．

4 8 S E O 4　 井 筒 ／／ 9 ．7 1 ．4 1 ．4

4 9 S E 1 2 銘 現 存 長 6 ・4 2 ・0 ／－ 1 ．2 0 ．6 ～ 0 ・2

5 0 ／／ 釘 6 ・4 1 ．8 0 ．6 曲 が っ て い る

5 1 ／／ ／／ 5 ．4 1 ．3 1 ．3

5 2 ／／ ／／ 現 存 長 4 ．6 1 ．0 ／～ 0 ．6 1 ．1 頭 部 欠 掴

5 3 S E 12　 井 筒 ／／ 現存 長 4 ．6 0 ．7 ／～ 0 ・4 0 ・5 わ ず か に両 端 が 欠 損

5 4 3 7 2 0 7 S E 14 ／／ 現 存 長 7 ．3 2 ．5 2 ．6 木 質 残 る

5 5 ／／ ／／ 現 存 長 4 ．6 1 ．3 1 ．2 先 端 部 欠 損

5 6 ／／ ／／ 5 ．7 1 ．2

0 ．9 ′、0 8

1 ．3

0 9 ～ 0 7

5 7 ／／ ／／ 現 存 長 5 ．0 2 ．2 ／一一0 ．9 1 ・8 先 端 部 欠 損

5 8 ／／ ／／ 現 存 長 6 ．5 2 ．0 ～ 0 ・7 1 ．2 ′－0 ．6 先 端 部 欠 損。 木 質 残 る

5 9 ／／ ／／ 現存 長 5 ・0 2 ．1／～ 0 ．7 1 ．1／～ 0 ．5 先 端 部 欠損 。 木 質 残 る

6 0 ／／ ／／ 現存 長 5 ・7 1 ．1 1 ．0 頭 部 欠損

6 1 3 9 2 3 2 S E 15　 井 筒 釣　 針 7 ・4 2 ．9 0 ．5 返 り が逆 に付 い て い る

6 2 3 9 2 3 1 S E 15　 掘 り方 ／／ 現 存 長 4 ．8 2 ・1 0 ．4 基 部 を欠 く

6 3 S E 15 釘 4 ．8 0 ．7 ／～ 0 ．3 0 ・7 ／～ 0 ．3 頭 を 折 り曲げ る

6 4 ／／ ／／ 現 存 長 2 ・5 0 ．8 0 ．6 先 端 部 欠 損 。 頭 を折 わ曲げ る

6 5 ／／ ／／ 現 存 長 3 ・2 0 ．5 0 ・6 頭 部 欠 損

6 6 ／／ ／／ 6 ・1 0 ．7 0 ・8

6 7 ／／ ／／ 現存 長 5 ．3 1 ・1～ 0 ・6 1 ．1 ／～ 0 ．4 先 端 部 わ ず か に欠 損

6 8 ／／ ／／ 現存 長 3 ．3 0 ．9 ／～ 0 ．3 0 ．7 先 端 部 欠損

6 9 ／／ ／／ 現 存 長 3 ．1 0 ．4 0 ．4 頭 部 欠 損

7 0 S E 15　 掘 り方 ／／ 現 存 長 3 ．2 0 ．9

0 6 ／～ 0 4

1 ．2

0 2

7 1 ／／ ／／ 現 存 長 3 ．6 ・0 ．9

0 ・6 ／～ 0 4
0 ．9

0 8 ／～ 0 6
先 端 部 欠 損

7 2 ／／ ／／ 現 存 長 1 ．5 0 ．8 0 ．6 先 端 部 欠 損

73 ／／ ／／ 6 ・4 0 ．4 0 ・4 頭 部 欠 損

7 4 ／／ ／／ 現 存 長 6 ．4 1 ．3

1 ・0 ～ 0 5
1 ．2

0 9 ′、 0 3
頭 部 わ ず か に 欠損

7 5 S E 1 8 ／／ 4 ・4 0 ・9 ／～ 0 ．3 0 ．8
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Tab．6　第68次調査鉄製品一覧表③

N o
挿 図

番 号

遺 物

番 号
出 土 遺 構 種　　 類

計　　 測　　 値　 （単 位 c m ）
備　　　　　 考

長　　 さ 幅　　　　　 厚　　 さ

7 6 S E 1 9 釘 現存 長 3 ．5 0 ．7 0 ．7 曲 が って い る

7 7 S E 1 9　 裏 込 め ／／ 現 存 長 4 ・2 現 存 幅 1 ．4 ～ 0 ．6 1 ．2 へ／0 ・4 先 端 部 欠 損 。 頭 部 は折 り曲げ る

7 8 ／／ ／／ 現 存 長 4 ・7 現 存 幅　 1 ．8 1 ．3 先 端 部 欠 損 。 頭 部 は 折 り曲 げ る

7 9 ／／ ／／ 現 存 長 6 ．5 0 ．9 ′～ 0 ．5 0 ．7 ～ 0 ．5

8 0 S E 19　 掘 り方 ／／ 4 ．7
0 ．9 ・

0 ・6 ～ 0 ．4

1 ．1

0 ．6 へ／0 ．4
頭 部 は折 り曲げ る

8 1 S E 19　 井 筒 ／／ 現 存 長 3 ．2 0 ．6 0 ．6 先 端 部 欠損

8 2 ／／ ／／ 現 存 長 2 ・2 0 ．3 0 ．5 頭 部 欠 損

8 3 S E 1 9 井 筒 内下 層 ／／ 4 ．8 0 ．8 ／～ 0 ・2 1 ．0 ′、／0 ．3 曲が って い る

8 4 4 7 3 35 S E 2 0　 裏 込 め ／／ 8 ．6 2 －0 ／～ 0 ．6 1 ・1 ／～ 0 ．8

8 5 S X 0 1 ／／ 6 ．6
0 －3

0 ．2 5 ／／～ 0 ．1

0 ・3 5

0 ．2 5 ～ 0 ．1

8 6 S X 0 2　 下 層 ／／ 現 存 長 2 ・7
1 ．0

0 ．5

0 ．7

0 ．5

8 7 ／／ ／／ 現 存 長 3 ．1 0 ．9 1 ．0 先 端 部 欠 損 、

8 8 ／／ ／／ 現 存 長 2 ．7 1 ．1 1 ．1 先 端部 欠 損

8 9 6 3 12 4 SX O3　 4 ． 5 層 庖　 丁 2 1 ．4 3 ・8 0 ．4 刃 部 に 欠損 が あ る

9 0 6 3 12 5 S X O3 不　 明 現 存 長 4 ・7 1 ．9 0 ．8 刃 部 切 先 部 分 と 思わ れ る

9 1 6 3 12 3 S X O 3　 1 層 鉛 現存 長 16 ．3 0 ．8 1 ．3 両 端 が 開 い て い る

9 2 S X 0 3 釘 現 存長 5 ．2 1 ．4 0 ・7 先 端 部 欠 損

9 3 ／／ ／／ 6 ．1
．0 ・6

0 －5 ／／～ 0 ・2
0 ．5

9 4 ／／ ／／ 現 存 長 4 ．2 ．0 ．8 ／／～ 0 ・4 0 ．5 先 端 部 欠 損 。 頭 部 は 折 り曲 げ る

9 5 6 3 1 2 6 ／／ ／／ 7 ．6 0 ．9 へ／0 ．3 0 ・5 頭 部 が くの字 に 曲が る

9 6 S X O 3　 3 層 ／／ 現 存 長 4 ．2 0 ．9 ／一一0 ．6 0 ．7 先 端部 欠 損

9 7 S X 0 3　 4 層 ／／ 現 存 長 5 ．1 0 ．5 0 ．6 先 端 部 欠損

9 8 SX 03　 滞 桝 内 ／／ 7 ．1
2 ．9

1 ．6 ～ 0 ．6

1 ．7

1 ．0 ／～ 0 ・6
木 質 が 残 る

9 9 ／／ 刃　 物 現 存 長 2 ．8 1 ・3 0 ．8

10 0 ． S X O 4 釘 7 ．3 1 ．4 ～ 0 ．6 ． 1 ．0 頭 部 は 折 り曲 げ る

10 1 ／／ ／／ 現 存長 4 ・8 0 ．4 0 ．4 頭 部 欠 損

1 02 ／／ ／／ 現 存 長 3 ．6
0 ・7

0 ．6 ／／～ 0 ．2
0 ．5 先 端 わ ず か に 欠 損

1・0 3 ／／ ／／ 現 存 長 3 ．5
0 ．9

0 ．5 ～ 0 ．4
0 ．6 先 端 わ ず か に 欠 損

1 0 4 S X 0 4　 ベ ル ト ／／ 現 存 長 7 ．3 1 ．4

1 ．1 ．－0 ．8

1 ．4

1 ・1 ．－0 ．8
先 端部 欠 掴

1 0 5 S X O 7 ／／ 9 ．5
4 ．2

0 ．9 へ／0 ．6

1 ．8

0 ．7 ／）0 ．5
頭 の 部 分 が長 い

1 0 6 ／／ ／／ 7 ・5 1 ．3 ～ 0 ．7 1 ．2

10 7 SX l 0 銘 4 ．2 2 ．7 ／～ 0 ．9 1 ・2

10 8 7 2 2 5 7 S X 1 6　 内 側 内 朝 ？ 現存 長 5 ．9 1 ．9 （0 ．3 ） 1 ．4 （1 ．5 ） 中空 に な って い る

10 9 ／／ 釘 3 ・2 0 ・7 0 ．7 L 字 型 に 曲 が ．る

1 1 0 ／／ ／／
現 存 長 6 ．7 l 2 ．9 ～ 1 ．2

．1 ・9 へ／0 ．7 先 端 部 欠 損

1 1 1 S X 1 8 ／／
現 存 長 6 ・6 l 0 6㌔ ～。．。 0 ．7

0 ・6 ／／～ 0 ・3
頭 部欠 損

1 1 2 S X 19 ／／
5 ．7 1 ㌔ ？8 ～。・。 1 ．5

0 ．8 ～ 0 ．6
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Tab・6　第68次調査鉄製品一覧表④

m
挿　 図

番 号

遺 物

番 号
出 土 遺 構 種　　 類

計　　 測　　 値　 （単位 c m ）

備　　　　　 考
長　　 さ 幅 厚　 書

1 13 S X 19 釘 現 存 長 7 ．4 1 ・4

0 ．9 ／～ 0 ．5

1 ．2

0 ．9 ～ 0 ．6
先 端 部 欠 損

1 1 4 ／／ ／／ 5 ・9
1 ．1

0 ．6 ／～ 0 ．5

0 ．8

0 ．6 ～ 0 ．5
頭 部 が 潰 れ て い る

1 1 5 ／／ ／／ 現 存 長 5 ・0 0 ・6 ／～ 0 ．4 0 ・7 へ／0 －3 頭 部 欠 損

1 1 6 ／／ ／／ 現 存 長 3 ．6 0 ．7

0 ．5 ～ 0 ．3

0 ・6

0 ．5 へ／0 ．4
先 端 部 欠 損 o 頭 部 は 潰 れ て い る

1 1 7 7 4 2 7 1 ／／ ／／ 現 存 長 8 ．8 0 ．6 0 ー6 両 端 部 欠 損

1 1 8 ／／ ／／ 現 存 長 2 ．9 0 ．8 ／、 0 ．3 0 ・6 先 端 部 欠 損 。 頭 部 は折 り曲 げ る

1 1 9 ／／ ／／ 現 存 長 3 ．6 0 ・6 ～ 0 ．3 0 ．5 頭 部 欠 損

1 2 0 S X 2 0 ／／ 現 存 長 5 ．1 2 ・4 ／～ 1 ・3 0 ・9 先 端 部 欠 損 。 木 質残 る

1 2 1 ／／ ／／ 現 存 長 4 ．5 1 ．9 1 ．4 先 端 部 欠 損 。 木質 残 る

1 2 2 ／／ ／／ 現 存 長 4 ．6 0 ．8

0 ．6

1 ．1

0 ．8 ／～ 0 ．7
先 端 部 欠 損

1 23 S X 2 1 内 ／／ 現 存 長 3 ．8 1 ．8 1 ．3 先 端 部 欠 損

12 4 ／／ ／／ 現 存 長 4 ．6 1 ．3 ／～ 0 ・6 1 ．2 頭 部 欠 損

12 5 ／／ ／／ 現存 長 2 ．9 0 ．6 ／／～ 0 ．3 0 ・9 ′、 0 ・4 頭 部 欠 損

12 6 ／／ ／／ 4 ・5 0 ．6 ／～ 0 ．3 0 ．6 頭 部 は折 り曲げ る

12 7 7 6 2 9 3 S X 3 0 ／／ 現存 長 5 ．8 3 ・1 へ／0 ．8 1 ・2 先 端部 欠損 。 木 質 残 る

12 8 S X 3 2　 上 面 ／／ 3 ．1
1 ・0

0 ．6 ／一一0 ．3 0 ．7 ／～ 0 ．4 頭 部 は折 り曲げ る

12 9 Ⅳ 期 砂 層 ／／ 5 ．4 1 ．5 ／／～ 0 ・3 1 ．3 ．－0 ．3

1 3 0 ／／ ／／ 現 存 長 2 ・9 1 ．4 1 ．5 先 端 部 欠 損

1 3 1 ／／ ／／ 現 存 長 2 ・5 2 ．2 ／／、 1 ．5 1 ・4 先 端 部 欠 損 。 頭 部 は折 り曲 げ る

1 3 2 ／／ ／／ 現 存 長 9 ．2 1 ．3 ．－0 ．9 1 ．5 ／、 0 ．6 ． 先 端 部 は 少 し欠 損

1 3 3 P i tO 1 ／／ 6 ．1 1 ・0 ／～ 0 ．3 1 ．1 ／～ 0 ・5 ／

1 3 4 ／／ ／／ 6 ・4 1 ．2 ～ 0 ．4 1 ．2 ～ 0 ．3

1 3 5 ／／ ／／ 現 存 長 3 ．8 0 ．5 ′、 0 ・3 0 ．4 木 質 残 る

1 3 6 P i tO 2 鉛 現 存 長 3 ．9 1 ．6 ／～ 0 ．5 0 ．7 ／、 0 ．5 コ の 字 型 に 曲 が る

1 3 7 ／／ 釘 現存 長 3 ．6 1 ．2 1 ．0 ．－0 ．4 先 端 部 欠 損 。頭 部 は折 り曲げ る

1 3 8 ／／ ／／ 現存 長 3 ．5 1 ．1

0 ．8 ／／－0 ．2
1 ．0 ～ 0 ．5 頭 部 の 一 部 欠損

13 9 ／／ ／／ 現存 長 3 ．4 1 ．0 0 ．8 く の 字 に 曲 が る

14 0 遺 構 面 ／／ 9 ．3
1 ．5

1 ．0 へ ／0 ．6
1 ・5 ／～ 0 ．6

14 1 ／／ ／／ 現存 長 3 ・1 1 ．6 1 ．4 5 先 端 部 欠損

14 2 ／／ ／／ 現 存 長 3 ．4 5 0 ．7 ． 0 ．7 先 端部 欠損

14 3 ／／ ／／ 6 ・3 0 ・5 ／～ 0 ．2 0 ．8 ～ 0 ．2

14 4 ／／ ／／ 現 存 長 8 ・1 1 ．1 ／～ 0 ．4 0 ．7 ／、／0 ．4 先端 部 わ ず か に 欠 損

1 4 5 不　 明 ／／ 5 ．7
1 ・4

0 ．9 ／～ 0 ．5
1 ．2 ／－ 0 ・6 S K 2 1、 又 は S X 1 1

1 4 6 ／／ 器 種 不 明 4 ．8
1 ．0

0 ・7 ′、 0 ．5 0 ．8 ／～ 0 ．3 頭 部 を折 り曲げ る。S K 2 1 、又 は S X l l

1 4 7 ／／ 釘 7 ・2
1 ．8

0 ．8 ／～ 0 ．3
1 ．2

0 ．6 ／～ 0 ・4
頭 部 を折 り曲げ る。S K 2 1 、又 は S X l l

1 4 8 ／／ ／／ 現 存 長 7 ．7 1 ．2 1 ．2 頭 部 欠 損 。 S K 2 1 、 又 は SX l l

1 4 9 ／／ 刃　 初 現 存 長 2 ．9 1 ．9 1 ．7 S K 2 1 、 又 は S X l l
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Tab．7　第68次調査SXO2．03出土木製品及び竹製品一覧表

N o
挿 図

番 号

遺 物

番 号
．出土 遺 構 種　 類 樹 種 計　　 測　　 値　　 （単位 c m ） 木 取　 り 備　　　　 考

1 5 9 4 4 SX O 2 漆 器 椀 高 台 径　 5 ．0 現 存 高　 2 ．6

内 外面 は黒 湊 。 内面 の み 朱

漆 を 上 か ら塗 布 °　漆 の 塊 が

内 面 に付 着

2 ／／ 4 5 ／／ 器種 不 明 長 さ　　 9 ．1 幅　　 3 ・0
厚 さ　 1 ．4

穴 径　　 0 ．2 ～ 0 ．3 ナ ナ メ 名 札 か°　釘 穴

3 6 6 1 4 7 S X O 3　 1 層 栓 ⑤ 長 さ　　 5 ．8 上 面径　 3 ．5 下 面 径　 2 ・2 ～ 2 ．4 板　 目 鋸 で 切 っ た痕

4 ／／ 14 8 ／／ 栓 ③ － B 長 さ　　 5 ．4 上 面 径　 3 ・2 ～ 3 ・4 下 面 径　 2 ．4 ～ 2 ．6 タ テ割 り

5 ／／ 14 9 ／／ 栓 ④ 長 さ　　 4 ・3 上 面 径　 3 ・4 ～ 3 ．6 下 面 径　 2 ．9 ～ 3 ．0 板　 目 面 取 り

6 ／／ 15 0
S X 0 3

4 ． 5 層
栓 ⑧ 長 さ　　 4 ．4 上 面 径　 2 ．9 ～ 3 ．5 下 面 径　 2 ．1 ～ 2 ．3 板　 目 甲 取 り

7 ／／ 15 1 S X 0 3　 1 層 栓 ⑥ 長 さ　　 3 ．8 上 面 径　 2 ．5 下 面 径　 2 ．1 板　 目 面 取 り

8 ／／ 1 5 2 ／／ 栓 ① 長 さ　　 4 ・0 上 面 径　 3 ．1 ～ 3 ・5 下 面 径 1 ．9 ～ 2 ．1 板　 目 面 取 り

9 ／／ 1 5 3 ／／ 栓 ③ － A 長 さ　　 4 ．2 上 面 径　 2 ．9 ～ 3 ．2 下 面 径　 2 ・3 ～ 2 ．6 芯 持 ち 面取 り

1 0 ／／ 1 5 4 ／／ 栓 ⑦ 長 さ　　 3 ．9 上 面 径　 2 ．4 ～ 2 ．9 下 面 径　 2 ．3 板　 目 面 取 り

1 1 ／／ 1 5 5 S X O 3　 4 層 栓 ⑨ 現 存 長　 4 ．6 板　 目 面 取 り

1 2 ／／ 1 5 6 S X O 3　 1 層 器 種不 明 長 さ　　 2 3 ．4 現 存 幅 1 1 ．6 面 取 り。 下 部 欠損

1 3 ／／ 15 7 ／／ 栓 ② 長 さ　　 7 ．5 幅　　 2 ．0 板　 目 長 方 形 。．面 取 り

14 ／／ 15 8
S X O 3

4 ． 5 層
漆 器 椀 口径　 1 1 ．3 現 存 高　 4 ．3 内外 面 に 朱 湊 。 外 面 は剥 落

15 ・ ／／ 15 9 S X O 3 筆 柄 ① 現 存 長　 6 ・2 筆 管 径 1 ・8 ～ 2 ．3 尻 骨 径　 2 ．1 ～ 2 ．5 芯 持 ち
尻 骨 部 の 外 面 は 鉄 、 内 部 は

木 製 、 柄 は 竹

16 ／／ 16 0 S X 0 3　 1 層 筆 柄 ② 現 存 長　 5 ・8 筆 管 径　 2 ．1
尻 骨 径　 2 ．3

鉄 の厚 さ 0 ．0 8

尻 骨 部 の 外 面 は 鉄 、 内 部 は

木 製 、 柄 は 竹

17 ／／ 策 ① 竹 現 存 長 10 ．2 柄　　 2 ．7 径　　 3 ・1

1 8 ／／ 笑 ② ／／ 現 存 長 1 1 ・5 柄　 ．1 ．7 径　　 2 ．9

1 9 ／／ 笑 ③ ／／ 現 存 長 13 ．7 柄　　 4 ．5 径　　 3 ．6

2 0 ／／ 笑④ ／／ 現 存 長　 2 4 ．9 柄　 10 ．0 径　　 3 ．3 節 は ケ ズ リ落 と し

2 1 ／／ 冤⑤ ／／ 現 存 長 1 0 ・2 柄　　 2 ．8 ． 径 ． 3 ．8

2 2 ／／ 寛 ⑥ ／／ 現 存 長 1 2 ．3 柄　　 3 ．1 ．径　　 3 ・9

2 3 ／／ 笑 ⑦ ／／ 現 存 長　 7 ．5 柄　 1 ・5 径　　 3 ．8

2 4 ／／ 笑 ⑧ ／／ 現 存 長　 8 ．2 柄　　 2 ．8 径　　 2 ．4

2 5 ／／ 笑 ⑨ ／／ 現存 長　 9 ．9 柄　　 2 ．3 径　　 3 ．4

2 6 ／／ 笑 ⑲ ／／ 現 存 長 16 ．0 柄　 1 ．7 径　　 2 ．8

2 7 ／／ 笑 ⑪ ／／ 現 存 長 13 ．6 柄　　 2 ．1 径　　 3 ・7 ．

2 8 ／／ 究 ⑫ ／／ 現 存 長 1 0 ．2 柄　　 3 ．4 径　　 3 ・1

2 9 ／／ 冤 ⑬ ／／ 現 存 長　 2 3 ．8 柄　　 3 ・5 径　　 3 ．2

3 0 ／／ 笑⑭ ／／ 現 存 長 1 1 ．0 柄　　 3 ．3 ・ 径　　 3 ．3

3 1 ／／ 寛 ⑮ ／／ 現 存 長 1 3 ．0 柄　　 2 ．3 径　　 3 ．6

3 2 ／／ 策 ⑲ ／／ 現 存 長 1 0 ．3 柄　 （3 ．6 ） 径　　 3 ．5

3 3 ／／ 笑 ⑰ ／／ 現 存 長 19 ．8 柄　 1 ．6 径　　 3 ．7

3 4 S X 0 3 策 ⑱ ／／ 現存 長 13 ．1 柄　　 6 ．1 径　　 3 ．6 節 は ケズ リ落 と し

35 ／／ 策 ⑲ ／／ 現 存 長 12 ．7 柄 ．　 3 ・1 径　　 3 ・8
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